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序

　横俵遺跡群大道遺跡が所在する群馬県前橋市は、関東平野の北西部に位置しており、北に名

山と知られる赤城山を望み、坂東太郎と呼ばれる利根川が市街地の中心部を貫流する自然豊か

な水と緑をキャッチフレーズにした人口28万を擁える県都であります。

　この様な豊かな自然環境を背景にして本市域には古代遺跡が無数にあり、特に大道遺跡が所

在する赤城山南面は日照時間が長いことと台地と谷地が複雑に入り組み涌き水も多い事などの

様々な条件から古代遺跡の宝庫と言われる地域になっております。

　このような自然環境に恵まれた前橋市東部の大室地区に自然を大々的に取り込んだ工業団地

を造成する計画が、前橋工業団地造成組合より提示され、埋蔵文化財の分布状況について調査

しましたところ、縄文時代からの遺跡と数多くの古墳が分布していることが明らかになりまし

た。開発部局との数回にわたる協議の結果、全体を四街区に分け平成元年度より4力年計画で

発掘調査を実施することになりました。

　大道遺跡の調査は、昭和63年度12月からの試掘調査から始められ、調査の結果に基づいて区

域を限定し、平成元年4月より本発掘調査が開始されました。

　工業団地造成予定地内は、現在まで大きな開発が無かったため遺跡の保存状況が極めて良く

本遺跡の調査でも平安時代・古墳時代後期・古墳時代前期・縄文時代後期～前期の遺跡が数面

にわたり埋蔵されておりました。各時代の竪穴住居跡を合計すると130軒以上にものぼり保存

状況の良さも加わって地域の歴史を解明していく上での貴重な資料を得ることが出来ました。

　その中でも縄文時代の調査では、前橋市域では初の発見となりました祭祀にかかわるものと

思われる多数の石棺状の配石墓や無数の土墳及び三角濤形土製品・土偶・岩版・石棒など特殊∪

な遺物も出土しマスコミにも報道され注目されました。

　市史を解明していく上での貴重な資料を数多く含む遺跡として、現状保存の協議を申し出し

ましたところ、前橋工業団地造業組合並びに工場を建設するプラス株式会社の方々の深い理解

を得まして盛土保存により縄文時代の遺構は保存されることになりました。発掘調査終了後、

造成建築工事により遺跡は消滅してしまうのが通例ですが、今回各方面の方々からのあたたか

い御支援を得まして保存措置が講じられたことに対し、大変感謝いたしております。

　最後になりましたが、本報告書を刊行するにあたり、ご協力いただきました関係各機関の方

々をはじめ、発掘調査に従事されました方々に対し感謝申し上げるとともに、本書が地域の歴

史解明に少しでも寄与できれば幸に存じます。

平成3年3月20日

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　団長遠藤次也
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口

　本書は荒砥工業団地造成事業に伴う横俵遺跡群大道遺跡の発掘調査報告書である。

　遺跡は前橋市下大屋町大道828－1番地他に所在する。

　調査面積は44．851㎡である。

　調査は前橋工業団地造成組合（管理者　清水一郎）の依頼により前橋市教育委員会指導の

　もと調査区域が広大な為、予算と期間の関係上、Hグリッドラインで南北に分割し、北側を

スナガ環境測設、南側を山武考古学研究所が担当した。調査の報告は本書1つにまとめた。

5　調査担当者および調査期間は以下の通りである。

　試掘担当者　近江屋成陽（山武考古学研究所）

　調査期間・昭和63年12月21日～平成元年3月4日

　本調査担当者　白石　光男（スナガ環境測設）

　　　　　　　　近江屋成陽（山武考古学研究所）

　　　　　　　　間宮　政光（山武考古学研究所）

　調査期間・平成元年2月7日～平成2年1月15日

　整理担当者　　近江屋成陽（山武考古学研究所）

　整理調査期間・平成2年4月1日～平成3年3月20日、

6　本書の作成については、発掘担当者・白石、間宮、近江屋の三者の協議のもと、近江屋が

原稿執筆・編集を行い、安藤杜夫、大賀健、松田政基、相京清子、秋山京子、朝生タカ、石

井百々子、伊藤彰敏、伊藤順子、大関郁恵、河島ゆう子、片岡美和子、木村春代、黒田宣子、

坂本秀美、斎藤きよみ、豊田早苗、根本時子、藤井陽子、藤崎徳江、幕田文子、三宅美知子、

矢部知恵子、山ロトモ子、日下部利夫の協力を得た。

7　配石遺構のリン・カルシウム分析については、辻本崇夫氏（パリノ・サーヴェイ株式会社）

に依頼した。

　発掘調査の資料は前橋市教育委員会で保管されている。

　発掘調査及び整理調査にあたっては次の諸氏、諸機関に御教示、御協力を賜った。（敬称

略・順不同）

阿部芳郎、石塚三夫、内野洋子、小野圭子、小野正敏、菊地実、武部喜充、八角憲章、林静

枝、古谷廣司、古屋都茂、群馬県教育委員会文化財保護課、群馬県埋蔵文化財調査事業団、

前橋工業団地造成組合、前橋市教育委員会文化財保護課、開成測量株式会社、青高館、パリ

ノ・サーヴェイ株式会社、プラス株式会社、明治大学考古学研究室



凡 例

　挿図中に使用した北は座標北である。

　本書に使用した遺構番号は混乱を避ける為、現地調査において使用したものをそのまま用

いていた。調査の結果、遺構にならないものがある為欠番が生じている。以下のものが欠番

である。

住居杜一31・92・109・129号住居杜、土拡一23・24・30・52・79・277・304・378・379・

408・409・410号土拡

　配石一19号配石。

3　配石遺構一石棺状のものは、地山と覆土の見分けが難しく、調査担当者の所見により床面

の推定ラインを図中に破線で入れている。

　挿図に建設省国土地理院発行の5万分の一の地形図（前橋）を使用した。

　本遺跡の略称は63E14大、1E14大である。

　各遺構の略称は次の通りである。

H一住居杜、D一土拡、JS一配石、S一集石、JU一埋甕、W一溝、K一炭窯肚

7　遺構・遺物の実測図の縮尺は次の通りである。

遺構・住居肚、土拡…1／80、柄鏡形敷石住居杜、一部の縄文時代の住居オ止…1／60、立石・

配石…1／30、溝…1／160・屋外埋設土器…1／30、炉杜・カマド…1／40

配石遺構全体図…1／150、時代別遺構配置図…1／2000、全体図…1／500…遺物　　土器…

1／4、縄文土器片・一部の土器…1／3・1／8、石器…1／3、1／6

8　スクリントーソの使用は次の通りである。
遺構平面図地　山一撒　焼土…………1…1……………1…1………………1…………………i…1……1

　　　　　　　　　　　　　　土師器……白抜き

9　拓図の貼り込みの位置については以下の通りである。

縄文時代一　　断面を中心に表が左、裏が右

古墳時代以降一断面を中心に表が右、裏が左



抄 録

　遺跡名　横俵遺跡群大道遺跡（よこだわらいせきぐんおおみちいせき）

　遺跡の位置と立地

　大道遺跡は群馬県前橋市下大屋町字大道828－1番地他に所在する。調査対象地は利根川

の支流である神沢川の右岸低台地上にあたる。地表面は幾度かの河川の氾濫により、ローム

の原形面、砂壌土、沖積地の粘質土と複雑な土壌になっている。標高は137m～141mである。

3　調査期間

　昭和63年12月21日より平成2年1月15日までの約1年半カ月間実施された。

　調査面積は44，851㎡である。

　検出された遺構と遺物

検出された遺構、遺物は以下の通りである。

時　代 遺　　　構 数量 遺　　　　　物

縄　　　文 竪穴住居祉 22 前期（諸磯）・中期（加曽利E　IV）・後

敷石住居杜 4 期（称名寺、堀之内、加曽利B、新地、

配石遺構 27 安行）土器、耳栓、土偶、三角濤形土製

屋外埋設土器 9 品、石鎌、石錘、打製石斧、砥石、凹石、

土　　　　拡 356 磨石、石皿、石錘、多孔石、石棒、匂玉

溝（河川肚）

遺物包含層

古　　　墳 竪穴住居肚 106 土師器（甕、圷、高圷、台付き甕、片口、

土　　　　拡 44 台付き片口）須恵器（圷、拡）、土製品

歴　　　史 竪穴住居肚 1 土師器（甕、圷）、内耳土器、近世陶器

溝 2 破片

時期不明 竪穴住居阯 1

炭　　　窯 1

土　　　　拡 81

6　まとめ

　調査の結果、縄文時代後期の集落と墓域と考えられる配石遺構群と古墳時代前期、後期の

集落杜がまとまって検出された。調査区が広域なため集落のほぼ全容が判明した。とくに、

赤城南麓では縄文時代の配石遺構がまとまって検出されたのは、本遣跡が初めてである。

　自然科学分析として配石内のリソ・カルシウム分析を行った。
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　　　　33号住居量遺物出土状況（1）（2）

　　　　（3）（4）

図版8　33号住居杜遺物出土状況（5）・同集

　　　　石近影・33号住居杜

　　　　34号住居1止・炉杜近影

　　　　35号住居肚遺物出土状況（1）（2）

図版9　35号住居オ止炉肚近影

　　　　43号住居祉遺物出土・43号住居堤

　　　　44号住居吐内遺物出土（1）（2）（3）

　　　　（4）

図版10　51号住居祉セクション・遺物出土状

　　　　況（1）（2）　51号住居杜検出・炉祉

　　　　近影

　　　　59号住居杜

　　　　111号住居肚

　　　　113号住居祉

図版11

図版12

図版13

図版14

図版15

図版16

図版17

図版18

図版19

図版20

図版21

図版22

図版23

図版24

図版25

図版26

図版27

図版28

図版29

113号住居肚遺物出土状況（1）（2）・

検出状況（1）（2）・炉肚（1）（2）

（3）・入り口部柱穴

118号住居杜遺物出土状況（1）（2）

118号住居肚（空撮）・（南より）

119号住居杜・119号住居杜炉杜近影

120・121号住居杜検出状況

120号住居肚炉杜近影

121号住居肚炉杜近影

122号住居杜遺物出土状況（1）（2）

122号住居祉遺物出土状況（1）（2）

123号住居；吐・124号住居杜

125号住居肚遺物出土・125号住居祉

検出状況

126号住居杜内埋甕確認・検出状況

128号住居祉・炉杜近影

131号住居肚検出　南より

131号住居肚周礫・敷石除去状況

132号住居肚検出　南より

132号住居杜周礫・敷石除去状況

縄文時代住居；吐出土遺物

32号住居肚出土遺物（1）

32号住居杜出土遺物（2）

32号住居肚出土遺物（3）

32号住居肚出土遺物（4）

33号住居杜出土遺物（1）

33号住居肚出土遺物（2）

34号・35号・3号溝住居肚出土遺物

113号・118号住居祉出土遺物

122号～126住居杜出土遺物（10）

28号～32号住居杜遺物

32号住居杜出土遺物

32号住居杜出土遺物

33号住居杜出土遺物



図版30

図版31

図版32

図版33

図版34

図版35

図版36

図版37

図版38

図版39

図版40

図版41

図版42

図版43

図版44

図版45

図版46

33号住居祉出土遺物

34号住居祉出土遺物（1）

34号住居吐出土遺物（2）

35号住居杜出土遺物

3号溝出土遺物

51号住居杜出土遺物（1）

51号住居杜出土遺物（2）

59号・113号住居；吐出土遺物

113号・118号・119号住居杜出土遺物

120号・122号・124号住居杜出土遺物

124号・125号・126号住居杜出土遺物

126号・131号・132号住居祉

出土遺物（1）

132号住居吐出土遺物（2）

配石遺構全景

1号配石遺構　立石が3基検出

配石遺構全景（1）　南より正面の赤

城山（南側）を望む

配石遺構全景（2）　1号配石

配石群確認状況　発掘風景4

配石群発掘風景　上部配石1　7号

配石実測風景（セクション）

配石群発掘風景　上部配石2　配石

群実測風景　全景

配石発掘風景3　調査終了状況　埋

め戻し保存

1号立石　1号配石　2号立石

3号、4号立石検出状況　5号立石

6号立石　8号、10号立石　7号、

9号配石上面　13号立石　8号配石

上部配石

15号配石近影　15号配石

15号配石　16号配石

下部配石全景

図版47

図版48

図版49

図版50

図版51

図版52

図版53

1号配石　1号配石遺物出土状況

2号配石　2号配石掘り方

3号配石　3号配石掘り方

4号配石　4号配石遺物出土状況

4号配石全景

同北側側石　同南側側石

同東側側石　同西側側石

5号配石

同配石　側面（北側）　同配石　側面

（南側）　同配石　側面（東側）　同配

石　側面（西側）

6号配石・確認状況　同配石検出状

況同配石側石（北）同配石側石

（南）　6号配石側石（西）

同配石側石（東）　同配石（セクショ

ン）　同（東）多孔石近影

7号配石検出　同配石北東隅遺物出

土　9号配石蓋石状況　9号配石検

出　10号配石蓋石状況　同配石検出

状況　11号配石蓋石検出状況　同配

石検出状況

12号配石　蓋石状況　同配石検出状

況

13号配石　蓋石状況　同配石検出状

況

14号配石　蓋石状況　同配石検出状

況

17号配石　蓋石状況　同配石検出状

況

下部配石（石棺形）

18号配石　蓋石検出状況　18号配石

20号配石　21号配石

21号配石～22号配石　22号配石

23号配石　蓋石検出状況　同配石検

出状況

（蓋石除去）



図版54

図版55

図版56

図版57

図版58

図版59

23号配石遺物出土状況　23号同遺物

出土状況

23号配石掘り方確認状況　23号配石

検出（蓋石除去）状況

24号配石検出状況　同遺物出土状況

25号配石検出状況　25号配石検出状

況

25号配石　遺物近影　同配石遺物出

土状況

3号、4号立石検出状況　26号配石

検出状況（3号、4号立石の下より

検出）W一グリッド内8号埋甕

27号配石検出　1号集石検出状況

2号集石検出状況　同発掘風景

縄文時代配石遺構内出土遺物

1号配石一1　三角濤形土製品

配石群周辺グリッド内、遺物出土状

況

Y－24グリッド遺物近影　5号配石

付近Z－18G　Y－19G　14号配石

Y－19G（内）（南）

R－13G　12号配石Y－19G南西付

近遺物出土

Z－18G出土状況　22号配石遺物近

影

配石遺構周辺グリッド内出土遺物

Y－17G、18G　Z－23G、27－G

屋外埋設土器

1号屋外埋設土器セクション　同検

出状況

2号屋外埋設土器セクション　同検

出状況

3号屋外埋設土器セクション　同検

出状況

4号屋外埋設土器セクション　同検

出状況

図版60

図版61

図版62

図版63

図版64

図版65

屋外埋設土器　縄文時代土拡

5号屋外埋設土器　同検出状況

6号屋外埋設土器　7号屋外埋設土

器

7号屋外埋設土器　8号屋外埋設土

器

9号屋外埋設土器　30号土拡出土状

況

縄文時代配石遺構内出土遺物　3、

9、7、5屋外埋設土器

縄文時代土拡

39号土拡　105土砿

146号土拡　同遺物出土近影

225号土拡セクション　同検出状況

223号土拡　346土砿

367号土砿　115土砿セクション

115号土拡　同遺物近影

198号土砿　186号土拡

328号土拡　386号～403号土砿

58号土拡（縄文）

59号土拡（縄文）

87号土砿（縄文）

156号土拡（縄文）

166号土拡（縄文）

181号土拡（縄文）

355号土拡（縄文）

382号土拡（縄文）

405号土拡遺物出土状況　405号土拡

検出状況　E→

同土拡内　敷石近影　N→

同土拡内　敷石近影　N→

同土拡内　埋甕検出状況　W→

同掘り方確認　W→

同敷石除去後全景　E→



図版66

図版67

図版68

図版69

図版70

図版71

図版72

図版73

図版74

図版75

図版76

図版77

土拡内出土遺物

2D－1　226D－1　8D－1

335D－1　405D－8　405号内埋

甕

縄文時代土拡内出土遺物

405号土砿

トレンチ内出土遺物

Nα3T　Nα7丁土製円盤

土砿内出土石器

146D－1（石棒）　8D－1

21D－1　21D－15　32D－1

33D－2　35D－1　133D－2

177D　203D　213D　218D－1

3号溝（河川肚全景）

3号溝（河川肚）セクション

3号溝（河川オ止）東→

北部土石流検出　北西→　同北→

縄文時代溝出土遺跡（1）

縄文時代溝出土遺跡（2）

縄文遺物包含層調査状況

L－31グリッド　同遺物近影

W－13グリッド　同遺物近影

Y－Z－15、16グリッド、b，c－

23グリッド

グリッド内出土遺物（1）

第1群第2群第3群
グリッド内出土遺物（2）

グリッド内出土遺物（3）

グリッド内出土遺物（4）

土偶（1）

Y24G－4　Y26G　Z26G

且Ta－26G上Y－18G－76
CTV15G■層

図版78

図版79

図版80

図版81

図版82

図版83

図版84

図版85

図版86

図版87

図版88

図版89

土偶（2）

Y－13G　2W－P11－G　W－16

GY－21G　W－15G　Y－23G

Z20G　Z20G　a－21G　184D

土器片転用土製円盤

縄文時代表採遺物（1）

縄文時代表採遺物（2）

グリッド内出土遺物（1）

グリヅド内出土遺物（2）

グリッド内出土遺物（3）

グリッド内出土遺物（4）

古墳時代住居杜発掘作業風景

26号住居祉発掘風景　S→

26号住居杜発掘風景　N→

実測風景（6号住）　奥SE→

発掘作業風景（4号住手前）

96号住居肚　発掘風景　NE→

1号住居杜カマド、貯蔵穴調査状況

88号住居』止　2号溝発掘風景　W→

91号住居祉床下調査状況　S→

1号溝　調査状況　N→

1号住居阯　1号住居祉カマド

2号住居肚遺物出土　2号住居祉

左、右2号住居杜遺物出土

←↑6号住居杜

3号住居祉　遺物出土風景

カマド近影　同遺物近影

3号住居杜遺物出土　貯蔵穴

3号住居肚全景

カマド内遺物近影　　同1番遺物除

去状況　同2番遺物除去状況　同3

番遺物除去　支脚検出



図版90

図版91

図版92

図版93

図版94

図版95

図版96

4号住居杜全風景

4号住居阯カマド　4号住居肚カマ

ドセグション　5号住居肚　7号住

居杜遺物出土

8号住居祉遺物出土　8号住居杜

9号住居祉遺物出土　9号住居杜

11号住居杜遺物出土　11号住居杜

12号住居杜遺物出土　12号住居祉

遺物近影

12号住居；吐　13号住居杜

16号住居吐　16号住居祉遺物近影

16号貯蔵穴　17号住居杜

17号住居杜　18号住居肚遺物近影

19号住居祉遺物出土　19号住居肚遺

物近影

19号住居吐　20号住居；吐

21号住居肚　22号住居祉遺物出土状

況

22号住居阯　22号住居杜

22号住居杜　23号住居杜

24号住居祉　25号住居肚

26号住居；吐　同除去状況

27号住居肚遺物出土状況　同検出状

況

36号住居；吐遺物出土　36号住居祉

37号住居量遺物出土　37号住居肚

38号住居祉　38号住居杜遺物近影

39号住居量　39号住居杜遺物出土

40号住居祉遺物出土状況　41号住居

肚

42号住居杜　42号住居祉遺物出土

42号住居肚遺物出土状況　46号住居

肚

47号住居杜　47号住居肚遺物近影

図版97　47号住居杜遺物出土　48号住居杜

　　　　48号住居杜　48号住居祉遺物近影

　　　　48号住居肚49号住居阯50号住居祉

　　　　遺物近影　50号住居肚

図版98　54号住居肚セクション　同遺物出土

　　　　状況（1）　同遺物出土状況（2）　同

　　　　遺物近影　同遺物近影　同遺物近影

　　　　同遺物近影　同遺物近影

図版99　55号住居t止　55号住居鮭

　　　　56号住居杜　56号同遺物近影

　　　　56号同遺物近影　56号住居杜

　　　　57号住居祉　57号同遺物近影

図版10060号住居肚　61号住居杜遺物出土

　　　　61号住居肚遺物出土　66号住居杜完掘

　　　　66号住居肚　66号住居祉同カマド近影

　　　　66号住居；吐カマド遺物近影　67号住

　　　　居杜

図版10168号住居杜　69号住居肚

　　　　70号住居杜　69号住居杜遺物近影

　　　　71号住居杜カマド近影

　　　　同支脚　72号住居肚

図版10274号住居』止　74号住居祉遺物近影

　　　　75号住居』止　76号住居肚

　　　　76号住居杜　カマド近影

　　　　76号住居杜　同遺物近影

　　　　77号住居肚同遺物近影　77号住居杜

図版10378号住居杜

　　　　78号住居杜同カマド近影　79号住居杜

　　　　79号住居祉同かマド近影　79号同カ

　　　　マド近影

　　　　80号住居杜　80号住居杜同遺物近影

図版10480号住居杜カマド近影　80号住居祉

　　　　81号住居祉　81号住居肚カマド近影

　　　　81号カマド近影



　　　82号住居祉　83号住居1止

図版10583号住居1止カマド遺物近影　83号住

　　　居祉カマド近影

　　　84号住居杜　85号住居肚

　　　86号住居杜　88号住居祉

　　　88号同遺物出土状況　88号同遺物近影

図版10688号住居；吐　88号同遺物近影

　　　90号住居祉　91号住居杜

　　　92号住居肚　94号住居杜

　　　94号住居杜旧カマド付近　94号同旧

　　　カマド

図版10794号住居垢カマド近影　94号同旧カ

　　　マド近影

　　　95号住居杜　95号住居；吐同遺物近影

　　　96号住居杜　96号同遺物近影

　　　97号住居杜97号同カマド近影

図版10898号住居；吐　98号同カマド近影

　　　99号住居雄　100号住居杜

　　　100号同カマド近影　100号同階段状

　　　遺構南一→

　　　100号同東→　100号同遺物近影

図版109100号同遺物近影　101号住居1止

　　　101号同カマド近影　102号住居鮭

　　　104号住居祉　105号住居祉

　　　105号住居阯　107号住居杜

図版110107号住居杜　107号同遺物出土状況

　　　108号住居杜遺物出土状況　108号住

　　　居肚　108号同カマド　108号同カマ

　　　　ド近影　114号住居祉　114号カマド

　　　近影

図版111114号住居杜カマド近影　116号住居

　　　』止　117号住居祉　117号同遺物近影

　　　127号住居祉　127号同遺物近影

　　　130号住居肚遺物近影　130号住居』止

図版112古墳時代　住居祉出土遺物（1）

　　　　1号住居杜出土遺物～2号住出土遺物

図版113古墳時代　住居祉出土遺物（2）

　　　　3号住出土遺物～4号住出土遺物

図版114古墳時代　住居杜出土遺物（3）

　　　　4号住出土遺物～6号住出土遺物

　　　16号住出土遺物　17号住出土遺物

　　　19号住出土遺物

図版115古墳時代　住居杜出土遺物（4）

　　　19号住出土遺物　23号住出土遺物

　　　25号住出土遺物～27号住出土遺物

　　　36号住出土遺物～38号住出土遺物

　　　40号住出土遺物　42号住出土遺物

　　　47号住出土遺物　48号住出土遺物

　　　50号住出土遺物

図版116古墳時代　住居肚出土遺物（5）

　　　53号住出土遺物　54号住出土遺物

　　　56号住出土遺物

図版117古墳時代　住居祉出土遺物（6）

　　　57号出土遺物　61号住出土遺物　66

　　　号住出土遺物　67号住出土遺物　69

　　　号結出土遺物　70号住出土遺物

図版118古墳時氏　住居肚出土遺物（7）

　　　71号住出土遺物　72号住出土遺物

　　　75号住出土遺物　77号住～80号住出

　　　土遺物

図版119古墳時代　住居杜出土遺物（8）

　　　80号住出土遺物　83号住出土遺物

図版120古墳時代　住居杜出土遺物（9）

　　　81号住出土遺物（土師）　83号住～86

　　　号住出土遺物　88号住出土遺物

図版121古墳時代　住居杜出土遺物（10）

　　　88号住出土遺物　93号住出土遺物

　　　94号住出土遺物



図版122古墳時代　住居肚出土遺物（11）

　　　　94号住～96号住出土遺物

図版123古墳時代　住居杜出土遺物（12）

　　　　96号住～98号住出土遺物

図版124古墳時代　住居肚出土遺物（13）

　　　　100号住～102号住出土遺物

　　　　104号住出土遺物

図版125古墳時代　住居杜出土遺物（14）

　　　　105号住出土遺物　107号住出土遺物

　　　　108号住出土遺物　117号住出土遺物

図版126古墳時代　住居阯出土遺物（15）

　　　　117号住出土遺物

　　　　127号住出土遺物　127号住出土遺物

図版127古墳時代　住居杜出土遺物（16）

　　　　94号一34、38出土遺物　97号一18出

　　　　土遺物

図版128古墳時代土拡（1）

　　　　円形土拡検出状況（空撮）

図版129古墳時代土砿（2）

　　　　7号土拡　8号土拡

　　　　9号土砿　12号土拡

　　　　13号土拡セクション　13号土拡

　　　　14号土砿　18号土拡

図版130古墳時代土拡（3）

　　　　16号土拡　17号土拡

　　　　17号土砿セクション　22号土砿

　　　　21号土砿　25、26号土拡　28、33号

　　　　土砿　28号土砿

図版131古墳時代土拡（4）

　　　　31号土拡　33号土拡

　　　　37号土拡　39号土拡

　　　　118号土拡遺物出土状況　220号土拡

　　　　302、303号土拡　完掘　329号土砿

　　　　完掘

図版132歴史時代　溝

　　　　1号溝全景

　　　　1号溝セクション　2号溝セクション

　　　　2号溝　北側より　2号溝　南側より

図版133出土遺物が検出されていなかった住

　　　　居肚（時代は覆土の状況より）

　　　　10号住居祉（時期不明）　14号住居祉

　　　　（縄文時代）

　　　　15号住居量発掘風景　15号住居』止

　　　　（縄文時代）

　　　　45号住居杜（古墳時代）　63号住居肚

　　　　（古墳時代）

　　　　63号住居杜（古墳時代）　106号住居

　　　　量（歴史時代）　106号同カマド近影

図版134時期不明遺構　1号炭窯　38号土砿

　　　　（製鉄遺構？）　38号土拡　掘り方

　　　　38号土拡（製鉄遺構？）近影

図版135歴史時代　溝・トレンチ内出土遺物

　　　　1号溝　2号溝覆土上面Nα2～Nα10

　　　　トレンチ



第1章　発掘調査に至る経緯と調査組織

　荒砥工業団地造成に伴う横俵遺跡大道遺跡の発掘調査に至る経緯と経過については下記のと

おりである。

昭和61年10月　前橋工業団地造成組合より下大屋町・西大室町にまたがる工業団地の開発計画

　　　　　　　が提示され、教育委員会社会教育課文化財保護係あてに当該予定地内の埋蔵文

　　　　　　　化財の分布状況についての問い合わせがある。

昭和61年11月　文化財保護係職員による分布調査が実施される。

昭和61年12月　開発予定地内の埋蔵文化財の分布状況を記した地図を作成し、分布状況につい

　　　　　　　ての回答をする。

昭和62年4月　開発予定地内の埋蔵文化財の取り扱い（調査期間、調査費用、調査体制）等に

　　　　　　　ついて前橋工業団地造成組合と協議する。

昭和62年12月　昭和63年度の前橋工業団地造成組合事業計画に荒砥工業団地の造成が計画され

　　　　　　　る。

昭和63年4月　63年度の埋蔵文化財発掘調査の計画について前橋工業団地造成組合と協議する。

　　　　　　　荒砥工業団地の埋蔵文化財については、11月より第一街区の確認調査から入る

　　　　　　　ことになる。

昭和63年11月　前橋市埋蔵文化財発掘調査団の指導監督の下に、第一街区の確認調査が山武考

　　　　　　　古学研究所・スナガ環境測設により実施される。

　　　　　　　第一街区の字上諏訪山地区については、確認調査の結果遺跡が認められず本調

　　　　　　　査は無しとなる。

　　　　　　　字大道地区については、縄文時代から古墳時代にわたる複合遺跡であるという

　　　　　　　ことが分かり、約45，000㎡を対象に本発掘調査が必要となる。

平成元年2月　前橋工業団地造成組合との協議の結果、大道遺跡のうち、約4200㎡を対象に本

　　　　　　　発掘調査が実施される。

平成元年4月　大道遺跡の発掘調査が継続して実施される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前橋市教育委員会文化財保護課）
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前橋市埋蔵文化財発掘調査団調査組織（昭和63年・平成元年度）

団　　長

事務局長

事務局次長

調査指導

二瓶　益巳（前橋市教育委員会　管理部長）

福田　紀雄（前橋市教育委員会　文化財保護課長）

浜田　博一（前橋市教育委員会　埋蔵文化財係長）

遠藤　和夫（前橋市教育委員会　埋蔵文化財係主任）

新保　一美く前橋市教育委員会　埋蔵文化財係嘱託員）

平岡　和夫（山武考古学研究所所長）

須永　眞弘（スナガ環境測設株式会社代表取締役）

調査担当者

北部担当（Hグリッド線以北4，000㎡）

　　白石　光男（スナガ環境測設株式会社埋蔵文化財第2チーフ）

南部担当（Hグリッド線以南40，851㎡）

　　近江屋成陽（山武考古学研究所調査研究員）

　　間宮　政光（山武考古学研究所調査員）

発掘調査協力者

飯島いし、飯島キクエ、飯塚明三、石井春江、石関うめ子、石田いつ、伊藤廉倫、井野ヒロ、

石関コズエ、入沢やい、岩上まさえ、江口よしの、大川きよ、大沢やよい、大山浩子、小川

悦子、女屋知恵子、小野木年江、勝田キミエ、鹿沼豊子、神沢芳子、木島ヒサ子、木村すい

子、木村瑞枝、栗原計子、高坂とも、高坂花子、小屋たみ子、斎藤重美、斎藤たけ、斎藤ま

き子、斎藤八重子、坂牧光枝、桜井啓一、桜井貞子（上並榎）、桜井貞子（下大島）、渋沢成

一
、
新
保
永 二、新保勝太郎、新保隆、新保富恵、新保昌子、新保まつ、新保松乃、新保幸永、

須賀コト、須賀サイ、須藤なを子、関トシ子、善セッ子、高尾ハル、高橋やすの、武井ヨシ、

田代きよ、田村愛子、都築俊之、角田トリ、鳥山初子、中山銀造、萩原あや子、萩原ミヨノ、

畑村正一、蜂須賀もとめ、羽鳥イソヨ、原島さい子、原島なか、福島逸司、堀越うめ子、堀

越くに、堀口ふくの、前原アヤ子、牧野ゆき子、松井きん、松永シマ子、真庭トシ、村山弘

子、茂木典子、諸田恒次郎、諸田棲子、八木原きぬ子、八木原テル子、山口里江、山ロキク、

山口きく枝、山口久松、山田由美子、横沢和代、横沢信子、吉田良子
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

第1節　位置と環境

　横俵遺跡群は前橋市下大屋町字上諏訪山・大道、西大室町熊の穴・上横俵・中横俵・大久保

に所在している。前橋市の市街地からは東へ約9㎞の旧荒砥地区に位置し、東西約L2㎞、南

北約1㎞、面積55ヘクタールという広大な範囲に及ぶ。その中の本報告の大道遺跡は上毛電鉄

大胡駅から南へ約2．5㎞、本遺跡群を貫流する利根川の支流である神沢川の西側の低台地上に

存在する。r群馬県遺跡台帳・前橋編』には八光ABC遺跡として記載されている周知の遺跡で

ある。

　遺跡の立地する赤城山南麓は広大な裾野地形を形成し北から南への緩傾斜地となっている。

この斜面は、第四期洪積世に活動を始めたと考えられる赤城山の火山泥屑物・火山泥屑物が主

な構成要素であり、それらの上を赤城、榛名、浅間山等の諸火山によって噴出された火山灰が

風化しローム層を厚く覆っている。

　本遺跡群丙の台地部分の地層も浅間B軽石、浅間C軽石等を含む黒色土の下に浅間一板鼻黄

色軽石、浅間一白糸軽石、浅間一板鼻褐色軽石、姶良一丹沢火山灰、暗色帯、赤城一鹿沼軽石、

榛名一八崎軽石等が順を追って確認される。

　赤城火山斜面上には、多数の中小河川が南下しているため赤城山南麓は河川の解析により舌

状台地、沖積地、裾野扇状地が発達している。本遺跡群を東西に二分する神沢川も幾度かの流

路を変え氾濫を繰り返していたと考えられる形跡が本遺跡にも数ケ所認められた。（図版72）

そのため本遺跡の地表面はロームの原形面、砂壌土、沖積地の粘質土と複雑な土壌となってい

る。標高は137m～141mを測る。

　本遺跡群周辺は河川の流量が比較的少なく流速が早いため、大正用水に見られるような人口

の用水路、八光沼、横俵沼のような溜め池、沼等の潅概施設は古い時代から発達していたと考

えられる。遺跡の現況も水田、桑畑、牧草畑、果樹園として利用されていた。現在は工場用地

として姿を変えている。尚、縄文時代の配石遺構は現況のまま地下に保存されている。
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、蜘

　　　　第1図　横俵遺跡群と周辺の遺跡分布図
1．横俵遺跡群（a．大道遺跡　b．上横俵遺跡　c．熊の穴遺跡　d．大久保遺跡）F2．谷津遺跡

3．丸山遺跡　4．東原B遺跡　5．村主遺跡　6．荒子小学校■遺跡　7．堤東遺跡　8．富田遺跡群

9．荒ロ前原遺跡　10．荒砥北三木堂遺跡　11．今井城跡　12．大道遺跡（県教委、昭和63年度調査部分）

13．七ツ石古墳群　14．七ツ石遺跡　15．北山遺跡　16．上縄引遺跡　17．後二子古墳　18．中二子古墳

19．前二子古墳　20．梅木遺跡　21．荒子め砦遺跡　22．荒砥東原遺跡　23．荒砥二之堰遺跡

24．赤石城跡　25．新土塚城跡　26．荒砥前原遺跡127．八坂遺跡
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第2節周辺の遺跡

　本遺跡群の周辺には土地改良事業や城南住宅団地造成等、大規模な開発の増加とともに多く

の遺跡が発見されている。以下、縄文時代以降の主な遺跡について概観していく。

　縄文時代

　前期と中期後半から後期初頭の小規模な集落が点在している。本遺跡群の中では大道遺跡の

東岸の神沢川を隔てた東側の台地に存在する熊の穴遺跡（平成元年度調査）に前期諸磯式土器

を伴出した住居杜が4軒検出している。

　中期後半から後期初頭では赤堀村曲沢遺跡（調査時は赤堀村であったが現在は赤堀町であ

る。）には大規模な集落の調査事例がある。しかし、市内では小規模な集落の調査事例が現状

である。主な遺跡は荒砥前原遺跡、荒砥北原遺跡の中期の集落肚。荒砥二之堰遺跡は中期後半

の集落杜で、柄鏡形敷石住居祉が検出している。また、近接する伊勢崎市の八坂遺跡では後期

後半の配石遺構が検出しているが、配石遺構は現在のところ周辺ではこの一例のみである。

　本遺跡の広がりと考えられる大正用水を隔てた南側の地域では、昭和63年度に群馬県教育委

員会が県営圃助整備工事に先立って同名の大道遺跡として発掘調査が行われた。検出された遺

構は縄文後期の住居杜1軒であった。

　弥生時代

　弥生時代になると遺跡の発見例は少ない。中期後半から後期の小規模な集落が七ッ石遺跡、

荒砥上川久保遺跡、荒砥前原遺跡、荒口前原遺跡、荒砥島原遺跡で検出されている。沖積地を

臨んだ台地の縁辺や微高地上に立地する傾向をもっている。

　古墳時代

　古墳時代になると遺跡数が一段と増加する。前期では本遺跡群の熊の穴遺跡で住居阯が10軒

検出されている。赤城南麓の荒砥地区では、、樽式土器、赤井戸式土器、古式土師との供伴す

る資料をもつ遺跡がかなり見られる。

　周溝墓の検出例では、本遺跡の西側約1㎞の東原B遺跡で16基検出している。遺物は二重口

縁穿孔壷が出土している。その他、上縄引遺跡、島原遺跡、堤東遺跡などでみられる。また現

在のところ前期古墳の発見例はみられない。

　中期の遺跡は現在のところ発見例は少ない。荒砥荒子遺跡、梅木遺跡（後期まで存続する可

能性がある）、丸山遺跡で環豪と柵列で囲まれた館跡と考えられる遺構が発見されている。集

落杜では、荒砥上諏訪遺跡、荒砥東原遺跡谷津遺跡、荒砥北原遺跡でみられる。

　後期に入ると遺跡は増加し、古墳や集落杜が多く点在する。主な遺跡としては、本遺跡の南

東約2㎞の五料沼のほとりに、国史跡となっている前方後円墳、前二子、中二子、後二子古墳
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が存在する。その他に、・本遺跡の南約800mのところに伊勢山古墳が存在する。また神沢川右

岸台地上には、上横俵古墳群と熊の穴古墳群が存在している。この地区も荒砥工業団地造成地

区に入っており、横俵遺跡群として平成元年度には、熊の穴遺跡M－1号墳として直径約25m

ほどの小円墳が1基調査されている。

　集落杜では本遺跡に近い（西へ約L2㎞）位置にある東原B遺跡、村主遺跡。また、大正用

水を隔てた南側の大道遺跡では住居肚が1軒検出されている。その他、周辺には検出例が多く

みられる。

　奈良・平安時代

　奈良・平安時代ではさらに遺跡の検出例が増大する。本遺跡群の1つ大久保遺跡からは平安

時代の住居址が2軒検出された。1号住居；吐からは『東』、『中』、と書かれた墨書土器が出土

している。また～本遺跡の南西約2㎞に位置する荒子小学校校庭■遺跡では住居杜12軒が検出

されており、3号住居祉床直上から銅印が1点出土している。

　中世以降

　集落祉は現在のところ発見されていない。城、館跡、としては荒子の砦、大室元城、今井城、

城山城、赤石城、中屋敷等が存在する。また、富田遺跡群では板碑や五輪塔と共に骨蔵器が出

土している。さらに、荒砥北三木堂遺跡では火葬墓の検出がみられる。

　以上のように本遺跡をとりまくことの地域では、考古学上重要な地域と考えられる。

　参考文献

r群馬県遺跡台帳』前橋編

『群馬県史』資料編1・2・3

r村主遺跡・東原B遺跡」現地説明会資料　群馬県教育委員会　昭和62年10月17目

r阿弥陀井戸道上・伊勢山・大道・山王・明神山」昭和63年荒砥北部遺跡群発掘調査報告書

　群馬県教育委員会

r山武考古学研究所年報」Nα7　昭和63年度　山武考古学研究所

r年報」平成元年度版　前橋市教育委員会

r横俵遺跡群1」前橋市埋蔵文化財発掘調査団　1990
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第3章　調査の概要と経過

第1節試掘調査

第1項調査の概要

　試掘調査は昭和63年12月21～平成元年3月4日に至って行われ対象面積74，750㎡の10％を調

査対象とした。調査は真北にあわせ調査区内に20m×20mのグリッドを設定し、そのグリッド

に沿って東西へ20mおきに幅2mのトレンチを入れた。トレンチの呼称は南から北へNα1・2

　3・4・5・・トレンチとした。調査を実施するにあたって、試掘及び発掘調査とも平成元

年11月まで、という期間的な制約があった為、面積も広大であるのを考慮し、トレンチ設定枠

内に2m×2mのテストピットを西端部、中央部、東端部、その他現況で地形的に変化のある

部分に手掘りで確認面の調査を行ない、トレンチの掘り下げは重機（バックフォー0．7）を用

い時間の節約に努めた。

第2項　日誌抄

　昭和63年12月

　16日、現地にて前橋市教育委員会文化財保護室主任（現・同保護課係長）遠藤和夫氏と調査

区範囲について打ち合わせ。北限と南限、東西の範囲の確認を行う。21日より、トレンチ設定

枠内に2m×2mのテストピットを入れ遺構確認面の調査を開始する。27日、年内の作業は本

目で終了。

　昭和64年1月

　6日より調査を再開する。遺構確認面の調査終了トレンチよりトレソチ掘り下げを開始する。

平行してテストピットの掘り下げを行う。Nα11トレンチより、住居肚と思われる落ち込みを確

認する。7日、NdO・11トレソチの西側は谷地となり、浅間B軽石準層が堆積しておりその下

が泥炭層になっていて水田祉の可能性が考えられたが調査の結果、畦畔が現れない為、水田杜

の可能性は薄い。本日が昭和の最後の日となる。

　平成元年1月

　8目、元号が変わり本日より平成となる。9日、トレンチ掘り一ドげを継続する。Nd2トレソ

チより遺構確認作業を開始する。住居阯と思われる落ち込みは16箇所認められる。13日、農協

を挟んだ東側Nα9～Nα13トレンチの遺構確認作業に入る。Nα12トレンチより住居阯思われる落

ち込み2箇所確認する。覆土内より古式土師の甕形土器の口縁部の破片が出土。石田川期のも

のと思われる。18日、前橋市教育委員会文化財保護係浜田、遠藤両氏来跡。本調査の打ち合わ
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せを行う。19日、Nα6～Nα7トレンチの西側は黒色土層が34cm～85c皿堆積しており、地形的に

谷地になっている。また、黒色土層には縄文後期の土器片が多量に含まれている。河川の氾濫

の跡が認められるが遺物の摩滅が認められず、河川の氾濫の後の窪地に投棄されたものではな

いかと思われる。下旬より写真撮影、実測を行ない31日をもって北側の未解決部分を除き終了

する。

　2　　月

　3日、前橋市教育委員会社会教育課文化財保護室との協議により本調査区を設定する。7日

より本調査開始。（詳細は本調査の項参照）9日、社会教育課文化財保護室との協議により北

部約22，420㎡の保留区域を本調査、同時平行して試掘を行うこととなった。トレンチの入れ方

は、前回と同じ方法で行い南側より同じ番号を付けた。13日北部22，420㎡に20m方眼の杭打ち

を行う。15、トレソチの設定を行う。17日よのトレンチ掘り下げを開始する。20日、Nα17トレ

ンチの東寄りに径約50cm～1m程の安山岩質の集石が検出。人為的に並べてあるように見える。

調査区外であるが古墳が付近に存在する為、古墳の石室の可能性が考えられる。24日、大喪の

礼の為発掘調査休み。下旬より、写真撮影、実測を開始する。

　3　　月

　先月に引き続き、遺構確認作業を行う。平行して写真撮影、実測を行ない、7日をもって終

了。調査の結果、Nα12、13トレソチよりまとまって住居杜が認められた。また、Nα15トレンチ

のやや西側寄りに広範囲に落ち込みが認められるが、自然の窪地の可能性が強い。Nα17トレン

チより覆土に焼土、炭化物を覆土中に含む楕円形の落ち込みが1箇所認められた。また、東寄

りの集石は河川の氾濫による土石流によるものか、人為的に並べたようにも見え古墳の石室の

室の可能性の2点が考えられ、この地区も本調査の必要が考えられる。

　小　　結

　調査の結果、遺跡は西端と東寄りが谷地になりその間の中央部と東端の台地上に存在する、

確認された遺構は台地の南西寄りに縄文後期の遺物を覆土中に含むものが集中し、土師器破片

を覆土中に含むものが北側と南東側に分布している傾向を示した。

　確認された遺構は住居祉23軒、土砿12基、溝3条、遺物は縄文時代後期（称名寺、堀之内、

加曽利B式）土器片、打製石斧、黒耀石石鎌、剥片、古墳時代前期、後期、奈良・平安時代の

土師器（甕、圷）の破片、中世の摺鉢、近世陶器破片が採取された。
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第2節本調査

第1項調査の概要

　調査期間は平成元年2月7日～平成2年1月15日に亘って行われた。調査区域は確認調査の

結果に基づき前橋市教育委員会社会教育課文化財保護室と協議を行い決定した。

　グリッドは公共座標を用い10m×10mのグリッドを設定した。グリッドの名称は北西隅を基

準とし、南北をアルファベット（調査区域が広大な為、大文字が終了した続きを小文字で呼称

した。）、東西をアラビア数字で呼称した。

　遺構確認面は第3層暗褐色砂質土層上面で行った。工事の関係上平成元年度より、南部の道

路工事部分を優先して行った。また～Vグリッド以南は縄文の遺物包含層が確認されており、

遺物が多量に分布していた。従って、包含層の下に遺構の検出が考えられ、古墳時代～歴史時

代所産の遺構調査終了後、西端よりグリッド杭に合わせて南北に幅2mのトレソチを20m間隔

に設定し調査を行った。特に遺構の集中している区域については10m間隔で追加トレンチを入・

れた。トレンチ名は西側からアルファベット順で呼称し、追加トレンチについては東側から続

きのアルファベヅト記号を付けた。トレンチ調査の結果、数ケ所に於いて遺構が確認された。

これらの縄文包含層下の遺構の調査は遺構を確認したトレンチを拡張して調査を行った。

　本遺跡の遺構の調査は調査期間の関係上、竪穴式住居祉は赤城南麓で検出例の多い古墳時代

～平安時代の所産のものは二分法で土層を観察し、遺物は覆土下層、床直上、カマド及び貯蔵

穴内出土のもののみを記録した。その他の覆土中のものは一括でとりあげた。縄文時代の住居

肚は検出例が少ない為、四分法で土層を観察し、覆土中の遺物もドットで記録を行った。

　配石遺構は四分法で土層観察を行い、覆土中及び床面の土壌サソプルを取り上げた。結果に

ついては自然科学分析の章で述べている。また、遺構は現状保存となる為、掘り方調査及び石

材の材質鑑定は行われていない。現在、埋め戻しされ緑地部分として保存されている。

　その他、土拡は半裁で土層断面の観察を行った。中世以降と考えられる薬研堀状の溝につい

ては部分的に掘り下げを行い、方向と形態の確認のみの調査を行った。

　なお、遺構番号は調査順に付しているが遺構と遺物の量が多いので混乱を避けるため、整理

調査の段階では一部の遺構を除き、調査時で付した番号をそのまま用いた。変更のあった遺構

については凡例中に示した。

第2項　日誌抄

　平成元年2月

　前橋市教育委員会社会教育課文化財保護室（平成元年4月1日より、文化財保護課）との協

議により、調査区を設定する。なお、調査区域が広大で、来年度にかかる継続事業な事と期間

の関係の為、年度内に出来る範囲（4，141㎡）と北部（Nグリッド以北4，000㎡）の2班体制で

調査を行う事となった。
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　平成元年3月

　平成元年度への継続事業の為、すぐ遺構調査に入れるように次年度調査の行われる東端部の

2，749㎡の表土排土を上旬から下旬にかけて行った。平行して4，141㎡と北部4，000㎡部分の遺

構調査を2班体制で行う。調査の結果、4，141㎡部分では住居；吐10軒、土拡29基が検出された。

　また、北部4，000㎡では住居祉1軒と炭窯が1基の検出のみにとどまった。本遣跡の集落の

北限と考えられる。調査は季節風の強い目が続き予定より遅れ、遺構の写真撮影と実測調査が

部分的に残り、4月に継続することとなった。

　平成元年4月

　引き続き4，141㎡と北部4，000㎡部分の調査を行い中旬にそれぞれ終了した。スナガ班は他の

地区に移動した。山武班は中旬より本格的に表土排土を開始した。それに伴い調査員を1名、

調査補助員20名増員する。表土俳土は工業団地造成工事工程の関係上道路工事が先行するため

南端部より開始した。それに平行して東端部の遺構調査を行った。さらに、南東部の昨年度保

留地区にトレンチ入れ試掘調査を行った。調査の結果、近・現代の耕作により麗乱が著しく遺

構は存在しなかったため本調査対象外となった。

　平成元年5月

　1日に表土排土と平行して南端部より方眼杭打ちを開始した。南端部の西寄りの地点に礫が

固まって検出。川の氾濫による土石流の可能性が考えられるが、人為的に並べてあるように見

’える。この地域には古墳が多く古墳の可能性が考えられるため表土除去作業を慎重に行った。

　中旬の入って表土除去作業も進み人為的に礫群が一つ、一つ並べられている事が判明した。

当初、古墳の可能性が考えられたが、縄文の所産とみられる多孔石や周囲の散在している土器

片は縄文後期の加曽利B式に比定するものであった。この地域では検出例の少ない縄文時代の

配石遺構の可能性がでてきた。

　下旬、東端部より検出された19号住居肚より床直上で完形の石田川式の台付き甕と、赤井戸

式の甕の口縁部破片が共伴して出土した。

　南端部では縄文後期の土器片の出土がかなり多く見られる。土師所産の遺構確認面が縄文の

包含層であることが確認される。

　平成元年6月

　東端部の遺構調査は6月14日で終了した。東端部は古墳時代前期の集落と縄文時代と思われ

る住居杜2軒と土拡と後期の薄い遺物包含層が僅かに検出された。！5日に表土排土作業を終了

する。下旬、南端部の遺構調査に入る。梅雨に入り、雨上がりの日に土壌が水分を含んだ事を

機会に南端部の調査を一時中断し遺構確認作業に全力を投入した。農繁期の為、調査補助員の

人数が半減し、発掘作業が予定より遅れた。

　平成元年7月

　南端部の遺構調査と平行して土師所産の住居杜、土拡、歴史時代所産の溝の調査を南部より

北部へと調査を進めた。中、下旬に大雨が降り緩斜面の突端にある南端部の遺構が水没し、水

中ポンプで吸い出し作業の繰り返しで調査は難行した。
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　平成元年8月

　梅雨もようやく上旬で明け、人員の数も元に戻り調査が軌道に乗って来た。しかし、調査区

が広大なため、未調査部分に雑草が生い茂ってきた。発掘調査と平行して除草作業を行う。下

旬に予定していた南端部の空撮を調査が遅れているため一カ月延期した。

　平成元年9月

　引き続き南端部の遺構調査、土師所産の住居肚の調査、歴史時代の調査を行った。中旬に台

風の影響で大雨が降った。再び南端部が水没してしまった。水中ポンプで吸い出し作業を行う。

一日で終了した。28日、南端部の空撮を行った。

　平成元年10月

　5目をもって南端部道路工事部分の調査を終了した。9日に道路工事部分を市教育委員会文

化財保護課との協議により、工事施工業者に解放した。土師所産の住居阯、歴史時代所産の溝

の調査を終了した。土師所産の住居祉は遺存が良く掘り込みが深く、出土遺物も完形に近いも

のが多い。下旬より縄文の遺構調査に入った。

　平成元年11月

　2日、Vグリヅド以南は縄文の遺物出土量が多いため遺物包含層下に遺構の検出の可能性が

考えられたため南北に幅2mのトレンチを20m間隔に入れ遺構の確認を行った。なお遺構の集

中して検出された地区に関してはさらに10m間隔にトレンチを入れた本調査の方法については

期間と予算の関係上、18日に現地にて前橋市教育委員会文化財保護課との協議によりトレンチ

内に検出された遺構部分を拡張して調査を行うこととなった。当初の予想より検出された遺構、

遺物が多く、期限の11月30日までに調査を全工程終了する事は不可能となった。そのため市文

化財保護課と前橋市工業団地造成組合と協議を行い、予算と造成工事工程から最終期限を平成

2年1月15日厳守となった。下旬より縄文時代の住居祉、土拡、屋外埋設土器、包含層の調査

と平行して配石遺構の調査に入った。

　平成元年12月

　7日、空撮を行った。（遺跡全景、北部、配石群全景、敷石住居。）下旬に縄文時代住居祉、

土拡、屋外埋設土器、包含層の調査を終了した。引き続き配石遺構の調査を行った。

　平成2年1月

　引き続き配石遺構の調査を行った。写真撮影、実測を行い、15日に大道遺跡調査終了した。

機材、遺物の搬出、プレハブ撤去を行った。本遺跡は縄文時代～歴史時代に至るまでの複合遺

跡であった。特に、縄文時代後期と古墳時代の遺構と遺物は資料的に豊富で貴重な成果が得ら

れたと思われる。
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第4章　基本土層

　本遺跡内の地形は低台地と谷地に大きく別れる。幾度かの川の氾濫の跡が確認され複雑な土

壌となっている。従って同遺跡内において地点によって異なった土層が認められる。
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Vli

北部標準堆積土層

第1層暗褐色土耕作土。桑の根が入る。
第豆層　黒　色　土　白色軽石粒φ1㎜～2㎜多量に含む。し

　　　　　　　まり強。粘性弱。
第皿層黒褐色土褐色砂質土φ10㎜～20㎜多量に含む。し
　　　　　　　まり強。粘性弱。
第W層　黒褐色砂質土　礫を多量に含む。川砂と思われる。
第V層　灰色砂質土　小礫少量含む。白色軽石粒φ1㎜～2皿
　　　　　　　多量に含む。
第V［層　暗茶褐色土　白色軽石少量含む。しまり強。粘性弱。
第皿層　褐　色　土　ローム層B．Pを多量に含む。Y．P少
　　　　　　　量。しまり強。粘性弱。
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南端部標準堆積土層

第1層暗褐色土耕作土。
第H層　黒　色　土　白色軽石（F・P）多量に含む。しまり強。

　　　　　　　粘性弱。
第皿層暗褐色土褐色土混入する。小石少量含む。しまり
　　〔縄文遺物包含層）粘性強。
第IV層　褐　色　土　小石少量含む。しまり粘性強。ソフト

　　　　　　　ローム層。
第V層　黒褐色土　砂粒を多量に含む。しまり粘性強。
第V【層　青灰色砂質土　鉄分を含む。褐色土少量混入。

第辺層黒褐色土砂粒を多量に含む。しまり粘性強。
第四層茶褐色土粘質土。白色軽石少量。
第K層黄褐色土B，P少量含む。
第X層黄褐色土ハードローム層。
第X層褐色土B．P多量に含む。しまり粘性強。

第4図　標準堆積土層図（1）
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L＝138．90m

V

岬
1

II

III

IV

　VI

　Vll

　w皿

西部標準堆積土層

第1層
第豆層
第皿層

第w層

第V層
第w層
第皿層

暗褐色土　耕作土。
灰褐色土旧耕作土。
灰褐色土鉄分を多く含む。しまり強粘性弱。
黒褐色土白色の砂の粒子多量に含む。しまり強粘
　　　　　性弱。
暗褐色土　砂粒を多量に含む。しまり強粘性弱。
浅間B軽石層
黒　　色　　土　前橋泥炭層。しまり粘性強。

第皿層　暗褐色砂質土　白色粘土φ10㎜～30㎜少量混入。鉄分少

　　　　　　　　量含む。

L＝137．10m

IVa

V皿1

皿 I
I
I

皿a

Va

IV

南西部標準堆積土層

第1層　黒褐色土　耕作土。しまりなくボソボソ。
第五層　黒褐色土　色軽石少量含む。（浅間A軽石？）しまり

　　　　　　　　強粘性弱。
第皿層　黒褐色土　■層より色調暗い。白色軽石粒細かく多

　　　　　　　　量に含む。オレンジ色の軽石粒細かく多
　　　　　　　　量に含む。しまり粘性強。
第IV層　黒　　色　　土　オレンジ色の軽石粒細かく（φ40皿皿）帯状

　　　　　　　　に堆積。白色軽石粒細かく多量に含む。

第V層黒　色

第班層黒　色

第皿層黒　色

　しまり粘性強。
土　白色軽石多量に含む。オレンジ色の軽石
　微量に含む。しまり粘性強。
土　白色軽石、オレンジ色の軽石微量に含
　む。しまり粘性強。
土　白色軽石細かく微量に含む。しまり強。

南西部縄文遺物包含層

L＝137．70m
IIlb

Vlb

vb

南西部と同じ第mb
I　II層が上層Vlbに

入るVb

皿b黒褐色土白色軽石細かく少量含む。しまり強。粘
　　　　　　性弱。
Wb黒褐色土白色軽石粒細かく多量に含む。ローム混
　　　　　　入。しまり強。粘性弱。
Vb黒褐色土白色軽石粒細かく多量に含む。2層より
　　　　　　含有量多い。しまり強。粘性弱。

第5図　標準堆積土層図（2）
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第5章　検出された遺構と遺物

第1節縄文時代

　1．縄文時代の概観

　遺構は住居阯26軒（数石住居杜4軒を含む。）、配石遺構27基、屋外埋設土器（埋甕）9基、

土拡357基が検出されている。また、14・15号住居杜は伴出遺物がないが、形態及び覆土の状

況から縄文時代の所産と考えられるため、本時代に入れた、

　遺構の分布は本遺跡の北から南へ緩やかに傾斜した南端部に集中し、住居阯は配石遺構を囲

むように弧状をなしている。

　なお、遺構は沖積地にあたる黒色粘質土層に掘り込まれているものが多く地山と覆土が似て

いる為、検出には困難をきたした。特に確認面から掘り込みの浅い住居肚は平面形が不明確の

ものがある。

　遺物は遺構内出土と遺構外のものを合わせると膨大な出土量である。縄文時代の遺物が本遺

跡の出土遺物総数の約3分の2を占めている。本書では紙面に限りがある為、遺構内より出土

した遺物を中心に掲載を行い、遺構外出土遺物については本遺跡の性格を把握できる資料を中

心に載せる事を試みた。

　以下遺構別に説明を行う。

　2．住居吐

　14号住居壇（第7図　図版133）

位置　K－29グリッド／形態　楕円形／規模　残存径3．39m／壁高　36cm～4蕊m。

壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に締まりがあり硬質である。／柱穴8

本。P1とP2に柱痕が検出されている。径10cmを計る。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8
長径cm 27 29 21 21 28 36 24 54

短径c皿 26
一 一 『

27 28 22 48

深さcm 48 52 51 63 60 60 53 49

／炉　中央部に位置する。長軸66cm、短軸49cm、深さ8cmを計る。平面は楕円形、断面は皿状

を呈する。地床炉である。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土の2層に分層される。

遺物の出土状況

　検出されなかった。

一17一



／／
－－一

讐A

　13号住居‡止

い

◎
P6

　／も

㊦
P5

　◎
　P4

117号土拡

　　　　、

函　＼撹乱
尉　、

　1σ‘

　　　P7P1

　　　　◎
　　ロミ
誘醗縮

／　騨
》ジノ

　　　　　P2
　　　　　こ）

◎P3

ooi

島

　

⑪

・
、

、
、

l　l

I　I

l　I

I　I

l　I

　8

’

，’ 15号住居祉

讐AF

凶
島1

E≡

oゆ
o●

慧

田1

の

偶

懸

q

oo

SPA　L＝140．50m 2

　　　　　　　総

　　　　　　　　14号住居祉
　　　　　　　　第1層　黒　色　土
　　　　　　　　第2層　黒褐色土

　aL＝140．20m　　　　　　ざ　　　　　b　L＝140．20m　　　　　bF
一甲　　　 1　2，一　　 一・　　　　　・一

　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貯蔵穴

2　　務　　　1Z第1層黒褐色土
1鹸毯圭・繊1：鞍

ミ逮AF

彪

O 1 2m

焼土粒子・炭化物少量含む。ロームブロ

ックφ10皿～20㎜を多量に含む。　しまり
強。粘性弱。

小礫少量含む。ローム粒子ブロック多量
に含む。しまり強。粘性弱。

ローム粒子少量含む。しまり強。

　　　　　0 1m

　　　　　　　　　　　　　　　　第7図　14号住居吐

備考

　新旧関係は東壁を15号住居祉、西壁を13号住居量にそれぞれ切られる。また径38cm、深さ15

cmの円形の穴は覆土の観察から本杜に供なわず、本阯を切っている事が判明した。従って、こ

の円形の穴を117号土拡と命名した。

　本杜は遺物の出土は見られなかったが形態と覆土の状況から縄文時代の所産と考えられる。
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15号住居吐

第1層　黒褐色土

第2層　暗褐色土

第3層　暗褐色土

1

諺
白色の軽石多量に含む。褐色砂質土ブロ
ック状にφ10㎜～20㎜多量含む。しまり
強、粘性弱。

白色の軽石微量に含む。褐色砂質土ブロ
ック状にφ10㎜～20皿多量含む。しまり
強、粘性弱。

白色の軽石微量に含む。褐色砂質土ブロ
ック状にφ10㎜～20㎜多量含む。しまり
強、粘性弱。

0 10cm

　　　　　　　　　　　　　第8図　15号住居祉・出土遺物

　15号住居吐（第8図　図版133）

位置　K－30グリッド／形態　楕円形／規模　径約3。54cm／壁高　44．5cm

壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に締まりがあり硬質である。／

柱穴　12本。配列はまばらである。覆土の観察では新旧関係をつかめなかった。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

長径c皿 24 33 26 29 26 25 24 22 31 28 22 26

短径c皿
一

31
一 一 ｝ 一 一 一 一

24 19 24

深さcm 45 41 41 42 44 41 24 38 38 54 41 39

P12は底面が外側へやや張り出す。
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炉　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色土を基調に2層の合わせて3層に分層される。

遺物

　スクレイパーが覆土2層目より出土した。

備考

　新旧関係は14号住居杜を切る。また、本肚も伴出遺物はみられなかったが、形態と覆土の状

況から縄文時代の所産のものと考えられる。

　28号住居吐（第9図　図版6）

位置　b－22グリッド／形態不明（近・現代の耕作により削平される。南西側に一部壁が残

る。遺存する壁面は丸みを帯び柱穴の並びから楕円形を呈すると推定される。）／主軸方向N

－45。一E

規模　推定・長軸7。89m×短軸5．60m（東西×南北）／壁高0～7m／壁溝　なし。

床全体に至って面をなしているが特に硬質化された面の検出はみられない。／柱穴31本。

P1・P2・P3が主柱穴に相当すると考えられるが、4本目のP2とP3に対応する柱穴の

検出がみられない。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

長径c皿 32 46 28 22 24 24 26 28 29 29 26 53 34 24 38 66 31 24

短径cm 一
36

一 一 一 一 一 『 一 一 ｝ 一 一 一 一
48

一 一

深さcm 17 17 16 13 23 24 36 35 16 43 13 24 12 32 23 19 15 10

Nα 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

長径cm 25 18 41 46 47 48 69 22 18 19 21 38 34 86 52 53 96

短径c皿
一 『 一 一

32
一

52
一 ｝ 一 一

28
一 一 一 一

66

深さc皿 39 15 ！2 32 32 15 51 13 29 12 12 14 19 29 18 19 15

　※P15、P25は柱痕の検出あり。径15c皿前後を計る。P32、P33、P34内には遺物が検出さ

れている。貯蔵穴のような性格が1つ考えられる。

炉　ほぽ中央部に石囲い炉が検出。遺存悪く組み石がはずれている。組み石には総数12個の石

が使用されている。そのうち3個は多孔石を用いられている。掘り方長軸47cm、短軸42cm、深

さ14cmを計る。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。

　覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により削平され、黒褐色土の単層で検出された。

遺物の出土状況

　P32より土器片が16点出土。P33より土器片1点。床着では全体に散乱した状態で土器片42

点、石鍬2点、自然礫が3点出土した。実測遺物点数29点。

備考

　遺構面は北から南へなだらかに傾斜している。比高は7cmを計る。
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　本阯は壁が近・現代の削平によりほとんどが消滅しており、床面は地山との区別がつきにく

く、遺構の範囲をとらえるのに困難をきたしている。本杜に伴う柱穴は覆土の色調や混入物で

判別した。

　炉肚は焼土の検出状況から判断してあまり使用されていない事が言える。

　検出された遺物（第10．11図）

　検出された遺物は確認面より掘り込みが浅いため掲載した遺物はほとんど床直上と柱穴内よ

り出土したものである。

　1は浅鉢土器口縁部の破片である。P32内より出土した。口唇部にRL縄文を施し、一重の

沈線を巡らし区画する。肩部には沈線間にキザミを施す。胴部は平行沈線を巡らす。

　2。4～7は深鉢形土器で綾形状の沈線を施す。6がP15より出土し、その他は床直上より出

土したものである。

　8、9は肩部がくの字状に強く張り出す深鉢形土器である。縦位および弧状沈線でLRの磨

り消し縄文を区画する。9は赤彩の痕跡が認められる。

　10は口縁部にはボタン状の貼付を施す。口唇部にキザミを施し、LR縄文を施文する。

　11は13～15は沈線間にキザミを施す。

　13、14は深鉢形土器口縁部の破片で15が胴部の破片である。それぞれ平行沈線で区画しLR

縄文で施文する。LR縄文を平行沈線で区画する。16は深鉢形土器胴部の破片である。

　17、20は単節LR縄文を施文し横位の平行沈線で区画する。

　24は浅鉢形土器である。体部に沈線を施す。内外丁寧なミガキを施す。

　25、26は深鉢形土器の底部の破片である。網代痕がある。25は復元底径9．8cm。28凹石は長

さ9．9cm、幅7．1cm、厚さ4．8cm。

　27は無茎石鎌である。長さ3．2c皿、幅2．05cm、厚さ0．7cmを計る。29の多孔石は一部欠損して

いる。長さ18．9cm（残存長）、幅12．9cm、厚さ7．6cm。
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　ヨ　　　　リ　　ム　エニュきおけ

l　　　　　　l．◎P9・P1・
殴
＼
＼

　　　　　　　　　　マ

　　　　　　　　　 　ド　　ド

＼ハ・．○．　　 日　・つ
　レ・P・7　　P16　　　　．　　霧工

　SRA　L－13③8。mの謝諏勤　1』　　　　苗1

　　　　　一“29号住胱
　一・　　　　　　　　．旦Pκ
　　　　　　　　　と　　　　％第1層1琶論孟禦蹴

1　2m
L＝136．70m　　　　　　　　　　　　　L＝136．70m

皇．P3　　廷　b　P5　　　げ　cp6　　σ

P－3．56

　第1層　黒　　色　　土　ロームブロックφ10㎜～20皿少量含む。

　　白色の軽石少量含む。しまり強。粘性
　第2層　黒　　色　　土　ロームブロックφ10㎜～20㎜少量含む。

　　白色の軽石少量含む。しまり強。粘性
　第3層黒　色　土ロームブロックφ10㎜～20㎜少量含む。　　　　　　　0　　　　　　　　1m

　　白色の軽石少量含む。しまり強。粘性

　　　第12図　29号住居：吐



　29号住居：吐（第12図．図版6）

位置b－21グリッド／形態　方形／主軸方向　N－0。一E／規模　5．40m×5．、03m。（南東隅

が調査区外に延びる。また、北西側は撹乱に切られる。／壁高0～ac皿。／壁構　なし。／床

褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に至って面をなすが特に硬質化された面の検出はみられな

い。／柱穴　18本。西側に1本、やや遺構外よりやや離れて検出されたものがある。覆土の状

況が遺構内と似ているため本肚のものとして扱った。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

長径cm 24 23 70 39 113 64 31 36 33 26 23 28 36 29 56 23 不 40

短径cm 20 17 60 29 67 63
一 一

25
一

20
一 一 一 一 一

39 35

深さcm 11 31 31 36 11 8 12 9 37 46 40 10 8 11 26 10 69 18

※不は不明を表す。P17は調査区外に延びているため不明である。

炉　焼けた痕跡は認められないが位置と形態からみてP5が炉祉の可能性が考えられる。平面

は楕円形、断面は皿状を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。上部が近・現代の耕作により削平される。黒色土の単層である。

遺物の出土状況

　全体に亘って土器片（深鉢）が散乱して出土した。実測遺物点数14点。

　検出された遺物（第13図　図版28）

　床着、柱穴内より検出された遺物を掲載した。1～14は深鉢形土器の破片である。1は平行

沈線間にLR縄文を充填する。また、沈線による連結弧線文を施し、中は無文帯を構成する。

　2と3は接点はないが同一固体である。沈線間にキザミを施す。床直上より出土した。

　4は口縁部に沈線を巡らせ以下、沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填する。口縁部

による刺突を施した細い紐線を巡らせる。床面より5cm高い位置で出土した。

　6、7は口縁部の破片で指頭圧痕を施した一条の紐線が巡る。床面上より出土した。

　8ば櫛歯状の沈線を施す。9～11は沈線間に単節LR縄文を充填する。9は床直上、10はP

7内、11はP9より出土した。

　12は単節RL縄文を施文し、沈線で区画する。

　13は深鉢形土器底部の破片で網代痕がある。床直上より出土した。

　14は深鉢形土器の口縁部に付く突起の破片である。床直上より出土した。
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30号住居祉

第1層　黒　色　土　白色の軽石粒細く多量に含む。オレンジ

　色の軽石微量に含む。小礫少量含む。し
　まり強、粘性弱。第2層　黒　　色　　土　白色の軽石粒細く少量含む。暗褐色土混

　入の小礫少量含む。しまり強、粘性弱。
第3層　黒　色　土　1、2層に比べ色調淡、小礫少量含む。

　白色の軽石粒細かく微量に含む。しまり
　強、粘性弱。第4層灰褐色土

第14図　30号住居祉
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　30号住居吐（第14図　図版6）

位置　Y－14グリヅド／形態　隅丸方形／規模　3．86m×3．45m（東西×南北）／壁高　13m

～16cm。／壁構　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に至って面をなすが特に硬

質化された面の検出はみられない。／柱穴　4本。P1・径16cm、深さ26cm。P2・径16cm、

深さ33cm。P3・径16cm、深さ16cm。P4・径27cm、深さ11c皿。相対する西側には柱穴の検出

はみられなかった／炉　なし。／その他の施設　ほぼ中央部に楕円形の掘り込みが検出された。

覆土の堆積状況を観察した結果、切り合いが認められないため住居杜に伴うものと考えられる。

規模は長軸171cm、短軸139c皿、深さ59cmを計る。中より多孔石1点、自然礫12点が出土した。

細かく観察すると人為的に積んであるかのように見えた。なお多孔石、自然礫は火熱は受けて

いない。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土を基調に3層と灰褐色土の合わせて4層に分層される。

遺物

　全体に亘って土器片（深鉢、注口土器）が散乱して出土した。その他、石鎌、打製石斧、磨

石、砂岩製の砥石が出土。実測遺物点数31点。

　検出された遺物（第15～17図　図版28）

　覆土中、床着、柱穴内より検出された遺物を掲載した。1～2は深鉢形土器口縁部の破片で

指頭圧痕を施した一条の紐線が巡る。3は深鉢形土器口縁部の破片で4はLR縄文を縦位、横

位に施す。5は杉状の沈線を施す。深鉢形で無文の粗製土器である。6、7は沈線間にLR縄

文を施文する。8は沈線間にRL縄文を施文する。9～11は沈線で区画された内側にLR縄文と

キザミを施す。12は一重の沈線を巡らし区画13する。肩部には沈線間にキザミを施す。胴部は

平行沈線を巡らす。7は口唇部にキザミを施し、LR縄文を施文する8～10は沈線間にキザミ

を施す。11、12は深鉢形土器の口唇部突起である。13は深鉢形土器底部の破片で網代痕がある。

～は無文の粗製土器である。

る。口縁部と底部が欠損している。半分は割れて散乱して検出されたが復元結果、完形にはな

らなかった。残存高18。6cm。胎土は砂粒を含む。焼成は良好。内外に黒斑がある。色調は内28

は砂岩製の砥石である。29は打製石斧である。長さ10．4c皿幅4．9cm厚さ0．9cm重さ71g。30は磨

石である石材は安山岩。中央部に敲打による凹穴がある。長さ8．3cm幅6。1cm厚さ3．7cm。31は

石錐、34、は多孔石で熱を受け赤色化している。長さ23．2c皿幅11．1cm厚さ8．5cm重さ2．1㎏、33

は叩き石長さ13・9cm幅6・6c皿厚さ4・3c皿重さ634g。
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　32号住居堤（第18図　図版6・7）

位置X－14グリッド／形態　楕円形（方形に近い）／主軸方向N－450－E／規模長軸7．07

×短軸6・06m（東西×南北）／壁高55c皿～53c皿／壁溝　なし。／床　全体に至って面をなして

いるが特に硬質化された部分の検出はみられない。／柱穴　16本。

Nα 1 2 3 4 5 一6 7 8 9 10
「
1
1 12 13 14 15 16

長径cm 48 24 27 28 28 25 28 26 24 25 25 23 26 25 30 26

短径cm 『
36

一 一 一 一 一
一　　　　P

『
19

一 一 一 一
25

『

深さc皿 38 41 40 54 18 31 13 29 27 27 22 42． 44 18 43 32

炉　石囲炉が検出。遺存悪く組み石がはずれている。周囲に小礫が散乱した状態である。遺存

されているのは組み石は5個である。掘り方長軸109cm、短軸89c皿、深さ19c皿を計る。平面は

楕円形、断面は皿状を呈する。炉阯は焼土の検出状況から判断してあまり使用されていない事

が言える。

覆土の状況

　自然堆積である。43、44号住居姫より続く3号溝は本阯の覆土より検出されていない。従っ

ズ本杜は3号溝を切っていることが判明した。土層は黒色土5層、黒褐色土2層の合わせて7

層に分層される。

新旧関係

　3号溝（河川』止）を切る。なお3号溝の残存部分が本阯の床下より検出された。

遺物の出土状況

　覆土の第2層、第3層中より多量に土器片が出土した。また、本書掲載の台付き浅鉢の破片

は第4層より出土した。また、床面より深鉢の破片、舟形土器、土偶1点、打製石斧、磨石凹

石が出土した。全体に散乱した状態であった。さらに、炉杜内より深鉢胴部上半の破片が出土。

実測遺物点数67点。

　検出された遺物（第19～33図　図版28～30）

　覆土中、床着、炉杜内より検出された遺物を掲載した。1は深鉢形土器である。沈線による

」字状の区画文を施文する。2は深鉢形土器口縁部の破片で横位の平行沈線を巡らしその間に

綾杉形の沈線を施文する。3は深鉢形土器口縁部の破片である。出土位置は覆土第6層より出

土。床面より約10cm離れている。施文は頸部にボタソ状の貼付を施し横位の平行沈線と胴部は

U字状の沈線を区画し内側に列点を施す。口径22．6cm、残存高11．3cm。胎土は砂粒を含む。焼

成は良好、色調は暗褐色である。4、5、指頭圧痕を施した一条の紐線が巡る。7は台付き浅

鉢である。出土位置は覆土第4層、床面より約10c皿離れて出土した。施文は口縁部、体部に刻

みをもち、体部には明確な沈線が羽状に入る。口辺部にはタテ方向のミガキ、下部に平行沈線

が入り、その間を横方向のミガキが入る。口径29cm、残存高13，1cm。口縁部と底部の約3分の

1と脚部が欠損している。内外に黒斑あり。焼成は極めて良好である。
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　色調は淡褐色。調整は内外共に丁寧なミガキが施されている。沈線間にLR縄文を施文する。

8、9は沈線間にRL縄文を施文する。9～11は沈線で区画された内側にLR縄文とキザミを施

す。12は一重の沈線を巡らし区画する。肩部には沈線間にキザミを施す。胴部は平行沈線を巡

らす。7は口唇部にキザミを施し、LR縄文を施文する。10は舟形土器である。口縁部にはボ

タソ状の貼付を施す。体部にRLの縄文を施文し、間を沈線で区画する。器面は丁寧なミガキ。

底部外面はヘラケズリのちミガキを施す。長さ30c皿、幅（復元）17。4cm、器高5，7c皿。胎土は

砂粒を含む。焼成は極めて良好である。色調は黒褐色である。沈線間にキザミを施す。11～15、

21～24は無文の粗製土器である。12は深鉢形土器の口唇部につく突起である。13は深鉢形土器

底部の破片で網代痕がある。

　30は深鉢形土器である。炉址内より出土した。波状口縁で吸盤状の突起をもつ。また、口縁

の山と谷の部分に装飾的に突手をもつ。残存高25c皿。

31、32、33、34は瘤状突起が貼付される単節RLの縄文を施文し平行沈線で区画した後交互に

縄文をナデで消す。

　35は板状土偶胴部の破片である。残存の長さ9．Ocm、幅6．8cm、厚さ1．1c皿。胴部は沈線文で

うず巻き状等の区画文を表現し胴部は乳房を貼り付けて表現している。

　36は礫器である。側面に使用痕が認められる。長さ9。2c皿、幅8．2cm、厚さ2，2cm、重さ271g。

37は敲石の破片である。残存の長さ5．5cm、幅4。3cm、厚さL8cm、重さ60g。38、39は分胴形

の打製石斧である。38は約2分の1が欠損する。残存長は6．4c皿、幅6。9c皿、重さ104g。

　40は剥片石器である。側面に使用痕が認められる。長さ6．8cm、幅6．9cm、厚さ2c皿。41は石

錘である。先端が欠損する。残存長5．8cm、幅3．1c皿、厚さ1．1cm、重さ4g。42は石棒である。

長さ14．7cm、幅6c瓜厚さ4．8cm、重さは1000g。43は砂岩製の砥石である。長さ5ほcm、幅は3。7

cm、厚さ0．9cm。重さ23g、44は凹石である。長さ12．9c皿、厚さ3．1cm、幅8．6cm、重さ493g。45、55

～57、58は磨石である。45は長さ15．3cm、厚さ2．9cm、幅9．4cm、重さ716g。55は長さ8．2cm、

厚さ5．6c皿、幅7．3c皿、重さ460g。56は長さ8．1cm、厚さ2．3cm、幅6。2cm、重さ190g。

　57は長さ12．5c皿、厚さ3．Ocm、幅7．5c皿、重さ467cm。58は長さ7．4cm、厚さ2．Ocm、幅5．Ocm。

重さ123g。60は長さ6．2cm、厚さ2．6cm、幅5．7cm、重さ116g。それぞれ磨滅しており使用痕

が認められる。59、61、62、67は凹石である。59は長さは13cm、厚さ6．9cm、幅7．7cm、重さ736g。61

は長さ10．2cm、厚さ6．3cm、幅7．9cm、重さ635g。62は長さ1L3c皿、厚さ4。5cm、幅5。7cm、重

さ329g。67は長さ10．9cm、厚さ8．3cm、幅5．4cm、重さ527g。63、65、66は多孔石長さ15。9c皿、

厚さ7．5cm、幅12．4cm、重さ1800g。65は長さ12．8cm、厚さ10．7c皿、幅11．2cm、重さ1200g。

66は長さ18．1c皿、厚さ6。5c皿、重さ1800g。
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湿臨　　　　　　　　ε乙巳　田08・9ε同∀ヨS

　り　ゅ　　　め　　　め　　
り

　め　の　　　へゆ　　 の　　 ロ

　り　　　　　　　　　 　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　ぱワ　　　ノ　　マワ　ヨ　　　マ　　や　　　ノ

　　　　　 ゆ　 　んゆの　　の

　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1層　黒　　色　　土　白色軽石粒細かく多量に含む。しまり
　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強。粘性弱。
　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2層　黒　　色　　土　白色軽石粒細かく少量含む。土器片多
　¢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量、骨片少量含む。しまり強。粘性弱。

　8！げ　　　　 三げ　　　　　 第3層黒褐色土土器片多量、骨片少量含む。しまり強。

　ヨ　　　　　　　　　　粘性弱。

　iσ：　　1σ：
　a　　　　　　　

a『

　モコ　　　ロらむぼ

　麓譲撫痂爵，　、m
　第1層暗褐色土埋土。石を固定したもの、しまり強。つ

　　き固めている。

　　第34図　33号住居吐



　33号住居祉（第34図　図版7、8、30、31）

位置X－13グリッド／形態　隅丸長方形／規模　長軸は調査区域外へ延びるため不明。短軸

4。29m。（南北×東西）／壁高24cm～35c皿／壁溝　なし。／床　暗褐色砂質土に掘り込まれる。

全体に亘って面をなしているが硬質部分の検出はみられなかった。／柱穴　18本。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

長径cm 10 25 26 50 32 25 26 23 25 15 22 34 28 28 26 29 29 32

短径c皿
一 一 一

一　一 27
一

19
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

深さcm 44 98 50 36 25 45 39 48 27 25 44 52 42 37 48 48 64 54

炉　石囲炉である。楕円形の掘り込みに切られる。掘り方は長軸不明、短軸44cm、深さ7cm。

平面は楕円形、断面は鍋底形を呈する。／その他の施設　楕円形の掘り込みが3ケ所検出され

た。覆土の状況から本祉に伴う遺構と考えられる。便宜上、土拡と呼称した。土拡1・長軸10

cm、短軸64cm、深さ29cm。P11と重複する。また、中に火熱を受け赤色化した自然礫が1点出

土した。土拡2・長軸94cm、短軸83c皿、深さ14．7c皿。土拡3・炉阯を切ったような形で検出さ

れている。しかし、住居祉の覆土中からの掘り込みが認められな構ったため炉杜に付随する遺

構の可能性が考えられる。長軸88cm、短軸58cm、深さ17cm。共に平面は楕円形、断面は鍋底形

を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土を基調に2層、黒褐色土1層の合わせて2層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土中より多量に土器片が出土した。床直上より石棒の破片が出土した。実測遺物点95点。

　検出された遺物（第35～47図　図版21、22、31、32）

　覆土中のものは多量に出土したため代表的なものと、床直上より出土したものを掲載した。

1は深鉢形土器の口縁部破片である。口縁部に指頭圧痕を施した紐線を巡らす無文の粗製土器

である。床直上より出土した。2は深鉢形土器の破片である。LRの磨消し縄文を施文し、覆

櫛歯状の沈線を施される。覆土第3層中より出土した。3はくの字状に屈曲するソロバソ玉形

の深鉢形土器の破片である。体部上半は横位や弧状の沈線による区画文の中に単節LR縄文を

充填される。下半は横位や斜位の沈線を施される。床直上より破片3点で散乱して出土した。

4は瘤状の突起を貼り付し、沈線による区画文の中に単節LR縄文をされた沈線5は3と同様

な破片である。

　6は注口土器の体部上半の破片と思われる。沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填さ

れる。床直上より出土した。7、8は深鉢形土器口縁部の破片である。無文の粗製土器である。

また、8は波状口縁である。共に覆土第1層中より出土した。9は深鉢形土器の破片である。

斜位の沈線を胴部上半と下半に巡らし、頸部に平行沈線を巡らせ間は無文帯を構成する。以下

に刺突文を巡らせる。床直上より出土した。10は深鉢形土器口縁部の破片である。櫛歯状の沈
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線が施される。床直上より出土した。11、12は深鉢形土器口縁部の破片である。13は浅鉢形土

器の破片である。胴部に単節RLの磨消し縄文を施文される。床直上より3つの破片が散乱し

て出土した。14は深鉢形土器の破片である。口縁部に沈線で区画された中に縄文帯とキザミ目

帯を巡らせ、縦長の貼り付文を施される。胴部に櫛描きの沈線を施される。覆土第2層中より

出土した。15、16は深鉢形土器の口縁部破片。無文の粗製土器である。

　覆土第3層中より出土した。17は深鉢形土器口縁部の破片である。沈線間にキザミ目を施し、

以下を綾形状の沈線を施される。覆土第2層中より出土した。18は深鉢形土器の破片である。

波状口縁である。口縁部に沈線による区画文を施し単節RL縄文を充填する。以下を沈線によ

る区画の中に綾形状の沈線を施す。覆土第1層中より出土した。19は深鉢形土器の口縁部の破

片である。口縁部に平行沈線を巡らせ間にキザミ目を施される。以下を綾形状の沈線を施文さ

れる。20、22は深鉢形土器の口縁部破片である。第2層中より出土した。口縁部に平行沈線間

に縄文帯単節LR縄文をとキザミ目帯を巡らせ施文される。21は深鉢形土器の口縁部破片であ

る。綾形状の沈線を施される。覆土第2層中より出土した。22は深鉢形土器である。口縁部に

沈線で区画された問に単節LRの磨滑縄文を充填する。体部には池線間に刺突文をめぐらせ以

下綾杉状の沈線を施す。覆土第1層中より出土した。

　23～35は赤彩土器である。共に覆土第2層中より出土した。23は沈線間に単節LRの磨消し

縄文を充填させる。下半が欠損する。31は深鉢形土器口縁部の破片である。弧状沈線の区画文

の中に単節LR縄文を施文する。37は深鉢形土器である。無文の粗製土器である。覆土第1層

中より出土した。38、39は深鉢形土器の口縁部破片である。綾杉状の沈線を施される。覆土第

3層中より出土した。40、41は深鉢形土器の口縁部破片である。口縁部に沈線を巡らせ中に単

節LR縄文を充填させる。床直上より出土した。42は深鉢形土器である。口縁部は床直上より

出土した。50、54～56は台付き異形土器である。50は胴部の破片である。胴部はまるくふくら

む。第2層中より出土した。54～56は覆土中より出土した。脚部の破片である。一赤彩が施され

ている。51は深鉢形土器底部の破片である。無文の粗製土器である。54～56は脚部の破片であ

る。55、56は赤彩が施されている。57、58、60は深鉢形土器口縁部の破片である。波状口縁で

ある。綾形状の沈線を施文様れる。59は浅鉢形土器口縁部の破片である。口縁部に単節LRの

磨消し縄文帯とキザミ目を施し把手を貼付される。胴部には綾杉状の沈線を施される。床直上

より出土した。61、62、64は注口土器の注口部の破片である。63、65は山形土偶の脚部の破片

である。

　66～69は耳飾りである。みな耳栓形を呈する。66は床直上より出土、他はみな覆土第3層中

より出土した。66は径1．6cm、高さL2c皿。67は径1．8c皿、高さ1．1cm。68は径1．1c皿、高さ1．5cm。

69は中央部に小孔があく。径1．3c皿、高さ1．9c皿。70は径2．Ocm、高さ1．9cm。

　71は深鉢形土器である。無文の粗製土器である。72は深鉢形土器である。波状口縁である。

口縁部に単節LR縄文を施される。以下を綾杉状の沈線を施される。

　73、75は剥片石器である。石材は頁岩である。側面を刃部として使用されている。73は長さ8，8

cm、幅3．6cm、厚さL4cm、重さ39g。覆土第1層中より出土した。75は長さ7．9cm、幅4．3cm、

厚さ1．6cm、重さ44g。床直上より出土した。

　77は打製石斧である。長さ7．2c皿、幅3．5cm、厚さ1．2cm、重さ59g。覆土第1層中より出土
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した。78は磨石である。石材は安山岩である。長さ9．8cm、幅3．2cm、厚さ3．3cm、重さ364g。

床直上より出土した。79、89は砥石である。石材は砂岩である。79は長さ6．2cm、幅3．9c皿、厚

さ0．5cm、重さ19g。床直上より出土した。89は一部欠損する。長さ19．1cm、幅8．1c皿、厚さL5cm、

重さ359g。床直上より出土した。80、82、91は磨石である。石材は安山岩である。80は長さ12．2

cm、幅6・4cm、厚さ3・8cm、重さ364g。床直上より出土した。82は長さ19．2cm、幅7．9cm、厚さL9

cm、重さ1000g。床直上より出土した。

　81は石皿の破片である。石材は安山岩である。裏面には敲打による突孔がある。残存長23．7

cm、幅15．6cm、重さ2800g。床直上より出土した。83は磨製石斧の破片である。石材は玄武岩

である乙残存長は7．7cm、幅4．7c皿、厚さ2．9cm、重さ220g。85、92は石棒の破片である。85は

石材は緑泥片岩である。長さ7．3c皿、幅3．3c皿、厚さ3．1cm、重さ123g。92は石材は頁岩である。

　火熱を受けて赤色化している。また、割れやすくもろい。残存長1L　lcm、幅3．8cm、厚さ3．4

cm、重さ216g。

　91、93～95磨石である。91は長さ20．8cm、幅8．8cm、厚さ9．2cm、93は長さ9．9cm、幅4．Ocm、

厚さ2。9c皿。94は敲き石である。残存の長さ7。8c皿、幅4．8cm、厚さ2、8c皿。覆土第3層より出土

した。95は側面に敲打による突孔があく。石材は安山岩である。長さ9．4cm、幅6．5c皿、厚さ5．4cm、

重さ529g。

　34号住居祉（第48図　図版8）

位置　X－13グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模長軸5．54m×短軸3．72

m（南北×東西）／壁高　35cm～36．8cm／壁溝　内側に楕円状に検出。北東側が切れている。

拡張前のものか。？幅は5～9cmを計る。深さは2cm～9c皿を計る。／床　全体に至って面を

なしているが特に硬質化された部分の検出はみられない。／柱穴　8本。

No． 1 2 3 4 5 6 7 8
長軸cm 22 21 24 23 37 114 73 73

短軸c皿
一 一 一 一

22 81 64 68

深さcm 34 25 28 20 30 14 10 23

※P6～P8は柱穴というより貯蔵穴的な可

　能性が考えられる。

炉石囲炉が検出。遺存悪く組み石がはずれている。遺存されているのは組み石は6個で、そ

のうちある。掘り方長軸92c皿、短軸89cm、深さ19cmを計る。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土を基調に2層、黒褐色土の合わせて3層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土の第2層、第3層中より多量に土器片が出土した。また、床着では土器片が全体に散乱

し、北東壁付近に石皿の破片が出土した。実測遺物点数84点。

　検出された遺物（第49～58図　図版24）

　掲載した遺物は覆土中のものと床直上と炉阯内より出土したものである。1～4は無文の粗

製土器である。そのうち1～3は浅鉢形土器口縁部の破片である。出土位置は平面的な位置は
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図のとおりで断面で見た位置では1が土砿1の底直上より出土した。2は覆土第3層中より出

土した。復元口径8。9cm、残存高5。4cm。3は深鉢形土器口縁部の破片。床着である。5～8は

深鉢形土器口縁部の破片。口唇部に指頭圧痕を施した紐線を巡らす。胴部には縦位の沈線を施

す。出土した。口唇部にRL縄文を施し、一重の沈線を巡らし区画する。肩部には沈線間にキ

ザミを施す。胴部は平行沈線を巡らす。2、4～7は深鉢形土器で綾杉状の沈線を施す。6が

P－15より出土し、その他は床直上より出土したものである。8、9は肩部がくの字状に強く

張り出す深鉢形土器である。縦位および弧状沈線でLRの磨り消し縄文を区画する。9、10は

深鉢形土器口縁部の破片である。赤彩の痕跡が認められる。10は口縁部にボタン状の貼付を施

す。口唇部にキザミを施し、L：R縄文を施文する。11～14、16～18は沈線間にキザミを施す。19～21

は沈線で区画されたなかに13、19、21は単節LR縄文、20は単節RL縄文で施文する。15が胴部

の破片である。それぞれ平行沈線で区画しLR縄文で施文する。LR縄文を平行沈線で区画する。

16は深鉢形土器胴部の破片である。17、20は単節LR縄文を施文し横位の平行沈線で区画する。

22はLR縄文を施文する。16、24は浅鉢形土器である。体部に沈線を施す。内外丁寧なミガキ

を施す。25、26は深鉢形土器の底部の破片である。網代痕がある。25は復元底径9．8cm。26．28．29

は沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填する。

　30は口縁部には縦長の突孔が平行沈線間に刺突を巡らせ以下、斜行沈線を施す。31は綾杉状

の沈線を平行沈線で区画する。32は綾杉状の沈線を施し、頸部は平行沈線で区画し間は無文帯

を構成する。35、36は条線文を施す。37は口縁部は孤状沈線で単節LRの磨消し縄文を区画す

る。4単位の突起が付くものと思われる。以下肩部に平行沈線を巡らせその間を刺突を施す。

　38は単節LRの磨消し縄文を施し、以下平行沈線文を巡らせその間を刺突を施す。39は斜行

沈線を施す。40は沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填する。41は口縁部は孤状沈線で

単節LRの磨消し縄文を区画する。その文様帯の間に刺突文を施す。42、43は肩部がくの字状

に強く張り出す、ソロバン形の深鉢形土器の体部上半の破片である。縦および孤状沈線で中に

単節LRの磨消縄文を区画し、沈線の接点に刺突文を施す。43は以下横位の沈線で磨消縄文を

区画する。44は口縁部に円孔があく。平行沈線間に刺突文を巡らせる。以下、単節LRの磨消

し縄文を施すものと思われる。45は口縁部に指頭圧痕を施した隆帯を巡らす。46は無文の粗製

土器である。47、48は沈線文の中に単節LRの磨消縄文を充填する。49は深鉢形土器底部の破

片である。底に網代痕がある。器面は内、外共に丁寧なミガキを施す。50は深鉢形土器底部の

破片である。底に網代痕がある。器面は内、外共に丁寧なミガキを施す。50は深鉢形土器の突

起の破片である。51は耳飾りである。耳栓形を呈する。4単位の突起にキザミを施し、花びら

状の表現を施す。中心には刺突を施す。胎土は砂粒を含む。色調は暗褐色である。長さ2．Ocm、

幅：頭部2．1cm、茎部0。9cm。52は注口土器の注口部の破片である。器面は丁寧なミガキを施す。

　53～56は赤彩土器である。53、54は胎土、焼成、色調共に似ており、接点がないが同一固体

と考えられる台付き浅鉢形土器の破片である。55、56は深鉢形土器の破片である。沈線間に単

節LRの磨消し縄文を充填する。567は深鉢形土器である。口縁部に指頭圧痕を施し、以下櫛歯

状の沈線は規則的な間隔で縦位に施すものと思われる。器面は内面はミガキ、外面はヘラケズ

リの後ナデで調整している。胎土は砂粒を含む。焼成は良好。色調は淡褐色である。

　58は打製石斧である。側面は刃部として使用されている。長さ8．2cm、幅は5．2cm、L8cm。
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　59．61．63は凹石である。59は長さ9．9cm、幅7．1cm、厚さ4．8cm。77．80は無茎石鎌である。長

さ3．2cm、幅2．05cm、厚さ0．7c皿を計る。81は多孔石は一部欠損している。長さ18．9cm（残存長）、

幅12。9cm、厚さ7．4c皿。石材は安山岩である。

　66は砂岩墳の砥石である。長さ　67～70、72は有径石鎌である。石材は67、70はチャート、

68、69、72は頁岩である。大きさは67は長さ2．8c皿、幅1．7c皿、厚さ0．5cm、重さ1．5g。68は先

端部が欠損している。残存の長さ2．6cm、幅L7cm、厚さ0．6cm、重さ1．7g。69は長さ3・Ocm、

幅L6c皿、厚さ0．7cm、重さ2．Og。70は長さ3．Ocm、幅L7cm、厚さ0．6cm、重さ1．7g。72は先

端部と柄の先端が欠損している。残存の長さ2．6cm、幅1．6cm、厚さ4cm、重さ1．6g。71は石

板である。長さ28．1c皿、幅9．4cm、厚さ0．9cm、重さ505g。73、74、75、78は無茎石鍬である。

石材は73がチャート、74は頁岩、75、78は黒曜石である。大きさは73は長さ4．6cm、幅3。Ocm、

厚さ0．9cm、重さ1．5g。74は長さ5．4cm、幅2．8cm、厚さ0．7cm、重さ1．4g。76、77は石錐であ

る。石材は頁岩である。76は長さ5．6cm、幅1．1cm、厚さ0．9cm、重さ1。9g。77は長さ5．2c皿、

幅1．2cm、厚さ0．9c皿、重さ1．7g。82は石棒の破片である。残存の長さは89は敲き石、84は磨

石、85、86は石皿である。石材は安山岩である。85は炉の組石として転用されていたものであ

る。火熱受け部分的に赤色化している。全体の約2分の1が欠損。残存の大きさは長さ28．3cm、

厚さ7．1cm、重さ5200g。86は床着である。約5分の1が欠損。かなり使い込まれ穴があく。

長さ44．2c皿、幅27．4cm、厚さ3．6cm、重さ6200g。

10cm
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　　　　　　　　壁IA　L＝136。80m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SP．A’

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　％　　1　　　影
35号住居堤
第1層　黒　色　土　白色の軽石少量含む。しまり強、粘性　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　2m

　　　　　　　弱。縄文土器片多量に含む。
第2層黒　色　土黄褐色砂質土を混入、白色の軽石微量

　　　　　　　字、しまり強、粘性弱。

　　　　　　　　　　　　　　　第59図　35号任店：肚

　35号住居吐（第59図　図版8、9）

位置X－12グリッド／形態　楕円方形／規模　3．21m×2．77m（南北×東西）／壁高　9cm～

10cm／壁溝　なし。／床　暗褐色砂質土に掘り込まれる。全体に亘って面をなしているが硬質

部分の検出はみられなかった。／柱穴　なし。／炉　石囲炉である。遺存状態が悪く組み石が

外れている。遺存しているのは1点のみである。また、組み石は火熱を受け赤色化している。

掘り方は長軸49cm、短軸19cm、深さ17cm。平面は楕円形、断面はU字形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土中より多量に土器片が出土した。床直上より耳飾り（滑車形）が5点出土した。さらに

土偶頭部の破片1点出土した。実測遺物点数82点。

　検出された遺物（第61～65図　図版21）

　覆土中のものは多量に出土したため代表的なものと、床直上より出土したものを掲載した

　1～17、19～30は深鉢形土器の口縁部破片である。

　1～6、8、12、14は粗製土器である。7、8は口縁部に沈線を巡らす。口縁部に紐線を巡

らす。16は沈線による区画文の中に単節LR細縄文を充填する。胴部には櫛歯状の沈線を施す。

　17～26、28～30は深鉢形土器の破片である。17、19は口縁部に指頭圧痕を施した紐線を巡ら

一80一
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す。18は浅鉢形土器口縁部の破片である。20～22は無文の粗製土器である。23は沈線間に単節

LRの細縄文を充填する。24は深鉢形土器口唇部にキザミを巡す以下平行沈線文を施す。25は

波状口縁である。26は縦位の単節LR縄文を施文し、横方向のケズリで無文帯する。27は浅鉢

形土器の口縁部の破片である。口縁部に平行沈線文を巡らす。28は口縁部口縁部に貼付文を施

す。29は単節RLの磨消縄文を施す。以下沈線文で構成する。、30、32は綾杉状の沈線を施され

る。31は条線文を施す。33は刺突を施された紐線を2重に巡らす。33は沈線による区画文の中

に単節RL縄文を施文する。35は単節RL縄文を施文される。36は沈線による区画文を施し縦位

と横位に刻目を施した紐線を貼り付する。37は沈線による区画文の中に単節LRの磨り消し縄

文を充填する。38は粗製土器、横方向のケズリが入る。39は平行沈線文の中に単節LRの磨消

縄文を充填する。40は平行沈線文の間に単節RLの磨消縄文とキザミを充填する。以下斜行沈

線を施す。41は口縁部内外に沈線を巡らす。42、49、56は綾杉状の沈線を施す。44、45、50は

平行沈線間に単節LRの磨消縄文を充填する。43、45は口縁部に沈線を巡らし、区画された中

に単節LR縄文を充填する。46は平行沈線文を施す。47は沈線による区画文の中に単節LRの磨

消縄文を充填し、刺突を施す。48は沈線による区画文の中に列点を充填する。49は口唇部を肥

圧させ刻目を施し、以下綾杉状の沈線を施す。53には単節LRの磨消縄文を沈線で区画する。51は

単節のLR縄文を施文する。52は横位の単節LR縄文を施文する。54は横位の櫛歯状の条線を施

す。55は平行沈線間に櫛歯状工具による縦位の条線を充填する。56は綾杉状の沈線を施す。57

～62は深鉢形土器の底部の破片である。57、58、61、62、64は底に網代痕がある。63は深鉢形

土器の口縁部の破片である。口縁部に沈線と刺突を施す。65は注口土器の注口部の破片である。

外面はミガキが施される。66は土偶頭部破片である。板状土偶に類するものと思われる。残存

長34cm、幅4。2cm、厚さ2．4cm。胎土に砂粒を含む。焼成は良好、色調は暗褐色ぞある。

　67～71は土製の耳飾りである。滑車形を呈する。67は径2．6cm、高さ1．2cm。68は径2．4c皿、

高さ1．4cm。69は径2、6cm、高さL4cm。70は径2．4c皿、高さ1．3cm。71は径2。Ocm、高さ2．9cm。

　72～74は石鎌である。石材は頁岩である。72、73は有茎石鍬、ともに先端部が欠損する。72

は長さ2。3cm、幅1．5c皿、厚さ0．3cm。73は長さ2．6cm、幅1．4cm、厚さ0．4cm。74は無茎石鍍であ

る。長さ1．6cm、幅L4cm、厚さ0．3cm。

　75～78は剥片石器である。共に側面を刃部として使用されている。75は長さ5．6cm、幅6．4cm、

厚さ2・1c皿、76は長さ4．9cm、幅7．8c皿、77は長さ7．8cm、幅4．4cm、厚さ1．Ocm。78は長さ9．2cm、

幅4．2cm、厚さ1．4cm。79～82は床直上より出土した。

　79、81は凹石である。石材は安山岩である。79は長さ12．2c皿、幅6．8cm、厚さ5．1cm。81は長

さ13．6cm、幅8．9cm、厚さ4．2c皿。

　80は丸石である。石材は安山岩である。長さ7．8cm、幅7．4cm、厚さ4．8cm。

　82は砥石である。石材は砂岩である。熱を受け部分的に赤色化している。硬質化させるため

火熱を加えたものと思われる。表裏共にV字形の溝を呈する。刃物や骨格器の先を尖らせるた

めの使用されたと間えられる。残存の長さ5．6c皿、幅2．2、厚さ0．4cm。
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　　　　　　　　　　　第64図　35号住居堤出土遺物（5）

　43号住居吐（第65図　図版9）

位置X－15グリッド／形態　隅丸長方形／規模　6。25m×3。36m（東西×南北）／壁高　79cm

～82c皿。／壁構　なし。／床　黒色粘質土層に掘り込まれる。全体に至って面をなすが特に硬

質化された面の検出はみられない。また、中央部分を3号溝（河川：吐）に切られる。／柱穴

1本。形態から見てほとんどの柱穴は屋外に存在した可能性が考えられる。また桁に相当する

柱穴の位置は3号溝に切られたものと考えられる。P1・径25c皿、深さ10cm。／炉　西側寄り

に位置する。3号溝に上部を切られ焼けた痕跡は見られないが組み石が1ケ所遺存し、形態か

ら石囲炉の可能性が考えられる。長軸66c皿、短軸50c皿、残存の深さ3cm。平面は楕円形、断面

は皿状を呈する。
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覆土の状況

　自然堆積である。黒色土を基調に3層と灰褐色土の合わせて4層に分層される。

遺物

　覆土中より多量に土器片が出土した。調査当初、遺構の掘り込まれている面と覆土が黒色土

で判別がつきにくく平面の精査では溝との切り合いを確認することは出来なかった。掘り下げ

を進め土層断面の観察により溝が本祉を切っていることが判明した。従って遺構実測図の溝の

内側の多量の土器片は出土レベルから溝の埋没過程において破棄されたものと判明した。本祉

に伴うと考えられる遺物は北西と南東壁寄りに出土している。実測遺物点数2点。

　44号住居祉（第66図　図版9）

位置X－16グリッド／形態　不整方形？（黒色土層に掘り込まれているため土層の観察を慎重

に検出作業を行ったが覆土との見分けがつきにくく困難をきたした。そのため、掘り過ぎてい

る可能性が考えられる。形態はほぼ方形に近いと推定される。／規模　5．63c皿×5．62c皿（東西

×南北）／壁高　58cm～68c皿。／壁構　なし。／床　黒色粘質土層に掘り込まれる。全体に至

って面をなすが特に硬質部分の検出はみられない。また、全体の約3分の1を3号溝に切られ

る5／柱穴　3本。P1・径20c皿、深さ32cm。P2・3号溝に上部を切られる。残存の径27cm、

深さ17cm。P3・径28cm、深さ37c皿。その他、3号溝に切られ不明であるがP1～P3に相対

する柱穴の存在した可能性が考えられる。／炉　残存する部分では見られない。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土を基調に4層に分層される。

新旧関係

　3号溝に切られる。

遺物の出土状況

　本阯に伴うものは北西隅に集中する。また調査当初、住居杜の覆土中に多量の土器片の出土

がみられると考えられたが43号住居杜同様覆土中のほとんどの出土遺物は出土位置と高さから

3号溝の埋没過程において破棄されたものと判明された。実測遺物点数3点。

　検出された遺物（第67図　図版24～25）

　1は深鉢形土器口縁部の破片で沈線による区画文の中に列点を施す。覆土第3層中より出土

した。2は深鉢形土器集合沈線の間に縦位のLR細縄文を施文する。覆土第3層中より出土し

た。3は深鉢形土器の破片である。集合沈線の間の刺突文を施す。覆土第3層中より出土した。

1～3ともに層位的なレベルは同一である。

　4は凹石である。覆土中の出土である。紙面の関係上実測図は掲載出来なかった。両面に2

孔ずつ凹部が認められる。また側面が磨られており磨石としての併用がみられる。石材は安山

岩である。長さ9．8cm、幅7．8cm、厚さ5．4cm、重516g。
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44号住居吐

第1層　黒　　色　　土　白色の軽石多量に含む。焼土粒子・炭化

　物少量含む。しまり強、粘性弱。縄文土
　器片多量含む。．　第2層　黒　　色　　土　白色の軽石多量に含む。焼土粒子・炭化

　物微量含む。しまり強、粘性弱。縄文土
　器片多量含む。（1層より白色軽石含有
　率少ない。）第3層黒色土白色の軽石少量含む。しまり強、粘性

　弱。第4層黒　色　土白色の軽石微量含む。（3層に比べ色調

　暗い）しまり強、粘性弱。

　　　第66図　44号住居：吐
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　　　　　　　　　　　　　第67図　44号住居堤出土遺物

　51号住居祉（第68図　図版10）

位置X、d－24、25グリッド／形態　楕円形／規模　4．64m×3．54m（東西×南北）／壁高　14

cm～55cm。／壁構　なし。／床　褐色砂質色土層に掘り込まれる。硬質部分は炉杜周囲より南

東側に伸びる部分と南西側の部分にみられる。／柱穴　10本。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

長径cm 34 18 44 20 35 37 28 31 37 21

短径cm 32
一 一 一 一

31
｝

26 35
一

深さcm 18 28 11 14 12 11 45 11 23 31

※柱穴の位置と深さはまばらである。

／炉　石囲炉である。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土中より土器片が多量に出土した。また、若干骨片が出土した。実測遺物点数52点。

検出された遺物（第69～74図　図版35、36）

　覆土中と床直上、炉祉内出土のものを掲載した。1～30は深鉢形土器の破片である。1～9

は綾杉状の沈線を施す。また、5は口唇部にキザミをもつ。4、7は波状口縁である。深鉢形

土器である。

10は口縁部に指頭圧痕を施した紐線を巡らす。11は深鉢形土器口縁部の破片である。12は浅鉢

形土器口縁部の破片である。沈線で区画された中に単節LR縄文を施文する。13、14は深鉢形

土器口縁部15、16は櫛歯状の沈線を施す。17は深鉢形土器である。18、19～25は無文の粗製土

器である。25は口唇部に山形のキザミをもつ。21、22、28と30は深鉢形土器底部の破片である。

共に底面に網代痕がある。31は耳栓である。径1．1cm、厚さ上面に赤彩を施す。32～37、39は
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51号住居吐P－1

1　黒　色　土
2　黒褐色土
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0

　ミRAF

獲

1 2m

炉堤

第1層　黒　色 土

第2層　黒褐色土

第3層　暗褐色砂質土

白色の軽石粒細かく微量に含む。ローム
ブロックφ1皿～2㎜微量に含む。しま
り強。粘性弱。

白色の軽石粒細かく微量に含む。ローム
ブロックφ1㎜～2皿少量含む。しまり
強。粘性弱。

人為的な埋土。ロームブロック多量に含
む。

　　　　　　　　　　　　　　　第68図　51号住居堤

剥片石器である。石材は頁岩である。32は長さ8．2cm、幅5。9cm、厚さ3．4cm、重さ152g、33は

長さ7．7cm、幅5．4cm、厚さL8cm、重さ85g。34は6．3cm、幅2．9cm、厚さ0．9cm。35は長さ6．3

cm、幅3。Ocm、厚さ0．9c皿、重さ270g。36は長さ3．8cm、幅4。8cm、重さ11g。石材は黒色頁岩

である。37は長さ7．Ocm、幅9．4c皿、厚さ1。9cm、重さ115g。38は無茎石鎌である。長さ3．8cm、

幅7．5cm、厚さ0．5cm、重さ13g、。39は長さ2．2cm、幅0．9cm、厚さ0．9c皿、重さ0．5g。40、41、42、47

は砂岩製の砥石である。40は破片である。残存長5．7c皿、幅3．9cm、厚さ0．8cm、重さ25g。41

は破片である。残存長5．3cm、幅5．2c皿、重さ26。6g。42は破片である。長さ12．4cm、幅4．6c皿、

厚さ0．9cm、重さ67g。47は長さ8。2cm、幅7．5cm、厚さ1．1c皿、重さ95g。

　43、44、46、51は凹石である。43は表面が一部欠損する。4面とも敲打による孔が認められる。
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　長さ11。8cm、幅6，6cm、厚さ4。2cm、重さ399g。44は長さ9．6cm、幅8．3、厚さ4．8cm、重さ1990

g。磨石と併用されている。46は長さ13．2cm、幅7．5cm、厚さ61cm、重さ554g。45は多孔石で

ある。一部欠損する。また、火熱を受け赤色化している。長さ19．4cm、幅10．2cm、厚さ6．4cm、

重さ2900g。石材は安山岩である。48は長さ8．9cm、厚さ6．4cm、重さ559g。51は長さ9．6c皿、

幅8，7cm、厚さ5、8cm、重さ2900gである。50は多孔石である。長さ18．5cm、幅12。6cm、厚さ9．9cm、

重さ560g。52は陰石と考えられる。長さ13。4cm、幅17．9cm、厚さ10．3cm、重さ3100g。

　59号住居吐（第75図　図版10）

位置　丁一20グリッド／形態　隅丸長方形（小判形）／主軸方向　N－50－E／規模　8．63

m×5．67m／壁高3cm～4c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂土層に掘り込まれる。全体が硬質化

されている。／柱穴　10本。P1、P2、P3、P5、P6が主柱穴に相当するものと思われ

る。

Nα 1 2 3上下 4 5 6 7 8 9 10

長径c皿 36 38 64 32 24 24 24 31 24 49 31

短径cm 一 一
49 14

『 一 一 『 一 一 一

深さcm 46 47 32 47 48 48 43 65 45 51 65

※P3の上、下は上幅、下幅を示す。

炉　南東隅寄りに位置する。長軸68cm、短軸52cm、深さ4cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈

する。／貯蔵穴　P9に隣接している方形の掘り込みが考えられる。長軸57cm、短軸54c皿、深

さ19cmを計る。

遺物

　P1とP6の主柱間の線上、P1寄りに3点床着で土器片が出土している。他に、覆土中よ

り土器片が1点、炭が床着で1点、自然礫が貯蔵穴内から2点、北東隅寄りに床着で1点出土

している。

備考

　新旧関係は南東隅を58号住居オ止に切られる。更に近現代の暗渠が北側を分断する。

検出された遺物（第76図　図版38）

　1f深鉢形土器口縁部破片である。沈線間に列点を施す。2は深鉢形土器口縁部横位及び弧

状沈線を施す。3はLR縄文を施し平行沈線4は口縁部は無文で隆線を巡らす。その下はRL縄

文を施文する。5～9は深鉢形土器の胴部の破片である。5、6は沈線間に単節LR縄文を施

文する。7は沈線で文様を構成する。8は平行沈線間に単節LR縄文を充填する。9は深鉢形

土器胴部の破片である。縦の櫛描き条線を施す。10、1！は深鉢形土器把手の破片である。12は

深鉢形土器底部の破片である。底に網代痕がある。13、14剥片石器である。石材は共に頁岩で

ある。13は長さ5・6cm、幅7・9cm、重さ24．5g。14は長さ4．8cm、幅7．7cm、重さ25．1g。
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　111号住居吐（第77図　図版10）

位置　S－23グリッド／形態　方形（推定）／規模　5。06m×不明／壁高　48cm／壁溝　なし。

／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。南は調査区域外に延びる。硬質部分の検出は見られなか

った。／柱穴　10本。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

長径cm 16 18 15 20 29 22 30 36 19 35

短径cm 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

深さcm 42 40 33 35 34 34 40 40 39 38

／炉　調査範囲内ではなかった。／その他の施設　本杜に伴う土砿状の掘り込みが検出された。

用途については不明である。規模は長軸156cm、短軸109cm、深さ19cm。平面は楕円形、断面は

鍋底形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。上面を32号住居杜に切られ、32号住居祉の貼り床下より検出。残存部分で

は黒褐色土の基調に3層に分層される。

新旧関係

　32号住居阯に切られる。

遺物

　検出されなかった。

備考

　遺物は検出されなかったが、覆土の状況から縄文時代の所産のものと考えられる。また、32

号住居杜に切られているため、32号住居杜より古いことは断定できる。

　113号住居吐（第78図　図版10、11）

位置　Y－15グリッド／形態　楕円形（やや方形に近い。）／規模　6．03m×5．93m（東西×

南北）壁高　29．9cm～30cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は炉

の周辺よりほぼ中央部から東、西、北側は壁柱穴付近まで延びる。／柱穴　24本。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

長径cm 34 26 31 34 26 22 21 28 31 36 28 48 42 21 32 26 34 28

短径cm 30 23 29 31 ＿　　　　　　1

『 一 一 一 一 一
46 38

一 一 一
32 24

深さcm 57 72 59 56 64 71 69 60 68 61 59 72 71 72 65 65 61 57

※P10～P13は入り口部分にあたる柱穴と考え

　る。

Nα 19 20 21 22 24 25 26

長径cm 17 28 28 48 29 42 36

短径cm 15 26 26 34 24 36
一

深さcm 65 64 75 57 61 60 60

※P10～P13は入り口部分にあたる柱穴と考えられ

　る。
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炉　石囲炉である。長軸104cm、短軸100cm。形態は楕円形（方形に近い）。掘り方は長軸134cm、

短軸117cm、深さ17cm。平面は楕円形。断面は鍋底形を呈する。底面はよく焼けて硬質化され

ている。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土を基調に2層、暗褐色土を基調に3層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土、第1層、第2層中より多量に土器片が出土した。床着では土器片が全体亘って散乱し

て出土した。また、炉祉に付近より土器片が出土した。さらに東壁寄りに岩偶と形の似た石棒

の破片が出土した。

　検出された遺物（第78～89図　図版26）

　覆土中、床直上のものを掲載した。1～11は深鉢形土器口縁部の破片で綾杉状の沈線を施文

する。

　1は床着である。器形、成・整形の特徴は波状口縁で口縁部に4条の平行沈線を施し、山と

谷の位置に瘤状の貼り付けをもつ。

　2は覆土第2層中より出土した。波状口縁で口縁部に平行沈線で区画した間に単節RL縄文

を施文し、間にミガキが入る。

　3～11も覆土第2層中の出土の一括遺物である。

　12は深鉢形土器口縁部の破片である。横位の平行沈線を施す。13は深鉢形土器口縁部の破片

である。口縁部にボタン状の貼り付を施し、3条の平行沈線を施文する。

　14～17は浅鉢形土器の口縁部の破片である。14～16は覆土第3層中の一括遺物、17は炉阯内

出土の遺物である。みな瘤状の貼り付けを施されているという特徴をもつ。14は単節LR縄文

を施文し、部分的に磨り消し沈線で区画する。15は単節LR縄文を施文し、沈線で区画する。16は

単節RL縄文を施文し、平行沈線で区画する。間をミガキで施す。

　18は浅鉢形土器の破片。19は3条の平行沈線を施す。20は深鉢形口縁である。21、22は深鉢

形土器の破片、沈線で区画された口唇部に単節LR縄文を施文する。

　23は横位の沈線と刺突文を巡らせる。また、横位の沈線と弧状沈線の接点に刺突文を施す。24

は口縁部に単節LR縄文を施文し、沈線を巡らし区画する。25～28f無文の粗製土器である。29は

径1．Ocmの補修孔があく。器面には綾杉状を施す。30は口唇部にキザミを施し、以下条線を施

文する。内面には口唇部の下に一条の沈線を巡らす。31は口縁部に指頭圧痕を施し、以下斜沈

線を施す。内面には口縁部以下に一条の沈線を巡らせる。24は25～28は覆土第1層より出土し

た。深鉢形土器口縁部の破片である。無文の粗製土器である。

　29は綾杉状の沈線を施す。径L　Oc皿の補修孔があく。

　30、31は口縁部に指頭圧痕を施し、胴部には条線文を施す。内面には口縁部以下に一条の沈

線を巡らせる。32は深鉢形土器である。沈線間を単節RL縄文を充填し、二分縦長コブを貼り

付ける。
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　33は浅鉢形土器の破片である。口縁部に沈線を巡らせ、その間に単節LR縄文を充填する。

　34はソロバソ形の深鉢形土器の肩部の破片である。縦及び弧状沈線で単節RLの磨消縄文を

区画する。

　35は口縁部に沈線を巡らせ、単節RL縄文を充填する。

　36は突起をもつ深鉢形土器の口縁の破片である。沈線による区画文を施す。37～40は深鉢

　41と42は注口土器注口部の破片である。覆土第1層中より出土した一括の出土遺物である。

41は径L7c皿、長さ6。4cm、42は径0。9cm、長さ4cm。43は径1．2c皿、長さ6．6cm。

　44は浅鉢形土器底部の破片で南る。器面はヘラケズリを施す。覆土第1層中より出土した。

　45、46は深鉢形土器底部の破片である。底に網代痕がある。覆土第1層中より出土した。

　47は覆土第3層中より出土深鉢形土器で、無文の粗製土器である。調整は内面横方向のミガ

キ、外面は頸部より上部が横方向のミガキ、下部が縦方向の丁寧なミガキが施されている。口

径16。2c皿、器高18。5cm、底径4．6c皿。底に網代痕あり。胎土は砂粒を含む、焼成は良好、色調

は黒褐色である。

　49は深鉢形土器、波状口縁突起の破片である。

　50～54は無文の粗製土器である。50、51、53、54は深鉢形土器である。52は浅鉢形土器であ

る。51は無節L縄文を施文し、磨り消しを施す。52は復元口径26．2cm、残存高9．8c皿。53復元

口径24c血、残存高23．Ocm。54は復元口径38．2cm、残存高11．1cm。

　55、56はcm打製石斧である。両者とも覆土第1層中より出土した。55は長さ9．3c皿、幅7．2cm、

厚さL5cm、重さ129g。56は長さ10．7cm、幅6。7c皿、厚さ2．3c皿、重さ195g。

　57～69は剥片石器である。覆土第1層中より出土した。石材は頁岩である。57は長さ4．6cm、

幅5。5cm、厚さ0。8cm。58は長さ7．8cm、幅5．4cm、厚さ1．7cm。59は長さ4．2cm、幅5．2cm、厚さL2

c皿。60は長さ8．4cm、幅6．4cm、厚さ2．8cm。61は長さ4．2cm、幅5。4cm、厚さ1．2cm。62は長さ5．4cm、

幅7。2cm、厚さ2．6cm。63は長さ5．4c皿、幅4．8cm、厚さ1。2cm。64は長さ5．4cm、幅4．6cm、厚さ0．6

cm。65は長さ3・9cm、幅3．8cm、厚さ0．8cm。66は長さ4．4cm、幅3．8cm、厚さ1．1c皿。67は長さ5，1cm、

幅4．Ocm、厚さL2c皿。

　68～72は磨石である。石材は安山岩である。68は長さ16．1c皿、幅9．8c皿、厚さ4．6cm。69は長

さ10．4cm、幅8．2cm、厚さL9cm。70は長さ8．2cm、幅7．Ocm、厚さ4．4cm。71は長さ10．2c皿、幅9．2

cm、厚さ4．7cm。72は長さ10．2cm、幅8．6cm、厚さ5．4cm。

　73～76、78は砂岩製の砥石である。共に床直上で出土した。火熱を受け部分的に赤色化し、

硬質であるる。

　77は石棒の破片と思われる。床直上で出土した。見方によっては岩偶に見えるが、基部の割

口から柄のようなものがつくと考えられ形状から石棒であると推定される。全体にミガキを施

す。残存の長さ12．4cm、幅7．9cm、厚さ1．4cm。石材は緑泥片岩である。

　79は磨製石斧の破片である。器面は丁寧に研磨されているる石材は蛇紋岩である。残存長

7．6cm、幅5．Ocm、厚さ2．8cm。
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　118号住居祉（第87図　図版12）

位置　Y－13グリッド／形態　柄鏡形／主軸方向　N－30。一E／規模　5．27m×3。82m×

1・14m（長×短×張り出し部）／壁高　23cm～25．7cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘

り込まれている。全体に締まりがあり硬質である。炉を中心に張り出し部にかけて安山岩の平

らな河原石が敷かれている。／柱穴　8本。うちP8は敷石の下に3分の1が隠れる。

No． 1 2 3 4 5 6 7 8
長径c皿 30 25 24 25 22 21 24 26

短径cm 25 20 21 22 19 16 22 21

深さcm 26 32 35 27 29 32 27 35

炉　石囲炉である。規模は長軸46c皿、短軸40cm。形態は方形を呈する。掘り方は長軸81cm、短

軸75cm、深さ9cm。平面はほぼ円形、断面は鍋底形を呈する。底面は一部分はよく焼けて、硬

質化されている。

遺物の出土状況

　北寄りに集中して出土した。覆土中の出土である。張り出し部では敷石上より深鉢形土器の

口縁部の破片が出土した。

　検出された遺物（第87～97図、図版26）

　覆土中と床直上、炉肚内より出土したものを掲載した。1～10は深鉢形土器口縁部の破片であ

る。口縁部に指頭圧痕を施した紐線を巡らす。また、1は炉杜の組み石の上より出土した。2

は覆土第2層中より出土した。1、2共に指頭圧痕を施した2条の紐線を巡らす。また、胴部

に単節LRの磨り消し縄文を施文する。3は覆土第1層中より出土した。口縁部は指頭圧痕を

施した2条の紐線が巡る。胴部に綾杉状の沈線を施す。4～10は指頭圧痕を施した1条の紐線

が巡る。4は覆土第1層中より出土した。胴部には半裁竹管による格子目状の沈線を施す。5

～10は綾杉状の沈線を施す。共に覆土第1層中より出土した。9は浅鉢形土器の口縁部の破片

である。11は綾杉状の沈線を施す。覆土第1層中より出土した。12は覆土第1層中より出土し

た。斜行沈線を交互に施す。13は深鉢形土器である。綾杉状の沈線を施す。覆土第1層中より

出土。14は斜位の条線を施す。15は格子目状の沈線を施す。16～24は覆土第1層中より出土し

た。深鉢形土器である。平行沈線と弧状沈線で区画し、17は深鉢形土器の口縁部の破片である。

　18は深鉢形土器である。平行沈線と弧状沈線で単節LRの磨り消し縄文を区画する。さらに

縦位の沈線で文様を構成する。22は沈線で区画された中にLR縄文を施文する。32は斜位の沈

線交互に施する。33は波状口縁の波頂部の破片である。平行沈線文の中に34は平行沈線文の中

に刻目を巡らす。35は口縁部は平行沈線は36～49は平行沈線間に刻目や単節LRの磨消縄文を

充填する。37は口唇部にキザミを施する。以下沈線間に刻目を充填する。38は沈線による区画

文の中に単節LRの磨消縄文を充填する。40、44は口唇部に単節LR縄文を施する。49は平行沈

線文と弧状沈線文の中に単節LRの磨消縄文充填し縦位の沈線で区画する。
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　　　　　　　　　　　第97図　118号住居祉出土遺物（10）

　50は口縁部に単節LRの磨消縄文を施し、横位の沈線で区画する。51は単節RLの磨消縄文を

施す。52は平行沈線問に単節LRの磨消縄文を充填し、縦位の沈線を施す。53、55、56は把手

を有する深鉢形土器の破片である。53は覆土第2層中の床面より5c皿高い位置で出土した。沈

線間に単節LR縄文を施文する。55は56は3単位の把手を有すると考えられる深鉢形土器であ

る。57は58は無文の粗製土器である。59は60は深鉢形土器で無文の粗製土器である。61～70は

深鉢形土器底部の破片である。底に網代痕がある。71は小形浅鉢形土器である。底に網代痕が

ある。72は浅鉢形土器である。無文の粗製土器である。73、75は深鉢形土器底部の破片である。

共に底部に網代痕がある。74は浅鉢形土器の底部の破片である。器面には丁寧なミガキが施さ

れている。底部には網代痕がある。76は浅鉢形土器の口縁部の破片である。口縁部には円孔が

あき、体部には平行沈線と弧状沈線による区画を施す。沈線間には単節RLの磨消縄文を充填

する。

　77は砂岩製の砥石である。覆土第1層中より出土した。長さ7．2cm、幅3．7cm、厚さLOcm。78．79

は磨り石である。80、81、83～86は剥片石器、81は側面を刃部として使用されている。長さ6．5c皿、

幅3・3cm、厚さL2cm、重さ29g。石材は頁岩である。83は長さ3。4cm、幅5．3cm、厚さ10．4cm、

重さ29g。石材は頁岩である。84は長さ4．9cm、幅7。7cm、厚さ1．8cm、重さ30g。石材は頁岩

である。85は長さ4．8cm、幅7．6cm、厚さL6cm、重さ80g。石材は頁岩である。86は長さ4．6c皿、

幅4．8cm、81は、82、87は凹石である。82は長さ10．5cm、幅7．3cm、厚さ5．6cm、重さ385g。87

は両面に1孔ずつあく。長さ7．4cm、幅8．6cm、厚さ4．8cm、重さ435gともに石材は安山岩であ

る。88は多孔石である。炉肚の組み石として使用されていたものである。保存地区に入るため

掘り方調査の後、組み石は元に復元し約2分の1で割れていた一部分を取り上げて掲載した。
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現存の長さ18．2cm、幅22。1c皿、厚さ10，4cm、重さ5000g。石材は安山岩である。

　119号住居堤（第98図　図版13）

位置　Y－23グリッド／形態　楕円形／規模　5。43m×5．28m（東西×南北）／壁高　12c皿～

13。3c皿。近・現代の耕作により削平を受けている。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り

込まれている。北西の一部と南北を幅80c皿の撹乱に切られている。硬質部分の検出はなかった。

／柱穴　7本。P1・径27cm、深さ41cm。P2・径24cm、深さ43cm。P4・径27c皿。P5・径26

c皿、深さ37cm。P6・径32c皿、深さ45cm。P7・径29cm、深さ44cm。／炉　石囲炉である。全

体の約3分の1が組み石が外れている。組み石は火熱を受けたよ≦焼けている。しかし、覆土

中のおよび火床面には焼けた痕跡は認められなかった。掘り方の規模は長軸125cm、短軸91cm。

深さ17c皿。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により削平を受け黒褐色土の単層で検出された。

遺物の出土状況

　全体に土器片が散在して出土している。また、石器の出土が若干みられる。その他、自然礫

が南寄りに集中して出土した。その中の火熱を受けた礫は炉の組み石が外れて散乱したものと

考えられる。実測遺物点数29点。

　検出された遺物（第98～100図　図版39）

　覆土中および床直上出土遺物の中で代表的なものを掲載した。1～3は深鉢土器の破片であ

る。口縁部に隆帯を巡らせ胴部に直線的な条線を施す。接合はできないが胎土、焼成が似てお

り同一固体と考えられる。覆土中の出土である。加曽利E　IV式である。4は5は覆土第1層上

面より出土した。平行沈線間に単節LR縄文を施文する。加曽利B式である。

　8～11は深鉢形土器の胴部の破片である。沈線で区画された内側に単節RL縄文を施文する。

称名寺1式である。床着である。14～19は沈線間に列点を施す。称名寺2式である。覆土中よ

り出土。沈線間にLR縄文を施す。口唇部には深鉢形土器底部の破片である。20は21は把手を

有する深鉢形土器の破片である。22、23は深鉢形土器底部の破片である。24、25は剥片石器で

ある。26～28は分銅形の打製石斧である。石材は26、27が頁岩、28が黒色頁岩である。26は長

さ8．8cm、幅5．7cm、厚さL5cm、重さ95g。27は長さ9．8cm、幅5．9cm、厚さ1．3cm、重さ78g。28

は長さ9．4cm、幅4．9cm、重さ92g。29は剥片石器である。側面を刃部として使用されている。

石材は頁岩である。長さ6．3cm、幅7．3c皿、厚さ1．Oc皿、重さ171g。30は砂岩製の砥石の破片で

ある。残存長3。5cm、幅4．9cm、厚さ0．6cm、重さ40g。31は丸石の破片である。石材は安山岩

である。残存長7．4cm、幅13。7c皿、厚さ2．4c皿、重さ485g。
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E踏　　　　　　　　　　　　　　　EP八
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臣1

　　　　　　　　　　、
　　　　120号住居祉、炉祉

　　　　第1層暗褐色土
　　　　　　白色軽石粒細かく多量に含む。ロームブ
　　　　　　ロック多量に含む。しまり強。粘性弱。

Ei

8
ド

雪o
ム幽

自⇒　醸
臣i

0 2m

　　　　　　　　　　　　　　第101図　120号住居：吐

　120号住居堤（第101図　図版13）

位置　a－25グリッド／形態　不明（柱穴の位置から楕円形の可能性が考えられる。）／規模

竪穴を呈すると考えられる壁が遺存されていないのと1号溝に切られている可能性が考えられ

る。従って検出された柱穴検出範囲内の規模を出した。5・43m　X5．28m（東西×南北）を計る。

／壁高　なし．／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層面より検出された。耕作土下確認面より掘

り込みが認められないのと、地山との区別がつかず範囲は不明である。西側は1号溝に切られ

る。／柱穴11本。

No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

長径cm 44 42 44 61 26 20 18 27 28 24 20

短径cm 一 一 一
37

一 一 一 一
17 20 17

深さcm 25 35 27 49 28 28 25 27 33 22 30

炉　石囲炉である。遺存状態が悪く組石が外れている。掘り方から観察して複式炉の可能性が

考えられる、掘り方の規模は長軸168cm、北側の短軸66c皿、深さ9cm。南側の短軸72cm、深さ

9cm。

一130一



　　　　瑠κ1　　　　へ

4

い　　・ヤ『，罵昏

　凝㌧、麓熟～
ずり　だ　　へできド　いしへ

　　　　蟻

鉾難．1

　　　　戸ゼ
　　　　ソ　　㌦幅㌧＾㌧y〆

・5

騨

噸…

編騒
　霞

8

3

擁躍　麟鱒．

、難

’驚獅繍職鰐轟

灘

　1　　　　　鍔
　、　殴1　　　》塾’

　　醸，》　13

「
、
工

膨

歌

熱

　爆羅灘櫛。

　へ　
1・・　　ぎ

　　　〆
㌧詳　　橡！

　　タ　ー，ゾ害　　14

0 　　　　10cm

第102図　120号住居吐出土遺物（1）

一131一



覆土の状況

　掘り込みが認められない為、覆土の観察は出来なかった。柱穴の覆土は黒褐色土を基調とし

ていた。

遺物の出土状況

　P1、P2、P4内より土器片と石器が出土した。実測遺物点数32点。

　検出された遺物（第103、104図　図版40）

　覆土中、床直上、炉祉内出土のものを掲載した。

　1、2、4～7は深鉢形土器である。沈線間にRL縄文を施文する。5は炉杜内他は、床直

上より出土した。

　7、8は皿形土器の破片である。内側に沈線間に磨り消し縄文を施文する。

　9は深鉢形土器の破片である。口縁部は無文で隆線が巡る。隆線以下は上位は縦位の単節

RL縄文を施し、下位は横位の単節RL縄文を施文する。

　10～12は深鉢形土器口縁部、13は胴部の破片である。格子目状の沈線を施す。

　14は深鉢形土器胴部の破片である。縦位の平行沈線を施す。

　15は深鉢形土器胴部の破片である。平行沈線間にキザミを施す。

　16は深鉢形土器胴部の破片である。横位の沈線を縦位の沈線で区切り、単節LRの磨消し縄

文を充填する。

　17～21は深鉢形土器の破片である。渦巻き状の沈線と単節LR縄文を施文する。18、19は沈

線文を施す。20、21は櫛歯状工具による沈線を施す。

　22～25は深鉢形土器の破片で沈綜問に列点を施す。27は深鉢形土器口縁部の破片である。指

頭圧痕を施した紐線を巡らす。胴部に縦位の櫛描きの条線を施す。28は指圧痕を施した2条の

紐線を巡らす。

　29は深鉢形土器の把手の破片である。

　30は深鉢形土器の底部の破片である。復元底径1L7cm、底に網代痕がある。

　31は磨石である。側面に使用痕がある。残存の長さ8．8cm、幅13．6c皿、重さ71g。

　32は丸石である。表面のほぼ中央部に敲打痕が認められる。長さ11．4cm、厚さ1．1cm、重さ647

g。石材は安山岩である。
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　　　　　6）P7121号住居赴炉祉
◎P9
　　　　　　　第1層暗褐色土白色の軽石粒細かく多量に含む。しまり
　　　　　　　　　　　　　強。粘性弱。
　　◎　　　　P8　　　第2層暗褐色土白色の軽石粒細かく少量含む。ロームブ
　　　　　　　　　’　　　　　　ロックφ10㎜～30㎜多量に含む。しまり
　　11　閃　　　　　　　　　　　　　　　　　強。粘性弱。

　　　1，　　　頃　　　　　　　　　　　　　 0

　　　　◎
　　　　　　　　　　　　EP些

　　　　　　　　鑓．錫

　　第104図　121号住居祉

　121号住居祉（第104図　図版13）

位置　a・b－25グリッド／形態　柱穴の配列から方形である可能性が考えられる。／主軸方

向　N－42。一E／規模　4。24m×3。98m（柱穴の検出された範囲内）／壁高　43cm～58．5cm

／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層面より検出された。地山との区別がつかず範囲は不明であ

る。柱穴　13本。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

長径cm 38 28 34 35 30 29 27 32 22 21 42 23 21

短径c皿
一 一 一 一 一 一 『 一

20 17
一

19
一

深さcm 47 33 37 42 35 43 40 47 38 35 29 22 32

炉　石囲炉である。組み石は火熱を受け赤色化している。部分的に多孔石を使用されている。

掘り方は長軸96cm、短軸76cm、深さ16c皿を計る。ほぼ円形を呈する。よく焼けて硬質化している。

覆土の状況

　120号住居杜同様掘り込みが検出されなかったため覆土の観察は出来なかった。柱穴の覆土

は黒褐色土を基調としている。
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遺物の出土状況

　炉杜の周囲に集中して土器片が出土した。

　検出された遺物（第104～105）

　1～17は深鉢形土器の破片である。1～7は口縁部の破片、9～11は胴部の破片、12はP11

内より、他はすべて床直上より出土したものである。

　1は単節LRの磨消し縄文を施文される。2は口縁部に指頭圧痕を施した紐線を巡らせる。

胴部には櫛歯状の工具による沈線を施される。3は横位の単節L　R縄文を施文し横と縦の沈線

を施される。

　4は平行沈線で区画された中に単節LRの磨消し縄文とキザミを施される。4は平行沈線間

に単節LR縄文とキザミを施される。5は口縁部に刺突を施した2本の細い紐線を巡らせる。

　6は指頭圧痕を施した紐線を巡らす。7は単節のLRの細縄文を施す。

　8は肩部がくの字状に屈曲するソロバン形の深鉢形土器の破片である。弧状沈線と縦位の沈

線の接点に刺突文を施す。

　9は平行沈線を施し、縦位の条線で区切り、中には単節LR縄文を充填する。

　10は櫛歯状の工具による条線を施される。11は平行沈線間にキザミを施し、以下は斜位の沈

線を施されている。

　12は深鉢形土器の胴部の破片である。沈線間に単節したLR縄文を充填する。

　13は口縁部に紐線と沈線を巡らせ、以下に櫛歯状工具による縦位の条線を施す。

　14は単節RL縄文を施文される。

　15～17は深鉢形土器底部の破片である。器面には内外ともに丁寧なミガキが施されている。

15、16の底には網代痕がある。

　18、19は剥片石器である。側面を刃部として利用されている。石材は頁岩である。長さ5．O

cm、幅4・4cm、厚さ0・6cm、重さ15g。19は長さ5・1cm、幅5．2cm、厚さ1．4cm、重さ47g。
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　122住居吐（第106図　図版14）

位置　X　　13グリッド／形態　柱穴の位置から楕円形を呈すると考えられる。／規模　6。9

m×不明m／壁高　地山と覆土は黒褐色土を基調としているため見分けがつかず掘り込みは検

出できなかった。／壁高　なし。／床　暗褐色土層に掘り込まれる。／柱穴　8本。検出され

た柱穴に対応すると考えられる南側の部分では柱穴の検出は見られなかった。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8
長径cm 22 22 24 30 29 24 24 32

短径cm 一 一 一 『 一 一 一
22

深さcm 43 71 48 39 56 54 65 22

炉　北西寄りに位置する。石囲炉である。掘り方は長軸62cm、短軸51cm、深さ11cm。平面は楕

円形、断面は皿状を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。地山と似た黒褐色土を基調とする。

遺物の出土状況

　覆土中と床面より土器片が全体に亘って多量に散乱した状態で出土した。

備考　新旧関係　東壁を15号住居杜、西壁を13号住居吐にそれぞれ切られる。また径38cm、深

さ20cmの穴は覆土の観察から本杜に供なわず、本杜を切っている事が判明した。

検出された遺物（第106～113図、図版27）

　覆土中、床直上の出土のものを掲載した。122号住居肚は確認面より覆土は薄い堆積のため、

覆土中のものも床面より3～5cm高い位置で出土したものである。1～8は深鉢形土器口縁部

の破片である。1は床直上より出土した。口縁部に沈線で区画しLR縄文を施す。2は床直上

より出土した。くの字口縁で沈線を巡らし3は口縁部に沈線を巡らせ以下は単節LR縄文を施

文する。4は口縁部は隆帯を巡らせ無文帯を構成する。以下は単節RL縄文を施文する。5は

口縁部に沈線を巡らせ6は沈線による区画文内にRL縄文を施文する。7は口縁部に横位の沈

線巡らす。8は口縁部沈線を巡らせる。頸部以下は平行沈線を施し、以下は沈線による区画文

の中にLR縄文を区画する。9～11は深鉢形土器胴部の破片で櫛歯状工具による条線を縦位に

施す。9が覆土中の出土、10、11が床直上より出土した。12は櫛歯状の工具による13、14は沈

線による区画文の中にLR縄文を施文する。15～37は深鉢形土器の破片である。15、16は単節

LR縄文を施す。17～20は沈線による区画文の中に単節LR縄文を施文する。24、25、27は沈線

による区画文の中に列点を施す。28、29は口縁部に刺突文を施した紐線をめぐらす。37～39、42

は沈線による区画文の中に単節LR縄文を施文する。40は深鉢形土器の口縁部につく把手の破

片である。

　28、29は口縁部に54～56、58、59は深鉢形土器の破片、綾杉状の沈線を施す。64、65は深鉢

形土器の破片である。無文の粗製土器である。66～68は深鉢形土器底部の破片である。底に網
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一141一



代痕が認められる。69は無茎石鎌である。石材はチャートである。長さ0．7cm、幅0．3cm、厚さ0．2

c皿、重さ0．6g。70～72、76、77は剥片石器である。石材は頁岩である。70は側面に自然面を

残す。長さ5．1cm、幅2。2cm、厚さ0。3cm、重さ26g。71は側面を刃部として使用されている。

長さ2。4c皿、幅3．2c皿、厚さ0。8cm、重さ101g。72は長さ5．4c皿、幅4．4cm、厚さ1．3cm、重さ26．1g。76

は側面を刃部として使用されている。長さ7。2cm、幅5．7c皿、厚さ0．9cm、重さ26．1g。77は側

面を刃部として使用されている。長さ5．4cm、幅4．7cm、厚さ0．9cm、重さ26g。73～75は分張

形打製石斧である。73は長さ10。9cm、幅6。4cm、厚さ2．6cm、重さ171g。74は長さ1L4cm、幅6．1

cm、厚さL8c皿、重さ135g。75は長さ12。7cm、幅9．4cm、厚さ2．1c皿、重さ280g。78、79は凹

石である。石材は安山岩である。78は一部欠損している。側面を含めた4ヶ所に敲打痕が認め

られる。長さ9・4cm、幅6・8cm、厚さ4・8c皿、重さ381g。79は両面に2ヶ所ずつ、敲打痕が認め

られる。また、側面の片側が磨られている。長さ10。8c皿、幅7．4cm、厚さ4。2cm、重さ464g。80は

軽石である。特に使用痕は認められない。製品として加工される前の原石である可能性が考え

られる。長さ1L6c皿、幅7。7c皿、厚さ6。2cm、重さ391g。81は磨石である。側面の片側に使用

痕が認められる。石材は安山岩である。82は磨石である。約2分の1を欠損する。側面の一部に

使用痕が認められる。残存の長さ7。Ocm、幅8．3cm、厚さ4．8cm、重さ587g。83、84は石皿の破

片である。くぼみ部が比較的深い。また、裏面には多孔石にみられる大小多数の凹穴が付く。

石材は安山岩である。83は床面より4cm高い位置で検出された。残存の長さ16．5cm、幅11．2cm、

厚さ5。8cm、重さ1200g。84は炉の組み石として転用されていた。残存の長さ18．4c皿、幅15，6、

鷺⊃⊂二＝、
一

＼～

0 10cm

第110図　122号住居吐出土遺物（4）
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　　　123号住居堤
　　　第1層暗褐色土白色の軽石粒細かく多量に含む。ローム
　　　　　　　　　ブロックφ10㎜～30㎜多量に含む。しま
　　　　　　　　　り強、粘性弱。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　2m
　　　第2層　暗褐色土　白色の軽石粒細かく多量に含む。ローム
　　　　　　　　　ブロックφ10㎜～30㎜少量含む。しまり
　　　　　　　　　強、粘性弱。

　　　　　　　　　　　　第114図　123号住居祉

厚さ9．2cm、重さ2100g。

　123号住居吐（第114図　図版14）

位置　W・X－24グリッド／形態　楕円形／規模3．61m×3．42m（東西×南北）／壁高　25・8

m～4L7m／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は検出されなかった。

／柱穴　1本。南西寄りに検出された。長軸64cm、短軸49cm、深さ23cmを計る。／炉　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土中より注口土器の胴部上半の破片が出土した。その他多量に土器片が出土している。ま

た、自然礫が多量に出土した。特に、北よりに集中し、中には火熱を受け赤色化したものがみ

られた。

備考

　本杜は炉阯とまとまった柱穴の検出が見られないため住居肚としての可能性は低いと考えら

れるが、火熱を受けた礫の検出がみられるのと柱穴の存在が外側の周堤帯に存在したとも考え

られ住居肚の可能性が考えられるため本阯を住居杜扱いとした。
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　検出された遺物（第115～118図、図版26）

　検出された遺物は1～6が床直上より、その他は覆土中より出土した。

　1～45は深鉢形土器の破片である。1、3～6、8、9は沈線による区画文を施す。

　2は平行沈線文を施す。内面には口縁部下に一条の沈線を巡らす。

　7は沈線文を施文する。

　10～15は沈線による区画文の中に列点を充填する。

　16は口縁部に指圧痕を施す。

　17は頸部に沈線を巡らせ以下半円多条文内に8の字状の貼り付文を施文する。

　18は頸部に平行沈線を巡らす。

　19は口縁部に沈線文を巡らせ、波状の波頂部には刺突文を施す。

　20、21は三角沈線文を施す。

　22は沈線による区画文の中に単節LRの磨消し縄文を充填する。

　23は平行沈線で単節LRの磨消し縄文を区画しS字状の沈線を施す。

　24は宰行沈線間に縦位の短沈線を充填する。25は沈線によって文様構成し文様の交差部分に

貼り付を施する。貼り付は破片で不明であるが8の字状を呈するものと考えられる。

　26は斜行線を施す。

　27、28は単節LRの磨消し縄文を施文した後、垂下沈線を施し、刺突を施した紐線を貼り付

する。

　29は沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填する。

　30は三角形区画文の中に単節LR縄文を充填する。

　31は胴部には三角区画文を施文し、口縁部に8の字状の貼付を施す。

　29～35・37は沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填する。

　36は平行沈線間に爪形状の沈線を充填する。38は単節LR1縄文ぞ縦の方向の後、横位に施文

する。沈線による区画文の中に単節LR縄文を施文する。

　42は無文の粗製土器である。43は内外共にミガキを施す。44は器面に単節LR縄文を施文の

後、口縁部に3条の沈線を巡らす。

　45は口縁部には並列に2つの刺突文を施し、2条の沈線を巡らす。頸部には沈線を巡らす。

器面は丁寧なミガキが施される。

　46、47、49、50は深鉢形土器の底部の破片である。49は底部に網代痕がある。共に器面に丁

寧なミガキが施されている。

　48は浅鉢形土器である。器面に単節LRの細縄文を施文する。

　51は注口土器体部上半の破片である。口縁部には三角区画文を施文し、問に単節LRの磨消

縄文を充填する。

　52は凹石である。敲打による凹穴が2ヶ所認められる。石材は安山岩である。
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第116図　123号住居堤出土遺物（2）
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　124号住居吐（第119図　図版14）

位置　V－17グリッド／形態　楕円形／主軸方向　N－400－E／規模　5。53m×4。68m（東

西×南北）／壁高　5cm～7cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部は

分は検出されなかった。／柱穴　11本。

No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

長径c皿 19 21 20 24 21 24 23 16 14 23 28

短径c皿
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

51

深さcm 20 17 11 32 44 22 23 17 22 23 23

炉　中央部よりやや南寄りに位置する。地床炉である。掘り方は長軸83cm、短軸51cm、深さ12

c皿を計る。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土の単層である。

遺物の出土状況

　土器が全体に亘って散乱して出土した。また、自然礫が2点出土した。実測遺物点数19点。

検出された遺物（第119～121図、図版27、40、41）

　1～11は深鉢形土器の破片である。1は刺突と沈線による区画文を施す。覆土上層の出土で

ある。3は無文の粗製土器である。床直上より出土した。2、4～8、10は綾杉状の沈線を施

文し、4、7は波状口縁で頸部を無文帯で構成する。10は頸部に平行沈線を巡らす。4、10は

床直上、その他は床面よりみな5～6c皿高い位置で出土した。9は沈線による区画文の中に

LRの細縄文を施文する。床直上より出土した。11は表裏ともに単節LR細縄文を施文し、平行

沈線で区画する。覆土中の出土である。12、15はソロバン形の深鉢形土器の破片である。沈線

による区画文の中に無節L縄文を施文する。15は底部に網代痕がある。胎土は砂粒を含み、焼

成は良好、色調は明褐色である。床直上より出土した。13、14は無文の粗製土器である。覆土

上層の出土である。16、17は砂岩製の砥石の破片である。16はV字形の溝状に研ぎ跡がみられ

る。長さ3．3cm、幅4．9cm、厚さ0．3cm、重さ25．1g。床直上より出土した。17は長さ6・5cm、幅2・1

c皿、厚さ0．9c皿、重さ21g。覆土中の出土である。18、19は剥片石器である。側面を刃部とし

て使用されている。石材は頁岩である。18は長さ4．5cm、幅7．7c皿、厚さL3cm、重さ51g。炉

杜に近接して床直上より出土した。19は長さ5。5c皿、幅3．Ocm、厚さ0．9cm、重さ25．1g。覆土

中の出土である。
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　125号住居吐（第122図　図版15）

位置　W－18グリッド／形態　楕円形／規模　3．92m×3。33m（南北×東西）／壁高　16．5cm

～18。5cm／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。硬質部分は検出されなかった。全体に締ま

りがあり、硬質である。／柱穴　4本。P2～P5が主柱穴と考えられる。P1・径21c皿、深

さ70c皿。P2・径24cm、深さ63cm。P3・径21c皿、深さ57cm。P4・径20cm、深さ57c皿。P5

・長径29c皿、短径25c皿、深さ61cm。／炉　中央よりやや南東寄りに位置する。石囲炉である。

遺存悪く組石は一部外れて検出された。掘り方は床面と掘り方の埋土が似ており検出はできな

かった。組石の内側は火熱を受け赤色化している。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土の単層である。

遺物の出土状況

　全体に亘って散乱しているがとくに炉杜付近に集中する傾向を示している。

検出された遺物（第122～124図、図版27、41）

　覆土中、床直上の出土のものを掲載した。1は覆土中より出土の深鉢形土器の破片である。

口縁部に横位の沈線を巡らせ綾杉状の沈線を施す。頸部は平行沈線を巡らせ、沈線間にはキザ

ミを施す。以下胴部上半は綾杉状の沈線を施す。下半は縦方向のミガキを施す。内面は口縁部

横方向のミガキ、胴部は縦方向のミガキを施す。胎土は砂粒を多量に含む。焼成は良好、色調

は上半黒褐色、下半は明褐色である。覆土中より出土した深鉢形土器の破片である。口縁部に

キザミを施し、以下は綾杉状沈線を施文する。3～5は覆土中より出土した深鉢形土器胴部の

破片である。3は沈線による区画文を施す。4はくの字口縁で口縁部に沈線を巡らし3は口縁

部に沈線を巡らせ以下は単節LR縄文を施文する。4は櫛歯状の沈線を施す。5は沈線間に列

点を施す。6は床直上より出土した。ソロバン玉状の形をした深鉢形土器の破片である。沈線

による区画文の中に無節L縄文を施文する。7～10は深鉢形土器口縁部の破片で無文の粗製土

器である。覆土中より出土した。

　11～13は剥片石器である。側面を刃部として使用されている。石材は11、12が頁岩、13が黒

色頁岩である。11は長さ4．5cm、幅4．4cm、厚さ3．7cm、重さ33g。12は長さ5．1cm、幅3．5cm、

厚さ0・5c皿、重さ15g。13は長さ3．9cm、幅2．5cm、重さ25g。14は磨石である。石材は安山岩

である。隅丸長方形を呈する。表裏共に良く使用されつるつるしている。また、片側にススが

付着している。長さ8．1cm、幅0．3cm、厚さ4．4cm、重さ660g。15、16は凹石である。15は石材

は軽石で表裏共に敲打の凹部がある。片面には2孔ある。16は片面2孔である。石材は安山岩で

ある。15は長さ10．9cm、幅9．2cm、厚さ6．7cm、重さ434g。16は長さ17．6cm、幅10．4c皿、厚さ8．1

cm、重さ2100g。
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　126号住居吐（第125図　図版15）

位置　W－16グリッド／形態　柄鏡形／主軸方向　N－450－E／規模　6．2m（長軸）×5．12

m（短軸）×1．15m（張り出し部幅）／壁高　2cm～6cm（確認面より僅かな掘り込みが認め

られた。）／壁溝　なし。／床　黒褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に締まりがあり硬質化

されている。張り出し部にかけて平らな河原石が敷かれている。一部火熱を受け赤色化されて

いる。／柱穴　10本。

No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

長径cm 25 23 24 25 22 24 21 30 24 29

短径c皿
一 一 一 一 一 『 一

26
一

24

深さcm 52 57 62 65 62 53 50 27 16 27

炉　ほぼ中央部に位置する。石囲炉である。遺存悪く組石の元位置を保っているのは一ヵ所の

みであった。多孔石を使用されている。その他は散乱した状態で検出された。掘り方の規模は

長軸46cm、短軸41cm、深さ8cm。平面は方形、断面は鍋底形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。覆土は地山と似た黒褐色土を基調とする。
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遺物の出土状況

　覆土中より土器が散乱して出土した。張り出し部の基部にあたる部分より埋甕が検出された。

また、張り出し部にあたる敷石付近より土器片3点と石皿1点が出土した。実測遺物点数35点

検出された遺物（第125～128図、図版41、42）

　1～27は深鉢形土器の破片である。1は沈線による区画文の中に列点を施す。覆土中の出土

である。2は単節LR縄文を施文し、平行沈線で区画する。覆土中の出土である。3は単節LR

縄文を施文する。覆土中からの出土である。4は無文の粗製土器である。覆土中の出土である。

5は小形の深鉢形土器である。小波状口縁を呈し沈線による区画文の中に単節LR縄文を施文

する。内側は平行沈線間に刺突を施す。以下内外ともに丁寧なミガキが施されている。底に網

代痕がある。6～8は沈線による区画文の中に単節LR縄文を施す。

　9～11は口縁部に細い紐線を巡らす。

　12、13は単節LR縄文を施文し縦位の沈線を施す。14、15は口縁部にキザミ目帯を巡らす。16は

平行沈線、17は沈線による格子目文を施す。

　18～25は底部の破片である。18は残存高3．1cm、底径4．8cm。19は残存高5．3cm、復元底径9．2

cm。20は残存高2。7c皿、底径6．6cm。21は残存高2．7cm、底径5．9cm。22は残存高3．2cm、底径5．2

cm、23は残存高4・9c皿、復元底径10．9cm。24は残存高0。9cm、底径5．9cm。25は残存高3．4cm、復

元底径9．2cm。

　27は埋甕として検出された深鉢形で、無文の粗製土器である。口縁部が欠損している。内外

共に丁寧なミガキが施されている。底部に網代痕あり。残存高17．4cm、底径9．8c皿、胎土は砂

粒を含む。焼成は良好、色調淡褐色である。20は残存高2．8cm、底径6．8c皿。

　26は深鉢形土器把手の破片である。28、29は剥片石器である。側面を刃部として使用されて

いる。石材は頁岩である。28は長さ7．2c皿、幅5．4cm、厚さ2．4c皿、重さ120g。床直上より出土

した。29は長さ10．3c皿、幅5．4cm、厚さ1．9c皿、重さ130g。覆土中より出土した。30は磨石で

ある。側面に擦痕が認められる。長さ5．5cm、幅3．Ocm、厚さ0．9cm、重さ25．1g。床直上より

出土した・31～34は凹石である・石材は安山岩である。31、34は側面を磨石としで併用されて

いる。31は長さ9．1c皿、幅7．3cm、厚さ3．3c皿、35は石皿の破片である。残存の長さ18．8cm、幅16．6

cm、厚さ5．6cm、重さ2560g。
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　128号住居吐（第129図　図版15）

位置　W－19グリッド／形態　柄鏡形？／主軸方向　N－45。一E／規模　6．20m×5．12m

L15m（南北×東西×張り出し部短軸）／壁高　確認面では掘り込みは検出されなかった。／

壁溝　なし。床　褐色砂質土面である。全体に面をなしているが硬質部分は認められなかった。

炉；吐から南側の張り出し部と考えられる部分にかけて平たい河原石が敷かれている。遺存悪く、

近・現代の耕作による撹乱によって石が外れている。敷石は部分的に熱を受けたかのように赤

色化している。また、埋甕の検出はみられなかった。／柱穴　9本？　P3～P6は位置から

考えて本量のものと考えるのは無理があると思われる。しかし、柱穴の径と深さと覆土の状況

がほぼ同一でありそれらの内側に廻る柱穴の検出がなく、P3～P6に伴う遺構の存在しない

理由から本杜に伴う可能性も考えられるため本肚のものとして扱った。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9
長径cm 30 32 27 24 26 35 27 24 25

短径cm 25 29 23 23 20 25 22 23 24

深さc皿 41 30 48 50 48 34 41 42 55

※遺存状態が悪く周礫の検出はみられなかった。

炉　方形の石囲炉である。東側の組石が外れて検出された。組石は火熱を受け部分的に赤色化

している。規模は東西不明×南北76cm。掘り方は地山と覆土の区別がつかず検出できなかった。

覆土の状況

　耕作土下の確認面では掘り込みが検出できず覆土の状況は不明である。

遺物の出土状況

　敷石と炉肚付近に土器片が若干出土した。実測可能なものは検出されなかった。
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　131号住居吐（第130図　図版16）

位置　b－28グリッド／形態　柄鏡形／主軸方向　N－20。一E／規模　推定8．02m（長軸）

×4．31m（短軸）×LO3m（張り出し部幅）／壁高　耕作による撹乱の為、壁の検出はできな

かった。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分の検出は認められなか

った。張り出し部には床面に敷石が検出された。敷石の範囲は長軸自然礫（河原石）を使用さ

れている。大きめの平石の間に小礫を敷きつめられている。また敷石は部分的に熱を受けたか

のように赤色化している。／柱穴　11本。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

長軸cm 29 23 22 72 22 25 36 22 29 26 26

短軸cm 28 21 21 63 18 25 26 20 24 21 28

深さcm 53 29 40 34 25 41 51 41 42 36 35

※柱穴の上には小礫を主体とする周礫が検出された。

　大部分の礫は床面より約10cm前後で離れている。

炉検出されなかった。

覆土の状況

　暗褐色砂質土層（縄文遺物包含層）面より覆土との見分けがつかず掘り込みは確認出来なか

った。しかし、自然堆積であることは考えられる。

遺物の出土状況

　周礫の間に土器片が集中して出土した。また、多孔石1点出土した。実測遺物点数18点。

検出された遺物（第134図　図版42）

　覆土中、床着のものを掲載した。1～15は深鉢形土器の破片である。1は口縁部に沈線を巡

らせる。覆土中より出土した。2は沈線間に縦位の単節RL縄文を施文される。床直上より出

土した。3、4は沈線による区画文の中に列点文を充填される。共に床直上より出土した。ま

た、接合は出来ないが胎土が似ているため同一固体の可能性が考えられる。5も3、4と同様

施文と思われる。周礫の間より出土した。6は垂下沈線を施しその間を縦位と横位の単節LR

縄文を施文される。周礫の間より出土した。7は沈線文の区画の中にLRの磨消し縄文を施さ

れている。周礫の問より出土した。沈線の上には8、9、11、13は口縁部に刺突文と沈線文を

施される。9、11は共に床直上より出土した。13は覆土中の出土である。10は平行沈線を横位

と縦位に施される。12は深鉢形土器の把手の破片である。沈線文を施される。周礫の間より出

土した。14は口縁部に沈線文を施され、沈線間に棒状工具による刺突を充填される。覆土中よ

り出土した。15は深鉢形土器の把手の破片である。周礫の間より出土した。ラッパ状を呈する。

平行沈線文を施される。16は石錘である。剥片の一部を調整した簡易的なものである。長さ

3．9cm、幅2．5cm、厚さ0．7cm、重さ5g。石材は頁岩である。周礫の間より出土した。17は剥

壁石器である6側面を刃部として使用されている。長さ5．6cm、幅4．1c皿、厚さ0．8cm、重さ26．4g。
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石材は頁岩である。周礫の間より出土した。18は石錘である。長軸方向に切れ目を入れている。

長さ6．5cm、幅4．9cm、厚さ1．2cm、重さ26g。周礫の間より出土した。

　132号住居吐（第132図　図版17）

位置　a・b－27グリッド／形態　柄鏡形／主軸方向　N－0。一E／規模　5．82m（長軸）

×3．86m（短軸）×1．71m（張り出し部幅）／壁高　48cm～52cm／壁溝　なし。／床　褐色砂

質土層に掘り込まれている。硬質部分の検出は見られなかった。また、炉肚より南側の張り出

し部にかけて平らな河原石と多孔石が敷きつめられている。敷石の下から埋甕は検出されなか

った。／柱穴　11本。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

長径cm 18 17 18 20 21 19 18 18 17 18 19

短軸c皿
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

19

深さcm 47 44 40 37 39 41 37 38 39 37 28

※131号住居杜同様、柱穴の上に

　は小礫を主体とする周礫が検出

　された。

　大部分の礫は床面より約10cm前

　後で離れている。

炉ほぽ中央部寄りに位置する。掘り方の上に礫が検出されている。組石の一部であると考え

られ石囲炉の可能性が考えられる。掘り方は長軸68cm、短軸45c皿、深さ10cm。平面は楕円形、

断面は皿状を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土と褐色砂質土の2層に分かれる。

遺物の出土状況

　覆土中より土器片が散乱した状態で出土した。また、敷石に多孔石が使用されたていた。実

測点数16点。

検出された遺物（第132～134図　図版42、43）

　1～12、14は深鉢形土器の破片である。覆土中より出土した。

　1は隆帯を巡らせ以下を単節LR縄文を施文する。

　2は沈線による区画文の中に単節LRの磨消縄文を充填する。3は沈線3～6は沈線間によ

る区画文の中にLR細縄文を施す。

　6、7、11は沈線による区画文を施す。

　8、9、10は沈線による区画文の中に列点を充填する。さらに9は紐を縦位に貼り付けを行う。

　12、14は無文の粗製土器である。

　13、15、16は敷石に使用された多孔石と石皿である。石材は安山岩である。

　13は長さ29．4cm、幅18．4cm、厚さ8．1cm、重さ2800g。

　15は長さ26．8c皿、幅2L7cm、厚さ8．7c皿、重さ6050g。

　16は石皿の破片で裏面に大小多数の凹穴が付られている。石材は安山岩である。残存の長さ

16．2cm、幅21．4cm、厚さ8cm、重さ4900g。
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　3．配石遺構

　配石遺構はW－13グリッド内の2基とW－15グリッド内とX～Z17・18・19グリッド内の配

石群と大きく三つに分かれて検出された。特に配石群の方は住居杜にとり囲まれた内側に存在

する。範囲は東西30m、南北は調査区域外に延びるものと考えられる。調査区では南北23mの

範囲において検出された。調査の順序は調査期間の関係上、上部配石の調査を調査終了した地

点より下部配石の調査を行っているため、遺構番号も調査の順で付している。従って上部配石

と下部配石の遺構番号が多少前後している。しかし、整理調査では混乱を避けるため現地調査

の番号をそのまま用いた。まずW－13グリッド内より説明を行う。

（1）遺構

　①W－13グリッド

　本グリッド内は黒色土の縄文後期の遺物包層に覆われている2号配石は黒色土層下の褐色砂

質土層の上面より検出された。

　2号配石（第138図　図版50）

　調査当初、石棺形の蓋石と思われたが調査の結果、敷石を固定させる僅かな掘り込みの検出

は認められたが下層には配石土砿、土拡等、遺構の検出は見られなかった。規模は長軸88cm、

短軸41cmを計る。一部分多孔石を使用されている。また、一部分が火熱を受けている。

　3号配石（第138図　図版50）

　2号配石と隣接して検出されている。規模は長軸126cm、短軸88c皿。2号配石同様、敷石を

固定させる僅かな掘り込みのみで下からは遺構の検出は見られなかった。また、一部分が火熱

を受けている。

　②W－15グリッド

　27号配石（第158図　図版58）

　W－15グリッド内に東西2m50c皿、南北3m40cmの範囲内に、人為的に石を敷いたかのよう

な遺構が検出されている。遺存が悪く石がところどころ外れ散乱している。石が7箇所火熱を

受けたかのように赤色化している。また、配石の間には埋甕が1基検出されている。この遺構

の性格として一つ敷石住居杜が考えられるが柱穴と炉肚の検出は見られなかった。そのため、

埋甕は屋外埋設土器として取り扱った。遺構番号は8号埋設土器である。なお、この埋設土器

については4、屋外埋設土器の項で述べることにする。

　③X～Z－17・18・19グリッド

　a上部配石・立石

　1号配石（第139図　図版48、50）

　Z－17グリッドに位置する。黒色土層中に構築される。規模は長軸229cm、短軸192cm、形態

はほぼ円形を呈する。組石は部分的に火熱を受けたかのように赤色を呈する。また、立石が倒

れた状態で南西側に検出した。皿状の掘り込みが認められた。
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　遺物は南側の側石上より三角濤形土製品がほぼ完形に近い形で1点出土した。全国的にも類

例の少ない遺物である。

　8号配石（第140図　図版48）

　Y－17・18グリッドに位置する。褐色砂質土層中に構築される。規模は長軸71cm、短軸59cm。

ほぼ円形を呈する。中央部に立石が立っていたものと考えられる。掘り方は平面は円形、断面

は皿状を呈する。

　15号配石（第140図　図版49）

　X－17グリヅドに位置する。褐色砂質土層中に構築される。規模は長軸42cm、短軸34c皿。中

央部に立石（12号立石）が倒れている。長さは34cmを計る。配石の形態はほぼ方形を呈する。

　16号配石（第140図　図版49）

　X－17グリッドに位置し、暗褐色砂質土中に構築される。遺存が悪く北側の組石は後世の耕

作により境乱され散乱して検出。掘り方は撮乱が入り規模は不明であるが残存された組み石か

ら考えて円形に廻り、立石が中央に立っていたものと考えられる。一部分多孔石を使用されて

いる。立石（第140図参照）は長さ91cmを計る。

　1号立石（第141図　図版48）

　Z－16グリッド内で倒れた状態で検出された。近接する1号配石に伴うものと考えられる。

長さは78c皿を計る。
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　2号立石（第141図　図版48）

　Y－17グリッド内の南寄りに支え石と思われるものに倒れ寄りかかった状態で検出された。

長さ72cmを計る。

　3号立石（第141図　図版48）

　Y－17グリッド内の26号配石の上より倒れた状態で検出された。長さ61c皿を計る。詳細は26

号配石の項を参照。

　4号立石（第141図　図版48）

　Y－18グリヅド内の26号配石の上より倒れた状態で検出された。長さ54cmを計る。詳細は26

号配石の項を参照。

　5号立石（第141図　図版48）

　Y－18グリッドの中央よりやや南寄りに立って検出された。立石の掘り方は覆土と地山暗褐

色砂質土層）の見分けがつかず検出出来なかった。覆土は入為的な埋土と考えられる。また、

周囲に礫が散乱しており、本立石に伴う配石の残骸の可能性が考えられる。立石の長さは75cm

を計る。

　6号立石（第140図　図版48）

　X－17グリッド内の16号配石内に倒れて検出された。長さは91cmを計る。詳細は16号配石の

項参照。

　7号立石（第141図　図版48）

　Y－17グリッド内で7号配石付近より傾いて検出された。周囲に散乱した状態で礫が検出さ

れている。本立石の支え石の可能性が考えられる。長さ74cmを計る。掘り方は肉眼では覆土と

地山の区別がつかず検出できなかった。

　8号立石（第141図　図版48）

　Y－17グリッド内で6号配石に近接して倒れた状態で検出された。長さ39cmを計る。

　9号立石（第141図　図版48）

　Y－17グリヅド内で5号立石に近接して倒れた状態で検出された。長さ61cmを計る。

　10号立石（第141図　図版48）

　Z－17グリッド内で中央部よりやや西寄りに倒れた状態で検出された。長さ82cmを計る。尚、

低台地は南側の調査区外に延びるため本立石に伴う遺構は調査区外に存在する可能性が考えら

れる。

　b　下部配石

　上部配石下層の暗褐色砂質土層上面より石棺形の配石が検出された。以下、遺構番号順に説

明を行う。

　4号配石（第142図　図版51）

　Y－17グリッドに位置し、主軸方向はN－10。一E。暗褐色砂質土層中に構築される。規肝

は長軸194cm、短軸86cm。形態は長方形を呈する。側面の石は2段に組まれている。また、部

　　　　　　　　　　　　　　　　一182一
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分的に赤くなっている。火熱を受けた赤色とは異なり赤彩を施されているかのようである。し

かし、現状保存のため科学分析はおこなわれていない。そのため赤色は火熱を受けたものか、

彩色されたものかは断定することはできない。

覆土の状況

　地山との区別がつきにくい。人為的な埋土より自然堆積的な感じが窺える。暗褐色土（砂質

土）を基調に2層と黒褐色土のあわせて3層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は覆土第1層より多量に出土し、さらに第2層より土器片が少量出土した。また底より

土器片1片出土している。また北側の側面石の上ほぼ中央部に陰石と考えられる石が意識的に
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置かれた様な形で検出された。

5号配石（第143図　図版52）

　Y－17グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－400－E。規模

は長軸207cm、短軸78c皿。形態は石棺形を呈する。4号配石と同様、側面の石は2段に組まれ

ている。

覆土の状況

　地山との区別がつきにくい。人為的な埋土より自然堆積的な感じが窺える。暗褐色土（砂質）

を基調に2層と黒褐色土のあわせて3層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は覆土の上層より多量の土器片とその他、多孔石と自然礫が少量出土した。

6号配石（第144図　図版53）

　Y－17グリッドに位置する。暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－5。一E。規

模は長軸197cm、短軸74cm。形態は長方形を呈する。

覆土の状況

　地山との区別がつきにくい。人為的な埋土より自然堆積的な感じが窺える。暗褐色土（砂質）

を基調に2層と黒褐色土のあわせて3層に分層される。また、本杜は覆土と床面の土壌サソプ

ルを取りあげ科学分析を行った。詳細は第7章を参照。

遺物の出土状況

　遺物は覆土第1層より土器片が少量出土した。

　7号配石（第144図　図版54）

　Y－17・18グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。側面は礫と小礫を埋め込ん

で構築されている。その中には多孔石が部分的に多孔石が使用されている。また小礫の中には

赤色を呈するものがある。形態は長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積であると考えられる。暗褐色砂質土を基調に2層と黒褐色土の合わせて3層に分層

される。本肚も科学分析が行われている。

遺物の出土状況

　本東側の側石付近より深鉢形土器口縁部破片が1点出土した。また、直接本阯に伴うかは不

明であるが南東の側面石より約1m離れて板状土偶の胴部の破片が1点出土した。

　9号配石（第145図　図版54）

　X，Y－18グリヅドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。組石に多孔石が使用されて

いる。主軸方向はN－350－E。規模は長軸167cm、短軸42c皿。形態は長方形を呈する。』蓋石を

もつ。蓋石は完存していた。
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覆土の状況

　蓋石の間より流れ込んでいることが観察されることから自然堆積であると考えられる。暗褐

色土（砂質）を基調に2層と灰褐色土の合わせて3層に分層される。本肚も科学分析を行った。

遺物の出土状況

　配石内より遺物は検出されなかった。周辺より土器片が5点出土。

　10号配石（第146図　図版54）

　Y－18グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－5。一E。規模

は長軸136cm、短軸27cm。側石の一部分に多孔石を使用されている。蓋石をもつq形態は長方

形を呈する。

　　　　　　　　　　　　　　一185一
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11号配石

1　暗褐色土
　白色の軽石多量に含む。しまり強、粘性
　弱。
2　暗褐色土　　　　　　　　　　　　　　一
　小礫少量含む。しまり強、粘性弱。

3　灰褐色土
　白色の軽石多量に含む。しまり強、粘性
　弱。
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覆土の状況

　9号配石と状況が似ており自然堆積であると考えられる。暗褐色土（砂質）を基調に2層と

灰褐色土の合わせて3層に分層される。

遺物の出土状況

　蓋石の上より出土した。

　11号配石（第147図　図版54）

　Y－19グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－65。一E。規模

は長軸193c皿、短軸32c皿。形態は長方形を呈する。南西側と北東側の側石は欠損し掘り方が検

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一189一
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出された。蓋石をもつ。蓋石は約半分が存在していない。

覆土の状況

　9号、10号配石と状況が似ており蓋石の間より流れ込んでいる。自然堆積と考えられる。暗

褐色土（砂質）と灰褐色土の合わせて2層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は検出されなかった。

　12号配石（第148図　図版55）

　Y－19グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－300－E。規模

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一190一



は長軸157cm、短軸22cm。形態は二等辺三角形を呈する。特徴は南東側の側石に最大幅をもち

北西側にいくに従い細くなっている。蓋石をもつ。2カ所分の蓋石が欠落している。

覆土の状況

　9号、10号、11号配石の覆土の状況と似ている。自然堆積と考えられる。暗褐色土（砂質）

を基調に2層と灰褐色土層の合わせて3層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は検出されなかった。

　13号配石（第149図　図版55）

　Y－19グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－2。一E。全体

の約3分の2は組石が外れて掘り方で検出された。また、蓋石も一部分残存するのみで遺存状

態が悪い。規模は長軸186cm、短軸44cm。形態は長方形を呈する。南側の幅がやや細くなる。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　蓋石の周辺に少量の土器片が出土した。

　14号配石（第150図　図版55）

　Y－19グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－2。一E。規模

は長軸168c皿。短軸21cm。形態は長方形を呈する。北側に最大幅をもち南側に亘って細くなる。

蓋石をもつ。全体の3分の1は欠落している。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）と黒褐色土を基調に3層の合わせて4層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は検出されなかった。

　17号配石（第151図　図版55）

　Y－18グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－o　o－E。規模

は長軸129cm、短軸73cm。形態は長方形を呈する。他の石棺形と比べ、規模が小さい。また、

4号配石のように組み石が部分的に赤色を呈する。蓋石をもつ。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）を基調に2層と灰褐色土の合わせて4層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は検出されなかった。

　18号配石（第152図　図版56）

　Y－18グリットに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－150－E。全体

の約2分の1の側面の石が外れ掘り方が露呈して検出された。規模は長軸226cm、短軸33cm。

形態は長方形を呈する。蓋石は北側より3列目まで遺存した。それより南側は側面の石同様欠
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落していた。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土上面より土器片が3出土した。

　20号配石（第152図　図版56）

　Y－18グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－15。一E。遺存

が悪く側面の石が一部分残るのみで他の石は外れた状態で検出された。従って、ほとんどが掘

り方の検出であった。規模は108cm、短軸41cm。形態は長方形を呈する。17号配石同様、規模

が小さい。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）単層である。

遺物の出土状況

　遺物は検出されなかった。

　21号配石（第153図　図版56）

　X－28グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－950－E。規模

は長軸174cm、短軸53cm。形態は長方形を呈する。西側寄り（全体の約3分の1）の組石が欠

落して、掘り方が露呈して検出された。蓋石は検出されなかった。新旧関係は22号配石を切っ

ている。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土第1層中より土器片が3点出土した。

　22号配石（第153図　図版56）

　X－18グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－650－E。規模

は長軸148cm、短軸31c皿。形態は長方形を呈する。南西側を22号配石に切られる。蓋石は検出

されなかった。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は検出されなかった。

　23号配石（第154図　図版56、57）

　X－17グリッドに位置し、暗褐色砂質土層中に構築される。主軸方向はN－170－E。規模

は長軸181cm、短軸41c皿。形態は長方形を呈する。南側に亘って幅がやや細くなっていく特徴

をもつ。蓋右は多少ずれて検出されたがほぽ完存していると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　一194一



　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ

㊨
　　　　　　　　　　　ノ　・．必戸
　　　　　　　　　　　’＼　　　　、　　　　　　コハ　　　　　　　　　ヘヤ
　　　　　　　ヤ　　　　A　 馴戴一除、
　　　　一　　　、）高／＼
　　　　　　　　　 　　　　　ドメ　　　　ペ

　　　　　　　疵録’

ざ

A
＿　　L＝137．40m ざ

思

2

，丑

3

17号配石

　1　暗褐色土白色の軽石多量に含む。しまり粘性弱。
2　暗褐色土小礫少量含む。白色軽石多量に含む。し

　　　　　　まり強、粘性弱。
3　灰褐色土白色の軽石粒細く多量に含む。小礫少量

　　　　　　含む。しまり粘性強。

塞

一 ）

黛 ＼

io

　ヤ

／
ソ

IQ

％

L＝137．30m

．全

＼

i　c）　　、切

＼

／　　　　／
・論cべ・…1羅　㌦

　　　＼己ブ、

　　　　ゆ　　　　　！切

　　　　　＼≧・

　　　　　＼
！　A’

　一　　　ノ＼

1ω

眼

蕊

一
’マ ▽

0 1m

　　　　　　　　　　　　　　　　第151図　17号配石

覆土の状況

　9，10，11号配石の状況と似ている。自然堆積であると考えられる。暗褐色土（砂質）を基

調に2層と灰褐色土の合わせて3層に分層される。

遺物の出土状況

　深鉢形土器の破片が蓋石の上と側面の石からと蓋石と側面の石に挟まれた状態で出土した。
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破片は2個体である。

　24号配石（155図　図版57）

　Y－18グリヅドに位置し、絞褐色砂質土層に構築される。主軸方向はN－90。一W。規模は

長軸172cm、短軸50cm。形態は長方形を呈する。蓋石は遺存が悪く全体の約4分の1が欠落し

て検出された。また配石内に転落しているものもあった。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）を基調に2層と灰褐色土の合わせて3層に分層される。

遺物の出土状況

　遺物は検出されなかった。

　25号配石（第156図　図版57）

　Y－17・18グリヅドに位置し、暗褐色砂質土層に構築される。主軸方向はN－15。一E。規

模は長軸194cm、短軸102cm。全体の約4分の3の組石が欠落する。北側の組石の内側が赤くな

っている。また残存している組石は北側の側石を除き外れ、掘り方がほとんど露呈された状態

で検出された。形態は掘り方の規模と主軸方向から推定して11号配石、23号配石と形態が似て

いるものと考えられる。蓋石は検出されなかった。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土（砂質）を基調に2層に分層される。

遺物の出土状況

　側面石と掘り方の壁面と床直上より深鉢形土器の破片が散乱して出土した。復元の結果同一

の個体であった。

　26号配石（第157図　図版58）

　本肚は上部配石の真下より検出されたため上部配石と下部配石を分けずに遺構番号は同一に

扱った。そのためこの項で説明を行う。

　Y－17・18グリッドに位置し、上部配石は遺存悪く一部組石が残るのみでほとんど組み石は

散乱して検出された。そのため規模は不明である。立石は2基、同じ角度で並んで倒れた状態

で検出された。立石の長さは3号立石は61cm、4号立石は54c皿を計る。

　下部配石は3，4号立石の真下より検出された。暗褐色砂質土層中に構築される。側面の石

は7号配石同様、小礫を埋め込んで構築され小礫の中には赤色を呈するものがある。また、上

部配石には多孔石が一部分使用されている。主軸方向はN－105。一E。規模は長軸139cm、短

軸58cm。形態は長方形を呈する。

覆土の状況

　肉眼では見分けがつきにくいが、人為的な埋土の上に自然堆積土が載っているものと思われ

る。暗褐色土を基調に2層に分層される。

遺物の検出状況

　組石の中に多孔石が使用されている。土器片は覆土の上面より細片が一片出土した。
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（2）検出された遺物（第160～169図　図版59）

　配石遺構は上部、下部に分けて説明したが遺物は混乱を避けるため現地で付けた遺構番号順

に説明した。見ずらい点、御了承願いたい。

　1～3は1号配石内から出土したものである。1は三角」壽形土製品である。南側の組石上よ

り出土した。長さ9．6cm、高さ5．9cm。正面形は不整長方形である。側面形は二等辺三角形であ

る。正面形の長軸方向に径0。7cm～0．8cmの孔がある。孔の位置は側面形の中心よりやや外れる。

文様は稜線とほぼ平行に正面は方形の二重の沈線を施文し平行して内外に刺突に施される。底

面は長方形の二重の沈線を施文される。短軸方向の両脇に刺突を施される。胎土は砂粒を含む。

焼成は良好である。黒斑がある。色調は明褐色。2は深鉢形土器の破片である。配石内の覆土

第2層中より出土した。3は多孔石破片である。石材は安山岩である。敲打による突孔があく。

組石の1部として使用されたものの1つと考えられる。残存長17．4c皿、幅10．8cm、厚さ45c皿。

　4、5は2号配石内と付近から出土したものである。4は剥片石器である。側面を刃部とし

て使用されている。石材は頁岩である。配石付近の遺構検出面より出土した。長さ7．8cm、幅4．3

cm、厚さ1。6cm、重さ58g。5は磨石である。

　6、7は共に3号配石の下より出土したものである。6は沈線による区画文を施する。7は

凹石である。敲打による突孔が計3カ所ある。一部欠損する。石材は安山岩である。残存の長

さ8．8cm、幅7．5cm、厚さ5．3cm、長と356g。

　8～16は4号配石内より出土したものである。8～15は深鉢形土器の破片である。8、9、

12、14は口縁部の破片で無文の粗製土器である。8は配石の間より出土した。9、12、14は配

石内の覆土第1層中より出土した。10は口縁部の破片で口縁部にキザミ目を施す。8の字状の

ボタン瘤を貼付する。覆土第1層中より出土した。11は沈線による区画文の中に単節RL縄文
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を充填する。覆土第！層中より出土した。4号配石付近の遺構検出面より出土した。15は沈線

文を施す。床直上より出土した。16は陰石と思われる。石材は安山岩である。北側の側面石の

上より出土した。長さ16。1c皿、幅12．5cm、厚さ5．Ocm、重さ1200g。

　17～28は5号配石より出土したものである。17、18は綾杉状の沈線を施す。覆土第1層中よ

り出土した。19は平行沈線による区画文の中にRL縄文を施文する。覆土第1層中より出土し

た。20は沈線間にRL縄文を施文する。覆土第1層中より出土した。21、22は深鉢形土器口縁

部の破片で無文の粗製土器である。24は浅鉢形土器の口縁部の破片である。平行連孤文の中に

単節LR縄文を充填する。以下にキザミ目帯を巡らす。中央部分に瘤を貼付する。覆土第1層

中より出土した。25は深鉢形土器口縁部の破片である。波状口縁を呈する。沈線による区画文

の中に単節RL縄文を充填する。覆土第2層中より出土した。26は深鉢形土器の破片である。

波状口縁を呈する。綾杉状の沈線を施す。覆土第2層中より出土した。27は打製石斧である。

長さ9．8cm、幅4・9c皿、厚さ2・4cm、重さ60g。覆土第2層中より出土した。

　29～35は6号配石内と配石付近より出土したものである。29は口縁部の単節LR縄文を施文

する。覆土第1層中より出土した。30は櫛歯状の沈線を施す。31は綾杉状の沈線を施す。覆土

第1層中より出土した・32は深鉢形土器の底部の破片である。底に網代痕がある．覆土第1層

中より出土した。33は単節LR縄文を施す、以下に沈線を巡らし綾杉状の沈線を施文する。単

節LR縄文は覆土第1層中より出土した。34は凹石である。敲打による突孔が2ケ所認められ

る。石材は安山岩である。長さ15．1cm、幅6．5c皿、厚さ7．6cm、重さ1200g。南側の側面石の付

近より出土した。35は石皿の破片である。表面と裏面に敲打による突孔が多数あく。北東寄り

の側面石に近接して出土した。

　36～39は7号配石内より出土したものである。尚、東側より出土している土偶については配

石より約LOm離れているため配石周辺の出土遺物として取り扱った。遺物実測図と説明につ

いては配石周辺の出土遺物の項で述べた。36、37は深鉢形土器口縁部の破片である。共に綾杉

状の沈線を施す。36は覆土第1層中より出土した。37は配石の北東隅付近より出土した。38、39

は深鉢形土器口縁部の破片である。無文の粗製土器である。共に覆土第1層中より出土した。

　40～51は上部の8号配石内覆土中より出土した。40～45は無文の粗製土器である。46は深鉢

形土器の破片である。47は横位の平行沈線を施す。48は櫛歯状の沈線を施す。49はキザミと横

位の沈線を施す。50は綾杉状の沈線を施す。51は沈線文を施す。

　52～56は9号配石の周囲より出土したものである。深鉢形土器口縁部の破片である。無文の

粗製土器である。54は沈線を施す。精製土器の出土は見られなかった。

　57は10号配石の蓋石の上より出土したものである。沈線による区画文を施し、単節LRの細

縄文を施す。

　58は13号配石の側面石の間より出土したもので、深鉢形土器の把手の破片である。

　59は14号配石の北東隅より出土した。北と東側の組石を支える補強のために使用された凹石

からの転用と考えられる。石材は安山岩である。両面に2孔ずつ敲打による突孔が長さ9．36皿、
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　　　　　　　　　　　　　第162図　5号配石出土遺物（2）

幅10．7cm、厚さ3．9cm、長さ434g。

　60～66は上部15号配石より出土した。共に覆土中出土したものである。60、61～63は深鉢形

土器口縁部の覇片である。60は口縁部に平行沈線を巡らせ以下に単節LRの磨り消し縄文を施

文する。61は無文の粗製土器である。62は口縁部にボタソ状の貼付を施す。63は縦位と横位に

櫛歯状の沈線を施す。64は細片の為、単節LR縄文を施文し、櫛歯状め沈線を施す。65は無文

の粗製土器である。66は横位の単節LR縄文を施文する。

　67～69は18号配石の覆土第1層中より出土したものである。67～68は深鉢形土器である。67

は無文の粗製土器である。68は沈線間に単節LR縄文を充填させる。69は横位の沈線を施す。

　70、71は21号配石の覆土第1層中より出土したものである。沈線間に単節RL縄文を充填す

る◎

　73～75は23号配石内より・出土したものである。73は深鉢形土器の破片である。口縁部の平行
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第164図　7・8・9・10・13号配石出土遺物
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0 1m

　　　　　　　　　　　　　第167図　25号配石出土遺物

沈線間に格子目状の沈線を施す。蓋石と側面石に挟まれた状態で南北と東側に破片が分散して

出土した。74は横位の沈線を施す。覆土第1層中より出土した。75は深鉢形土器の破片である。

表裏に口唇部にキザミを施し、平行沈線を巡らす、以下は表は平行沈線を巡らせ縦位の沈線で

段状に区画する。裏は口縁部に隆起帯を巡し、以下に平行沈線を巡らす。北東寄りの73の破片

の上より出土した。

　76、77は25号配石より出土した。深鉢形土器の破片である。76、77は破状口縁である。胴部

に綾杉状の沈線を施す。南側と北の側面石上、東西、中央部と破片で分散した状態で出土した。

78は26号配石より出土した。無文の粗製土器である。覆土第1層中より出土した。

　72、78、79は27号配石より出土した。72は打製石斧である。分胴形を呈する。石材は頁岩で

ある。表面の一部に自然面を残す。長さ11．1c皿、幅7．3cm、厚さ2．2cm、重さ191g。配石の間

より出土した。78は配石内より出土した埋甕である。配石の遺存状態が悪い為、配石に伴うも

のか不明である点が考えられるため、単独の屋外埋設土器の可能性が考えられたため、現地の

調査では8号屋外埋設土器として取り扱った。本誌でも屋外埋設土器の項で説明する。（P．233

参照）79は凹石である。石材は安山岩である。両面共に2孔ずつ敲打による突孔が認められる。

長さ11．2cm、幅8．1cm、厚さ3．9c皿、重さ432g。配石の間より出土した。

（3）配石周辺から検出された遺物（第169～177図　図版60、61）

　配石遺構の検出面と同レベルで周辺より多量に遺物が出土した。これらの遺物が配石遺構の

時期的な関連性があると考えられ、本項で説明を行う。尚、紙面に限りがあるため、代表的な

ものを掲載した。また、出土位置については第136、17図を参照して頂きたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　『1、デ露◇1薮・

　　　　　講麟簸、町ノ罵．

　　　　　　　　　　　27号配石

　　　　　　　　　　　　　第168図　27号配石出土遺物

　1～8、10、11、18、20～22は深鉢形土器の破片である。1は綾杉状の沈線を施す。2は無

文の粗製土器である。共にY－17グリッド内の下部配石検出面より出土した。3は3単位の波

状口縁で円形竹管による刺突文が施され、縦位の紐線を貼付する。頸部には6単位の8の字状

の貼付を施し、胴部には沈線文間に単節RLの磨消縄文を充填する。Y－18グリヅド内の下部

配石内より出土した。4は沈線による区画文の中にLR縄文を充填する。5、6は口縁部に指

頭圧痕を施した紐線を巡らす。櫛歯状工具による条線を施す。共にY－18グリッド内の下部配

石検出面より出土した。7は横位の沈線、縦位の沈線で区切る。Y－18グリッド内の下部配石

検出面より出土した。8は沈線を巡らす。Y－18グリッド内の上部配石検出面より出土した。10

はくの字状に肩部が張り出すソロバン形の深鉢形土器口縁部の破片である。孤状に区画された

沈線文の中に単節LRの磨消縄文を充填する。また、縦及び孤状沈線の接、創こ刺突文を施す。

Y－18グリッド内の上部配石検出面より出土した。11は口縁部に3単位の突起を貼付する。沈

線により区画文の中にケズリを施される。胴部下半は無文である。Y－17グリッド内の下部配

石面より出土した。18は口縁部に指頭圧痕を施された紐線を2重に巡らせその間に格子目文を

充填する。胴部には櫛歯状の工具による条線を施す。胎土は砂粒を含み、色調は暗褐色、焼成

は良好である。下部配石検出面より出土した。20は櫛歯状の工具による条線を施される。21は

胴部上半に綾杉状の沈線を施されるものと思われる。9、12、14、19は浅鉢形土器である。9、

14は無文の粗製土器である。Y－18グリヅド内の下部配石面より出土した。12は平行沈線で区
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　　　　　　　　　第174図　Y－17・18・19グリッド出土遺物（6）

画した中に綾杉状の沈線を施す。19は口縁部に鍔が巡る。体部は半球状に内轡する。内外共に

丁寧なミガキが施される。Y－18グリッド内の下部配石検出面より出土した。

　24は板状土偶の胴部の破片である。Y－18グリッド内より7号配石の東側約1m離れた地点

で出土した。表面は中央部に沈線を施し胸部に乳房の表現と腹部のふくらみで妊婦の表現をす

る。へその部分は刺突で表現される。背面は平行沈線及び孤状沈線の接点に刺突を施される。

また、沈線による区画文の中には単節RLの紐縄文を施文し、磨消しを施される。器面には丁

寧なミガキが施される。残存長7．4c皿、幅6．2c皿、厚さ2．6cm、重さ115g。胎土は砂粒を含む、

焼成は良好、色調は黒褐色土である。

　13、23、25は打製石斧である。共に上部配石検出面より出土した。13は長さ8．2cm、幅5．Oc皿、

厚さ2．Ocm、重さ110g。石材は頁岩である。Y－17グリッド内の上部配石検出面より出土した。

23は石材は黒色頁岩である。長さ8．5cm、幅5．6cm、厚さ2．1c皿、重さ135g。25は石材は黒色頁

岩である。長さ11．6cm、幅8．4cm、厚さ1．5cm、重さ254g。16は有茎石鎌である。長さ3．Ocm、
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幅1．7cm、厚さ0．6cm、重さ3．Og。

　17は剥片石器である。石材は頁岩である。長さ8．3c皿、幅4．4cm、厚さ1．2cm、重さ61g。Y

－17グリッド内の上部配石検出面より出土した。15、26、28、30は多孔石である。石材は安山

岩である。15は長さ17．4c皿、幅11．5c皿、厚さ11．3cm、重さ1990g。26は長さ22．8c皿、幅17．6cm、

厚さ10．2cm、重さ5100g。28は長さ20．6cm、幅13．1c皿、厚さ11．2cm、重さ3200g。30は長さ13．8

c皿、幅12。8cm、厚さ12。7cm、重さ2000g。29、31は石皿の破片である。共にY－17グリッド内

の上部配石より出土した。29は石材は緑泥片岩である。残存の長さ14．4cm、幅9．6cm、厚さ4．8

c皿、重さ1200g。Y－17グリッド内の上部配石検出面より出土した。31は石材は安山岩である。

残存の長さ42．2cm、幅18．4cm、厚さ9．2cm、重さ7900g。Y－17グリヅド内の上部配石検出面

より出土した。

　4．集石（第178図　図版58）

　配石遺構と集石遺構の名称の区別について研究の現段階では議論を呼んでいる状態であるが

本遺跡では小礫が人為的に集められ並べてあるものを配石遺構と区別して集石遺構と呼称した。

　本項ではその集石遺構と呼称した遺構について説明を行う。

　1号集石（第178図　図版58）

　Y一二23グリヅド内、第皿層暗褐色土層（縄文遺物包含層）下より検出された。試掘調査の段

階で集礫の存在に気が付かずトレソチ部分では切ってしまっている。トレンチ内の円形状に並

んでくる河原石の検出により遺構の存在が認められトレソチの拡張を行い調査したところ本阯

が検出された。小礫の残存状態からみて環状に巡るものと考えられる。その内側に偏平な河原

石が人為的に並べられている。また、その間に耕作による撹乱が入り、定かでないが当時は円

形状に石が並べられていたと考えられる。環状に廻る集石の規模は径約11．7mを計る。小礫群

と配石状遺構の下からは遺構の検出は見られなかった。従って、本杜の性格は不明である。

遺物の出土状況

　小礫群の間に土器片と配石状の遺構の付近より手水鉢状の石皿？が出土した。実測遺物点数

19点。

備考

　小礫群の内側より検出された配石状の遺構を配石遺構として番号を付したいところだが集石

の内側に存在し、直接関連する遺構と考えられるため1つの遺構として総称して1号集石と呼

称した。また、調査当初は柄鏡形敷石住居肚の周礫としてとらえていたが内側に炉阯と思われ

る配石の内側は焼けた痕跡と礫群の下、遺構内や周辺に柱穴の検出が見られないため、さらに

敷石の検出等がないため敷石住居肚及び住居阯の可能性は薄いと考えられる。

検出された遺物（第179、180図　図版85）

　1～13、15～17は深鉢形土器の破片である。14は浅鉢形土器の破片である。小礫群の間より

出土したものである。1、2は口縁部に無文帯を構成し、沈線による区画文を施す。胎土はと

もに砂粒を含み、焼成は良好、色調は白味が強い淡褐色である。
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　3は口縁部に無文帯を構成し、以下沈線を頸部に巡らせ、胴部は沈線による区画文の中に列

点を充填する。胎土は砂粒を含み、焼成は良好、色調は暗褐色である。4、5、7、12は沈線

による区画を施す。5、12は胎土は砂粒を含み、焼成は良好、色調、暗褐色そして、施文方法

が似ており、同一個体であると考えられる。4、5が明褐色を7、12、6、8、11は沈線によ

る区画文の中に列点を充填する。10は沈線による区画文の中に刺突文を充填する。胎土は砂粒

を含み、焼成は良好、色調は黒褐色である。

　13～17は底部の破片である。13は小形深鉢形土器の底部破片、14は浅鉢形土器底部の破片で

ある。15～17は深鉢形土器底部の破片である。13～15には底に網代痕がある。共に器面には丁

寧なミガキが施されている。18は磨石である。表裏共に使用を受け研磨されている。石材は安

山岩である。長さ11cm、幅8cm、厚さ5．5cm、重さ573g。19石皿と思われる。手水鉢状を呈す

る。石材は安山岩である。長さ48．6cm、幅35．6cm、厚さ25．4cm、重さ35．2㎏。

　2号集石（第178図　図版58）

　Y－23、24グリッド内、第皿層暗褐色土層（縄文遺物包含層）下より検出された。1号集石

同様、試掘時において集石の存在に気付かずトレンチ内で切っている。1号集石の存在から近

接して遺構の検出が考えられたため、トレンチを東西拡張して調査した結果、東側に小礫群が

検出された。これを2号集石と呼称した。尚、2号集石はさらに東側へ延びる可能性が考えら

れたが、調査範囲より東側は1号溝に切られる（第2図　グリッド設定図・縄文遺物包含層試

掘トレソチ設定図参照）さらに1号溝東側を調査した結果、集石の検出はみられなかった。従

って1号溝の部分が範囲の可能性が考えられ、外側の小礫群は環状に廻るものと思われる。検

出された規模は東西約9m20c皿、南北約4m50cmを計る。また、外側の周礫とみられる礫群の

幅は約1m90cmを計る。礫群の中には火熱を受け赤色化されたものが見られる。

遺物の出土状況

　集石の間より検出された。実測遺物点数18点。

検出された遺物（第181、182図）

　1～11、14、15は深鉢形土器の破片である。1、3、5は口縁部に文帯を構成する。1は内

面に横位の沈線を巡らせる。3は口辺部に横位の沈線を巡らせる。2、8、10は沈線による区

画文を施す。4は波状口縁である。器面は内外共に丁寧なミガキが施される。6は口縁部に指

頭圧痕を施す。7は隆起線を巡らせ、2本の沈線を施す。11は沈線による区画文の中に列点を

充填させる。14、15は底部破片である。共に網代痕がある。12、13は土製の耳飾りである。12

は単節LR縄文を施文する。復元径9．1cm、高さ3．6cm。13は復元径7．4cm、高さ2．Oc皿。16、18

は凹石である共に磨石と併用されて㌧・る。石材は安山岩である。16は敲打による凹みが3面に

1ケ所ずつ認められる。長さ9．2cm、幅6・9cm、厚さ5．4cm、重さ475g。16は破片である。摩耗

痕が両面に認められる。また、敲打による凹みが3ケ所認められる。さらに、側面に敲打によ

る平坦面が形成される。残存の長さ5．6c皿、幅7．8cm、厚さ4．2cm、重さ254g。17は磨石である。

ほぼ円形を呈する。長さ9．4cm、幅9．Ocm、厚さ6．9cm、重さ1000g。
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　5、屋外埋設土器（埋甕）

　本項では遺構外に検出された単独の埋甕を遺構内より検出された埋甕と区別するため屋外埋

設土器と呼称し説明を行う。

　1号埋設土器（第183図　図版62）

　X－16グリッドに位置する。口縁部を上に正位で埋設されている。南側の半分は割れて散乱

して検出された。掘り方の規模は上幅・径33cm。下幅・径20cm、深さ18cmを計る。

　2号埋設土器（第183図　図版62）

　Z－21グリッドに位置する。横位で埋設されている。南側の半分は割れて内側に散乱して検

出された。掘り方の規模は上幅・長径72c皿、短径68cm。下幅・長径38cm、短径34c皿。深さ21c皿

を計る。

　3号埋設土器（第183図　図版62）

　X－25グリッドに位置する。正位で埋設されている。底部も残存し完形である。覆土中に自

然礫が2点出土した。掘り方の規模は上幅・長径37cm、短径34cm。下幅・長径22cm、短径18cm、

深さ26cmを計る。

　4号埋設土器（第183図　図版62）

　Z－24グリッドに位置する。正位で埋設されている。掘り方の規模は上幅・長径43c皿、短径38

cm。下幅・長径32c皿、短径29cm、深さ11cm。

　5号埋設土器（第183図　図版63）

　Y－20グリッドに位置する。正位で埋設されている。底部は欠損している。掘り方の規模は

上幅・長径46cm、短径44c皿。下幅・長径14c皿、短径11cm、深さ36cmを計る。

　6号埋設土器（第183図　図版63）

　Y－21グリッドに位置する。正位で埋設されている。土圧により押し潰された状況である。

また、127号住居阯（古墳時代）が近接して検出されている。掘り方の規模は上幅・長径39cm、

短径37c皿。下幅・長径29c皿、短径24cm、深さ19cmを計る。

　7号埋設土器（第183図　図版63）

　V－20グリッドに位置する。正位で埋設されている。極めて遺存状態が悪い。掘り方の規模

は上幅・長径63cm、短径61c皿。下幅・長径48cm、短径46cm、深さ29cmを計る。

　8号埋設土器（第183図　図版63）

　W－15グリヅドに位置する。配石群の中にある。配石は柄鏡形敷石住居の残存したものか？

しかし炉肚の掘り込み、柱穴等の検出は見られなかった。本土器も正位で埋設されている。掘

り方の規模は上幅・長径26c皿、短径24cm。下幅・長径14cm、短径10cm、深さ24c皿を計る。

　9号埋設土器（第183図　図版63）

　Y－20グリッドに位置する。横位で埋設されている。近・現代の耕作により削平を受け上面

約2分の1が欠損する。掘り方の規模は上幅・長径69c皿、短径38cm。下幅・長径58cm、短径24

cm、深さ（残存の深さ）9cmを計る。
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2　黒褐色土　白色軽石粒細かく多量に含む。オレンジ　　　　　　　　　　　　　　　9号埋設土器

　色の軽石微量に含む。しまり強、粘性

　弱。3　褐色砂質土　粘土ブロックを含む。しまり強。（人為

　的な埋土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　1m

　　第183図　屋外埋設土器
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　b．検出された遺物

　1号埋設土器（第184図　図版62）

　深鉢形で無文の粗製土器である。口縁部と底部が欠損している。半分は割れて散乱して検出

されたが復元の結果、完形にはならなかった。残存高18．6cm。胎土は砂粒を含む。焼成は良好。

内外に黒斑がある。色調は内面は淡褐色、外面は淡褐色と淡赤褐色の混合である。調整は内面

はヘラケズリのちミガキ。外面はヘラケズリのちナデで調整されている。

　2号埋設土器（第184図　図版62）

　深鉢形で無文の粗製土器である。全体の約2分の1の残存である。底部は欠損している。底

部は意図的に外された可能性が考えられる。器形の特徴はキャリパー形を呈する。口径33．6c皿。

胎土は砂粒を含む。内外に黒斑あり。焼成は極めて良好である。色調は淡褐色。調整は内外共

に丁寧なミガキが施されている。

　3号埋埋土器（第185図　図版62、64）

　深鉢形で無文の粗製土器である。復元口径27．4cm、器高37．1cm、底径7．4cmを計る。器形の

特徴は胴部上半に最大径を持ち下半は細くなっている。器肉は厚い。胎土は砂粒を多く含む。

焼成は良好、内外に黒斑あり。色調は内面暗褐色、明褐色混合。外面暗褐色である。残存率は

全体の4分の3である。

　4号埋設土器（第185図　図版62）

　浅鉢形土器である。残存高22．9cm、復元底径11．7c皿を計る。器形の特徴は胴部は球状に内轡

する。底部は平底である。文様構成は平行沈線による入り組み文を施文する。器肉は厚い。胎

土は砂粒を多量に含む。焼成は良好。色調は淡赤褐色である。調整は内外ミガキが施されてい

る。残存率は全体の約3分の2である。

　5号埋設土器（第186図　図版63、64）

　深鉢形土器である。残存高38c皿。口縁部、底部は欠損している。胴部は最大径をほぼ中央部

分に持ち下半は細くなる。器肉は厚い。胴部は中央にかけて縦の平行沈線の区画した中に列点

を施文する。胎土は砂粒を含む。焼成は良好。内外に黒斑あり。色調は淡赤褐色、淡黄褐色の

混合。調整は内外共に丁寧なミガキを施される。

　6号埋設土器（第187図　図版63）

　深鉢形土器である。風化を受け器質はもろい。また、遺存度が悪く欠損部分が多いため復元

は不可能であった。整、成形の特徴は口唇部に一重の沈線巡らし、胴部に縦位の沈線を施文す

る粗製土器である。胎土は砂粒を多量に含む。焼成は粗。内外に黒斑あり。色調は淡褐色。調

整はヘラケズリのちミガキで施す。

　7号埋設土器（第188図　図版63、64）

　1は深鉢形土器である。口縁部2分の1の残存である。口縁部に一重の沈線を巡らす。頸部

には半裁竹管による沈線を横位に施した後、縦位に施す。内外ともミガキで調整が行われてい

る。法量は口径86cm、残存高15．4cmを計る。胎土は砂粒、石英を含む。焼成は良好、外面の一
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　　　　　　　　　　　　　　　　第186図　5号埋設土器

部に黒斑あり。色調は明褐色である。2は1の埋設土器内の覆土中より出土したものである。

口縁部がくの字状に外反する深鉢形土器である。口縁部の内外に一重の沈線を巡らす。内面に

は沈線の間に直列で2つの刺突を施す。また、口縁部より胴部にかけてY字状の貼付を施す。

　法量は復元口径34cm、残存高17．3cm。胎土は緻密、石英を少量含む。焼成は良好。色調は内

外とも暗褐色と淡褐色の混合である。

　8号埋設土器（第169図　図版63）

　深鉢形土器である。胴部下半3分の1の残存である。遺存部分より粗製土器と考えられる。

胴部は内外ともヘラケズリのみミガキで調整されている。底部はナデで調整されているが僅か

に網代痕を残す。また、底部に径4．9cmの孔が意図的にあけられている。法量は残存高は15．1

cm、底径11。1cmを計る。胎土は緻密。内外に黒斑あり。焼成は良好。色調は淡燈褐色である。
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第188図　7号埋設土器

　9号埋設土器（第189図　図版63）

　　深鉢形土器である。復元の結果、全体の3分の1の残存であることが判明した。口縁部に

隆帯を巡らしキザミを施す。平行沈線の区画の中に単節LRの縄文を施文し、部分的に磨消さ

れている。胴部下半は無文である。底部には網代痕がある。法量は残存高36．4cm、底径11．4cm。

胎土は砂粒を含む。焼成は良好、外面の一部に黒斑がある。色調、内面は暗褐色、外面は暗褐

色と淡褐色の混合である。内外ともミガキで調整されている。
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　40号土拡

　　　　5　褐色砂質土黒色砂質土混入。しまり強。　　　　6　黒褐色砂質土　土器片を含む。しまり強。黄色砂質土ブ
　　　　　ロック状に少量含む。
　　第190図　縄文時代土拡（1）
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縄文時代土拡一覧表（1）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

2 M－12 楕円形
0．58×0．43
0，14×0．10 0．10 N－12。一E 有 皿　　　形

15 M－14
N－14

（長）

楕円形
2．40×1。22
0．58×0。46

1．12～

0．73
N－31。一W 無 鍋　底　形

35 N－20 円形
0．84×0．80
0．52×0．40 0．20

一
有 鍋　底　形

40 N－23 不整形
3．78×2．56
3．38×2．36 0．30 N－47。一W 無 鍋　底　形

41 J－28 楕円形
1．60×1．08
1．42×0．82 0．32 N－85。一W 無 鍋　底　形

42 J－30 楕円形
1．00×0．75
0．82×0．57

0．48～

0．84
N－77。一W 無 鍋　底　形

46 K－29・30 楕円形
1．64×1．48

1．52×1．38 0．28 N－45。一W 無 鍋　底　形

47 K－30 楕円形
1．00×0．90
0．74×0，68

0．66～

0．72 『
無 鍋　底　形

48 K－31
（不整）

楕円形
1．30×0．97
1．20×0．87 0．19 N－47。一E 無 鍋　底　形

49 K－32 楕円形
1．60×1．08

0．32×。031 0．62 N－37。一W 無 鍋　底　形

50 K－29 楕円形
0．70×0．56
0．56×0．46 0．06 N－65㌧W 無 皿　　　形

51 K－30 楕円形
0。80×0．72
0．64×0．60 0．44 N－36。一W 無 鍋　底　形

53 L－28・29 円形
1．34×1．30

1。22×1．16 0．09

一
無 鍋　底　形

54 L－29 楕円形
1．41×1．10
1．30×1．21 0．43 N－18。一E 無 フラスコ形

57 M－31 楕円形
1．40×1．09

1．20×0．70 0．30 N－68。一E 無 鍋　底　形

58 N－30 楕円形
1．18×0。80
1，00×0．56 0．52 N－45。一E 無 鍋　底　形

59 N－30・31 楕円形
1．60×1．18
1．43×1．02 0．60 N－28。一W 無 フラスコ形

60 N－31
0－31

長方形
2．72×1．52

2．44×0．74 0．70 N－59。一W 有 鍋　底　形

61 N－31・32 楕円形
1．04×0．90

0．70×0．66 0．35 N－9。一W 無 鍋　底　形

62 N－32 楕円形
0．84×0．58
0．68×0，50 0．34 N－28。一W 無 鍋　底　形

63 N－32
0－32

楕円形
0．98×0．75
0．72×0．44 0．24 N－34。一W 無 鍋　底　形

64 O－31 不整形
1．04×0．74
0．41×0．30 0．38 N－5。一W 無 鍋　底　形

65 O－31 楕円形
2．34×1．85
1．90×1．52 0．48 N－63。一E 無 鍋　底　形

66 M－39・30
（隅丸）

長方形
1．14×0．82

1．00×0．68 0．21 N－45。一E 無 鍋　底　形

67 M－30 長方形
1．01×0．88
0。86×0．71

0．16～

0．24 N－8。一E 無 鍋　底　形

69 N－32 楕円形
1．12×0．85

0．95×0．75 0．16 N－230－E 無 鍋　底　形

75 M－32
（不整）

円形
0．74×0．63

0．70×0。64 0．18
『

無 鍋　底　形

（単位m）
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縄文時代土拡一覧表（2） （単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

76 M－32 楕円形
0．66×0。60
0．48×0．33

0．38 N－65㌧E 無 鍋　底　形

77 M－32 円形
0．70×0．68
0．62×0．54 0．28

一
無 鍋　底　形

78 M－30 楕円形
0．60×0．54
0．48×0．45 0．13 N－14。一W 無 鍋　底　形

81 L－31 楕円形
0．64×0．42
0．47×0。34 0．42 N－79。一E 無 鍋　底　形

82 L－31 楕円形
1．92×1．72
1．85×1．57

0．20 N－63。一E 有 皿　　　形

83 N－31
（不整）

円形
0，53×0。50
0．42×0．34 0．19 無 鍋　底　形

84 N－31 円形
0．42×0．40
0．32×0．25 0．11

一
無 鍋　底　形

85 N－31 円形
径0．42

0。31×0．28 0．10
一

無 鍋　底　形

87 N－31 楕円形
0，99×0．72
0．67×0．51 0．23 N－34。一W 無 鍋　底　形

88 N－31
0－31

楕円形
1。56×1．06

1．43×0．97 0．06 N－38。一E 無 鍋　底　形

89 N－32
0－32

楕円形
1．04×0．68
0．92×0．54 0．08 N－19。一W 無 鍋　底　形

90 N－32 不整形
0．68×0．58
0．60×0．52

0．08～

0．12
N－31㌧W 無 鍋　底　形

91 0－31 楕円形
0．98×0．64
0．80×0．42

0．14～

0．20
N－12。一W 無 鍋　底　形

97 L－31 円形
0．62×0．60
0．30×0．25 0．38 無 u　字　形

98 L－31 楕円形
1．45×0．87
0．64×0．26

0．24～

0．40
N－51㌧E 無 鍋　底　形

99 L－31 楕円形
1．74×1．44

1．64×1．33 0．08 N－20。一E 無 鍋　底　形

100 J－29 楕円形
1．05×0．80
0．62×0．48

0．28～

0．36
N－16。一W 無 鍋　底　形

101 」一29 楕円形
1．14×0．75
0．97×0．54

0．06～

0．11
N－45㌧W 無 鍋　底　形

103 M－32
N－32

推定
楕円形

1．79十α×0．76十α

1．67十α×0．70十α 0．09
一

無 鍋　底　形

104 」一31 円形
0．54×0．52
0．44×0．36

0．12 無 鍋　底　形

105 J－31 楕円形
1．43×1．06

1．34×0．98 0．05 N－13。一E 無 皿　　　形

106 J－31 楕円形
1．48×1．18

1．42×0．97

0，88～

0．22
N－64。一E 無 鍋　底　形

109 L－29 不整形
1．65×0．85
1．59×0．71 0．08 N－43。一W 無 鍋　底　形

110 K－29 楕円形
1．20×0．62

1．04×0．46
0．20 N－620－E 無皿形

111 K－29 楕円形
1。20×0．66　　『

1．08×0．52

0．18～

0．23
N－87。一E 無 鍋　底　形

112 K－29 楕円形
0．83×0．66
0．72×0．48 0．19 N－21。一E 無 皿　　　形

113 K－29
L－29

円形
1．90×1．82
1，82×1．72 0．18

一
無 鍋　底　形
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　　講○

　　　97号土拡
　　　1　黒褐色土
　　　2　黒褐色土

　　　　＠
レE◎馬
　　　じ　ハ　　　　　ゆ

　　　憲
　　104号土拡
　　　1　黒褐色土

唖◎彰

　　110号土拡
　　　1　黒褐色土
　　　2　暗褐色土

◎
◎

◎

⑧
辺

L＝139．90m

　W　　1

　醸
　　　99号土拡
　　　1　黒褐色土

　　　旦　1　　　包　　　W　　l　　E

　　　　　　笏　　　％
　　　105号土拡
　　　　　　　　　　106号土拡　　　1　暗褐色土　　　　　　　　　　1　黒褐色土

・庭蕪E唾磁EN
　　　111号土拡　　　　　　　　112号土拡

　　　1　黒褐色土　　　　　1　黒褐色土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　3　黒褐色土　　　　　　　い　　L＝140・20m

．劃　　櫓　　⑱　珂

議◎・一籍

　S

　　　騰臆．幽財

L＝140．10m

　N

鞍
　　　114号土拡
　　　1　黒褐色土
　　　2　暗褐色土
　　　3　黒　色　土

　　　㊨
　　Ψ◎£
L＝136．70m

　　W　l　E

　2癖
　　124号土拡
　　1　黒褐色土
　　2　黒褐色土

　　　　　　　　　　　　　　1　黒褐色土　　0
　　　　　　　　　　　　　　2　黒褐色土

　　　　第192図　縄文時代土拡（3）

　　　　　　　　　　　1髪撚
　　　　　　　　　　　　1阯拡

　120号土拡　　3黒褐色土　　　　N12

　　　　　　．　　嚢茎
、　　　⑱
⑭

　　　　　　　　ニヒ　
　　　　◎1黒褐色土

　　　　　　　　ES　　WN　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　O
L＝140．20m

　　　　　　　　　り　　　　　　　

　　　m9号土拡（縄文）

　　　1　黒褐色土

　　　S額（》

　　　L＝　　W　響　E

　　　燗湿・

　　　　115号土拡　　　S　　　　1　黒褐色土
　　　　2　暗褐色土

暗褐色土　　　　　　　N

　　　　　㊨

　　　　⑨旦

　　モコ　　　じクの　

3S　磁・
　　　　　123号土拡
122号土拡　　　　　1　黒褐色土
1　黒褐色土　　　2　黒褐色土

2m
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縄文時代土拡一覧表（3） （単位m）

番号 位　置 形　態 纈 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

114 K－28・29
L－28・29

楕円形
2。42×2．30
2．08×2。04 0．85 N－67。一E 無 鍋　底　形

115 L－28 円形
0．76×0．72
0．60×0．54 0．27 無 鍋　底　形

120 e－28 楕円形
0．94×0．61

径0．09 0．44 N－58。一W 無 鍋　底　形

121 e－28 楕円形
0．48×0．42
0，40×0．20

0．28 N－66。一W 無 鍋　底　形

122 e－27・28 楕円形
0．90×0．79
0．60×0．29 0．36 N－12。一E 有 鍋　底　形

123 b－20 楕円形
0．66×0。44

0．22×0．16
0．16 N－18。一W 無 鍋　底　形

124 b－20 円形 0．20
0．15

0．14
一

無 鍋　底　形

125 b－20 楕円形
0．72×0．58
0，27×0．16

0．14 N－20。一E 無 鍋　底　形

126 a－20 楕円形
1。30×1．02
0．62xO．40 0．19 N－3。一W 有 皿　　　形

127 a－20
b－20

楕円形
1．20×0．82
1。08×0．86

0．06～

0．21
N－37。一W 有 鍋　底　形

128 b－20 楕円形
0．72×0。53
0．50×0．37

0．14 N－1。一W 無 鍋　底　形

129 a－20
b－20

楕円形
1．52×1．27
1．25×1，02

0．08～

0．22
N－60㌧E 有 鍋　底　形

130 f－31 円形
1．98×1．92
1。90×1。82 0．08

一
有 鍋　底　形

131 f－31
（不整）

円形
0．63×0．60
0．33×0．21

0．23
一

有 鍋　底　形

132 c－26
（不整）

楕円形
1．90×1．32
0。44×0．12

0．24～

0．46
N－1。一W 有 鍋　底　形

133 c－25 不整形
1．60×1．14

1．20×1．00

0．11～

0．38
N－48。一E 有 鍋　底　形

134 b－24
c－24

楕円形
2．00×1．52
1．84×1．33

0．24 N－68。一E 無 鍋　底　形

135 c－34 円形
0．56×0．53
0．08×0．06

0．11

一
有 鍋　底　形

136 c－23 円形
径0．48

0．39×0．37 0．09 無

一
鍋　底　形

137 c－23 楕円形
0．42×0．32
0。14×0．08

0．14 N－17。一E 無 鍋　底　形

138 c－23 楕円形
0．60×0。46
0。42×0．34 0．07 N－66。一W 無 皿　　　形

139 a－20
（不整）

楕円形
1，42×1．10

0．16×0．08
0．16 N－10。一W 有 皿　　　形

140 a－20
（不整）

長方形
1．80×1。12

0．50×0．27

0．10～

0．28
N－36。一E 有 鍋　底　形

141 a－20 楕円形
1．50×0．77
1．24×0．55

0．14 N－40㌧W 有 鍋　底　形

142 a－20 楕円形
0，62×0．48
0．22×0．16 0．23 N－19。一W 無 鍋　底　形

143 a－20
b－20

不整形
1．46×1．14

1．26×0．60

0．06～

0．22
N－8。一W 有 鍋　底　形

144 a－19 楕円形
1。23×1．08

1．10×0．77

0．10～

0．14
N－71。一W 有 鍋　底　形
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　　W21　2E136．　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一

　　　129号土拡　　　130号土拡　　　　　　　　132号土拡

　　　　　　　　　　　W　　　　　　4　旦　　　　　　　　　　　136号土拡

　　　　　　　　　　　　
　　　　133号土拡　§§23　　　　　　　、

　　　　　　　L＝136．90m
　　　　　　　　　SW　　　1　　2　　NE

　　　　　　　　撰．舗謡塞羅圭
　　　　　　　　　　　　　　　149号土拡　　　150号土拡　　　　o　　．　一＿＿2m

　　　　　　　　　　　　第193図　縄文時代土拡（4）
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縄文時代土拡一覧表（4）
（単位m）

番号 位　置 形　態 矯 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

145 b－21 楕円形
2．98×2。00
0．63×0．50 0．19 N－71。一W 無 鍋　底　形

146 b－20・21 楕円形
0．88×0．81
0．58×0．52 0．08 N－71。一W 有 鍋　底　形

147 a－19 楕円形
0．70×0。46
0．36×0．26 0．01 N－77。一W 無 鍋　底　形

148 a－19 楕円形
0．43×0．38

径0．14 0．16 N－31。一E 無 u　字　形

149 a－19 楕円形
0．76×0．64
0．20×0．10

0。12～

0．22
N－48。一E 無 鍋　底　形

150 a－19 楕円形
0．82×0．56
0．24×0．11 0．16 N－17。一W 無 鍋　底　形

151 a－19
（不整）

楕円形
0．75×0。50
0．50×0．36 0．16 N－75。一E 有 鍋　底　形

152 a－19
（不整）

円形
1．14×1．12

0．34×0．18 0．16

一
有 そ　の　他

153 a－19
（不整）

楕円形
1．30×1．04
0．22×0．19

0．08～

0．15
N－58。一W 無 鍋　底　形

154 a－19 円形
0。48×0．47
0．40×0．35

0．07～

0．14 一
無 鍋　底　形

155 a－19 楕円形
1。60×1．16
1．15×0．90

0．08～

0．20
N－76。一W 無 鍋　底　形

156 a－19 楕円形
0．77×0．50
0．24×0、23 0．16 N－57。一W 有 鍋　底　形

157 a－19 不整形
1。13×0．70
0．24×0．16

0．03～

0．19
N－12。一W 無 皿　　　形

158 a－19 楕円形
1．00×0。76
0，85×0，38 0．16 N－40。一W 無 鍋　底　形

159 a－19 楕円形
0．72×0．67
0．27×0．23 0．18 N－25㌧W 無 鍋　底　形

160 a－19 楕円形
　0．84×0．64
東　0．44×0．24
西　　0．36×0．32

0．05～

0．58
N－45㌧E 無 鍋　底　形

161 a－19 楕円形
0．55×0．40
0．24×0．12 0．24 N－28。一E 無 u　字　形

162 a－19 楕円形
0．65×0．56
0．15×0。10 0．14 N－20㌧W 無 皿　　　形

163 a－19 楕円形
0。62×0．54
0．27×0．11 0．21 N－57㌧W 有 鍋　底　形

164 a－19 楕円形
0。82×0．72
0．55×0．48 0．09 N－36。一E 無 鍋　底　形

165 a－19 楕円形
1．10×0．92
0．68×0．47 0．25 N－19。一W 無 鍋　底　形

166 a－19 楕円形
0．90×0。63
0．36×0．34

0．06～

0．23
N－17。一W 無 鍋　底　形

167 a－19 楕円形
1．10×0．88
0．26×0．12

0．06～

0．21
N－33。一W 無 鍋　底　形

168 a－19 楕円形
1，08×0。84
0．21×0，12

0．12～

0．28
N－44。一W 有 鍋　底　形

169 a－19 楕円形
0，67×0．43
0．30×0．20

0．08～

0．19
N－53。一W 無 鍋　底　形

170 a－19
（不整）

円形
0．56×0．51
0．28×0．16 0．20 無 u　字　形

171 a－19 楕円形
0．55×0．34

0．24×0．10 0．17 N－65。一E 無 u　字　形
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　155写土拡

　　　　　　　　編麟　158号土拡

　　　　⑪　157号土拡　　　㊦

　　　　　　　　　密2　163号土坑
　　　　　～　　　　④

Lニ136．70m

　　れ　　　　　

　　166号土拡

　　㊧
　　w＠旦

L＝136・70m2

　　w彪旦
　　170号土拡

　　　　　　

謡◎～．
　　　　　　

　　麺一
　　　176号土拡

　　　　の

　　℃）旦
L＝136．70m

　　　　　　　　　　

　　　160号土拡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モこ　　　じクの　

　　　　　　　　　㊧　藤・
　　　　　　　　　　　　㊦　　　　　　165号土拡
　　　◎　　　　　　　NW◎軍

　　　縁幽態遜E鵬　　　◎

藩㌧』◎☆　癌福，，．

　　　　　　　172号土拡

　　　　　　　　　　　　　　　1　黒　色　土　白色軽石粒子細かく多量に含む。しまり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強粘性弱。
1　黒　色　土　白色軽石粒子細かく多量に含む。しまり　　2　黒褐色土　白色軽石粒子細かく微量に含む。しまり

　　　　強粘性弱。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強粘性弱。
2　黒褐色土白色軽石粒子細かく少量含む。しまり強

　　　　粘性弱。
3　黒褐色土　白色軽石粒子細かく少量含む。しまり強
　　　　粘性弱。ロームブロックφ10㎜～20皿少
　　　　量含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　2m

　　　　　　第194図　縄文時代土拡（5）
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縄文時代土拡一覧表（5）
（単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

172 a－18 楕円形
0．86×0．70
0，72×0．48 0．13 N－64。一E 有 皿　　　　形

173 a－18 円形
0．50×0．48
0．38×0．33 0．20

一
無 鍋　底　形

174 a－19 楕円形
0．84×0．57
0．14×0．08 0．24 N－23㌧W 無 V　字　形

175 a－19 楕円形
1．78×1，52
0．32×0．20

0．10～

0．15
N－46。一E 有 皿　　　形

176， Z－18 楕円形
0．72×0．50
0。50×0．41 0．12 N－620－W 無 鍋　底　形

177 Z－18 楕円形
1．76×1．52
1．34×0．70

0．06～

0．22
N－28。一W 有 鍋　底　形

178 Z－18 楕円形
0．74×0．60
0．28×0．14 0．15 N－55。一W 無 鍋　底　形

179 a－18 楕円形
1．92×1．64

0．23×0．12

0．08～

0．14
N－12。一E 有 鍋　底　形

180 a－18 楕円形 0．90×0．78
0．65×0．57 0．16 N－76。一W 有 鍋　底　形

181 a－18 楕円形
0．92×0．72
0．50×0．11

0．22～

0．34
N－23。一W 無 そ　の　他

182 a－18 円形
0．60×0．58
0．41×0．39 0．15

一
無 鍋　底　形

183 a－18 不整形
1．25×1，09
0、41×0．36 0．26 N－4。一E 無 鍋　底　形

184 a－19 楕円形
0．51×0．46
0．22×0．13

0．06～

0．30
N－81。一W 無 u　字　形

185 a－18 楕円形
1．02×0．88

0。75×0，70 0．10 N－16。一E 無 鍋　底　形

186 Z－18
a－18

楕円形
1。82×1．16
1．10×0。53

0。24～

0．40
N－25。一E 有 鍋　底　形

187 Z－19
a－19

（不整）

楕円形
2．58×2．36
0．38×0．30 0．14 N－77。一E 有 鍋　底　形

188 a－22
b－22

長方形
3。46×3．34

3．26×3，19 0．15 N－36。一E 有 鍋　底　形

189 a－21 楕円形
2．76×1．92
0，12×0．11 0．16 N－78。一W 有 鍋　底　形

190 a－22 楕円形
0，80×0。68
0．66×0．52

0．12～

0．19
N－70。一W 無 鍋　底　形

191 C－23・24 楕円形
0．73×0．48
0．20×0．10

0．09～

0．29
N－84。一E 無 鍋　底　形

192 a－21 楕円形
0．85×0．73
0．62×0．54 0．12 N－7g㌧W 有 鍋　底　形

193 c－22 楕円形 0．82×0．56
0．12×0．08 0．29 N－9。一W 有 u　字　形

194 b－22 楕円形
0。37×0．32
0．24×0．23 0．22 N－83。一W 無 u　字　形

195 b－22 楕円形
1．02×0．76

0．88×0．62 0．36 N－16。一E 有 鍋　底　形

196 b－22 楕円形 0．62×0．52
0．39×0．34 0．18 N－340－E 有 鍋　底　形

197 h－34 楕円形
0．54×0．42
0，30×0．14 0．18 N－53。一W 無 鍋　底　形

198 Z－19 楕円形
1．31×1．00

0，56×0。22 0．15 N－36。一W 無 鍋　底　形
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　鎌　177号土拡　　　　　懸　　懲

L＝13馬80m2　　　　　　　　　　⑥98　L＝137’10m

　l87号土拡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　189号土拡

　麟　　　　　　　　　　L＝137．10m　　　　188号土坑　　　　　　NE

⑱　　⑦　SWl31　2　3　－

　　　　199号土坑　　　　　　　　　　　性弱。

　　　　　　　　　0　　　2m　

　　　　第195図　縄文時代土拡（6）
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縄文時代土拡一覧表（6） （単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 1深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

199 a－19 楕円形
0．62×0．55
0，47×0．25 0．10 N－36。一W 有 鍋　底　形

200 a－19 円形
0．44×0．42
0．17×0．10 0．34

一
無 u　字　形

201 Z－19 楕円形
1．04×0．86

0．33×0．25

0．05～

0．10
N－32。一W 有 鍋　底　形

202 Z－19 楕円形
1．06×0．88
0．26×0。21 0．30 N－57。一E 有 V　字　形

203 Z－18・19 楕円形
0．68×0．48

0．15×0．10
0．32 N－38。一W 有 u　字　形

204 c－22・23 楕円形
1．00×0．84

0。80×0。60 0．10 N－65㌧W 有 鍋　底　形

205 b－22 楕円形
0．78×0．70
0．58×0．50 0．19 N－54。一W 有 鍋　底　形

206 b－21
（隅丸）

長方形
0．72×0．38
0，52×0．20 0．12 N－35。一W 無 鍋　底　形

207 b－20 楕円形
0．62×0．32
0．45×0．16 0．14 N－20－E 無 鍋　底　形

208 b－20・21 楕円形
0．46×0．40
0．32×0．28 0．42 N－22。一W 無 鍋　底　形

209 b－20 楕円形
0．52×0．40
0．13×0．12 0．09 N－6㌧W 無 鍋　底　形

210 b－21 楕円形
0．43×0．38
0．34×0．27 0．15 N－85。一WI 無 鍋　底　形

211 b－21 楕円形
0．74×0．40
0．45×0．16 0．28 N－74。一W 無 鍋　底　形

212 a－22 楕円形
0．45×0．38
0．20×0．18 0．20 N－21。一W 有 鍋　底　形

213 Z－16 円形
0．7×0．69

0．57×0．57

0．18～

0．26 一
有 鍋　底　形

214 Z－16 円形
0．47×0．45
0．42×0．35 0．25

一
無 鍋　底　形

215 Z－16 円形
0．67×0．69
0，58×0．56

0．16
一

無 鍋　底　形

216 c－26 楕円形
0．89×0．72
0．80×0．64

0．23～

0．15
N－2。一W 無 鍋　底　形

217 c－26 楕円形
1．76x1．16
1．68×1．04 0．15 N－75。一W 無 鍋　底　形

218 Y－14・15 楕円形
0．68×0．56
0．54×0．42

0．18～

0．28
N－7。一W 有 鍋　底　形

218 X－13 楕円形
1．02×0．96

0．65×0．58 0．62 N－65。一W 有 鍋　底　形

222 T－17 楕円形
1．51×1．39
0．83×0．56

0．16～

0．45
N－84。一E 有 鍋　底　形

225 X－13 楕円形
0．92×0．80
0．82×0．68 0．21 N－87。一W 有 鍋　底　形

226 d－25 円形
0．91×0．87
0．73×0，68 0．18 有 鍋　底　形

228 K－26
（長）

楕円形
2．66×1．38
2．40×1．10

0．41～

0．51
N－3。一W 有 鍋　底　形

239 」一25 円形
0．50×0．49
0。36×0，34 0．54 有 u　字　形

240 J－24
（不整）

円形
0．74×0．70
0．54×0．51

0．4

一
無 鍋　底　形
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　㊨　⑭

213号土拡214　拡2癖　理　　E
　㊨　　　215号土拡L＝137・o蹄21　2E

　，　麗L－136ぜm21511皇
　、懸画222号土拡　麟

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　L冨135．60m　　　　　　　　　　　　　　日

0　　　　　　　1m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　228号土拡

　　　1黒色土　　　2暗褐色土　　　3黒色土　　　4暗褐色土
　　　第196図　縄文時代土拡（7）

　　　　一252一



縄文時代土拡一覧表（7）
（単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

241 1－24 楕円形
1．16×0．80
0。91×0．58 0．60 N－64。一E 無 逆　台　形

242 H－24 楕円形
0，50×0．38
0，19×0．16 0．52 N－8。一E 無 u　字　形

243 H－24 楕円形
1．02×0．89

0．82×0．77 0．62 N－85。一W 無 鍋　底　形

247 1－23
J－23

楕円形
0．77×0．68
0．50×0．21 0．41 N－77。一W 無 逆　台　形

253 J－22 楕円形
1．88×1．66
1、46×1．39 0．78 N－4㌧E 無 鍋　底　形

258
」一21

K－21
不整形

2．82×0．85

2．13×0．52

0．60～

0．80
N－53。一W 有 鍋　底　形

262 J－21 楕円形
1．76×0．90

0．56×0．54

0．18～

0．30
N－57。一W 無 皿　　　形

265 J－20
K－20

楕円形
1．56×1．42
1．33×1．24 0．14 N－19。一W 無 鍋　底　形

266 L－19 楕円形
1．92×1．52

0．54×0．36

0．64～

0．86
N－7。一E 有 鍋　底　形

283 H－16
（不整）

円形
0．75×0．72
0．48×0．40 0．31

『
無 鍋　底　形

284 H－16 楕円形
0．74×0．65

0．52×0．48 0．37 N－45。一W 無 鍋　底　形

289 1－15 楕円形
0．58×0．51
0．46×0．35 0．19 N－44。一E 無 鍋　底　形

292 H－15 楕円形
0．80×0，52
0。52×0．28 0．30 N－66。一W 無 鍋　底　形

293 H－14
（不整）

円形
0，72×0。70
0，38×0．32 0．24 無 鍋　底　形

294 H－14 楕円形
1．18×0．71

0．54×0．22

0．27～

0．39
N－33。一W 無 鍋　底　形

295 H－14 楕円形
0．67×0．61

0．44×0．30 0．28 N－21。一W 無 鍋　底　形

296 H－14 不整形
0、90×0．68
0．72×0。48 0．15 N－87。一E 無 鍋　底　形

297 H－14 不整形
0．85×0．60
0．60×0．16

0．14～

0．19
N－75。一W 無 鍋　底　形

298 1－14 楕円形
1．10×0．72
0．73×0。44 0．22 N－74㌧E 無 鍋　底　形

299 1－13・14 楕円形
0．64×0．50

0．24×0．18 0．30 N－11。一W 無 逆　台　形

300 1－14
（長）

楕円形
2。46x1．08

2．30×0。78 0．22 N－24。一W 有 鍋　底　形

327 R－8
（長）

楕円形
1。76×0．90

1．63×0．76 0．42 N－56。一E 無 鍋　底　形

328 0－12 楕円形
2．05×1．60

1．06×0．78

0，40～

0．66
N－5。一E 無 鍋　底　形

343 S－18 楕円形
2．35×2，03

2．08×L78
0．25～

0．40
N－51。一W 無 皿　　　形

345 T－21 円形
2．18×2．16
2．02×1．98 0．36

一
有 鍋　底　形

346 V－21 楕円形
1．15×1．02

0，90×0．80 0．44 N－19。一W 有 鍋　底　形

347 Z－30 楕円形
0．40×0．36
0．28×0．24 0．12 N－89。一W 無 鍋　底　形
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239そ土拡媛　目　一拡、
　㊨　　　　　　　　241号土拡　　　　　⑪

243号土拡＠　　　　247号　・　繹§

　　　　すゴニ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハ　 　

　　　　N　　　◎　284号土拡

　266号キ拡　㊧④　　・胆　12＄

　　　第197図　縄文時代土拡（8）
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縄文時代土拡一覧表（8） （単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

348 a－30 楕円形
1．44×1．16

1．32×1，08 0．14 N－32㌧W 有 鍋　底　形

349 b－30 円形
0．60×0．58
0．35×0。34 0．28 有 u　字　形

350 b－29 楕円形
0．70×0。64
0．58×0．42 0．30 N－51。一W 無 鍋　底　形

351 b－29 楕円形
1．07×0．92
0．95×0。74 0．19 N－27。一W 有 鍋　底　形

352 c－29 楕円形
0．62×0．56
0．50×0．42 0．15 N－3。一W 無 鍋　底　形

353 c－29 不整円形
0．67×0．65
0．58×0．57 0．22

『
有 鍋　底　形

354 C－28 楕円形
1．25×0．90

0．82×0．52

0．17～

1．37
N－24。一E 有 鍋　底　形

355 a－26 楕円形
1．40×1．10

1．26×0．96 0．13 N－3。一E 有 鍋　底　形

356 Y－26 楕円形
1．80×1．34

1．60×1．16

0，14～

1．18
N－1㌧E 有 鍋　底　形

357 Y－26
Z－26

楕円形
0．86×0．64
0．62×0．44 0．32 N－1。一E 有 鍋　底　形

358 Z－26 楕円形
0．96×0．60
0．41×0．31

10．11～

0．28
N－69。一W 有 鍋　底　形

359 a－26 楕円形
0．41×0．37
0．15×0．12

0。14～

0．22
N－27。一E 無 鍋　底　形

360 b－26 不整円形
0，45×0．43
0．31×0，26 0．25 有 鍋　底　形

361 X－25 楕円形
1．42×1。35

1，10×1．04 0．28 N－60。一E 無 鍋　底　形

362 X－25 楕円形
1．20×0．96
0．80×0．62 0．34 N－71㌧W 無 鍋　底　形

363 Y－25 楕円形
2．44×1．72
1．84×1。18 0．40 N－39。一W 有 鍋　底　形

364 Y－25 楕円形
0．80×0．70
0．60×0．53 0．40 N－1。一E 無 鍋　底　形

365 Y－25 楕円形
1．42×1．08

0．98×0．94 0．22 方位なし 有 鍋　底　形

366 Y－25 楕円形
0．60×0．54
0．39×0．36

0。12～

0．17
N－58㌧E 有 鍋　底　形

367 Y－25 楕円形
1．48×1．01

1．10×0．66

0，14～

0．26
N－8。一W 有 鍋　底　形

368 Y－25 楕円形
0．43×0．39
0．30×0．25

0．12～

0．18
N－43。一W 有 u　字　形

369 Y－25 楕円形
0。60×0．50
0．39×0．36

0。30～

0．36
N－43。一E 有 V　字　形

370 X－20 楕円形
0，61×0．49
0．46×0．27 0．48 N－7。一W 無 フラスコ形

371 X－20 円形
0．42×0．41

0．26×0．21 0．48

『
無 フラスコ形

372 X－20 楕円形
0．54×0．49
0．46×0．36 0．33 N－39。一W 無 鍋　底　形

373 X－20 円形
0．94×0．91

0．78×0．76

0．37～

0．45 一
有 鍋　底　形

374 Y－20 楕円形
1．00×0。90
0．21×0．12 0．17 N－85。一W 無 鍋　底　形
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　＠的，

　　A　　　　　　　　　　A『

　撫
　　　327号土拡

w
〆

L＝138．70m

　W

レ戴
　　　345号土拡

　

④

E

　　・ζ）

　　N◎
L＝137．00m

　　　　　こ　　

　　癖・
　　352号土拡

◎

　　　　・㊧ 　

㊨
辺

　L＝139．80m

　　　　　　　　　　　L＝139．60m　　4
　　　　　　＼一、⊥，　　　　　　W6　2　1　　 45E　　　　　　　　　　　　　　　　」！L3　　一
　　　懸　　　　　　　　7
　　　　　　　　　　　　・獣　　　．
　　　　　　328号土拡　㊨　　343号土拡

　　　　　　　　　　　毘◎耳

　　　　　　　　　　　W　　E
　　　　188　　　　　翻

　　　346号土拡　　　　349号土拡　　　　350号土拡

　　◎

　　　　　　　　　　　　　　　』端・

　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　1　　　2　　　S　　　354写土拡　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　一
　　　　　　　　　熱　　　　　熱
　　　　　　　　　　355号土坑　　　　　　　　356号土拡

　　　　N一◎）s

　　　　●篤薫、無驚

　臼色軽石粒細かく多量に含む。黄褐色土

　ブロック多量に含む。
　白色軽石粒細かく多量に含む。黄褐色土　6　暗褐色土白色軽石粒細かく多量に含む。

　ブロヅク、黒褐色土ブロック、少量含　　7　暗褐色土白色軽石粒細かく少量に含む。6層より
　む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明るい。

　白色軽石粒細かく多量に含む。黄褐色土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　2m
　ブロマク多量に含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LT皿

　白色軽石粒細かく多量に含む。

　第198図　縄文時代土拡（9）

　　　　　　・（〉

　　　　　　　　348号土砿

　　s　　⑱

＿繁ぴ
　　W　　　1　2　　E

　　『翻一

　　　358号土坑

土拡、土層説明

1　暗褐色土

2　暗褐色土

3　暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土
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縄文時代土拡一覧表（9） （単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

375 Y－20 楕円形
1．06×1．01

0．38×0．26 0．13 N－22。一W 無 鍋　底　形

377 Y－17 円形
1．03×1．00
0．68×0．66 0．19 無 鍋　底　形

380 W－22 楕円形
1．36×1．18

1．12x1．00 0．56 N－7。一E 有 鍋　底　形

381 Y－24 円形
0．68×0．64
0．60×0．58 0．27 有 鍋　底　形

382 Y－24 楕円形
1．41×1．12
1．29×0．94 0．31 N－20。一E 有 鍋　底　形

383 b－28 楕円形
0．71×0．61
0．49×0．42 0．30 N－71。一E 無 鍋　底　形

384 W－18 楕円形
2．24×2．10
0．44×0．18

0．11～

0．23
N－38。一E 有 鍋　底　形

385 W－18・19 楕円形
2．46×1．93
2。32×1．80 0．14 N－58㌧W 有 鍋　底　形

386 V－12 楕円形
0．88×0．80
0。70×0．64 0．13 N－1㌧E 無 鍋　底　形

387 V－12 楕円形
0。66×0．58
0．44×0．42 0．11 N－66㌧E 有 鍋　底　形

388 V－12 楕円形
0．70×0．61
0．55×0．44 0．10 N－1。一E 有 鍋　底　形

389 V－12 楕円形
0．70×0．51
0．44×0，32 0．24 N－56。一W 有 鍋　底　形

390 V－13 楕円形
1．10×0。96
0．81×0．47

0．14～

0．30
N－12。一E 有 鍋　底　形

391 W－12
（不整）

楕円形
0．92×0．64
0．60×0．36

0．21． N－14㌧W 無 鍋　底　形

392 W－12 不整形
1．74×1．16

0．91×0．75

0．28～

0．32
N－6。一E 有 鍋　底　形

393 W－12 楕円形
0．90×0．59
0。68×0．34 0．14 N－65。一E 有 鍋　底　形

394 W－12・13
（不整）

楕円形
2．04×1．32
0．16×0．12

0，14～

0．26
N－38。一一E 有 鍋　底　形

395 W－13 楕円形
0．90×0．72
0。70×0．62 0．10 N－63。一W 有 皿　　　形

396 W－12 不整形
1．22×1．00

1．14×0．84 0．17 N－20。一E 有 鍋　底　形

398 W－12 楕円形
0．54×0．49
0。36×0．29 0．22 N－45。一W 有 鍋　底　形

400 W－13 円形
0．34×0．32

0．28×0．27

0。08～

0．11
無 鍋　底　形

401 W－13 円形
0．32×0．30
0．26×0．24 0．10

一
無 鍋　底　形

402 W－12 楕円形
1．20xO．94
0．96×0．75 0．20 N－45。一W 有 鍋　底　形

403 W－12 楕円形
0．80×0，52
0．70×0．42

0．14～

0．17
N－3㌧E 有 鍋　底　形

404 W－13 楕円形
2．34×1．94
2．20×1．76

0．04～

0．14
N－45。一E 有 鍋　底　形

405 W－13
X－13

楕円形
0．69×0．60
0。52×0．43

0．24～

0．36
N－5。一E 有 皿　　　形

406 x－13 楕円形
1．20×1．00
0．68×0．64 0．20 N－5㌧W 無 鍋　底　形

411 Y－24 楕円形
1。56×1．46

1．24×1．22

0．46～

0．64 一
無 鍋　底　形
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含　　◎　　　　　ζ　373号土拡

　土拡、土層説明
　1黒褐色土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　2m
　2黒褐色土　3灰褐色土
　4黒色土　5灰褐色土
　　第199図　縄文時代土拡（10）



艶導㊦．望ε彪　肱
　　

　　　　　　　 り

　蕪一懸獣獣套
　　　　け　　385号土拡　 z

　　　　　　　　　NE　　　SW

L＝13留m2～72SW　　W21旦　4・3号鉱

　　404号土拡　　　　　　　　　　　406号土拡　　1黒　色　土灰色砂質土ブロック状φ10mm～20mm

　　　　　1黒色土　　含む。　　　　　2　黒　　色　　土　　2　灰褐色砂質土　褐色砂質土ブロック状に含む・黒色土混
　　　　　3　灰褐色砂質土　　　　　　　　　　　入。しまり強粘性弱。

　　　　　　0　　　
10cm

　　　　第200図　縄文時代土拡（”）

　　　　　一259一
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第201図　縄文時代土拡出土遺物（1）
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　検出された遺物（第202～221図　図版69）

　本項では土砿内より出土した遺物をまとめた。

　1は2号土拡内覆土第1層中より出土した。深鉢形土器の破片である。口縁部にキザミを施

し、以下を3条の平行沈線を施す。胴部には山形の沈線を施す。胎土は砂粒を含み、焼成良好、

色調白味の強い暗褐色である。

　2は35号土拡内覆土1層中より出土した。凹石である。石材は安山岩である。1面のみに敲

打による凹みが2ヶ所認められる。長さ12．3cm、幅10．Ocm、厚さ3．2cm。

　3は60号土拡内覆土第1層中より出土した。磨石である。長さ5．Ocm、幅4．9c皿、厚さ4．4cm。

　4は82号土拡の覆土第1層中より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。口縁部は無文

帯を構成する。

　5～i2は122号土拡の覆土中より一括で出土した深鉢形土器の破片である。称名寺、堀之内、

加會利B式が一括で採取された。5～7は口縁部の破片である。口縁部に無文帯を構成する。

8は胴部の破片である。弧状沈線および垂下沈線を施し、沈線間に単節RLの細縄文を充填す

る。9は胴部の破片、横位の条線を施し、縦位の沈線で区切る。10は胴部の破片である。綾杉

状の沈線を施す。11は条線文を施す。12は沈線による区画文の中に列点を充填させる。

　13～21は126号土拡の覆土中より出土した。13～20は深鉢形土器の破片である。13は口縁部

破片である。単節RLの磨消し縄文を施文する。14は口縁部に指頭圧痕を巡らす。以下は一部

分からみて櫛歯状の工具で条線を施すものと思われる。15は平行沈線は施し、S字状の沈線を

重ねて施し、縦に区切られる。沈線間には16は沈線による区画文を施す。17～19は平行沈線間

に単節LR縄文を充填する。20は底部の破片である。内外共に丁寧なミガキが施される。

　21は注口土器の把手の破片と思われる。把手の外側に沈線を施し、その中に単節LRの磨消

し縄文を施文する。以下装飾的に刺突と沈線を施す。

　22～27はは129号土拡内覆土中より出土した。22～26は深鉢形土器の破片である。22は平行

沈線間に刺突文を施す。以下横位の沈線を施す。25は胴部破片である。櫛歯状の工具による条

線を施す。26は胴部分の破片である。綾杉状の沈線を施す。27は釣手をもつ浅鉢形土器の釣手

部分の破片と思われる。

　28～30は129号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。28は綾杉状の沈線を施す。29

は口唇部に付く、30は底部の破片である。底に網代痕がある。

　31は130号土拡より出土した。波状口縁で無文の粗製土器である。

　32は131号土拡より出土した。無文の粗製土器である。

　33～39は132号土拡より出土した。深鉢形土器である。33は口縁部に沈線を巡らす。34は沈

線による区画文の中に列点を充填する。35、36は沈線による区画文を施す。37は櫛歯状の工具

による沈線を施す。38は凹石の破片である。石材は安山岩である。2面に敲打による凹みがあ

る。残存長5．7c皿、幅6．9cm、厚さ4。Oc皿、重さ211g。39は石板である。人為的に加工された偏
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平な石である。石材は安山岩である。住居杜等の敷石に使われているものに似ている。

　40、41は133号土拡の覆土中より出土した。40は深鉢形土器口縁部の破片である。口縁部に

平行沈線を巡らす。41は縦型石匙である。石材は頁岩である。長さ11．6c皿、幅5．Ocm、厚さ1．8

c皿、重さ92g。

　42、43は135号土拡より出土した。口縁部小さい波状口縁を呈する。沈線による区画文の中

に縦位の単節LR磨消し細縄文を充填する。

　44は146号土砿内覆土中より出土した。石棒である。石材は緑泥片岩である。土拡の底より

約10cm高い位置で出土した。長さ48．6cm、幅5．1cm、厚さ5．2cm、重さ1000g。

　45、46は139号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。45は無文の粗製土器である。

内面はヘラナデ、外面はヘラケズリののちナデを施し、斜位の沈線を施す。

　47～52は140号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。47は櫛歯状の工具による沈線

を施す。48、49は口縁部にキザミを施し、胴部には綾杉状の沈線を施す。50は沈線文を施す。

　53～59は141号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。53は櫛歯状の工具による条線

を施す。54は綾杉状の沈線を施す。55は横位に沈線を巡らせ、対角状に沈線を施す。56は甕形

土器口縁部の破片である。口縁部は無文帯を呈する。

　59は口縁部に沈線を巡らせ、区画された中に単節RLの細縄文を充填する。また以下には沈

線間にキザミを充填させる。

　60、61は143号土拡より出土した。60は沈線にキザミを充填させる。61は沈線で区画された

中に単節LRの細縄文を施す。

　62は144号土拡より出土した。深鉢形土器の佳片である。口縁部は無文帯を構成するものと

思われる。

　63は145号土拡の中央部より正位で出土した。深鉢形土器の破片である。口縁部に横位に紐

線を巡らせ、以下縦位に垂下させる。また中には単節LRの磨消縄文を充填する。胎土は砂粒

を含み、焼成は良好である。色調は榿褐色である。

　64は151号土拡より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。櫛歯状工具による弧状の沈

線を施す。

　65、67は152号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。65は縦位の沈線を施す。67は

櫛歯状の沈線を施す。66は156号土拡より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。無文の

粗製土器である。胎土に砂粒を多量に含む。焼成は良好である。

　68は163号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。縦位の平行沈線を施す。

　69は168号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。沈線を施す。

　70～75は172号土拡より出土した。70～74は深鉢形土器の破片である。70は口縁部に平行沈

線を巡らせ単節LRの細縄文を充填する。71は外面は綾杉状の沈線を施す。内面には口縁部に

沈線を巡らせ刺突文を充填する。73は口縁部がくの字状に外反する。頸部に沈線を巡らせる。

74は平行沈線を施す。75は注口土器の注口部の破片である。沈線による区画文の中に単節LR
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の縄文を縦位と横位に充填する。

　76～78は175号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。76は無文の粗製土器である。77は

沈線間に単節RL縄文を充填する。78は綾杉状の沈線を施す。

　79、80、84は177号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。79は沈線による区画文の

中に単節LR縄文を充填する。80は磨石である。石材は安山岩である。長さ10．8cm、幅9，1c皿、

厚さ4．7cm。84は剥片石器である。石材は頁岩である。側面を刃部として使用されている。

　81、82は179号土砿より出土した。深鉢形土器の破片で、無文の粗製土器である。外面ヘラ

ケズリのちナデ、内面ヘラナデを施している。

　83、85は180号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。83は無文の粗製土器である。85は

砥石である。石材は砂岩である。中央部に使用痕のV字状の溝が入る。86は186号土拡より出

土した。深鉢形土器である。86は沈線間にキザミを施す。

　87～90は187号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。87は頸部以下に綾杉状の沈線

を施す。88は横位の平行沈線を施し、間には斜行沈線を施す。89は細片で明確でないが沈線を

施すものと思われる。90は無文の粗製土器である。ヘラケズリのちナデで調整される。

　91～101は188号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。91は懸垂文を施し、間には単

節LR縄文を施す。92、95、96は沈線による区画文の中に列点を充填させる。93は紐線の貼り

付を施し、間に単節RL縄文を充填する。94は櫛歯状の工具による弧状の条線を施す。97、100、

101は単節LR縄文を施文する。98は沈線による区画文の中に縦位と横位に単節ILR縄文を施文

する。99は縦位の単節RL縄文を施文する。

　102～120は189号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。102は無文の粗製土器である。

ヘラケズリのちナデで調整されている。103は底部の破片である。器面の外側にはミガキが施

される。内面はナデで調整されている。104、107は沈線間に単節LR縄文を充填させる。105は

口縁部に刺突を施した細い紐線を巡らせる。105は口縁部に沈線を施す。以下平行沈線を巡ら

せ、沈線間にはキザミを施す。108は単節RLの磨消し縄文を施す。109は沈線間に単節LR縄文

を充填させる。110は無文の粗製土器である。111は櫛歯状の工具による弧状条線を施す。

　112は単節LRの磨消し縄文を沈線間に充填するものと思われる。113、114、119は平行沈線

を施す。また、114は以下に斜行沈線を施すものと思われる。115、118は底部の破片である。

底に網代痕がある。116は綾杉状の沈線を施す。117は縦位の単節RL縄文を施文する。119は平

行沈線を巡らせる。120は沈線間に単節LRの細縄文を施す。

　121～123は192号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。小さい波状口縁である。波

状の頂部に刺突文を施す。以下沈線による区画文の中に単節LR充填する。122は単節LR縄文

を縦位に施文する。123は底部の破片である。底に網代痕がある。

　124～126は193号土拡より出土した。124、125は深鉢形土器の破片である。平行沈線間に単

節LR縄文を充填する。126は注口部の破片である。器面は丁寧なミガキが施されている。径1．6m

を計る。
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　127～132は195号土砿より出土した。深鉢形土器の破片である。127は口縁部に縦と横位の沈

線を施し、以下沈線による区画文を充填させるものと思われる。128は口縁部の頂部に突起を

貼り付し、沈線による区画文の中に単節LRの磨消し縄文を充填する。129は平行沈線間にキザ

ミを施し、以下縦位の沈線を施す。130は平行沈線間にキザミを施す。131は口唇部にキザミを

巡らせ、口縁部に規則的な間隔で刺突文を施す。以下沈線による区画文の中に単節LRの磨消

し縄文を充填させる。132は磨石である。側面の一部分が欠損する。石材は安山岩である。長

さ9。9c皿、幅7．9c皿、厚さ5．2cm。

　133は196号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。綾杉状の沈線を施す。

　134は199号土拡より出土した。深鉢形土器底部の破片である。底に網代痕がある。

　135、136は201号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。135は無文の粗製土器である。

ヘラケズリのちナデが施されている。136は底部の破片である。底に網代痕がある。

　137、140、142は203号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。139は波状口縁である。

斜行沈線を施す。140は沈線間に単節LR縄文を充填する。142は分銅形の打製石斧である。石

材は頁岩である。

　141は204号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。単節LRの磨消し縄文を施す。

　143～149は205号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。143は口縁部に指頭圧痕を施

した紐線を巡らせる。以下胴部には櫛歯状の弧状の条線を施す。144は沈線間に単節LRの磨消

し縄文を施す。146は櫛歯状の工具による縦位の条線を施す。147は横位の沈線で区画し以下綾

杉状の沈線を施す。148は底部の破片である。底には網代痕がある。器面は内外共に丁寧なミ

ガキが施されている。149は深鉢形土器の把手が付く破片である。

　150は212号土拡より出土した。磨石の破片である。石材は安山岩である。残存長4．6c皿、幅6．1

cm、厚さ1．7cm。

　151～153は213号土拡より出土した。深鉢形土器の破片と磨石である。151は無文の粗製土器

である。152は単節LR縄文を施文する。153は磨石である。石材は安山岩である。敲打による

凹みが1ヶ所認められる。長さ9．1c皿、幅8．4c皿、厚さ5．Ocm、重さ530g。

　154～158は218号土拡より出土した。深鉢形土器の破片と凹石である。154は横割りのコブを

貼付し、沈線間に単節RL縄文を施文する。155aは刻目を口縁部にめぐらす。155bは無文の

粗製土器である。156は綾杉状の沈線を施し、頸部には沈線間にキザミを施す。157、158は凹

石である。157は4面に2ヶ所ずつ敲打による凹みが認められる。石材は安山岩である。長さ

10．9c皿、幅5．3cm、厚さ4．8c皿、重さ371g。158は凹石の破片である。敲打による凹みが1ヶ所

に認められる。また、火熱を受け部分的に赤色化している。石材は安山岩である。残存長9．3

c皿、幅7．8c皿、重さ631g。

　159～164は219号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。159、160は無文の粗製土器

である。162は櫛歯状工具による条線を施す。163は単節LRの磨り消し縄文を施す。164は底部

の破片である。底に網代痕がある。
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　165、166は222号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。165は無文の粗製土器である。

ヘラケズリのちナデで調整している。166は平行沈線を施す。

　167は225号土拡より出土した。磨石である。一部欠損する。石材は安山岩である。長さ10．3

cm、幅9．1cm、重さ641g。

　168は226号土拡より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。無文の粗製土器である。ヘ

ラケズリのちナデで調整されている。

　169は228号土拡より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。単節LR縄文を横位と縦位

に施文する。

　170は239号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。単節LRの細縄文を施文する。

　171～173は258号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。171は単節LR縄文を施文す

る。172は斜位と横位に条線を施し、条線間に単節LR縄文を充填する。173は横位の沈線を巡

らせ以下に単節LR縄文を充填する。

　174は266号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。沈線による区画文を施す。

　175～183は300号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。称名寺2式と堀之内1式が

一括で出土した。175は口縁部にキザミを巡らせ刺突を施した紐線を縦位に貼付し、単節LR縄

文を施文する。176、177も同様に176は口縁部にキザミを巡らせ、単節LR縄文を施文する。177は

刺突を施した紐線を縦位に貼り付し、単節LR縄文を施文する。178、179、181は胎土、焼成、

色調が共に似ており、接合はできないが同一固体と考えられる。単節LRの磨消縄文を施し、

縦位の条線を施す。181はコブ状の貼り付を施し、以下沈線による区画文を施す。また、区画

文の中には単節LRの磨消し縄文を施文する。182は単節LRの磨消し縄文を施し、横位に沈線

を巡らせ、以下弧状と縦位の条線を施す。183は沈線による区画文の中に列点を充填する。

　185～187は345号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。185は沈線間に縦位の単節

LR縄文を充填する。186は櫛歯状の工具による弧状の条線を施す。187は底部の破片である。

底には網代痕がある。残存高4．6cm、底径6．7c皿、

　184、188～190は346号土拡より出土した。深鉢形土器である。184は口縁部がくの字状に外

反する。口縁部には3単位に間隔をおいて3つずつ刺突文を並列に施し、その間には沈線を巡

らせる。以下口縁部には無文帯で構成し、丁寧なミガキが施される。頸部以下は3単位に間隔

をおいて2つずつ刺突文を直列に施す。ちょうど口縁部の刺突文の間に入るように交互に施さ

れている。また、その間には沈線による区画文を施す。以下斜位や弧状の沈線による文様帯を

構成する。胎土に砂粒を含む。焼成は良好、色調は暗褐色である。188は底部の破片である。

底には網代痕がある。残存高1．8c皿、底径6．3cm。189は口縁部に平行線を巡らせ、頸部には沈

線間にキザミを巡らせる。190は口縁部にボタン状の貼付を施し、間には平行沈線を巡らせる。

　191は348号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。単節LRの磨消し縄文を施し、の

ち綾杉状の沈線を施す。
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　192は349号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器胴部の破片である。沈線による区画文を

施すものと思われる。

　193、194は351号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。193は口縁部

に刺突文を施し、間に沈線を巡らせる。頸部以下に平行沈線を巡らせ沈線間に単節LR縄文を

充填する。

　195、196、199は353号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。195は

口縁部に平行沈線を巡らせ、間に刺突文を施す。196は無文の粗製土器である。ヘラケズリの

ちナデで調整されている。199は櫛歯状の工具による条線を交互に斜の方向に施す。

　197、198～201は354号土砿の覆土中より出土した。197は橋状把手の付く深鉢形土器口縁部

の破片である。把手の上部分が欠損している。把手には刺突を施し、以下沈線による区画文を

施すものと考えられる。198は凹石である。3面に敲打による凹みが2ヶ所ずつ認められる。

石材は安山岩である。長さ11．5cm、幅6．6cm、厚さ4．3c皿。200は深鉢形土器口縁部の破片であ

る。刺突を施した紐線を巡らせる。201は深鉢形土器胴部の破片である。沈線間にキザミを施

す。

　204、205は355号土砿の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。204は隆線文を施す。

また、隆起線の接点には刺突文を施す。205は口縁部に指頭圧痕を巡らせる。

　206～212は356号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器口縁部の破片である。206は器面に

は沈線による区画文を施す深鉢形土器口縁部の破片と思われる。207は沈線による区画文の中

にキザミを充填する。208は単節LRを施文し、横位の沈線で区画する。209は刺突を施した紐

線を貼付し、三角区画文を施す。

　213は357号土砿の覆土中より出土した。注口土器の注口部分の破片である。注口の先端は欠

損している。沈線による区画文を施すものと思われる。

　214、216、217は358号土砿の覆土中より出土した。214は深鉢形土器に付く把手の破片と思

われる。刺突を装飾的に施す。216は深鉢形土器底部の破片である。底に網代痕がある。器面

には内外共に丁寧ミガキが施している。残存高3．8c皿、底径7。6cm。217は沈線による区画文を

施す。

　215、221は360号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。215は沈線による区

画文の中に列点を充填する。221は底部の破片である。器面は内外共に丁寧なミガキが施され

ている。

　218、219、222は363号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。218は沈線文

を施す。219は平行沈線間に単節LR縄文を充填する。222は沈線による区画文を施し、間に刺

突文を充填する。

　220は365号土砿の覆土中より出土した。深鉢形土器胴部の破片である。単節RL縄文を施文

する。

　223～225は366号土拡の覆土中より出土した。223は無文の粗製土器である。器面は内外共に

一275一



、”●

◎
鰯

　oGO。　幽o

＆800

202

②｝・

　　愈謙一
　　　　　　　　　　　噸
　　　　　　　　織
　　　畷　　織船

203

q 10cm

第211図 縄文時代土拡出土遺物（11）

　一276一



355D
204

　驚6　　　ン

356D

356D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　356D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　212356D

警臨．
　　363D

轟鳳．
　　　363D

358D
216

220

ゴ2，，

360D

365D

毒翻，，2

　363D
　　　366D

　　　　366D　　　　　　　　　366D

367D　　　　　　　　　　　　367D　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　locm

第212図　縄文時代土拡出土遺物（12）

一277一



ヘラケズリのちナデが施されている。224は単節LRの磨消し縄文を施す。225はキザミ帯を巡

らせ、以下単節RL縄文を施す。

　226～233は367号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。226は無文の粗製土

器である・波状口縁で円孔があく。227は口縁部にキザミを巡らせる。さらに、口縁部と胴部

との間に横位の沈線を巡らせ区画する。以下単節LRの磨消し縄文を施文する。228、229は沈

線文を施す。230は横位単節LRの磨消し縄文を施文したのち斜行条線を施す。231は縦位LRの

磨消し縄文を施文したのち斜行沈線と弧状沈線を施す。232は平行沈線間に単節LR縄文の充填

と無文帯を構成する。233は底部の破片である。底には網代痕がある。

　234は368号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。平行沈線間に単節LRの磨消し縄

文を施文する。

　235～237は369号土拡より出土した。235は沈線による区画文の中に列点を施す。236は沈線

斜行条線を施す。

　238は376号土拡より出土した。深鉢形土器底部の破片である。器面は内外共に丁寧なミガキ

が施される。

　239～245は373号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。239は単節LRのち磨消レ縄

文を施文する。240は単節LR縄文で施文したのち横位の沈線と斜行沈線で区画する。241は深

鉢形土器胴部下半の破片である。底には網代痕がある。器面は無文の粗製土器で内外共に丁寧

なミガキが施されている。242は沈線による区画文の中に列点を充填する。

　246～248は380号土拡より出土した。246は平行沈線間に単節RL縄文を充填と無文帯を構成

する。247は沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填する。248は特殊把手。

　249は381号土拡より出土した。縦位の沈線を施す。

　251～265は382号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。251は表は無文で裏面には平行沈線

を施す。252は平行沈線を施す。253は縦位の単節LR縄文を施しのち垂下沈線を施す。

　254は指頭圧痕を施した紐線を巡らせる。255は縦位の単節LR縄文を施す。256は斜位に隆帯を

施す。257は平行沈線を施す、沈線間には単節LR縄文を充填する。258は縦位の単節LR縄文を施した

のち、垂下沈線を施す。259は縦位の単節LR縄文を施す。260は横位の単節LR縄文を施文する。261は

櫛歯状工具による弧状の条線を施す。263は深鉢形土器底部の破片である。石材は安山岩である。264

は一面に敲打による凹みが認められる。長さ12．1cm、幅8．2cm、厚さ5。6cm。265は3面に2ヶ所ずつ

凹みが認められる。長さ12．9c皿、幅8．2cm、厚さ5．6cm。

　266～269は384号土拡より出土した。266は土製円盤である。267、268は深鉢形土器の破片で

ある。267は単節RLを施文する。268は綾杉状の沈線を施す。269は剥片石器である。石材は頁

岩である。長さ4．9cm、幅7。2cm、幅1．8c皿。

　270～286は385号土拡より出土した。深鉢形土器の破片である。270、274は無文の粗製土器

の破片である。器面はヘラケズリのちナデで調整されている。271は口唇部にキザミを施し、

以下は渦巻き状の隆帯を施す。272は8の字のボタン状の貼り付を施し、キザミを充填した平
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行沈線を施す。273は平行沈線を施す。275は平行沈線を巡らせ、キザミを充填する。276は櫛

歯状の条線を横位に施す。277は条線文を施す。278は沈線による区画文の中に単節LRの磨消

し細縄文を施す。280は平行沈線を施し、沈線間には単節LRの細縄文を充填する。281は平行

沈線を施し、間には刺突を施したつまみ状の突起を施す。282、285は沈線による区画文の中に

列点を充填する。胎土、焼成、色調とも似ており、接合は出来ないが同一固体と思われる。

　283、286は格子目状の沈線を施す。

　284、287は386号土砿の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。284は単節LR細縄

文を施す。287は口唇部に細かいキザミを施す。以下、平行沈線間に単節LRの磨消し縄文を充

填する。

　288～291は387号土砿の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。288は胴部分の破片

である。単節LR縄文を施す。289は底部分の破片である。底は網代痕が認められる。290は沈

線で区画を施し、区画内に単節RL縄文を施文する。291は垂下沈線を施す。

　292～295は388号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。292は口唇部は無文

帯を構成し、以下単節LR縄文を施文する。293、295は口縁部に平行沈線を巡らせる。294は表

面は平行沈線で区画し単節LRの充填縄文と無文帯を構成する。裏面は沈線間に単節LR縄文を

充填する。

　296は389号土拡の覆土中より出土した。浅鉢形土器口縁部の破片である。体部に平行沈線を

巡らせ、単節RLの磨消し縄文を充填する。

　297～306は390号土拡の覆土中より出土した。297は浅鉢形土器の破片である。298は平行沈

線で区画し中に単節LR縄文を施文する。299は櫛歯状の工具による斜位の条線を施す。300は

単節RL縄文を施文する。301は平行沈線で単節RLの磨消し縄文を施す。302は櫛歯状の条線を

施す。区画する。303は沈線間に単節LR縄文を充填する。304は縦位と斜位の沈線を施す。305

は橋状把手の破片である。306は口縁部に沈線を巡らせ以下櫛歯状の工具による沈線を施す。

　307～316は392号土拡の覆土中より出土した。307は口縁部に沈線を巡らせる。以下単節LR

縄文を施文し、平行沈線を縦位の沈線で段状の区画を施す。308は平行沈線で区画し多条の刺

突を施す。309は頸部に沈線を巡らせ以下綾杉状の沈線を施文する。311はは石錘である。長さ

4。8cm、幅2。2cm、厚さ0。9c皿。313は底部の破片である。314、315は沈線間に単節LR縄文を充

填するる316は単節LR縄文を施し、横位の沈線で区画する。

　317、320～334は394号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。317は底部の

破片である。底に網代痕がある。

　318～345は395号土拡の覆土中より出土した。318は深鉢形土器の破片である。表面は無文で

裏面は平行沈線を施す粗製土器である。器面は表裏共に丁寧なミガキが施されている。319は

口縁部にキザミを巡らせ、平行沈線間に充填単節LR縄文と無文帯を構成する。320は単節LR

の磨り消し縄文を施文する。321は沈線による区画文の中に単節LR縄文を施文する。322は口

唇部は山形のキザミを施し、以下表面は無文で裏面は刺突文と隆帯を巡らせる粗製土器である。
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第219図　縄文時代土拡出土遺物（19）

323は平行沈線間にキザミを充填し、以下単節RL縄文を施文する。324、325は綾杉状の沈線を

施す。326は表は刺突文を施した細い紐線を巡らせる。以下沈線間には単節の充填縄文が施さ

れると思われる。器面は表裏共に、丁寧なミガキが施されている。327は沈線に、よる区画文と

刺突文を施す。328は刺突文を施した紐線を横に数条巡らせ、縦の刺突文を施した紐線で区画

する。329は櫛歯状の工具による条線を施す。330は注口土器の注口部の破片と思われる。331

～333は深鉢形土器底部の破片である。底には網代痕がある。334は浅鉢形土器口縁部の破片で

ある。335は8の字のボタソ状貼り付を施す。336は多条の平行沈線を施し、沈線間に単節LR

の磨消し縄文を充填する。337は口縁部に沈線を巡らせ区画し区画内には単節LRの磨消し縄文

を充填する。以下には平行沈線を巡らせ、沈線間にはキザミを充填する。338は平行沈線を施

し、沈線間には単節LRの磨消し縄文を充填する。339は縦位の単節LRの磨消し縄文を充填す

る。340は沈線による区画文の中に単節LRの磨消し細縄文を充填する。341は沈線による区画

文の中に単節LR縄文を充填する。342は沈線を不規則的に施す。343は横位の沈線と綾杉状の
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沈線を施す。344は底部の破片である。底には網代痕がある。器面は内外共に丁寧なミガキが

施されている。345は口唇部にキザミを巡らせ以下口縁部には刺し突文を施した細い紐線を巡

らせる。

　346、347は396号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。346は垂下沈線を施

す。347は単節LRの磨消し縄文を施し、平行沈線で区画する。

　348～350は398号土拡の覆土中より出土した。348は凹石である。一部欠損する。石材は安山

岩である。敲打による凹み穴は2面で計3ヶ所に認められる。残存長さ9．！cm、幅8．8cm、厚さ4．6

cmo

　351～360は402号土拡の覆土中より出土した。深鉢形土器の破片である。351は単節LR縄文

を施し、縦位に磨消し無文帯を構成する。352、353は口縁部に刺突文を施した細い紐線を2重

に巡らせ間に8の字のボタソ状の貼り付を施す。さらに353は以下沈線による区画文の中に単

節LRの磨消し縄文を充填する。354は口唇部に沈線を巡らせ、隆起した部分に単節LRの細縄

文を充填する。355は無文の粗製土器である。器面はヘラケズリのちナデで調整されている。357

は平行沈線を縦位の沈線で段状の区画を施す。区画文の中には単節LR縄文を充填する。358は

刺突文を施した細い紐線を2重に巡らせる。359は細かい多条の沈線を施す。360は浅鉢形土器

口縁部の破片である。体部に横位の沈線で区画し、単節RL縄文を充填する。

　361～371は404号土拡より出土した。361～369は深鉢形土器の破片である。361は縦位の単節

LR縄文を施文する。362は口縁部に指頭圧痕を巡らせ、以下に斜行沈線を施す。363は平行沈

線を縦位の沈線で段状の区画を施す。区画文の中には単節LRの細縄文を充填する。364は沈線

による区画文の中に単節RL縄文を充填する。365は沈線による区画文の中に単節RL縄文を施

す。367は単節LRの細縄文を縦位と横位の沈線で区切る。368は櫛歯状の沈線を斜位に施す。

　369は沈線による区画文の中に縦位の単節LR縄文を充填する。370は沈線による区画文の中に単

節LR縄文を充填する。371は凹石である。石材は安山岩である。一部分欠損する。敲打による凹み

が2面に7ヶ所認められる。長さ11．1cm、幅4．8c皿、厚さ4．9cm。371は石皿の破片である。石材は安

山岩である。かなり使い込まれている。残存長23．1cm、幅19．Oc皿、厚さ8．Ocm。
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第221図　405号土拡
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　405号土拡（第222図　図版68、土拡一覧表15）

　本肚は床面より敷石の検出がみられ、発掘調査途中の段階では敷石住居肚の可能性が考えら

れた。しかし、柱穴と炉肚の検出が見られなかった為、土拡として取り扱った。尚、表だけで

は説明不足のため、本項を使って説明を行う。部分的に表と重複するが御了承願いたい。

／位置　W－13、X－13グリッド／形態　平面は楕円形、断面は鍋底形を呈する。

／主軸方向　N－5。一E／規模　上幅69cm×60c皿、下幅52c皿×43cm（東西×南北）、深さ24cm

～36cm。／床　床面より敷石状の組石が2箇所に別れて検出されている。他の箇所は石が移動

したかのように散乱している。規模（最大幅）は東寄りのもの、長軸78cm、短軸21cm。西寄り

のもの、長軸99cm、短軸58cm。敷石の下より埋甕（埋設土器）が検出された。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と黒色土の2層に分層される。

遺物の出土状況

　覆土中より土器片、石器が多量に出土した。また、敷石下より埋甕が1点出土した。実測遺

物点数39点。

検出された遺物（第223～225図　図版69、70）

　覆土中より多量に出土しているが紙面に限りがあるため代表的になものを掲載した。

　1～33は深鉢形土器の破片である。

　1は口縁部に平行沈線を施され以下を沈線による区画文を施文される。覆土第1層より出土

した。

　2は口縁部に指頭圧痕を施される。覆土第1層の出土である。

　3は口縁部に把手を貼付し表裏に沈線文を施される。覆土第1層の出土である。

　4は口縁部に沈線による区画文を施し、中に単節LR縄文を充填される。床直上より出土し

た。

　5は口縁部に沈線を施され以下を単節LR縄文を施文される。覆土第1層より出土した。

　6は沈線による区画文の中に単節LR縄文を施文する。床直上より出土した。

　7は口縁部にボタン状の貼付を施され口縁部は無文帯を構成される。床直上より出土した。

　8は口縁部に沈線を巡らす。覆土第1層より出土した。

　9はボタソ状の貼付を2つ施されている。床直上より出土した。

　10、11は無文の粗製土器である。覆土第2層より出土した。

　12、14は口縁部に沈線を巡らし、間隔をおいて粘土紐を巡らす。頸部にボタン状の貼り付を

施され胴部は沈線による区画文を施される。さらに14は単節RLの磨消し縄文を施文される。

12は床直上、14は覆土第1層より出土した。13は口縁部に渦巻き文を施された把手を貼り付す

る。覆土第1層より出土した。15は口縁部は16は沈線間を覆土第2層より出土した。

　17は櫛歯状の沈線を施される。覆土第1層より出土した。18は沈線間に単節LR縄文を施文
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する。覆土第1層より出土した。ボタン状の貼付を施され、以下を指頭を加えた粘土紐を貼付

されるその紐線を中心に沈線文が構成され、間に単節LRの磨消し縄文が施文される。

　19は沈線頸部にボタン状の貼付と平行沈線を施され、沈線間をキザミで充填される。覆土第

1層より出土した。

　20は沈線による区画文を施す。21は平行沈線間に刻みを施す。覆土第1層より出土した。

　22は沈線による区画文を施されている。覆土第1層より出土した。

　23は櫛歯状の沈線を施されている。覆土第1層より出土した。

　24は口縁部に沈を巡らす。覆土第2層より出土した。

　25は沈線文を施す。覆土第1層より出土した。

　26は単節LRの磨消し縄文と多条沈線を施される。覆土第1層より出土した。

　27は多条沈線間にLR縄文を充填させる。覆土第2層より出土した。

　28は集合沈線間に縦位の単節LRの磨消し縄文を充填させる。覆土第1層より出土した。29

は沈線による区画文を施される。床直上より出土した。

　30は懸垂文を施し、間には単節LR縄文を充填する。覆土第1層より出土した。

　31は敷石の下より検出された埋甕である。頸部に刺突文と平行沈線文を施される。

　32は無文の粗製土器である。キャリパー形の深鉢形土器である。覆土第2層より出土した。

　33は沈線による区画文の中に単節LR縄文を施文する。覆土第1層より出土した。

　34は定角式磨製石斧の基部破片である。石材は玄武岩である。残存の長さ6．2c皿、幅5．1cm、

長さ3．Ocm、重さ151g。床直上より出土した。

　35は剥片石器である。側面を刃部として使用されている。石材は頁岩である。長さ7．6cm、

幅4．6cm、厚さ1．6cm、重さ52g。床直上より出土した。

　36は敷石として使用された石材の破片である。石材は安山岩である。残存の長さ15．9cm、幅

7．7cm、厚さ2．9cm、重さ718g。

　37～39は凹石である。石材は安山岩である。

　37は長さ9．9c皿、幅8．1cm、厚さ3．1cm、重さ330g。敷石の上より出土した。

　38は長さ9．5c皿、幅7．8cm、厚さ4。1c皿、重さ324g。覆土第1層より出土した。

　39は長さ14．2cm、幅7．2cm、厚さ3．7cm、重さ461g。覆土第1層より出土した。
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3号溝土層説明
第1層　暗褐色土　遣物を多量に含む。
第2層暗褐色土遺物を多量に含む。
第3層暗褐色土遺物を多量に含む。
第4層黒　褐　色
第5層　黒褐色砂質土

第6層黒褐色土
第7層黒褐砂質土
第8層暗褐色砂質土
第9層　暗褐色砂質土　遣物を多量含むともに、白色の軽石粒を

　　　　　　　　含んだ層である。
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7．溝（3号溝　第226図　図版72）

　3号溝はV～X13～15グリッド内より検出された。北側と西側は調査区外へ延びる。本肚は

人為的に構築された溝でなく自然の河川杜であるが、覆土中より多量の土器片や石器が出土し

ているのと、43、44号住居祉を切り、また32号住居阯に切られる時期的な問題があり、当時の

河川の流路や、溝の埋没後の時期の解明の1資料として重要であると考えられるためこの頁で

取り挙げた。

規模　検出部分長23．2m、幅2．2～3．2m深さは確認面より0，8m。北から西へと緩やかに傾斜

する。

覆土の状況　自然堆積である。覆土中に多量に土器片を含む。特に3層より多量に含む。

検出された遺物（第226～259図　図版24、25、33、34）

　検出された遺物は称名寺2式から堀之内2式までの土器片が多量に出土した。大半が深鉢形

土器の破片である。その他、浅鉢形土器、注口土器の破片が若干出土した。また、土器片に比

べると数が少ないが石器が出土した。掲載順は版組の関係上、土器は時期的に前後する部分が

あるが御了承戴きたい。また、紙面に限りがあるため覆土第3層中より出土したもの以外につ

いて出土層位を明記した。

　1、4は深鉢形土器の破片である。口縁部に隆帯を巡らし、以下を1は単節RL、覆土第1

層より出土した。単節LRで施文する。覆土第2層より出土した。2は口縁部に沈線を巡らし

無文帯を構成する。以下を弧状に櫛歯状の沈線を施される。懸垂文を施される。3、5～11、13

は深鉢形土器の破片である。覆土第1層中より出土した。3、5～11、13は櫛歯状の沈線を施

される。12は刺突文と渦巻き文を施されている。13は14は沈線による区画文の中に縦位のRL

縄文を施文される。15は頸部に沈線を巡らせ、間隔をおいて刺突を施される。胴部は沈線によ

る条線で区画文を施し、単節LRの磨消し縄文を施文する。16は口縁部に沈線を巡らせ17は沈

線による区画文の中に単節RL縄文を充填される。18は櫛歯状の沈線を施され、以下は単節LR

縄文を施文し、沈線で区画される。19は口縁の波頂部に刺突文を施し口縁部に沈線文を巡らせ

る。20は単節LR縄文を施文し、弧状沈線、垂下沈線文の間にRL磨消縄文を施される。21は口

縁の波頂部に刺突文を2ヶ所施し、間にはキザミを施す。胴部は多条沈線文の間に単節LR縄

文充填する。器形はキャリパー形を呈する。22は口縁の波頂部に刺突文を2ヶ所ずつ施し、口

縁部には沈線を巡らせる。胴部は多状沈線及び入組み文を施す。胎土は砂粒を含み、焼成は良

好、色調は暗褐色である。23は口縁部に指頭圧痕施す。胴部は入組み文を施す。24は頸部は間

隔をおいて刺突を施し平行沈線を巡らせる。胴部は多条沈線と沈線による区画文を施し間は横

位と縦位の単節LR縄文を充填する。25は波状口縁で口縁部に沈線を巡らせ区画の中には単節

RL縄文を充填する。また、中央部には刺突文を施す。26は口縁部に指頭圧痕を巡らせ以下は

櫛歯状の沈線を施される。27は沈線による区画文の中に単節LR縄文を充填される。28は口縁

部にボタソ状の貼付を施し、沈線を巡らせる。胴部はLR縄文を施文される。把手を施文する。

29は口縁部は縄文を30は沈線を巡らし、以下垂下沈線を施される。31は渦巻き文と平行沈線に
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よる区画文を施し、単節LR縄文を施す。32は刺突文を施した紐線を垂下させ、沈線による区

画文の中には単節RL縄文を充填するp33～35は沈線による区画文の中に縦位や横位の単節LR、

RL縄文を充填する。56は沈線による区画文を施す。57は沈線による区画文の中に櫛歯状の工

具による条線を充填する。58、59は口縁部の波頂部に刺突文を施し口縁部には沈線を巡らす。58

は胴部に単節LRを地文とし、その上に沈線による区画文を施す。59は胴部に垂下沈線を施す。

60は口縁の波頂部に刺突を施し口縁部には沈線を巡らせる。61は沈線による区画文の中に列点

を充填する。62は口縁の波頂部に刺突を施し、胴部は沈線による区画文の中に列点を施す。63

は深鉢形土器口縁部の破片である。波状口縁で波頂部に刺突文を施し口縁部には沈線を巡らす。

64～89、94～100、104は沈線による区画文の中に列点を充填する。共に覆土第1層より出土し

た。91、113はボタン状の貼り付から刺突文を施された紐線を垂下する。114は口縁部に刺突文

と沈線を巡らせる。頸部には8の字状の貼り付と平行沈線を巡らす。胴部には渦巻き文と平行

沈線を施される。115、116は口縁部に平行沈線を巡らし中にキザミを充填させる。117は口縁

部に沈線による区画文を施し以下刺突文を巡らせる。118は口縁の波頂部に刺突文を施し、そ

の周囲をC字状の沈線を施す。さらに沈線刺突文を施す。119は口縁部に刺突文と沈線を巡ら

せる。波頂部には縦位の三条の条線を施す。120は口縁部に刺突を施された紐線を巡らせる。121

は口縁の波頂部に刺突文を施し、以下刺突を巡らせる。胴部は沈線による区画文を施す。122

はくの字状に外反する深鉢形土器口縁部の破片である。口縁部に沈線を巡らせ波頂部に刺突文

を施す。123は刺突文を巡らせ胴部は沈線による区画文を施す。124は刺突文を施された紐線2

条巡らせる。125は刺突文と沈線による区画文を施し、区画文の中には単節LR縄文を充填する。

以下弧状沈線を施す。126は口縁の波頂部に刺突文と沈線文を施す。また、口縁部には沈線に

よる区画文を施し、以下は刺突文を巡らせる。127は波頂部に縦位の沈線を施し、口縁部は沈

線による区画文を巡らせ、中に刺突文を充填する。128は波頂部林ボタン状の貼付と中央には

円孔をあける。口縁部は沈線文を巡らせる。器面は内面がナデ、外面がヘラケズリで施されて

いる。129は口縁部に沈線文を施し、以下平行沈線文を巡らせ、刺突文を充填する。130は8の

字状の貼り付を施し、刺突文と平行沈線文を施されている。131は8の字状の沈線を施し、以

下沈線による区画文の中に列点を充填する。132は懸垂文を施し間には縦位に刺突文を充填さ

せる。133は刺突文を施された紐線を垂下させる。間には刺突文を施す。134は胴部には刺突文

を施された紐線を垂下させる。方形状の区画文の中に斜位の条線を施す。地文には単節LR縄

文を施す。135は小形深鉢形土器である。口縁は波状口縁である。4単位の波頂部には円孔が

あく。胴部には貼り付文と沈線による区画文を施す。底部には若干網代痕が認められる。136

は浅鉢形土器の破片である。口縁部に沈線による区画文をボタン状の貼り付を施し口縁部には

沈線による区画文の中に刺突文を充填する。137は8の字状の貼り付を施し沈線を平行沈線文

を施す。138は深鉢形土器の口縁部破片である。胴部には沈線文を施す。139は浅鉢形土器であ

る。口縁部の破片である。横位と斜位の沈線で文様帯を構成される。140～173は深鉢形土器の

破片である。140は口縁部に8キザミを施した紐線を巡らし、以下胴部には沈線による区画文
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の中にLR縄文を施文する。145は口縁部に沈線を巡らす。146は口縁の波頂部に刺突文を施す。

胴部には沈線文を施す。146は口縁部に沈線文を巡らす。148は沈線による区画文を施す。149

は口縁部に沈線文を巡らせる。胴部には条線による区画文を施す。150は口縁部に沈線文を巡

らす。胴部は縦位と横位の条線で文様体を構成する。151、153は口縁部に平行沈線文を巡らす。

152は口縁部に5条の平行沈線を施し、縦位の段状沈線で区画する。154は口縁部に平行沈線文

を施す。155、156は口縁部に平行沈線を巡らす。胴部は沈線による文様を構成する。157～164

は口縁部に沈線文を巡らす。さらに106～162、164は口辺部に平行沈線文を巡らす。以下161は

沈線文を巡らし胴部との区画を施す。胴部は沈線による区画文を施す。163は胴部以下に単節

LR縄文を施した後に多条沈線を施す。166は波状口縁である。167は波状口縁の破片である。

口縁部に平行沈線を施す。168は口縁部に刺突文と平行沈線を施す。169は刺突文と横位沈線文、

半円弧状沈線文、下垂沈線文等で文様を構成されている。170は口縁部には中心孔入円文と弧

状連続文を施し、横位の沈線文を巡らせる。171は口縁部に8の字状の貼付を施し、3条の横

位の沈線文を施す。172は口縁部には平行沈線文の中に列点文を施す。波頂部にはボタソ状の

貼り付を施す。173は波頂部に刺突文を施す。口縁部と胴部を横位の沈線で区画し、胴部は連

続S字状の沈線を施す。174は中心孔入円文を施し、弧状沈線がこれを囲む。両端にボタン状

貼り付文を施す。平行沈線と渦巻き状沈線文で文様体を構成する。175は器形はキャリパー形

を呈する。ほぼ完形に近い。口縁部は指頭圧痕を施す。胴部は沈線による区画文を上半に施し

下半は無文帯を構成する。器面は内外共に丁寧なミガキが施されている。胎土は砂粒を含み、

焼成は良好、色調は暗褐色である。176は沈線平行沈線文と刺突文を施す。177～193は沈線に

よる区画文を施す。234～238は注口土器注口部の破片である。共に器面は丁寧なミガキが施さ

れている。194は沈線を横位と斜位に施し、格子目状の文様を構成する。195は4単位の把手が

付く浅鉢形土器口縁部の破片である。把手部分は破片の状況から円孔があくものと思われる。

196～200は櫛歯状工具による沈線文を施す。201～203は綾杉状沈線を施す。204～211は無文の

粗製土器である。211は底に網代痕が若干認められる。213～229は把手の付く深鉢形土器の破

片である。212、230～232は浅鉢形土器口縁の波頂部破片である。波頂部には円孔があく。230

は口縁部に沈線による区画文を施し単節LRの磨消し縄文を充填する。231は波頂部に円孔を囲

むようにC字状の沈線を施す。口縁部には区画文を施す。233は深鉢形土器の口縁部破片であ

る。波状口縁を呈し、波頂部には刺突文が施される。口縁部には沈線文が施される。234～238

は注口土器の注口の破片である。240～248は深鉢形土器底部の破片である。241～243は底に網

代痕がある。器面は内外共に丁寧なミガキが施されている。249は手づくね土器である。口径6．1

cm、器高5。7cm、底径3．9cm。

　250、251、254～256は分銅形の打製石斧である。250は長さ11．9cm、幅7．6cm、厚さ2．3cm、

重さ3099。石材は頁岩である。251は長さ8．4c皿、幅6．8cm、重さ909。剥片の一部調整してい
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る。石材は頁岩である。254は長さ6．4cm、幅5．1cm厚さ2．1cm、重さ101g。255は長さ12．5cm、

幅6．7cm、厚さ2．9c皿。石材は頁岩である。256は全体の約2分の1は欠損している。残存長76

cm、幅7．1c皿厚さ2．2cm、重さ119g。石材は頁岩である。252は長さ7．8cm、幅7c皿、厚さ3．8cm、

重さ295g。石材は頁岩である。253は石鍬である。石材頁岩である。長さ13．1cm、幅4．2c皿、

厚さ2．2c皿、重さ196g。257はミニチュアの磨製石斧である。258、259、262～272、274は凹石

である。258、261は磨石と併用されている。石材は安山岩である。長さ12．5cm、幅7．7cm、厚

さ4。9cm、重さ775g。259は石材は安山岩である。長さ10．5cm、幅6．1cm、重さ365g。261は磨

石と併用されている。石材は安山岩である。長さ8．4cm、幅6．9cm、厚さ4．4cm、重さ410g。261は

長さ8．5cm、幅7。7cm、厚さ4．8cm、重さ414cm。262は約2分の1が欠損している。石材は安山

岩である。残存の長さ4。4cm、幅6．8cm、厚さ4．Ocm、重さ277g。263は約3分の1が欠損して
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いる。残存の長さ10．2cm、幅7．6cm、厚さ3．8cm、重さ455g。264は石材は安山岩である。長さ9。6

cm、幅8．Ocm、厚さ5．2c皿、重さ516g。265は長さ14．2cm、幅7、6cm、厚さ5．4c皿、重さ730g。266

は長さ10．1cm、幅7．1cm、厚さ4．2c皿、重さ420g。267は長さ10。6cm、幅9．9c皿、厚さ4．Ocm、重

さ530g。268は長さ12．3cm、幅9．Ocm、厚さ6。5cm、重さ765g。269は長さ10．8cm、幅9．6cm、

厚さ4．5c皿、重さ536g。270は長さ8．8cm、幅7．Oc皿、厚さ5．6cm、重さ2262g。271は約4分の

1が欠損する。残存の長さ12。8cm、幅9．Ocm、厚さ7．Ocm、重さ1000g。272は長さ13．9cm、幅10。4

cm、厚さ6．2cm、重さ770g。274は長さ12．8cm、幅7．7cm、厚さ5．4cm、重さ637g。260、273は

磨石である。石材は安山岩である。260は長さ11．8c皿、幅9．8cm、厚さ5．4cm、重さ689g。273

は一部欠損している。残存の長さ11．4c皿、幅12．4c皿、厚さ12．4cm、重さ1800g。275、276は多

孔石である。共に石材は安山岩である。275は長さ15。9c皿、幅11．9cm、厚さ7．4cm、重さ2000g。

276は欠損している。また、火熱を受け赤色化されている。石材は安山岩である。長さ21．4cm、

幅9．7c皿、厚さ7．8cm、重さ1900g。

8．グリッド内出土遺物

　縄文時代の遺構外出土の遺物は東端部（L・M－31グリッド内）と南端部のVグリッド以南

より集中して出土した。特に南端部のものは膨大な出土量である。尚、紙面に限りがあるため

代表的なものと特殊遺物を中心に掲載した。掲載順は土器、土製品、石器の順である。また、

土器については時期的別に分類した。分類は以下の通りである。

第1群前期土器群　　　　 第7群加曾利B1式土器

第2群

第3群

第4群

第5群

第6群

中期土器群

称名寺1式土器

称名寺2式土器

堀之内1式土器

堀之内2式土器

第8群

第9群
第10群

加曾利B2式土器

加曾利B3式土器・高井東式土器

安行式土器・新地式土器

　第1群（第260図1～7　図版74）

　前期土器群を一括した。1表裏に施文する。表面は条痕文、裏面は櫛歯状の沈線を施す。2、

6は横位の浮線を施す。間には単節LRの磨消し縄文を施文する。色調は赤褐色を呈し、胎土

には砂粒を含む。8は十三菩提式土器である。集合沈線と三角形の印刻文を施す。

　第2群（第260図図版74）

　縄文中期の土器を一括した。11、12は櫛歯状工具による沈線文を施す。13は浅鉢形土器口縁

部破片である。

　第3群（第264～266図55～98図版74）

　称名寺1式土器を一括した。沈線による区画文の中に充填縄文を施すもの、ケズリを施し、

無文帯を構成する。

　第4群（第263、264図）

　称名寺2式土器を一括した。区画文の中に列点を充填する。
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　第5群（第266図　図版98～第275図）

　堀之内1式土器を一括した。本遺跡の主体を占める土器群である。地文に縄文を施文する。

沈線による懸垂文を施すものや渦巻き文を施す。243は浅鉢形土器である。復元の結果、完形

に近い状態となった。波状口縁で完存はしていないが4単位の把手がつくものと思われる。口

縁部に沈線を巡らし、間には刺突文を施す体部は内外共に丁寧なミガキが施される。

　第6群（第276図205～第278図231）

　堀之内2式土器を一括した。地文に縄文を施文し、幾何学な構図をとる。三角形や菱形、平

行沈線で文様を施す。充填縄文と無文帯を構成する。

　第7群（第279図243～第284図346）

　加曾利B1式を一括した。本遺跡の主体を占める土器群である。平行沈線による区画文の中

に単節LR縄文を充填する。

　第8群（第280図259、第285図347～第288図399）

　加曾利B2式を一括した。本遺跡の主体を占める土器群である。文様は沈線文が多用される。

口縁部と胴部の境に平行沈線を巡らせその中にはキザミを施すもの。連弧文の中に単節LR、

RL縄文を充填する。

　第9群（第289図400～第298図579）

　加曾利B3式を一括した。本遺跡の主体を占める土器群である。綾杉状の沈線を施す。　第

10群（第300図、第301図　図版75、76）

　安行式、新地式土器を一括した。589は新地！式である。瘤が付き微隆文を施す。

　588～612は安行式の深鉢形土器、口縁部の破片を集めた。

　その他（第302図～第306図）

　613～629は底部の圧痕を集めた。631～653、654は注口土器とその破片を集めた。662は盤で

ある。658～661、663～665は特殊突起を集めた。667～673は土製円盤を集めた。674～689は赤

彩土器を集めた。

　土偶（第308、309図　図版78、79）

　690は板状土偶胴部の破片である。幅8。7cm、厚さ3。3cm、残存高7．9cm。頭部、手、脚部が欠

損する。正面、側面、背面に沈線による区画文を施される。胎土に砂粒を含む。焼成は良好、

色調は暗褐色である。Z－26グリッド内より出土した。691は筒形土偶頭部破片である。残存

高8．3cm、幅4．8cm、頭には隆帯で立体的な髪形を施され、顔は沈線で輪部を整え、眉毛、鼻を

貼り付し、目は沈線で描き眼球内に単節LR縄文を施文される。口は円形に突孔される。表面、

裏面ナデ、側面はミガキが施される。胎土に砂粒を含む。焼成は良好である。色調は黒褐色、

暗褐色混合である。Y－26グリッド内より出土した。

　692は胴部破片である。残存長6．8cm、幅3．Ocm。ひざにあたる部分は胎土に砂粒を多量に含

む。焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。

　693は板状土偶胴部破片である。残存長8．8cm、幅8．6cm。頭頂部、手足欠損。顔は耳の位置
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一371一



、菱三纂遷繋難璽，響。

驚＿．難r

　一雛脚曜禰魔・，1攣轡靴．懲『

　　　　　　　　　リロのト
　　　　　　　　　蒲一

　　　　　　　　鐸
　　　　　　・零　　　評
　　　　　　　　　グ
　　　　　　　　ノ

　　l　　l了
　　！　　！
　　～
　　　『㌦
539W－15G

潔蜘ξ塙幽齢朗

／

　　〆・，r

一＝、五コ叢簸、、鰻

537　Y－19G　148・218

鞭欝轡．

　難難難一
＾脚らし離聡r驚魚渤醸　　～丘　　．笥
鰹’，難讐融　　一難燭
頚叢　砂嚢璽碁『
碧籔　　，、．緯

　　　　　　　　　　　　　　　540　BTV－13GF
蝿　　ル～

、罐瀕　爵　　㌧　　＼

　　　　　　灘難騨

選　尋

漣

｝．ノ

識

舗　　　ン

’

　　　　　　緯　≒、1　聡な’・・

　　　　　　　、’，f　命

　　　　　　　　　　546　B卜V－13GF
545CTW－15G上
　　　　　　　　　　　ゴ
　　　　　　　お　　　　ぜ
　　　遜糾．凝黙蝋劃
　　　6・蝋蕪灘慧　　　註1

　　藍｛9r1締灘郵　　　　　農
　　蜜鮪一弊　　欲

　　f、鑛欝
　　　’髪　も沙

　　　　　　　549　X－14G
　　　　　一　　　　　“1難

竺　　’一
　き

悪

　汐
欝
鮮

、

’

、襲講
　・軸翠・
　譲，、届二撫

　　　・一1

　　　　継，
　　　　　548　B卜W－13GF

551　B卜W－13GF

　　　　　556　a－27G皿

538　Y－16G　58－1

　ρ　　　／’纈二縣」r

園　瑞　　1り．｛91．二蟹

ら　鵬〆

　　　541　CTW－15GF

讐灘、、　薮
鷺叢羅．、缶瀞

　　ス　ロダ

　　544　X－14G

　　　547　ATW－11G

轡騨搬讐蝋驚警ヲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』？慰　　　　　　　　　　　　　　　　　疑駄、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　550　a－21G

　　　　　　　　　　　　　　　　　558　BTV－13GF
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第297図　グリッド出土遺物（38）

一372一



　　　　562　B卜W－13GF

　　　566　BトW－13G上
　’ド蒼摂勲外

　翻．1ン驚ン．翫、．．ゆ

　　　570　CTW－15G上

　　567　ATW－11GH　　　　　568　B卜W－13GF

　　　　　　　響をハ

，県　　　隠
　　　　t　l
　　　　灘

　腰　　繍
み二　　　隆謎嶺

騰　艶
　し　　　　　　　　　　　　　　　　572　BTW－13GF
　　571　ATW－11GF

　　　　　　　　　　　織ダ！

　麟欝、，懸罧i灘撫

，1．欝轡　　　　　　　　　　　　　576　ATW－11G（1ソウ）

　　　　　　　　575
　　　　574　BトW－13GF

　577BTV－13GF　　578B卜W－13GF　　579B卜W『13GF　o

　　569　B卜W－13G

　　573　Z－19Gサ

10cm

　　　　　　　　　　第298図　グリッド出土遺物（39）

から考えて獣の顔を表現しているように窺える。また、頭頂部と頭部背面の剥離の状態から考

えて691と同様に立体的な髪形が貼り付されていた可能性が考えられる。胸部は乳房を貼り付

で表現されている。また乳房の間には1本の沈線を施される。背面は沈線で鎖形の文様を構成

されている。胎土は砂粒を含む。焼成は良好、色調は白味の強い淡褐色である。W－13グリッ

ドより出土した。

　694～697は山形土偶である。642は頭部の破片、残存長5．5cm、幅6．2c皿、厚さ2．4cm。横長の

楕円形を呈する。顔は輪郭を縁どり696は胴部上半の破片である。頭部、手、足が欠損する。
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胸部には欠損しているが乳房の表現が部分的に認められる。腹部には刺突が交差して施される。

色調は赤褐色、淡褐色混合。697は脚部の破片である。正面はひざにあたる部分に瘤状の貼り

付を施し、裏面は細かい刺突文を施される。胎土は砂粒を含み、焼成は良好、色調は暗褐色、

褐色の混合。Y－13グリッドか内より出土した。

　698は円錘状の土偶胴部の破片である。残存長8．7cm、幅4．6cm、表面は腹部の中央に沈線を

施し、下部に径0。2cm、背面は中央に沈線を施し中央よりやや下部に刺突文を1点施文する。

胎土に砂粒を含む。焼成は良好、色調は暗褐色、淡褐色混合。縄文包含層試掘Cトレン／チV一

丑層より出土した。

　699は脚部の割れ口の角度から考えてうずくまる土偶であると考えられる。正面はへそに相

当する位置に径0．5cmの刺突が施される。脚部の間（局部にあたる部分）に径0．3cmの刺突は沈

線を施される。腰部に沈線を巡らす。背面は細い平行沈線を施文された上にさらに内外ともミ

ガキの後に文様を施される。内外ともにミガキの後に文様を施文される。胎土は石英に砂粒を

含む。焼成は良好、色調は黒褐色。Y－21グリヅド内より出土した。

　700～704は脚部の破片である。700は残存長2．8cm、幅4．4c皿、安定感のあるおおきな脚であ

る。a－21グリヅド内より出土した。胎土に砂粒を含む。焼成は良好である。701は残存長2．8

cm、安定感のある大きな足である。702は残存長5．2cm、幅4．7c皿、安定感のある大きな脚であ

る。703は残存長3．9cm、幅2．4cm、704は残存長4．2cm、幅2．2cm。

　その他の土製品（第308図　図版80）

　705、707は貝輪を模倣した土製品である。709～711は耳栓である。712と713は有溝砥石の土

製模造品である。714・715・716・717は石皿を模倣したと思われるミニチュア土器である。

718は浅鉢形土器を模倣したミニチュア土器である。719は双口土器の破片である。平行沈線を

施す。722は土盤である。722は蓋の破片である。ボタソ状の貼付を付し、渦巻き文と弧状沈線

を施す。さらに間に刺突文を施す。

　石器（第309～328図　図版81～85）

　723～739は石鎌である。うち723～738が無茎石鎌、739は有茎石鎌である。石材はチャート。

　740～744、778、779、784は石錐である。石材は頁岩である。

　745～766は打製石斧である。石材は頁岩である。764はハンマー・ストーンである。石材は

結晶質石灰岩である。

　798は石包丁である。

　799、800は石鍬である。石材は頁岩である。

　803～807、810は石錘である。石材は頁岩である。

　808、809、811～818は砥石である。820～823は石棒の破片である。824は862～865は石皿で

ある。862はよく使用され穴があく。長さ43cm、幅24．2c皿、厚さ1．Ocm～3．Ocm。重さ9650g。864

は敲打による凹穴が表裏共に認められる。

　876、899、901、903、908、908、912、913、916、917～919は多孔石である。両面に敲打に
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よる凹みが多数認められる。石材は安山岩である。916は長さ32。9cm、幅21．8cm、厚さ12。2cm、

重さ9000g。

　858、898、900、902、904、905、906、909、910は石皿である。858には裏面に敲打による凹

みがある。長さ18．1c皿、幅12．4c皿、厚さ4。2cm。

　860～873、875、877、879は凹石である。

　863、869、878、880は磨石である。

　881～886は軽石製品である。器面は丁寧に研磨されている。886は欠損しているが円孔が認

められる。

　887、889は匂玉である。石材は安山岩である。888はミニチュアの石棒である。長さ4．6c皿、

幅L　lcm、厚さ0．5c皿。石材はチャートである。いずれもW－15グリッド内の縄文遺物包含層第

1層中（黒色土）より出土した。

　914は磨石である。

　石材は安山岩である。

　897は石核である。石材は頁岩である。
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第2節古墳時代

1．古墳時代の概観

遺構は住居杜107軒、土砿44基が検出された。検出状況は南西部の一部分を除きほぼ全域に

亘って検出されている。時期は住居吐・土拡共に前期と後期に属する。検出状況は東寄りに前

期の所産のものが集中し、後期の所産のものが西寄りに分布する傾向を示している。また、一

部の遺構は縄文時代の遺構を切っている。
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第338図　1号住居祉出土遺物

1号住居堤（第337・338図　図版86・87・112表1）

位置　L－11グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模　5．90m×5．00m（東西

×南北）／壁高　33cm～46cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に締ま

りがあり硬質である。／柱穴　4本。P1・柱痕の検出あり。径18cmを計る。掘り方径38cm、

深さ58c皿。P2・柱痕の検出あり。径18c皿、掘り方径38cm、深さ58cm、P3・柱痕の検出あり。

径34cm、深さ57c皿。P4・長径40c皿、短径36cm、深さ58cm。／カマド　東壁中央に位置する。

天井部は僅かに遺存しているが架け口部分は欠損している。構築材は山砂を混入した粘土であ

る。煙道部は地山を半円形に掘り込まれている。傾斜は70。を計る。火床部はよく焼けて硬質

化されている。掘り方・長軸83c皿、短軸44cm、深さ6c皿。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。

／貯蔵穴　南東隅に位置する。長軸110cm、短軸96cm、深さ48cmを計る。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土、暗褐色砂質土、灰色砂質土の3層に分層される。

遺　　物

　南西隅寄り床直上で土師器圷1点、正位の状態で出土している。その他、土師器破片が床着

で3点出土。貯蔵穴の覆土中より5点、土師器圷の破片が出土。覆土の観察からカマド側から

流れ込んでいる事が判明した。すなわち、遺物はカマドからの転落が考えられる。実測遺物点

数10点。
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表1　1号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径9．4
底径3．4
器高4．8

口縁部は短く内傾し、
体部は内反気味に開
く。底部は丸く納める。

体部外ヨコナデ
〃内ヘラナデッケ

底部ヘラケズリ

砂粒含む ．酸化炎

　良好
茶褐色 床着

2 土師器
　圷

復口12，1

残存4，6

口縁部は外傾し、体部
は内傾気味となる。底
部は平坦面を成す。

口縁部内外ヨコナデ
　〃　外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

3 土師器
　圷

口径1L8
底径
器高5．3

口縁部は外反し、体部
に稜を付ける。底部は
丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
　〃　外ヘラケズリ

石粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

4 土師器
　圷

口径12．6

残存2．7

口縁部は内傾気味に開
き、体部は緩やかな稜
を付ける。

口縁部内外ヨコナデ
　〃　外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

5 土師器
　圷

口径13．3

残存3。5

口縁部は外傾し、体部
下位に稜を付ける。底
部は丸く納める。

体部外ヨコナデ
〃内ナデ
〃外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎 榿褐色 床着

6 土師器
　圷

口径14，7

残存4．1

口縁部は外反し、体部
に稜を付ける。底部は
丸く納める。

体部内外ナデ
底部外ヘラケズリ
〃内ヨコナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 床着

7 土師器
　杯

口径12．1

残存4．8

口縁部は外反し、体部
に稜を付ける。底部は
丸く納める。

体部内外ナデ
〃外ヘラケズリ
〃内ヨコナデ

砂粒含む 酸化炎 炎澄褐
色

床着

8 土師器
　碗

口径12．8
底径3．7
器高7．7

口縁部は短く外反し、
体部は内反気味に開
く。底部は丸く納める。

口縁部内外木ロナデ
体部内外ヘラケズリの
み木ロナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 床着

9 土師器
　鉢

口径14．4
底径5．0
器高12．0

口縁部は短く外反し、
体部は内反気味に開
く。底部は尖り気味の
平底。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ヘラナデ内ナデ

石粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

10 土師器
　甕

底径4．7
残存14．0

底部は尖り気味の平
底。

胴部内外ナデ
〃外粗いヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎 黒褐色 床着

2号住居吐（第339・340図　図版87・112表2）

　位置　W－13グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－110。一W／規模　3．30m×2．37m

（東西×南北）／壁高22c皿～34cm。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部

分は中央部よりカマド南方部と貯蔵穴に接する範囲で検出されている。／柱穴なし。／カマド

西壁中央に位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を短く三角形

に掘り込まれている。傾斜40。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は袖部

の下まで及ぶ。長軸48cm、短軸78cm、深さ13cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵

穴　長軸54cm、短軸49cm、深さ60c皿。楕円形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土2層、暗褐色土層1層の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　床面の中央部とカマド付近に集中して出土。貯蔵穴内のものはカマドから転落したような状

況で検出している。甕形土器7点、甑3点。カマド内より手づくねの甑1点、土鈴が1点、炭

化材1点出土。実測遺物13点。
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表2　2号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．8

残存4．0

体部は内反気味に開
き、直立気味の口縁部
に連続する。底部は平
底。

口縁部内外木ロナデッ
ケ
体
部
外 ヘラケズリ

砂粒を含
む

酸化炎 赤褐色 床着

2 土師器
小形甕

口径7．2
底径3，9
器高6，4

口縁部は短く外反し、
体部は直立気味とな
る。底部は平底。

口縁部内外ヘラケズリ 砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

榿褐色 床着

3 土師器
　甑

口径11．3
底径4．5
器高10．1

口縁部は外反し、体部
は開く。底部は平底。

口縁部内外木ロナデ
体部外ケズリのち木ロ
ナデ

砂粒を含
む

酸化炎 榿褐色 床着

4 土師器
　甕

口径19．8
底径8．3
器高21．5

口縁部は外傾し、胴部
は直立気味となる。底
部は突出した平底。

口縁部外指圧
胴部内外ヘリケズリ

砂石粒含
む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

5 土師器
長胴甕

口径19．3
底径5。4
器高27．0

口縁部は外反し、胴部
は長胴化する。底部は
突出した平底。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ
ロ縁部内タテヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 榿褐色 床着

6 土師器
長胴甕

口径21．3

残存22．4

口縁部は短く外傾し、
体部は開く。

口縁部外指圧
胴部外ヘラケズリ

砂粒石石
粒含む

酸化炎 明褐色 床着

7 土師器
長胴甕

口径15．8

残存29．8

口縁部は外反し、胴部
は長胴化する。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内木ロナデ

石粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着

8 土師器
　甕

口径16．5
底径6。0
器高31．0

口縁部は外反し、胴部
は長胴化する。底部は
平底。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着

9 土師器
　甕

口径16．1
底径7．9
器高35．3

口縁部は外反し、胴部
は長胴化する。底部は
平底。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヨコヘラナデ

石粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 床着

10 土師器
　甑

口径5．6
底径1．2
器高5，9

小型の甑。胴部は開き、

底部は突出気味の平底
で穿孔されている。

口縁部内外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 褐色 床着

11 土師器
　甑

口径17．5
底径2。7
器高11．5

口縁部は短く外反し、
胴部は開く。底部は平
底で穿孔されている。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ内ヘ
ラ工具ナデ、穿孔は調
整後

砂粒含む 酸化炎 澄褐色 床着

12 土師器
　甑

口径23．0
底径9．0
器高22．1

寸胴型の胴部に短く外
傾する口縁が付く。底
部は大きく穿孔されて
いる。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ

石粒含む 酸化炎 赤褐色
部分的
黒褐色

床着

13 土鈴
手づくね

器高4．8
幅　2．7

内部空洞
内部に小石状のものが
入る

細かい砂
粒多く含
む

酸化炎 黒褐色 床着
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表3　3号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　境
口径13．0
底径6．7
器高6．0

口縁部は内傾し、体部
は開く。底部は平底。

口縁部内外ヘラナデッ
ケ体部
内部内外ヘラケズリの
ちナデ　底部ナデ

砂粒多量
に含む

・酸化炎 淡褐色 床着

旦
4

2 土師器
　境

口径14．0
底径6．0
器高6．2

口縁～体部は内反気味
に開き、平底。

口縁部内外木ロナデ
体部内外ナデ
底部ヘラケズリ

砂粒を含
む

酸化炎
　良好

明褐色 カマド
完形

3 土師器
　境

口径16．3
底径4．5
器高6．2

口縁～体部は内反気味
に開き、底部は丸く納
める。

口縁部内外ヘラナデ
体部内外ナデ
底部ヘラケズリ

砂粒を含
む

酸化炎
　良好

淡褐色
（白味

が強い）

カマド
ほぼ完形

4 土師器
　圷

口径13．2

残存5。0

口縁部は外傾し、体部
は稜を付ける。底部は
丸く納めるもの。

口縁部内外ヨコナデ
体部内ヨコナデ
〃外ヘラケズリ

砂粒を含
む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

5 土師器
　甕

口径16．4

残存11．5

口縁部は短く外傾し、
胴部は長胴となる。

口縁部内ナデ
　〃　外木ロナデ
胴防外ケズリ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

淡褐色 床着

6 土師器
　甕

口径15。6
底径5．0
器高30．0

口縁部は短く外傾し、

胴部は長胴となる。底
部は突出気味の平底。

口縁部内外ナデ
胴部外ケズリ
〃内ヘラナデツケ

砂粒を含
む

酸化炎 淡褐色 覆土中

7 土師器
　甕

口径20．5

残存12．6

口縁部は短く外反し、
胴部は下膨れとなる。

口縁部内外木ロナデ
胴部外木ロナデッケ
〃内ケズリ風のナデ

ツケ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

明褐色 床着

8 土師器
　甕

口径1L3

残存18．8

口縁部は短く外反し、
胴部は下膨れとなる。

口縁部内外木ロナデ
胴部内外木ロナデッケ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

淡褐色 貯蔵穴

9 土師器
　甕

口径21．4
底径6．5
器高31．0

口縁部は短く外反し、
胴部は内傾し下膨れ、
底部は突出気味の平底。

口縁部内外ナデ、胴部
外幅広木ロナデッケの
ち棒状ナデツケのちヘ
ラケズリ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

淡褐色 床着

10 土師器
　甑

口径27．6

残存2L4

口縁部は短く外反し、
胴部は下膨れとなる。
底部は穿孔するもの。

口縁部内木ロナデ
胴部内指ナデツケ

砂粒を含
む

酸化炎 淡褐色 床着

11 土師器
　甑

口径21．6

残存19．6

口縁～胴部は開き、底
部は大きく穿孔される。

口縁部ナデ
体部外ヘラケズリ内ハ
ケ内面輪積痕残す

砂粒多量
に含む
〃荒い

酸化炎 明褐色 床着

12 土製品
　匙

残存3．8

径　L3
柄杓状土製品の柄の部
分である。押圧により
丸く仕上げている。

外ナデ 砂粒を含
む

酸化炎 明褐色 床着

13 土製品
　匙

残存5．0

径　L1
柄杓状土製品の柄の部
分である。押圧により
丸く仕上げている。

内外ナデ 砂粒を含
む

酸化炎 燈褐色 床着約％

14 土製品
　匙

残存13．2
径　1．2

柄杓状土製品のほぼ完
形に近い物である。

内外ナデ 砂粒石粒
含む

酸化炎 淡榿褐
色

床着
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3号住居祉（第341・342図　図版88・89・113　表3）

位置　N－14グリヅド／形態　方形／主軸方向　N－90。一E／規模　3・55m×3・40m（東西

×南北）／壁高　28cm～33。5c皿／壁溝　全周する。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体

に締まりがあり硬質である。なお、北西から南東にかけて近・現代の暗渠によって分断される。

／柱穴　4本。P1は貯蔵穴に重複して検出。覆土の観察では切り合いが認められないため、

同時期のものと考えられる。P1・径37cm、深さ60cm。貯蔵穴と重複する。P2・径37cm、深

さ62cm。P3・径37cm、深さ60c皿。P4・径36c皿、深さ59cm。／カマド　東壁中央部よりやや

北側に位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を短く半円形に掘

り込んでいる。傾斜は870を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の内

側におさまる。長軸48cm、短軸32cm、深さ6cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵

穴　南東隅に位置する。北側半分の上面を近・現代の暗渠に切られる。長軸76cm、短軸74c皿、

深さ64cm、方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と暗褐色土の3層に分かれる。

遺　　物

　カマド付近と貯蔵穴内とP1付近より出土した。カマド付近には土製匙が1点出土。実測点

数14点。

新旧関係

　13・15号土拡を切る。また、近・現代の暗渠に切られる。

4号住居埴（第343～345図　図版90・113・114　表4）

位置　N－15・16グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5．56m×44。03m

（南北×東西）／壁高　36cm～41cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体

に締まりがあり硬質である。／柱穴　5本。P1・径39cm、深さ43c皿。P2・長径31c皿、単径24

c皿、深さ46cm。P3・径29cm、深さ50cm。P4・径39cm、深さ42cm。P5・径24cm、深さ28cm。

カマド　北東壁中央部に位置する。前方部の焚口にあたる部分の天井部と袖は石を使用してい

る。後方は粘土で構築されている。甕形土器が2個体並列でカマドに架けられた状態で検出し

た。支脚は石を使用されている。煙道部は地山を短く円形に掘り込まれている。火床部はよく

焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の下まで及ぶ。長軸94cm、短軸90cm、深さ4cm。平面

は楕円形、断面は皿状を呈する。その上を土師器圷が伏せた状態で検出されている。また、両

袖の先端を破片（同一固体）で補強されている。／貯蔵穴南東隅に位置する。長軸54c皿、短

軸48c皿、深さ57cmを計る。隅丸長方形を呈する。

遺　　物

　カマドの西側より圷が床着1点。P4の直上及び床着破片6点出土した。実測遺物は14点で

ある。

新旧関係

　21号土拡・22号土砿にそれぞれ切られる。
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表4　4号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　境
口径10．8
底径6，2
器高6．1

口縁～体部は内反気味
に開き、底部は平底と
なる。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリのち
ナデ

細かない
砂粒を含
む

・酸化炎 灰褐色 床着

2 土師器
　圷

口径12．4
底径3．5
器高5．9

口縁部は外傾し、体部
は稜を付ける。底部は
丸く納め小さな平底と
なる。

口縁部内外ナデ
体部外ヨコナデ

石粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 床着

3 土師器
　坑

口径10．7
底径3．8
器高8．1

口縁部は短く内傾し、
体部は内反気味に開
く。底部は平底となる。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ

細要い砂
粒石粒含
む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

4 土師器
　坑

口径10。4
底径4。7
器高7．3

口縁部は内傾し、体部
は丸く納める。底部は
上げ底となる。

口縁部内外ナデ、体部
外ヘラケズリのちナデ
内ヘラケズリのちヘラ
ミガキ

細かい砂
粒石粒含
む

酸化炎
　良好

黒褐色 床着

5 土師器
　圷

口径14。4
底径4．5
器高7．5

口縁部は内傾し、体部
は丸く納める。底部は
平底となる。

口縁部内外ナデ
体部内外ヘラケズリの
ちナデ

細かい砂
粒石粒含
む

酸化炎
　良好

明褐色 カマド

6 土師器
　圷

口径11．8
底径8．0
器高5．0

口縁部は外傾し、体部
は稜を付ける。底部は
丸く納める。

口縁部内外ナデ
体部外ヨコナデ
底　ヘラケズリ

石粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

7 土師器
　圷

口径14．4

残存4．2

体部は内反気味に開
き、口縁部は一度内反
しさらに開く。

口縁部内外ナデ
体部外ハケメ

砂粒を含
む

酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

8 土師器
　甕

口径11．8

残存6．6

口縁部は外傾し、胴部
は余り張らないもの。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ
胴部内ヨコ方向のケズ
リ

細かい砂
粒を含む

酸化炎 赤褐色 カマド

9 土師器
　甕

口径16．6

残存23．7

口縁部は外反し、胴部
は最大径中位となる。

口縁部内ハケメ
胴部外ナデのちハケメ
のちナデのちケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着

10 土師器
　甕

口径18．7
底径7．7
器高29．9

口縁部は外反し、胴部
は最大径中位となる。
底部は突出気味の輪台。

口縁部内外ナデ
胴部外ハケメ、内木ロ
ナデツケのちハケメ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

11 土師器
　甕

口径15。0

残存25．4

口縁部は外反し、胴部
は最大径下位となり下
膨れとなる。

口縁部内外ナデ
胴部外ハケメのち部分
的にヨコケズリ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着

12 土師器
　甕

口径18．6
底径7．3
器高29．9

口縁部は外傾し、胴部
は最大径中位となり、
底部は平底となる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

13 土師器
　甕

口径16．0
底径5，6
器高27．4

口縁部は外傾し、胴部
は最大径中位となる。
底部は突出気味の平底。

口縁部内外ナデ
胴部外ナデッケのちケ
ズリ

底部ナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

黄褐色 床着

14 土師器
　甑

口径14．6

残存1L2

口縁～胴部は直線的に
開き、口縁は折り返さ
れる。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

細かい砂
粒含む

酸化炎 褐色 床着
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第345図　4号住居」止出土遺物（2）

5号住居祉（第346図　図版90・114表5）

位置　N・0－15・16グリッド／形態　方形／主軸方向　N－70。一E／規模　5。00m×4．97

m／壁高　25cm～29c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に締まりがあ

り硬質である。／柱穴　4本。P1・径26c皿、深さ74cm、P2・径26cm、深さ52cm、P3・柱

痕の検出あり。／カマド　東壁の中央部よりやや南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土

で構築されている。煙道部は地山を半円形に掘り込まれている。傾斜は60。を計る。火床部は

よく焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の下まで及ぶ。長軸110cm、短軸61cm、深さ5cm。

平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴　南東隅に位置する。長軸58cm、短軸44cm、深

さ61cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に4層に分層される。

遺　　物

　カマド付近と、南半分に集中して出土。土師器破片3点。（床着1点。）その他、自然礫1点。

粘土魂が3固体。それぞれ床着で出土。また、貯蔵穴内より甕と圷の破片が出土。実測遺物、

総点数9点。

新旧関係

　北西から南東へと幅48c皿、深さ40cmの近・現代の暗渠に切られる。
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第347図　5号住居吐出土遺物（2）

表5　5号住居堤出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径12．2
底径6，2
器高5．3

口縁～体部は内反気味
に開き、底部は平底で
上げ底気味になる。

口縁部内外ナデ 砂粒石粒
を含む

酸化炎 淡褐色 床着

2 土師器
　杯

口径12。6
底径7．5
器高5．6

口縁部は短く、体部は
稜を付け内反気味に開
く。底部は平底。

口縁部内外ナデ
体部外指圧
底部ヘラケズリ

石粒を多
量含む

酸化炎 淡褐色 床着

3 土師器
　圷

複口12．5

残存5．7

口縁は外傾し、体～底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヨコ方向のヘラ
ケズリ、内ナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

褐色 覆土中

4 土師器
　圷

口径12．0
底径5．8
器高4．2

口縁～体部は内反気味
に開き、底部は突出す
る平底。

口縁部内外ナデ
底部ヘラケズリ

砂粒石粒
を含む

酸化炎 黒褐色 床着

5 土師器
　圷

口径10．5
底径3。4
器高4，5

口縁は外傾し、体～底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

6 土師器
　杯

口径12．6
底径3．4
器高5．5

口縁は外傾し、体部は
稜を付け、体～底部は
丸く納めるもの。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
ヘラナデ、内ナデ

細かい石
粒を多量

酸化炎
　良好

燈褐色 床着

7 土師器
　圷

複口14．8

残存4，3

脚部は内部に稜を付
け、筒状からラッパ状
に開く。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
　　内ナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

榿褐色 床着

8 土師器
　高圷
台破片 残存5．5

不明土製品で頭部は丸
く柱状部はくびれる。
頂部は穴があく。

胴部内外ヨコナデ
〃内ヘラケズリのち

ナデ

細かい砂
粒を含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

9 有孔円
板

長さ5．4
幅　4．0
厚さ1．2

滑石製の石製品であ
る。対になる孔が穿た
れてある。

一 一 覆土中
完形
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第12層　灰褐色砂質土
第13層　灰褐色砂質土

第14層灰色砂質土
第15層　褐色ブ・ック含む

第348図　6号住居祉
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6号住居祉（第348・349図　図版87・114　表6）

位置　M－16グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－45。二E／規模　5．94m×3．50m／壁

高　68cm～70cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は中央部よりカ

マドの前方部と貯蔵穴の手前の範囲で検出。／柱穴　7本。P1～P4が主柱穴に相当する。

P5はP　lとP4の間に位置するため、支柱穴かと思われる。また、東壁寄りのP6とP7は

入口部分の柱穴に相当する可能性が考えられる。P1・径36c皿、深さ40cm　P2・径18cm、深

さ34cm　P3・径21cm、深さ40cm　P4・径22cm、深さ50c皿　P5・上径79cm、下径34cm、中

段深さ9cm、下段の深さ46cm　P6・径24cm、深さ51cm　P7・径29cm、深さ47cm／カマド

北壁やや東寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を半円

形に掘り込んでいる。傾斜は400を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。／貯蔵穴

なし。114号住居杜によって破壊された可能性が考えられる。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色砂質土と灰色砂質土を基調に9層と灰褐色土砂質土を基調に3層、

青灰色砂質土の細かく分けると14層に分層される。本遺跡の他の同時期の住居祉に比べ掘り込

みが深く土層が細かく分けられるが大きく分けると4層に分層される。

遺　　物

　カマドと貯蔵穴の手前に集中して検出されている。実測遺物8点。

表6　6号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径13．1 口縁部は短く外反し、 口縁部内外ヨコナデ 石粒を多 酸化炎 赤褐色 床着

圷 底径5，1 体～底部は丸く内に稜 体部外ヘラケズリ 量に含む 良好
器高4．5 を付ける。 内ナデのちミガキ

2 土師器 口径13．2 口縁部は短く外反し、 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 赤褐色 床着
圷 体～底部は丸く内に稜 体部外ナデのちヘラケ を含む 良好

残存4．5 を付ける。 ズリ

〃内ヘラミガキ

3 土師器 胴部は最大径を中位に 胴部外ケズリのちミガ 砂粒を含 酸化炎 暗褐色 床着
甕 底径6．9 取り、底部は平底とな キ む

残存13。7 る。

4 土師器 胴部は最大径を中位に 胴部外ヘラケズリのち 砂粒石粒 酸化炎 淡燈褐 床着
甕 底径6．0 取り、底部は平底とな ヘラナデ、内ヨコ方向 含む 色

残存16。9 る。 のハケメ

5 土師器 口径15。2 口縁部は外反し、胴部 口縁部内外ナデ 砂粒を含 酸化炎 褐色 床着
甕 底径5．5 は最大径を中位に取 胴部外ヘラナデのちへ む 良好

器高29．8 り、底部は平底となる。 ラケズリ

6 土師器 口径17．2 口縁部はrくの字」に 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着
甑 底径9．6 外反し、胴部は球形と 胴部外ハケメのちナデ を含む 良好

残器高 なる。底部は穿孔。 のちケズリ
28．1

7 高さ23．0 安山岩製の砥石であ 調整加表面にミガキが 石材安山 一 一 床着
石製品 幅　13，0 る。上面擦痕が著しい。 かかる 四

石

砥石 厚さ5．8

8 長さ9．2 凝灰岩製の砥石であ 凝灰岩 ㎜ 一 床着
幅　3．0 る。四面擦痕が著しく、

砥石 持ち運び用の穿孔があ
る。
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7号住居祉（第350図　図版90　表7）

位置　N－17グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模　4．58m×4．46m／壁高

6cm（僅かに掘り込みが遺存するる）8cm（掘り方）／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘

り込まれる。中央部が地山で周囲を黒色土の貼り床で整地されている。／柱穴　3本。P1・

径32cm、深さ46cm。P2・径38cm、深さ28c皿。P3・径32c皿、深さ32c皿。／炉　なし。／貯蔵

穴なし。

覆土の状況

　僅かに遺存している覆土から観察して自然堆積であることが窺える。また床面にコの字状に

検出している黒色土層は人為的な埋土であることが堆積状況から判明した。

遺　　物

　西寄りに集中する傾向を示している。床直上で土師器破片50点、自然礫1点。貼り床下より

1点出土。実測遺物総点数7点。

表7　7号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 復口13．6 口縁部は外傾し、体部 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中

圷 は下位に稜を付ける。 体部外ヘラケズリ 良好
残存3，5 底部は丸みを帯びた平 〃内ナデ

底。

2 土師器 復口13，0 口縁部は外傾し端部は 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 外榿褐 覆土中
圷 稜をなす。体部は下位 体部外ヘラケズリ 含む 良好

残存4．3 に稜を付ける。底部は 〃内ナデ
丸底。

3 土師器 復口14．5 口縁部は外傾し、体部 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 赤褐色 覆土中
圷 は下位に稜を付ける。 体部外ヘラケズリ 含む 良好

残存4，5 底部は平底。 〃内ナデ

4 土師器 脚部は裾広がりとな 胴部外タテ方向のヘラ 砂粒石粒 酸化炎 赤褐色 床着
高圷 復底12．1 り、3個の円形透かし ガキ内ヨコ方向のナデ 含む 良好

残存6．5 が穿たれている。

5 土師器 胴部は余り張らない。 胴部外タテ方向のハケ 砂粒石粒 酸化炎 燈褐色 床着
甕 メ 含む 良好

胴部 残存5．2 〃内ヘラケズリのち
ナデ

6 土師器 復口23．2 口縁部は直立気味に外 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 薄榿褐 床着
甕 反する。 胴部外タテ方向のヘラ 含む 良好 色

残存9．5 ケズリ内ヘラナデ

7 土師器 底径6．7 平底となるもの。 胴部外ヘラケズリ 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 床着
甕 残存3．5 〃内ヘラナデ 含む

底部
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8号住居祉（第351図　図版91表8）

位置　M，N－21・22グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5．78m×

4．70m／壁高　29cm～33cm。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は

主柱穴間の内側を中心に硬質化され、貯蔵穴に接する部分と外側まで及ぶ。／柱穴　7本。P

1～P4が主柱穴に相当する。P5は当初、位置からみて炉杜の可能性が考えられたが、調査

の結果、柱穴であることが判明した。P1・径40cm、深さ62cm。P2・径cm、深さcm。P3・

径c皿、深さcm。P4・径cm、深さcm。P5・径cm、深さcm。P6・径cm、深さc皿。P7・径cm、

深さcm。／炉　なし。／貯蔵穴　南東壁寄りに位置する。長軸94cm、短軸54c皿、深さ59cmを計

る。隅丸長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。

遺　　物

　主柱穴をコの字状に囲むように炭化材が検出されている。焼失家屋である。土器片（土師器

台付き甕、高圷、器台）は全体に散在して検出。特に貯蔵穴周辺に集中している。実測遺物点

数7点。

表8　8号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．6
底径4．0
残存2．8

口縁～体部は内反気味
に開き、底部は平底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部内外ヘラミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

澄褐色 床着

2 土師器
　圷

口径10．6
器高3．1
底径4。2

口縁～体部は内反気味
に開き、底部は平底と
なる。

内外ミガキ 砂粒含む 酸化良
好

燈褐色 覆土中

3 土師器
　圷

復口13．0

残存4．7

口縁～体部は内反気味
に開く。

外タテのハケメのちナ

デ
内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 床着

4 土師器
　甕

復口12．3

残存7．9

口縁部はrくの字」に
外傾し輪積み痕が残る。

内外ヨコナデ
胴部外タテのハケ目の
ちタテミガキ
内ヨコのイケメのちナ
デ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着

5 土師器
　甕

残存7．0 口縁部はrくの字」に
外傾し輪積み痕が残る。

口緑部分ナデ内ハケメ
のちナデ胴部内外ハケ
メのちナデ

石粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

6 土師器
台付甕
底部

残存3。0 脚部は裾広がりとなる
もの。

胴部外パケメのちナデ
　　内ナデ

石粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

7 土師器
台付甕

復底10．5
残存4．2

脚部は丸く納め、端部
は折り返し痕が顕著。

外面キザミのちナデ
内面ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 貯蔵穴
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9号住居祉（第352図　図版91表9　）

位置　N－23グリッド／形態　方形／主軸方向　N－451－E／規模　3．60m×3．58m（南北

×東西）／壁高　68cm～70c皿／壁溝　なし。／床灰色砂質土層に掘り込まれる。特に硬質化

された所は検出されていない。／柱穴　なし。／炉なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土の2層に分層される。

遺　物

　覆土中に台付甕・甕・高圷の破片が検出している。実測遺物点数13点。

表9　9号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

堵
口径11．8

残存4，2

口縁部は外反し、体部
との境はくびれ、体部
は丸く納める。

体部外面ハケ目調
整後ナデ

細かい砂
粒を含む

酸化炎 明褐色
内色
灰褐色

覆土中

2 土師器
圷

底径4．2
残存7。2

胴部は球形を呈し、底
部は上げ底となる。

体部外ミガキ
〃内ヨコナデ

細かい砂
粒を含む

酸化炎 褐色 覆土中

3 土師器
高圷
底部

残存2．2 圷部は下位に稜を付け
外反する。

体部外ハケメのちナデ
〃内ナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

褐色 覆土中

4 土師器
高圷
底部

残存4．2 杯部は丸く納め脚部は
裾広がりとなる。

体部外ヨコ方向のハケ
メのちミガキ
〃内丁寧なミガキ

砂粒石粒
を含む

酸化炎 褐色 覆土中

5 土師器
圷

口径11．4

残存6。6

口縁部は短く直立し胴
部は球形となる。 体部外丁寧なミガキ

〃内ナデ

細かい砂
粒を含む

酸化炎
　良好

褐色 覆土中

6 土師器
甕

口径16．2

残存9．0

口縁部はrくの字」に
外反し、内部に稜を付
ける。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外タテのハケメの
ちヨコのハケメ内ヘラ
ケズリ

砂粒石粒
を含む

酸化炎 黒褐色 覆土中

7 土師器
甕

口径13．石

残存3．2

口縁部は外傾、端部は
面をなす。外周押圧痕
が顕著である。

口縁部外指頭圧痕が残

る
　〃　内ヨコ方向のハ
ケメ

砂粒を含
む

酸化炎 褐色 覆土中

8 土師器
甕

残口径
　13．4
残存5．6

口縁部はrくの字」に
外反し、内部に稜を付
ける。

胴部内外ハケメ
砂粒石粒
を含む

酸化炎 赤褐色 覆土中

9 土師器
甕

口径26．0

残存12．1

口縁部は外反し、輪積
み痕を残す。

胴部外タテ方向のハケ
メのちヘラミガキ内ヨ
コ方向のハケメのちナ
デ

細かい砂
粒を含む

酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

10 土師器
甕
胴
部

残存9．6 胴部は球形を呈する。 胴部外ハケメのちヘラ
ケズリ

〃内ヘラケズリのち
ナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

褐色 覆土中

11 土師器
甕
胴
部

残存10．9 胴部は球形を呈する。 外タテのハケメのちナ
ナメのハケメ
内ヘラナデ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

暗褐色 覆土中

12 土師器
合付甕
底部

残存2．9 合付甕の脚部 胴部外タテ方向のハケ
メ
〃
内 ヨコナデ

砂粒石粒
を含む

酸化炎
　良好

褐色 覆土中

13 土師器
甕
底
部

残存高
　　1，9
底径7．0

平底となるもの。 外ヘラケズリ
内ヘラナデ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

明褐色 覆土中
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第354図　11号住居祉出土遺物

11号住居：吐（第353・354図　図版91表10）

位置　」一28グリッド／形態　方形／主軸方向　N－40。一E／規模　6．・15m×5．56m（東西

×南北）／壁高　39cm～55cm／壁溝　全周する。幅14cm～24cmを計る。／床　褐色砂質土層に

掘り込まれている。硬質部分は貯蔵穴の周りと中央部の一部P4とP8の間、北東隅と東壁寄

りの一部分に硬質化が認められる。／柱穴　20本。主柱穴はP1～P8が相当する。4本ずつ

2組くめ、主柱の立て替えが考えられる。柱痕はP7とP8より検出する。径18c皿を計る。新

旧関係はP1～P4が新しい。他に支柱2本、壁柱穴9本検出。
No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

長径c皿 32 24 26 25 26 44・ 49 41 19 20 43 22 19 20 17 16 14 19 24 14

短径cm 28
一

21
一 一

39 38 29 15
一

31・ 16
一 一 一 一 一

16
一

12

深さcm 52 43 36 49 51 55 45 48 45 20 69 21 13 14 20 25 25 26 23 22

／炉　なし。／貯蔵穴　南東隅寄りに位置する。長軸88cm、短軸67cm、深さ50cmを計る。隅丸

長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土基調に2層、黒色土の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　全体に散在して出土している。特に貯蔵穴内より集中して出土した。実測遺物点数10点。
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表10　11号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径7．6
残存高
　　3，4

口縁～体部は内反気味
に開く。

内外ミガキ 砂粒を含
む

酸化炎 明褐色 床着

2 土師器
　境

残存4．9 胴部球形となるもの。 外面ヘラケズリの後ミ
ガキ
内面ナデ

砂粒細か
い石粒を
含む

酸化炎
良好

褐色 床着

3 土師器
小形

　甕

復口1L4
器高10。1

口縁部は内反気味に開
き、胴部は内部で稜を
付け、球形を呈する。

内外ナデ 多量の石
粒石砂含
む

酸化炎
良好

黒褐色 床着

4 土師器
台付甕
脚台

残存高
　　4．4
底径5．4

丸く納めるもの。 外面タテ方向のヘラケ
ズリノ後ナデ
内面ナデ輪積痕を残す

砂粒石粒
を残す

酸化炎
良好

暗燈色 床着

5 土師器
台付甕
脚部

残存高
　　4．0
底径7．0

裾広がりとなるもの。 外面タテ方向のヘラナ
デ
内
面 ヨコナデ

石粒砂粒
を含む

酸化炎
良好

赤褐色 貯蔵穴

6 土師器
台付甕
脚部

残存高
　　3．6

脚部は裾広がりとなる
もの。

外面のタテのハケ目
内面ヘラナデ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

暗褐色 床着

7 土師器
　甕

残存高
　　1．5
底径7．6

平底となるもの。 脚部ナデ 底部外面
ヘラ削り
内面ヘラ
ナデ

砂粒石
粒含む

酸化炎 明褐色
床着

8 土師器
　甕
底部

残存高
　　4．8
底径6．2

胴部は球形を呈し、底
部は突出した平底とな
る。

外面ミガキ
内面ヘラ削りの後ナデ

細かい石
粒砂粒を
多量に含
む

酸化炎
良好

黒褐色 床着

9 土師器
　甕
底部

残存高
　　4．3
底径8．6

胴部は球形を呈し、底
部は平底となる。

胴部外面ヘラケズリ後
ヘラミガキ
内面ハケ目
底部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ
内面

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

10 土師器
　甕
胴部

残存高
　　7．3

胴部は球形となる。 胴部外面ヘラミガキ
内面上部ヘラナデ
下部ハケ目（ヨコ方向）

砂粒含む 酸化炎 淡燈褐
色

貯蔵穴

12号住居祉（第335図　図版91・92　表11）

位置　1－29グリヅド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．56m×3．50m（東

西×南北）／壁高　34cm～41cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。P2

とP3の間から、内側にかけて硬質化されている。

／柱穴　6本。P1・柱痕の検出あり。径12cmを計る。掘り方34cm、深さ55cm。P2・柱痕の

検出あり。径14cmを計る。掘り方長径36cm、短径32c皿、深さ39cm。P3・柱痕の検出あり。径16

cmを計る。掘り方長径36cm、短径34cm、深さ36cm、P4・柱痕の検出あり。径16cmを計る。掘

り方長径38c皿、短径34cm、深さ49cm、P5・柱痕の検出あり。径16cmを計る。掘り方径24cm、

深さ32cmを計る。／炉なし。／貯蔵穴　北西隅に位置する。長径32cm、短径29c皿、深さ56cm、

楕円形を呈する。

遺　物

　東壁と西壁寄りに土師器の破片が集中して出土した。実測遺物点数6点。
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表1112号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口縁部は素緑で、体部 砂粒含む 酸化炎 榿褐色 覆土中

杯 底径3．9 は内反気味に開き、底 体部内外ミガキ
残存3，8 部は上げ底となる。

2 土師器 復口13．2 口縁部は素緑で、体部 体部外ヘラケズリのち 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 床着
杯 底径4．5 は内反気味に開き、底 ミガキ内ミガキ暗文を 含む

器高5．3 部は平底となる。 残す
〃底部ヘラケズリ

3 土師器 口径16。2 口縁部は素緑で、体部 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着
圷 底径4．6 は内反気味に開き、底 体部外ハケメのちヘラ 含む 良好

器高6．1 部は上げ底となる。 ミガキ

4 土師器 脚部は裾広がりとな 体部外ヘラケズリのち 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中
高圷 底径11．4 り、端部は面をなす。 ミガキ 良好

残存4．3 透かし孔を複数有す 〃内ヨコ方向のハケ
る。 メ

5 土師器 復口14．0 口縁部はrくの字」状 自縁部外ハケメ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着
甕 に外反する。 胴部外ハケメのちナデ

残存15．5 ツケ
内ヘラケズリのち雑な
ミガキ

6 土師器 口径15，9 口縁部は折り返され、 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 燈褐色 床着
甕 胴部は中位に最大径を 胴部外ハケメのち雑な 良好

残存12．4 有す球形となるもの。 ミガキ

13号住居祉（第354図　図版92表12・13）

位置　J－29グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－80。一E／規模　4．17m×3．05m／壁

高　17。5m～18m／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。／柱穴　4本。P1・

径44cm、深さ54cm。P2・径34cm、深さ52c皿。P3・径40c皿、深さ48cm。P4・径34cm、深さ46

cm。／炉　中央部よりやや北西寄りに位置する。長軸46cm、短軸43cm、深さ10cmを計る。平面

はほぼ円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土1層、暗褐色土2層、黒褐色土1層の合わせて4層に分層される。

新旧関係

　14号住居杜を切る。

遺　物

　土師器圷、台付き甕、甕の破片が西側と東側に分布している。特に炉肚とP3とP4の間に

集中して出土した。実測点数8点。

表12　13号住居堤出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．2
底径3．9
器高4．5

口縁部は素緑で、体部
は内反気味に開く。

体部内外ミガキ 砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 覆土中

2 土師器
　甕

口径15．4

残存8，9

口縁部は内反気味に開
き、ひさご型となるも
の。一

口縁部内外ナデ
ヘラケズリのちミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

3 土師器
　甕

残存12．1 胴部は中位に最大径を
有す球形となるもの。

外面ハケ目調整のちミ
ガキ
内面ハケ目

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡燈褐
色

床着
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表13　13号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
4 土師器

　甕
口径16．6

残存6．0

口縁部は折り返され、
rくの字」形に短く外

傾する。

外口緑ナデロ辺タテの
ハケ目胴部ナデ
内面ヨコナデヘラ削り
のちナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 茶褐色 床着

5 土師器
　甕

口径15。1

残存7．9

口縁部は折り返され押
圧され、rくの字」形
に短く外傾する。

口縁部外指ナデ
ロ辺部ナデ胴部外
タテのミガキ内ヨコミ
ガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 覆土中

6 土師器
　甕

口径16．9
底径9．4
復器高
　　36．7

単口縁で輪積み痕を残
し直立気味に外反し、
胴部は肩が貼り、平底
となる

口縁部内ヨコナデ外ナ
デ
胴
部
外 内ヘラケズリの
ちミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

黒褐色 床着

7 土師器
台付甕 底径8。0

残存5．2

脚部は裾広がりで、端
部は面をなす。

外タテのハケ目下部ヨ
コナデ
内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 床着

8 土師器
　甕
ミニチュア

口径3．2
底径1．8
器高3．5

体部は直立気味で突出
する平底を有す。

指ナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 床着

16号住居祉（第357・358図　　図版92表14）

位置　M－29グリッド／形態　方形／主軸方向　N－40。一W／規模　6．00m×5．73m（東西

×南北）／壁高　53cm～55．5cm／壁溝　南東隅と南西隅の一部に検出。規模は幅cm、深さcmを

計る。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は主柱穴の内側を中心に硬質化され、東

側はP8と貯蔵穴付近まで及ぶ。

柱穴　11本。P1～P4が主柱穴に相当する。

Nα 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

長径cm 28 18 21 27 28 22 34 26 22 18 30

短径cm 一 一 『 一
24

一 一 一 一 一
26

深さc皿 49 61 39 37 32 34 31 35 37 40 40

※P1、P5より柱痕が検出されている。規模はP1・径10cm、P5・径12cmを計る。

／炉　中央部より南西側寄りに位置する。長軸49cm、短軸36cm、深さ6cm。平面は楕円形、断

面は皿状を呈する。／貯蔵穴　南壁に近接して南東隅寄りに位置する。規模は上幅・長軸99cm、

短軸72cm、下幅・長軸54c皿、短軸32cm、深さ49cm。隅丸長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に3層と黒色土、暗褐色土を合わせて5層に分層される。

遺　　物

　東寄りに集中して出土している。炭化材の検出状態も同様である。遺物は土師器圷、甕、小

形甕、台付き甕の脚部破片等である。実測点数12点。
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表14　16号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．0
底径2．4
残存4．1

口縁部は素緑で体部は
内反気味に開き、平底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
ヘラナデ内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

2 土師器
小形

　甕
底径3．8
残存5．8

胴部最大径は中位で偏
球形となる。底部は上
げ底気味となる。

胴部外ハケメのちミガ
キ
〃
内 ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着

3 土師器
　甕

残存2．7 頚部のくびれは緩やか
に丸みをもつ。

胴部外ミガキ
〃内ヨコナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中

4 土師器
　甕

口径12．1
底径3．2
残存9．7

口縁部は外傾し、胴部
最大径は上位に有す。
底部は上げ底となる。

胴部ハケメのち丁寧な
ミガキ内ヘラケズリの
ちミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

5 土師器
　壷

口径12，3

残存6．4

口縁部は内反気味に開
き、ひさご状となるも
の。

内ハケメ

外ハケメのちナデ
砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
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表15　16号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
6 土師器

器台
脚部

残存5．9 脚部は裾広がりで透か
し孔を有す。

内ハケメのちミガキ
外タテ方向のミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 床着

7 土師器
高杯
脚部

底径11．4
残存5．3

脚部は裾広がりで多
段、複数の透かし孔を
有す。

内上ヘラケズリ下ハケ
目のちナデ
外ハケメのちナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡燈色 床着

8 土師器
　甕

口径15。3

残存4．2

単口縁で輪積み痕・押
圧痕を残し、直立気味
に外反する。

口唇部ハケメ、胴部外
輪積痕のち指圧タテ方
向のハケメ内ハケメの
ちヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

9 土師器
　甕

口径18．6

残存17．2

単口縁で輪積み痕・押
圧痕を残し、直立気味
に外反する。

口唇部ハケメ、胴部外
輪積痕のち指圧ハケメ
のちヘラミガキ内雑ヘ
ラミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

10 土師器
台付甕

底径7．6
残存4。0

脚部は裾広がりで、端
部は面をなす。

胴部外ヘラケズリのち
ミガキのちタテ方向の
ハケメ部分的にヘラケ
ズリ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

11 土師器
台付甕

底径9．0
残存5．5

脚部は丸みを帯びて裾
広がりとなる。

胴部外タテ方向のハケ
メ
〃
内 ナデのちヨコ方
向のハケメ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

12 土師器
台付甕

底径10．1
残存6．0

脚部は丸みを帯びて裾
広がりとなり、端部は
面をなす。

胴部外ヘラケズリ
〃内ヨコ方向のハケ

メのちミガキ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

17号住居祉（第358図　図版92・114表16）

位置　L・M－30グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－26。一W／規模　5．52m×4．55m

（南北×東西）／壁高　12cm～16cm。南壁の一部を55号土砿に切られる。／床　褐色砂質土層

に掘り込まれている。全体に締まりがあり硬質である。／柱穴　8本。P1～P4が主柱穴に

相当する。P1・2段に亘って掘られている。上幅径59cm、下幅径22cm、深さ54cm。P2・径22

cm、深さ54cm。P3・径26cm、深さ48cm。P4・径28c皿、深さ59cm。P5・径18cm、深さ69cm。

P6・径14cm、深さ39cm。P7・径29cm、深さ46c皿。P8・径24cm、深さ49cm。P9・長径70

c皿、短径68c皿、深さ8cm。P9は平面はほぼ円形を呈する。断面は皿状を呈する。形態から炉

の可能性が考えられるが焼けた痕跡は見られない。また、貯蔵穴としては掘り込みが浅すぎる

ため柱穴に関するものとした。／炉　焼土が2箇所に認められる。中央部より東寄りに位置す

る。掘り方は楕円形呈する土砿状の掘り込みの覆土中に掘り込まれる。大きいほうは長軸50cm、

短軸34cm、深さ4cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。小さい方は堀り込みが認められず

焼上が浮いており、炉杜としての性格はうすい。／貯蔵穴　南西隅に位置する。貯蔵穴・長軸58

cm、短軸50cm、深さ52c皿。楕円形を呈する。
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覆土の状況

　自然堆積である。黒色土、黒褐色土、暗褐色土を基調に2層の合わせて4層に分層される。

遺　　物

　赤井戸系の甕の破片が床着で全体に亘って散乱している。さらに貯蔵穴内より手づくねの甕

と高圷が出土した。実測遺物点数7点。

※赤井戸系の土器を弥生後期の所産とする説もあるが周囲の住居祉からは石田川期の古式土師

と赤井戸系の土器が共伴して出土しているため本祉も古墳時代の住居肚として取り扱った。

表16　17号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　」宛

口径8。8
底径4．4
器高5．4

口縁部は押圧痕が残
り、体部は内反気味に
開き、底部は分厚く突
出する。

体部外ハケメのちヘラ
ナデ指圧内ハケメのち
ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

2 土師器
　甕

残存3．8 口縁部は折り返され、
端部は凹状に面をな
す。

二重口縁、口縁部外タ
テのハケメ内ヨコのハ
ケメ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

暗赤褐
色

貯蔵穴

3 土師器
　甕

残存4．7 口縁部は外傾し、輪積
み痕・押圧痕を残す。

口縁部内ヨコナデ外指
圧胴部外ハケメ調整

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 覆土中

4 土師器
　甕

残存4．2 口縁部は外傾し、輪積
み痕・押圧痕を残す。

口縁部外輪積痕、指圧
胴部外タテ方向のハケ

メ
内ヨコ方向のハケメの
ちナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中

5 土師器
　甕

口径14．7

残存13，0

口縁部は外傾し、輪積
み痕を残し、胴部は最
大径を中位に有す。

口縁部内ハケメのちミ
ガキ外ナデのちヘラケ
ズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

6 土師器
手づくね

ミニ圷

口径4．6
底径3．1
器高3．6

高圷の土製品。圷部は
椀状で脚部は開き端部
は面をなす。

手指ナデ 砂粒含む 酸化炎 燈褐色 床着

7 土師器
手ずくね

ミニ甕

口径3。．5

底径2．1
器高3．8

甕の土製品。口縁部は
短く直立し、底部は突
出する平底となる。

手指ナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 床着

18号住居吐（第360図　図版92　表17）

位置　M・N－30・31グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－30。一W／規模　4．70m×

4．32m　（南北×東西）／壁高　全体に亘って近・現代の耕作により削平され掘り込みが浅い。

O　cm～20cm。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。南壁が近・現代り耕作の削

平により消滅している。しかし、全体に締まりがあり硬質化されている為範囲をつかむことが

出来た。／柱穴　6本。P　l～P4が主柱穴に相当すると考えられる。P1・径28cm、深さ49

c皿。また、P1内より柱の支えに転用されたと考えられる土師器甕形土器の口縁部の破片が検

出された。径18cmを計る。P2・撹乱により上部を切られる。残存径18cm。床面より深さ49cm。

P3・径26c皿、深さ49cm。P4・径22cm、深さ49c皿。P5・径41c皿、深さcm。P6・径18cm、

深さcm。／炉　中央部よりやや東寄りに位置する。よく焼けて硬質化されている。掘り方は長

軸64c皿、短軸62cm、深さ！7cm。平面はほぼ円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴　中央部より

やや北寄りに位置する。長軸99cm、短軸92c皿、深さ39c皿。ほぼ円形を呈する。
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覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土の2層に分層される。

遺　物

　炉杜内より土師器甕の細片が3点出土。さらにP1より柱の補強としての転用と考えられる

土師器甕の口縁部が出土した。なお炉肚内出土のものは細片のため図化できなかった。実測遺

物点数1点。

表17　18号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
口径13．0

残存7．8

口縁部は外傾し、輪積
み痕・押圧痕を残す。

口縁部外指圧
胴部外ハケメ
〃内ハケメ部分ヘラ

ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

一451一



　ヤ　の　ヤ①峰㊦倉乎＼

　 　　　　レ
“

i軍脚　届　糧　　興

マ

餌　　　炉祉

　第1層里褐色土
　第2層暗褐色土

50cm

19号住居祉

第1層黒褐色土
第2層黒褐色土
第3層黒色土
第4層暗褐色土
第5層暗褐色土
第6層黒褐色土

0　　　　2m

4　71・弟

　漁凌一一一一 　　燃馨

　／’111　／　

13

　第361図　19号住居吐・出土遺物

，10cm



表18　19号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　境
口径7，8
底径2．8
器高4．5

口縁部は素縁で内反気
味に開き、底部はあげ
底気味となる。

口縁部内外ヘラミガキ
体部外ハケメ痕はみら
れない

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡黄褐
色

床着

2 土師器
　甕

口径8．1

残存9．8

口縁部は短く外反し、
胴部は球形となる。

口縁部内外ハケメのち
ヘラケズリ風ナデ胴部
外ナデツケ内木ロナデ
ツケ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡燈褐
色

床着

3 土師器
．甕

口径12．2

残存14。2

口縁部は短く外反し、
胴部は偏球形となる。

口縁部内ヘラミガキ
胴部外ハケメのちナデ
ツケ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

黒褐色 床着

4 土師器
　高圷
ミニチュア

口径6。2

残存3．5

高圷の土製品。圷部は
椀状となる。

口縁部内外ナデヅケ
体部外木ロナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 床着

5 土師器
小形高
　圷

口径8．4

残存4．1

高圷の土製品。圷部は
椀状となり、脚部は柱
状となる。

体部外ハケメのちヘラ
ミガキ
〃内ヘラミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡黄褐
色

床着

6 土師器
　高圷

口径10．6
底径9．7
器高7．9

受け部は浅く、脚部は
裾広がりとなり、透か
し孔を有する。

体部内外ヘラミガキ
掲部内ヘラケズリのち
ハケメ、円形の穿孔3
つ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

榿褐色 床着

7 土師器
小形甕

口径11．5

残存6．5

口縁部は折り返し外反
する。胴部は最大径を
上位にとる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外面ハケ目
〃内ヨコナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

外面赤
褐色

戸内面褐

色

床着

8 土師器
台付甕

口径16。7
底径8．4
器高21，7

口縁部は外反し端部は
面をなし、胴部は最大
径を上位に、脚部は丸
いo

口辺部指ナデ内ヨコハ
ケ目ナデ
胴部外ハケ目内上ナデ
中央外タテハケ目内ヨ
コナデ

砂粒石粒
多量含む

酸化炎
　良好

燈褐色 床着

9 台付甕
土師器

底径7，3
残存4．9

脚部は丸みを帯び端部
は面をなす。

胴部外ミガキ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

10 土師器
　甕

口径15。0

残存11．4

口縁部は直立気味に外
反し、端部は面をなす。

胴部は余り張らない

胴部外ヘラケズリのち
ハケメのち櫛描波状文
内ハケメのちヘラケズ
リ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

11 土師器
　甕

口径15．6

残存9．5

口縁部は輪積痕・押圧
痕を残し外反する。胴
部は偏球形となるも
の。

口縁部内ハケメのちヘ
ラミガキ
胴部外ハケメのちナデ
ツケ

石粒多量
に含む

酸化炎
　良好

榿褐色 床着

12 土師器
　甑 復底4．4

残存3，4

口縁～胴部は外傾す
る。口縁径は底径の3
倍以上有し単孔となる
もの。

胴部外ミガキ
〃内ナデのちミガキ

底部に穿孔あり

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

13 土師器
　甕 底径6．6

残存4．8

底部は浅く突出し平底
となる。

胴部外タテのミガキ
〃内丁寧なミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着
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19号住居祉（第361図　図版93・114・115　表18）

位置　N－31グリヅド／形態　長方形／主軸方向　N－450－E／規模　4．04m×3．13m（東

西×南北）／壁高　44．5cm～5L5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質

部分は主柱穴間の内側を中心に南側にかけて一部が南壁寄りに延びる。また、炭化材が、検出

されている。検出状況から観察して焼失家屋の可能性が考えられる。／柱穴　5本。（貯蔵穴

内にも柱穴状の掘り込みが検出されているが、切り合いが認められないため貯蔵穴の一部とし

て取り扱った。）P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径21c皿、深さ49cm。P2・径f4cm、

深さ54cm。P3・径12c皿、深さ54cm。P4・径21cm、深さ50cm。P5・径22c皿、深さ42cm。掘

り方の径は小さい。ほぼ柱の径と変わらないのではないかと考えられる。／炉　中央部より北

寄りに位置する。長軸48cm、短軸40cm、深さ4cm。平面形は楕円形、断面形は皿状を呈する。

地床炉である。／貯蔵穴　南東隅寄りに位置する。柱穴状の掘り込みと重複する。覆土の観察

から切り合いは認められなかった。長軸53cm、短軸47c皿、深さ21cm。楕円形を呈する。柱穴状

の掘り込みは径21cm、貯蔵穴底面より深さ24cm。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色を基調に3層、黒色土と暗褐色土を基調に2層の合わせて6層に分

層される。

遺　　物

　土師器台付き甕、甕、圷の破片が全体に亘って散乱して出土した。また、南東隅には集中す

る形で台付き甕、小形台付き甕、器台が横位で出土した。全体的に遺物は、やや西寄りに散ら

ばる傾向を示す。土師器（台付き甕・高圷・器台等）の破片25点出土した。その他、自然礫2

点（床着）と炉肚内より2点出土した。炉祉内のものは火熱を受けている。焼石として使用し

た可能性が考えられる。実測遺物点数13点。

20号住居祉（第362　図版93　表19）

位置一G－35グリッド／形態　不整長方形／主軸方向　N－300－E／規模　7．06m×5．35m

（南北×東西）／壁高　30cm～36cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体

に亘って硬質化されている。／柱穴　7本。P1・P6・P7が深さと直角の方向からみて主

柱穴と考えられ、残りの1本は風倒木によって破壊されたものと思われる。P1・径39cm、深

さ32cmを計る。P2・径32cm、深さ34c皿、柱痕が検出している。径18cmを計る。P3・径24c皿、

深さ47cmを計る。P4・径41c皿、深さ33cm。P5・長径は風倒木祉に切られ不明。短径36c皿、

深さ38cm。P6・径31cm、深さ32cm。P7・径24cm、深さ31cmを計る。／炉　なし。／貯蔵穴

なし。

覆土の状況　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層に分層される。

遺　物覆土中より土師器の細片が15点出土している。胴部の細片の為、実測不可能であっ

た。実測遺物点数1点

備考新旧関係は南西側を21号住居量切られ、南東寄りを風倒木により切られる。本住居

肚に伴う遺物の検出が見られない為、明確な時期は不明であるが覆土の状況や覆土中出土の遺

物から古墳時代の所産のものと考えられ、21号住居杜より古い事は断定できる。
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番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
残存長
　7．3cm

単節LRの斜行縄文を
施す

砂粒石粒
含む

酸化炎 暗褐色 床着
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21号住居吐（第363図　図版93　表20）

位置　9－34グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一W／規模　5．03m×4．50m（東

西×南北）／壁高　25c皿～34cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に亘

って面をなしているが硬質部分は検出されなかった。／柱穴　4本。主柱穴はP1～P3が考

えられる。P1と対角線上に柱穴の検出が考えられたが調査の結果、検出はみられなかった。

P1・径32cm、深さ60cm。P2・径18cm、深さ30cm。P3・径29c皿、深さ28c皿。P4・径28c皿、

深さ32c皿。以上のように深さは一定ではない。／炉　中央部より北寄りに位置する。長径56cm、

短径46c皿、深さ4c皿。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。地床炉である。／貯蔵穴　西壁寄

りのほぼ中央寄りに位置する。2段に亘って掘られている。長軸64cm、短軸46cm、深さ上段20

cm、下段36c皿を計る。隅丸長方形を呈する。

新旧関係　20号住居肚を切る。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土、黒色土、暗褐色土の3層に分層される。

遺　　物

　中央部よりやや北寄りに集中する傾向を示している。実測遺物点数8点。

表20　21号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（㎝） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径14，3 口縁部は素縁で体部は 体部内外ミガキ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中

境 底径5．2 内反気味に開き、底部 含む 良好 全体の約
器高6。2 は平底となる。 1

一
の
2

残存

2 土師器 脚部は裾広がりとな 脚部外タテ方向のミガ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 床着
器台 底径11．2 り、透かし孔を有す。 キ 良好 脚部破片

残存5，0 内ハケメのちナデ
で消す

3 土師器 脚部は裾広がりとな 脚部外タテ方向のミガ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着
器台 底径10．6 り、端部でさらに外反 キ 良好 脚部破片

残存7，7 気味となる。 内ヘラケズリ

4 土師器 口径15。4 口縁部は折り返され外 頸部内外ハケメのちへ 砂粒石粒 酸化炎 明褐色 床着
甕 傾する。 ラミガキ 含む 良好

残存6．3

5 土師器 復口16。0 口縁部は外反するもの。 頸部内外ハケメのちへ 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 床着
甕 ラミガキ 含む 良好

残存4．9

6 土師器 胴部は中位が最大径と 体部外ヘラケズリ 砂粒石粒 酸化炎 赤褐色 床着
台付甕 なり、脚部は丸みを帯 内木ロナデ 含む 良好 胴部下半

残存13．3 びる。 破片

7 土師器 脚部は丸みを帯びるも 脚部外ハケメのちナデ 砂粒石粒 酸化炎 暗赤褐
器台 底径9。4 ので、端部は面をなす。 内ヘラナデ 含む 良好 色 床着

残存4。1 脚部破片

8 土師器 復口14．2 口縁部は折り返され外 口縁～頸部丁寧なミガ 砂粒石粒 酸化炎 橿褐色 覆土中
甕 反する。 キ 含む 良好

残存6．4
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22号住居吐（第364図　図版93・94表21・22）

位置　G・H－33グリッド／形態　調査区域外に延びているが、柱穴の位置からみて方形であ

る事が推定される。／主軸方向N－45。一E／柱穴4本。主柱穴はP1～P3が相当すると考

えられる。P1・柱痕が検出されている。径17c皿を計る。掘り方径38c皿、深さ76c皿。P2・柱

痕が検出されている。径18c皿を計る。掘り方径38cm、深さ76cm。P3・柱痕が検出されている。

径18cmを計る。掘り方32cm、深さ76c皿。P4・径28cm、深さ22cm。／炉　遺構は調査区域外に

延びているため検出されている範囲内においては見られなかった。／貯蔵穴　調査範囲におい

ては見られなかった。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に3層と黒色土の合わせて4層に分層される。

遺　　物

　西寄りに集中する傾向を示す。土師器台付き甕、高圷、小形高圷の破片が床着で出土した。

実測遺物点数13点。

表2122号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口縁部は素縁で外傾す 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着

器台 底径9．5 る。底部は平底となる 胴部内外ミガキ 良好 脚部破片

残存3。0 もの。

2 土師器 脚部は大きく開き、端 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

器台 復底15。7 部は面をなす。透かし 脚部内外ミガキ 良好 脚部破片

残存3。0 孔を有す。

3 土師器 口径7，8 土製品。口縁部は折り 口縁部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中

甕 底径4。8 返されて外反し、胴部 胴部外指圧のちナデ 良好 ほぼ完形
ミニチュア 器高6．4 は寸胴で平底となる。 内木ロナデ

4 土師器 口径9。8 口縁部は内反気味に外 口縁～胴部内外ハケメ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

甕 底径4。5 傾し、胴部は偏球形と のちミガキ 良好 完形

残存7．7 なる。底部は平底で凹
む。

5 土師器 口径8．8 口縁部は短く直立し内 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中

甕 に稜を有す。 胴部外ミガキ 良好 胴部上半

残存4．9 内ナデ
1
一
残
存
4

6 土師器 口径10．9 口縁部は折り返され外 口縁部内外ハケメ 砂粒石粒 酸化炎 床着

甕 傾する。胴部は余り張 胴部外ハケメのちナデ 含む 良好 灰褐色 口縁～胴

残存5．5 らない。 内ヘラケズリ 部上半

7 土師器 口径15。5 口縁部は外反するもの。 口縁部内外ハケメ、頸 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

甕 部ヨコ方向ハケメのち 良好 口縁～胴

残存5．4 タテのハケメ内ヘラケ 部上半
ズリ

8 土師器 厚手で平底となるもの。 胴部外ヘラケズリ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着

甕 底径7。2 内ナデ 含む 底部破片

残存3，0

9 土師器 平底となるもの。 胴部ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中

甕 底径7．4 内ナデ 良好 底部破片

残存L4
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表2222号住居堤出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
10 土師器 口径16．1 口縁部は輪積痕・押圧 口縁部内ハケメのちミ 砂粒含む 酸化炎 榿褐色 覆土中

甕 痕が残り外傾する。胴 ガキ外指圧、胴部内外 良好 全体の約
残存24．4 部は最大径中位とな

る。

ヘラケズリのちハケメ
のちミガキ

1
す
残存

11 土師器 口径15．7 口縁部はrS字」状で 口縁部内ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
甕 薄手となる。 胴部外ハケメ 良好 口縁～胴

残存3．7 外ナデ 部上半
12 土師器 口径14，6 口縁部はrS字」状と 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 暗褐色 床着

甕 なる。 頸部外タテのハケメ 含む 良好 口縁の約
台付 残存2，1 内指圧 1

万
残存

13 土師器 土製品。口縁部は短く 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 澄褐色 覆土中
甕 底径3．2 外傾し、平底となる。 内木ロナデ 良好 胴部上半

ミニチュア 残存4．3 1
万

残存
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23号住居吐（第365図　図版94・115　表23）

位置　f－32グリヅド／形態　長方形／主軸方向　N－10。一W／規模　5．14m×4．26m（南

北×東西）／壁高　7c皿～10・3cm／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質土に掘り込まれる。全体

に締まりがあり硬質である。／柱穴　6本。P1～P4が主柱穴に相当すると考えられる。P

1・径34c皿、深さ52cm。P2・径32cm、深さ56cm。P3・径34cm、深さ62cm。P4・径32cm、

深さ54cm。P5・径32cm、深さ13cm。P6・長径38cm、短径29cm。深さ41cm。／炉・カマド

地床炉4基。炉A・長軸64cm、短軸34cm、小判形を呈する。深さ8cm、掘り込みは皿状を呈す

る。炉B・長軸89cm、短軸38cm、小判形を呈する。深さ9cm。掘り込みは皿状を呈する。炉C

・長軸64c皿、短軸38cm、楕円形を呈する。深さ9cm。掘り込みは皿状を呈する。炉D・長軸58

c皿、短軸14cm、瓢箪形を呈する。深さ4～8cm。皿状を呈する。4基共によく焼けており、硬

質化している。貯蔵穴　北東寄りP4に近接して位置する。長軸54cm、短軸44cm、深さ54cm。

楕円形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土、黒褐色土、黒色土の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　中央よりやや北寄りに集中する傾向を示す。また貯蔵穴内より出土している。総点数・土師

器46点、うち床着35点、貯蔵穴内5点。P1内より1点。自然礫が、床着で3点、貯蔵穴内よ

り1点出土している。実測遺物点数4点

備　　考

　当初、柱穴間の距離と直角方向からみてP1より西側の位置に主柱穴の存在を考えたが、調

査の結果、検出はなかった。また、P1と対応するものと考えてい’た楕円状の掘り込みは他の

柱穴と比べ底面の柱状の踏み固めが認められず遺物が集中して出土していた事から、貯蔵穴と

して取り扱った。

表2323号住居祉出土遺物観察奉

番号 器　種 法量（c阻） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　増
口径13，0

残存6．6

鉢形のもので、口縁部
は内反気味に開き内稜
となる。体部は偏球形。

体部外ハケメのちミガ
キ
　
　
内 ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 床着

1
万
残存

2 土師器
　甕

口径11．4

残存5．1

口縁部は外傾する。 口縁部内外ナデ
胴部外内ハケメ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 覆土中1

口縁部万
残存

3 土師器
　甕 底径5．0

残存2．5

口縁部はrS字形」と
なり器肉は薄い。

胴部外ヘラケズリのち
ミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着
底部

4 土師器
　甕

口径16．4

残存3．0

底部は平底となる。 口縁部内外ナデ
頸部外ハケメ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

覆土中
頸部破片
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24号住居吐（第366図　図版94　表24）

位置　9－32グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－85。一E／規模　5。86m×4．86m（東

西×南北）／壁高　19．5m～20m／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部

分はほぼ柱穴間の内側に限定される。／柱穴　4本。主柱穴に相当する。P1・柱痕が検出し

ている。径28c皿を計る。掘り方径41c皿、深さ40cm。P2・柱痕が検出している。径18cmを計る。

掘り方径44cm、深さ34cm。P3・柱痕の検出なし。掘り方径39cm。P4・柱痕が検出している。

径24cmを計る。掘り方径43cm、深さ44c皿。／炉　地床炉2基。炉A・径34cm、円形を呈する。

深さ4c皿。掘り込みは皿状を呈する。炉B・長軸84c皿、短軸72cm楕円形を呈する。深さ9cm、

掘り込みは皿状を呈する。／貯蔵穴　上幅・長軸66c皿、短軸64cm。中幅・長軸44cm、短軸44cm。

下幅・長軸30cm、短軸24cm。深さ55c皿。平面形は隅丸方形を呈する。断面形は2段掘り逆台形

を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土、黒褐色土、黒色土の3層に分層される。

遺　　物

　南東寄りに集中する傾向を示す。土師器台付き甕、高圷の破片が出土した。その他、自然礫

3点床着で出土。実測遺物点数8点。

表24　24号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 残存4．9 受部は横に広がる。脚 体部内ミガキ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着

器台 部は内反気味にひろが 脚部外ケズリのちミガ 良好 脚部下
り、透かし孔を有する。 キ 半欠損

〃内ヘラナデ
1
一
残
存
2

2 土師器 脚部は裾広がりで、透 脚部外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
器台 復底1L　O かし孔を有する。 〃内ナデ 良好 脚部破片

残存3．7 1
τ
残存

3 土師器 残存4．6 口縁は外反し折り返さ 口縁部外指圧ナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 床着
台付甕 れた端部は押圧痕を有 良好 口縁部破

する。 片

4 土師器 底部は平底となる。 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 褐色 床着
甕 底径6．6 内ヘラケズリのち 良好 底部破片

残存L4 ナデ

5 土師器 底部は平底となる。 胴部外ヘラケズリ 砂粒石粒 酸化炎 赤褐色 床着
甕 底径6．6 内ナデ 含む 良好 底部破片

底部 残存1．5

6 土師器 残存高 胴部片 外ヨコのハケメ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 胴部破片
甕 6．6 内ナデ 良好 床着

胴部

7 土師器 残存2．5 脚部片 脚部外ハケメのちナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
台付甕 内ナデ 良好

脚部

8 土師器 口径5．4 体部は短く開き、底部 指ナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 床着
手づく 底径3．7 は平底となる。 良好
ね 器高1．7
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25号住居祉（第367図　図版94・115表25）

位置　F－30グリヅド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一W／規模　5．43m×4．14m（南

北×東西）／壁高　55c皿～105c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部

分は炉肚の周辺に認められる。／柱穴　5本。P1・長径34cm、短径24cm、深さ24cm。P2・

、径38cm、深さ13cm。P3・径39c皿、深さ42cm。P4・柱痕が検出している。径14cmを計る。掘

り方径38cm、深さ53．5c皿。P5・径40c皿、深さ23cm。P1、P4、P5が直角線上にあり主柱

穴と考えられる。／炉・カマド　地床炉3基検出。炉A・長軸114cm、短軸64cm。楕円形を呈

する。深さ7cm。掘り方は皿状を呈する。炉B・長軸54cm、短軸42cm。楕円形を呈する。深さ

6cm。掘り方は皿状を呈する。炉C・長軸28c皿、短軸24cm。ほぽ円形を呈する。深さ6cm。掘

り方は皿状を呈する。／貯蔵穴　長軸62c皿、短軸56cm、深さ26cm。楕円形を呈する。3基共に

よく焼けており硬質化されている。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土、黒褐色土、黒色土の3層に分層される。

遺　　物

　全体的に土師器台付き甕、高圷等の破片が散乱して出土している。また、貯蔵穴内より土師

器破片7点出土した。実測遺物点数4点。

備　　考

　炉AはP5に切られる。同時期に付随していたとは考えにくい。P5の構築以前に使用され

たものと考えられる。しかし、調査では以前のものと考えられる柱穴の検出はなかった。

表25　25号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 脚部は筒状より裾広が 脚部外タテ方向のミガ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 貯蔵穴

高圷 底径14．0
残存7．4

りとなるもので透かし
孔を有する。

キ
〃
内 ヨコ方向ヘラケ
ズリ

含む 　　1脚部τ残
存

2 土師器 脚部は裾広がりとなる 脚部外ケズリのちミガ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 貯蔵穴
台付甕 底径10．3 もの。 キ 良好 脚部破片

残存3．7 〃内ヘラケズリ

3 土師器 口径9．1 受け部は外稜を有し外 体部内外ミガキ 砂粒石粒 酸化炎 赤褐色 貯蔵穴
器台 反する。脚部は裾広が 脚部外タテ方向のミガ 含む 良好

残存8．5 りとなり透かし孔を有 キ
する。 内ヨコのミガキ

4 土師器 口径12．7 口縁部は外反し、折り 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 貯蔵穴
甕 返された端部は押圧痕 外指ナデ 含む 良好 口縁破片

残存5．1 を有する。
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26号住居吐（第368・369図　図版94・115表26）

位置　e・f－32グリヅド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一W／規模　6．53m～5．54m

（東西×南北）／壁高　30c皿～37cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質

部分は主柱穴間の内側を中心に北側と西側は支柱穴付近まで及ぶ。床面上には多くの炭化材と

焼土が検出されている。焼失家屋である。細かく観察すると炭化材はそれぞれ中心に向かって

一定の方向を示し放射状を呈する。これは上屋の基本構造を示しているものと考えられる。／

柱穴　17本。P1～P4が主柱穴に相当する。

No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

長径cm 13 13 17 13 14 20 14 21 28 13 24 24 29 24 10 19 37

短径cm 一 一 一 一 一 『 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一
32

深さcm 61 62 57 56 14 61 27 20 24 18 17 18 20 ．35 60 13 7
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表26　26号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

鉢形
残存4．5 体部は内反気味に開

く。

口縁部内ナデ
外ハケ目のちナデで消

す
体部下半ヘラケズリ痕
残す

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

明褐色 覆土中
1
一
残
存
4

2 土師器
鉢形

口径2L3
残存高
　　7．4

体部は内反気味に開く
大振りのもので有る。

内ヨコ方向のミガキ
外ヘラケズリの後ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中
1
一
残
存
4

3 土師器
高圷

口径19．1

残存5。5

体部は内反気味に開
き、底部は平底となる
様相を呈す。

口縁部内ナデ外ミガキ
体部外ハケメのちミガ
キ
〃
内 ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 貯蔵穴

4 土師器
高圷

底径7．1
残存1．9

脚部は裾広がりとな
り、端部でさらに開く。

透かし孔を有する器台
である

脚部外ハケメのちミガ
キ
〃
内
雑 なミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中
1
一
残
存
3

5 土師器
器台

口径9。8

残存6。2

受け部は椀状で、脚部
は裾広がりとなる。

口縁部内外ナデ
体部外内ヨコミガキ
脚部外タテミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

燈褐色 覆土中
3
一
残
存
4

6 土師器
手　ね

口径7。2
底径2．4
器高6．2

体部は垂直気味にな
り、底部は異様に突出
した平底となる。

指ナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着

7 土師器
　甕

口径8。9

残存4．8

口縁部は短く開き、端
部を折り返す。胴部は
張らない。

口縁部内ナデ外指圧痕
胴部外部分的ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中
1
一
残
存
4

8 土師器
　甕

口径18．0

残存6．0

口縁部は内稜を有し外
反する。輪積み痕と押
圧痕を残す。

口縁部内雑なミガキ
　　外指圧痕

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中
1
一
残
存
2

9 土師器
　甕

残存高
　　2．9

口縁部はrS字形」に
外反する。

口縁部内外ヨコナデ
頸部内ナデ
外タテのハケ目

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 覆土中

10 土師器
　甕

残存高
　　3．9

口縁部は外反し、折り
返されるもの。

口縁部内内ヨコのハケ

目
外ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 覆土中

11 土師器
　甕

口径23，2
残存高
　　4，5

口縁部は外反し、折り
返されるもの。

口縁部外ヨコナデ
内ナナメのハケ目
口辺部外タテ内ヨコの
ハケメ

砂粒含む 酸化炎 暗褐色 床着

12 ’土師器

　甕
口径15．3

残存3．9

口縁部は内反気味に開
き、輪積み痕・押圧痕
が残る。

口縁部内タテのハケメ
外指圧痕、頸部外ハケ
メ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

13 土師器
　増

残存高
　　3．5

口縁部は内稜を有し外
反する。

外面ハケ目
内面ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

14 土師器
　甕

残存4．9 口縁部は内稜を有し外
反する。

胴部外ハケメのち雑な
ミガキ内ハケメのちヘ
ラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 覆土中

15 土師器
　甕

口径12．6
底径5．2
器高12．3・

体部は張らず、口縁部
はわずかに開く。底部
は平底となる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外内ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 貯蔵穴

16 土師器
　甕 底径6．6

残存3．9

底部は平底となる。 胴部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 貯蔵穴

17 土師器
　甕 底径6．5

残存2．5

底部は平底となるもの
でわずかに上げ底とな
る。

胴部外ヘラケズリのち
ナデ、内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

褐色 床着

18 土師器
　甕

口径1L1

残存11．2

口縁部は内稜を有し外
反する。胴部は中位に
最大径をとり球形を呈
する。

口縁部内外ナデ、胴部
外ヘラナデのち雑なミ
ガキ内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

褐色 床着

19 土師器
台付甕

底径9．5
残存3．7

脚部は内反気味に開
き、端部を面となす。

脚部外ハケメ
　　内木ロナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中
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貯蔵穴　南西寄りに位置する。2段に亘って掘られている。上幅・長軸126cm、短軸74cm。中

幅・長軸64cm、短軸31cm、下幅・長軸42cm、短軸29cm、深さ56cm～69cm。隅丸長方形を呈する。

近接して覆土の状況から切り合いがなく付随すると考えられる踊り場状の掘り込みが検出され

ている。規模は上幅・長軸96c皿、短軸54cm、下幅・長軸96c皿、短軸41cm、深さ13cmを計る。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色土基調に2層の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　土師器台付き甕、高圷の破片が全体に散乱して出土した。さらに砥石が1点床着で出土した。

実測遺物点数19点。

27号住居堤（第370・371図　図版94・115表27・28）

位置　d－27グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－90。一E／規模　6．70m×5．74m／壁

高　23・5cm～35cm／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に硬質化され

ている。貯蔵穴A付近が一段高く段状になっている。入り口部の可能性が考えられる。柱穴

7本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径28c皿、深さ44cm。P2・径21cm、深さ43cm。

P3・径28cm、深さ44cm。P4・径24cm、深さ44cm。P5・径22cm、深さ19cm。P6・径18cm、

深さ19cm。P7・径26cm、深さ23c皿。／炉　長軸66cm、短軸46cm、深さ10c皿。平面は楕円形、

断面は皿状を呈する。地床炉である。／貯蔵穴　南東隅と南西隅の2カ所に検出。南東隅に位

置する貯蔵穴Aは長軸58c皿、短軸42c皿、深さ32cm、楕円形を呈する。南西隅に位置する貯蔵穴

Bは長軸76cm、短軸65c皿、深さ11c皿。不整長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土基調に2層の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　全体に土師器高圷、圷、器台、甑、甕の破片が散乱した状態で出土した。そのほか、床着で

自然礫が出土した。実測遺物点数16点。

備　　考

　貯蔵穴Bは掘り込みが浅いので貯蔵穴とするのは疑問であるが形態及び位置的なものから可

能性が考えられ便宜上貯蔵穴として取り扱った。

表2727号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　堵
口径13．0

残存7．6

口縁部は内反気味に開
き胴部はひさご状とな
る。

体部外内丁寧なミガキ 砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 床着

2 土師器
　壷

口径12．5

残存8．5

口縁部は内反気味にわ
ずかに開き、内稜とな
る。

口縁部内外ナデ
頸部外内丁寧なミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

明褐色 覆土中
口縁部破
片

一469一



　ぱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　 ゆ

　ぎけ　　　　　　　　は　　　レ　　ト　ロ　　　ノ

　　　　　．・．＿轍癒羨
　　　　　　　　モ　ユ　　　　のハ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　“愚・1す・筏　一蕪“
　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、一／　　　　　・　　　　　SPA
　　　　　。’　　●回　　　　　　　　　　．＿　　　　　　　　　　　　　則：蔵穴B

　　　　　　　　　　　　　　　　　 れ　　

　　　　　　　　　　　　ま　が　　　　　　　　ト　ド　の　ノ
　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　の　　　　

　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のの

　聡　　　．　　　　　　一1　第1鷺難圭

　　　27号住居堤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3層　暗褐色土

・　　　2m　霧1羅褐色色圭　　　　B貯蔵穴
　　　第3層黒褐色土　　　　　　　第1層黒褐色土
　　　　　　第2層暗褐色土
　ヲー　　／ζ　　－、％萎

麟ミミミ

　　2　　　獅ノー一4　　　コ… ・

　　　　　　　　ノコノピ　　　　　　　　ノず欝重獲多　N～“Fh』　　／隊
　　　　　　　　　’、　　　6　　　　　＿』二ー　　　　　二二〃¢
　　　　　｝　／、　　10
　　　　　　　　0　　　　　　10cm
　　　第370図　27号住居：肚・出土遺物（1）

　　　　一470一



表28　27号住居堤出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
3 土師器

器台
底径13，3
残存6，3

脚部は裾広がりとな
り、2段に亘り透かし
孔を有する。

脚部外ヘラミガキのち
斜ヘラミガキ
　内ケズリのちナデ
ツケ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

暗褐色 床着

4 土師器
高圷

口径11．0
底径6．1
器高9．1

圷部は椀状で口縁端部
がわずかに内反する。
脚部は開き端部は面を
なす。

体部外ヘラケズリのち
ナデ
脚部外ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡褐色 床着

5 土師器
高圷

口径19，2
底径10．0
器高12．6

圷部は椀状を呈する。
脚部は裾広がりとな
り、透かし孔を有する。

口縁部内外ミガキ
脚部外斜ミガキ

　内ナデ

石粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

6 土師器
異形器台 底径13．3

残存9．9

受け部下に鍔が付くも
ので、脚部は裾広がり
となり透かし孔を有す
る。

脚部外ミガキ
　内ナデツケ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡澄褐
色

床着

7 土師器
台付片口

口径8、3
底径8，3
器高1L4

台付きの片口鉢で、口
縁部に輪積み痕を残
す。脚部は裾広がりと
なる。

体部外ハケメのちヘラ
ミガキ内ヘラミガキ脚
部外タテ方向のハケ内
ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡褐色 床着

8 土師器
台付片口

口径11．8
底径8，4
器高12．6

台付きの片口鉢で、口
縁部に輪積み痕を残
す。脚部は裾広がりと
なる。

口縁部外ハケメのちナ

デ
体部内外ミガキ、脚部
外タテ方向のハケ内ヘ
ラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡褐色 床着

9 土師器
甕

口径11．2

残存5．7

口縁部は外傾し、輪積
み痕を残す。

口縁部外指圧、胴部外
タテ方向のハケ、内ヘ
ラケズリのちミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

赤褐色 床着

10 土師器
甕

口径15．5

残存9．8

口縁部は外反し、内稜
となる。輪積み痕を残
す。

口縁部内外ヨコナデ頸
部外タテ方向のハケメ
胴部外ヘラケズリ内ヘ
ラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

褐色 床着

11 土師器
甕

底部7．0
残存6．9

底部は平底であるが、
わずかに突出する。

胴部外タテのハケメ残
すのちヘラケズリ内ナ
デ

砂粒含む 酸化炎
良好

褐色 床着
底部破片

12 土師器
甕

口径21．8

残存10．0

口縁部は外反し、端部
は面をなす。

口縁部外ヨコナデ内木
ロナデ、頸部外指圧、
胴部外ミガキ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

褐色 床着

13 土師器
甕

口径17，0
復底7．5
器高35．4

口縁部は外反し輪積み
痕を残す。胴部は中位
に最大径を有し平底に
続く。

口縁内ハケ目のちミガ
キ外指ナデ胴内ヘラナ
デミガキ外ハケ目ミガ
キ底部ヘラケズリ

砂粒を多
含む石英
少量含む

酸化炎
良好
外面に
黒斑あ
り

淡褐色
燈褐色
混合

床着

14 土師器
壷

口径16．6
残存7，0

口縁部は外反し先端を
折り返される。

口縁部内外ヨコナデ頸
部外ハケメのちナデ
内ミガキ

石粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着
口縁部破
片

15 土師器
台付甕
脚部

底径8．1
残存6，0

脚部は外傾し、端部は
面をなす。

胴部外ヘラケズリのち
ナデ

　内ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 床着

16 土師器
甑

口径18．5
底径4．8
器高11．6

口縁部は折り返され、
体部は外傾する。径の
小さい底部は単孔を有
す。

口縁部内外ナデ
胴部内外ミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

澄褐色 床着
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36号住居堤（第372・373図　図版95表29）

位置　f－34・35グリヅド／形態　隅丸方形／主軸方向　N－450－W／規模　拡張前5．18m

×4。62m（南北×東西）拡張後・6．58m×5．76m（南北×東西）／壁高　53cm～56cm。／壁溝

拡張前・北側と西側の一部に検出。幅13c皿～16c皿、深さ3c皿～5c皿。北側のものは東側へ繋が

り、西側のものは南側の壁溝へ繋がると考えられるが、貼り床を剥がして調査した結果、顕著

でなかった。拡張後・全周する。幅8cm～16cm、深さ5c皿～7cm。拡張前の検出状況から、北

側と西側の拡張と考えられる。／床褐色砂質土に掘り込まれる。硬質化された部分は2カ所

検出している。1つめは主柱穴間線（P1～P4）を中心に北はP13・P14・P4を避けるか

のようにP11付近まで延びる。南はP21の周辺まで延びる。2つめは拡張前の壁溝に接するよ

うに検出している。P3・P6に近接してそれぞれ間仕切り溝が検出している。内側のものが

拡張前のものと考えられる。内側の間仕切り溝・長さL17m、上幅14cm、下幅8cm、深さ6c皿、

外側の間仕切り溝・長さLO2m、上幅17c皿、下幅12cm、深さ15c皿。／柱穴　22本。P5とP6

が拡張前の主柱穴に相当すると考えられる。P1～P4が拡張後の主柱穴に相当すると考えら

れる。

No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

長径cm 13 13 17 13 14 20 14 21 28 13 24 24 29 24 10 19 37 28 28 39 55 30

短径cm 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
32

一 一 一 一 一

深さcm 61 62 57 56 14 61 27 20 24 18 17 18 20 35 60 13 7 68 68 4 58 68

※P2、P20は柱痕の検出あり。P2・径18cm、P20・径13cmを計る。
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炉　径39cm、深さ4cm、平面形は円形、断面形は皿状を呈する。地床炉である。／貯蔵穴　3

基検出。貯蔵穴A・長軸78cm、短軸59cm、深さ21cm。楕円形を呈する。貯蔵穴B・長軸64cm、

短軸49c皿、深さ31cm。隅丸長方形を呈する。貯蔵穴C・長軸94cm、短軸49c皿、深さ22cm。長方

形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土基調に4層の合わせて5層に分層される。

遺　物
　やや西寄りに散らばる傾向を示す。土師器（台付き甕・高圷・器台等）の破片25点出土した。

その他、自然礫1点（床着）が出土した。実測遺物点数11点。

備　考
　中央部と北西側に炭化材が集中して検出している。検出状況から観察して焼失家屋の可能性

が考えられる。

表29　36号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎
、 土 焼　成 色　調

出土位置

遺存度
1 土師器 口径10．5 体部は内反気味に開 体部外ナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中

高圷 き、底部は平底となる。 ・　内ミガキ 良好 脚部欠損
残存4．3

2 土師器 口径 容量の深いもので口縁 口縁部内外ヨコ方向の 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中
部は内稜となり短い。 ミガキ、胴部外ミガキ 良好 全体の約

残存6．7 1
下

残存

3 土師器 脚部は2段に亘り透か 脚部外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
器台 底径7．4 し孔を有する。 内ナデ

残存2．9

4 土師器 受け部は欠損。脚部は 脚部外ヘラケズリ部分 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
器台 底径13．3 裾広がりとなり、2段 的にハケメ 良好 脚部破片

残存7．4 に亘って透かし孔を有
する。

5 土師器 口径12，4 口縁部は短く外傾する。 口縁部内木ロナデ外指 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 圧 良好

残存6．9 胴部外内ヘラナデ

6 土師器 底部は平底となり、わ 胴部外タテ方向のミガ 砂粒含む 酸化炎 灰褐色 床着
底径5．9 ずかに上げ底となる。 キ 良好

底部 残存3．4 内ミガキ

7 土師器 底部は平底でわずかに 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 床着
底径3．8 上げ底となる。 胴部内外ミガキ 良好

底部 残存4．5

8 土師器 底部は平底となり、わ 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

底部
底径7．8
残存1．8

ずかに上げ底となる。 内ナデ 良好 　　2底部＝残
　　3存

9 土師器 口径10，9 口縁部はrS字形」と 口縁部内外ナデ、胴部 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中
甕 なるもの。 外ハケメ内ハケメのち 良好

残存5．5 ナデ指圧
10 土師器 脚部は内反気味に開 脚部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中

台付甕 底径7．4 き、端部は面をなす。 良好 脚部破片
残存2。8

11 土師器 口径3．5 甕形の土製品で底部は 指ナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着
甕 底径2．0 突出する。 良好 完形手づ

ミニチュア 器高4．2 くね
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37号住居吐（第374図　図版95・115表30）

位置　E－33グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　3・42m×2・96m／壁高

10cm～13cm／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に固く締まっている。

／柱穴　1本。径45cm、深さ66cm。貯蔵穴B内より重複して検出。／炉　1基。長軸2．50m、

短軸1．12m、深さ9cm。平面形は楕円形、断面形は皿状を呈する。地床炉である。／貯蔵穴

2基検出。貯蔵穴A・長軸96cm、短軸47cm、深さ31cm。長方形を呈する。貯蔵穴B・長軸73cm、

短軸33c皿、深さ23cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐土の2層に分層される。

遺　物

　やや中央寄りに集中する傾向を示す。完形の高圷が1点床着で出土している。土器はほとん

どが破片で総点数83点。（床着32点）。その他に縄文時代の所産のものと思われる磨石が1点覆

土中より出土している。実測遺物点数6点。

表30　37号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径13．1 圷部は内反気味に開 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

高圷 底径10。4 き、脚部は裾広がりと 体部外ケズリのちミガ 良好

器高9，9 なり透かし孔を有す。 キ

脚部外ミガキ内ナデの
ちハケメ

2 土師器 口径6．4 張りの無い胴部より口 外ナデ 砂粒を含 淡褐色 床着
甕 残存高 縁部は開く。胴部は輪 内ヘラケズリ む 酸化焔 （白味

小形 6．4 積み痕を残す。 良好 ガ強い）

3 土師器 口径14，4 口縁部はrくの字」形 内外ハケ目のちナデで 砂粒を含 酸化焔 明褐色 覆土中
甕 残存高 に外反し内稜を有す。 部分的に消す む 良好 外面に

5．8 黒斑あ
り

4 土師器 口径12，2 口縁部はrくの字」形 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 床着
甕

残存14．3
に外反し内稜を有し、
胴部上位が張る。

胴部外ハケメのヘラケ
ズリ内ヘラケズリ

良好 2
万
残存

5 土師器 rハの字」形に広がる 脚部外ハケメ 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中
甕 底径8．0 脚部は端部で面を成す。 内ナデ 良好

残存5．4

6 土師器 口径13。7 胴部は内反気味に開 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 床着
甑 底径3．8 き、小径の底部に単孔 胴部外内ミガキ 良好 色

器高7．1 を有す。
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38号住居吐（第375・376図　図版95・115表31・32）

位置　c・d－33・34グリッド／形態　方形／主軸方向　N－10。一E／規模　6．81m×6．41

m／壁高　47．5cm～62cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は主柱

穴間線上内を中心には北は貯蔵穴とP5・P8付近まで延びる。南はP3・P4を柱穴間線上

の外まで及ぶ。床面上には炭化材と焼土の検出がみられる。焼失家屋と考えられる。細かく観

察すると炭化材はそれぞれ中心部に向かって一定の方向を示している。／柱穴　14本。P1～

P4が主柱穴に相当する。

Nα 1 2 3 4 5 6上 下 7上 下 8 9 10 11 12 13 14

長径cm 31 56 41 66 54 57 24 66 22 37 49 51 66 24 14 14

短径cm 一
54 31 48

一
34 16 42 25 29 24 41

一 一 一 一

深さcm 83 83 83 88 46
一

21
一

70 17 27 34 41 27 18 22

※P2、P3、P4、P9には柱痕が検出されている。P2・径14cm、P3・径18cm。P9・径10c皿を計

　る。またP6、P7は2段に亘って掘られている。

／炉　1基検出。P1とP4の柱穴間線上に位置する。長軸56cm、短軸42cm、深さ7cm。平面

は楕円形、断面は皿状を呈する。あまり焼けていない。地床炉である。／貯蔵穴　北東隅に位

置する。長軸88c皿、短軸67cm、深さ64cm。楕円形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土3、黒褐色土暗拡色土の合わせて5層に分層される。

遺　　物

　床着で土師器の破片（圷、高圷、甕）が全体に亘って散乱して出土した。その他、土師器高

圷、壷の破片が覆土中より出土した。実測遺物点数16点。

【

表3138号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
復口12．6

残存5．0

内反気味に開く体部は
口縁部でさらに内反す
る。

口縁部内外ナデ
胴部外指圧のちヘラケ
ズリ、内ヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎 暗赤褐
色

覆土中

2 土師器
　圷

口径8．0
底径3．5
器高3．5

体部は外傾し、底部は
平底となる。

体部外ヘラミガキ
　外ナデのちヘラミガ
キ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

3 土師器
　圷

口径9．8
底径4。3
器高5．3

体部は外傾し、底部は
平底となりやや突出す
る。

口縁部内ハケメのちヘ
ラミガキ
　　外ヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

茶褐色 床着

4 土師器
　杯

復口15．8
底径4．5
器高6．8

体部は外傾し、底部は
平底となるが、やや上
げ底気味になる。

体部内外ヘラミガキ
砂粒含む 酸化炎

　良好
褐色 床着

5 土師器
　圷

復口12．3
底径3．5
器古3．5

体部は外傾し、底部は
平底となりやや突出す
る

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
　　　ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

橿褐色 床着
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表3238号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
6 土師器 復口7．8 内反気味に開く体部は 体部外ヘラケズリのち 砂粒含む 酸化炎 淡燈褐 床着

圷 底径3．0 口縁部でさらに内反 ヘラミガキ 良好 色
器高4。7 し、底部は突出する平 内ミガキ

底となる

7 土師器 口縁部は内稜を有し、 頸部外ハケメのちナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
底径4．5 胴部は偏形で底部は上 胴部外ナデのちハケメ 良好
残存8．8 げ底となる。 風ヘラナデのちケズリ

内ヘラナデ

8 土師器 口径1．2 圷部は内反気味に浅く 口縁部内外ナデ、体部 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着
高圷 開き、脚部は裾広がり 外ヘラケズリ胴部外タ 良好

残存6．5 となる。 テ方向のハケメ

9 土師器 脚部は裾広がりとな 脚部外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 燈褐色 床着
高圷 底径1L5 り、透かし孔を有す。 内ヨコ方向のハケ

器高3．8 メ

10 土師器 口径19．0 受け部の下に鍔状の突 体部内外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 榿褐色 覆土中
器台 底径14，0 帯を有し、脚部は裾広 脚部外ミガキ内ナデの 良好

器高12．7 がりとなり透かし孔を ちヘラケズリ
有す。

11 土師器 口径11．0 口縁部はrくの字」状 口縁部内外共にハケメ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 床着
甕 底径4．0 に開き内稜する。胴部 のちヘラミガキ 良好 色

器高12．4 は上位が張り、平底と
なる。

12 土師器 口径15．8 口縁部は折り返される。 口縁部内外ハケメ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
士
璽

（復元） 良好 口縁部破
残存高 片

5．0

13 土師器 復口16．8 口縁部は折り返され、 口～頸部外タテ方向の 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着
甕 rくの字」状に外傾す ハケメ部分的にミガ 良好

残存8．5 る。 キ、内ヘラケズリのち
ミガキ

14 土師器 復口15．7 口縁部は輪積み痕を残 口縁部内ハケメのちミ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着
甕 し外傾する。 ガキ外指圧、頸～胴部 含む 良好

残存14．0 外ハケメのちヘラケズ
リ

15 土師器 胴部下端が狭まり平底 胴部外木ロナデツケの 砂粒石粒 酸化炎 榿褐色 床着
甕 底径6．7 となるもの。 ちヘラミガキ 含む 良好

残存11．0
16 土師器 脚部 脚部外ハケメのちナデ 砂粒含む 酸化炎 淡澄褐 床着

台付甕 底径9．4 ハの字状に開く 内ナデ 良好 色 脚部破片
残存4．0
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39号住居祉（第377図　図版95表33）

位置　c－39グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一W／規模　4．48m×4．10m。／壁

高　14・5cm～16cm。／壁溝　なし。／床　全体に面をなしているが、特に硬質化された部分は

みられない。／柱穴　14本。P1～P4が主柱穴に相当すると考えられる。P1・径28cm、深

さ16c皿。P2・径27c皿、深さ10cm。P3・径31cm、深さ8cm。P4・径32cm、深さ18cm。P5

・径21cm、深さ13cm。P6・径29cm、深さ10cm。P7・径31cm、深さ44cm。P8・径26cm、深

さ18cm。P9・径22cm、深さ7cm。P10・径24cm、深さ47cm。P11・径26cm、深さ16cm。P12

・径29cm、深さ17cm。P13・径26cm、深さ12c皿。P14・径32cm、深さ4cm。／炉　中央部より

やや北西寄りに炉祉状の掘り込みが認められる。しかし、焼土の痕跡がないため、断定出来な

い。規模は長径55cm、短径49cm、深さ7cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴

南東隅に長軸66cm、短軸49c皿の隅丸長方形の深さ10cmの浅い掘り込みが検出されている。掘り

込みが浅い為、機能的には貯蔵穴と認められにくいが位置と形態から可能性が考えられる。

遺　　物

　全体に土器片が散乱して出土している。総点数33点。（床着12点。）その他、貯蔵穴状の穴よ

り土器片6点出土している。実測遺物点数7点

表33　39号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
復口12．4

残存4．2

口縁部は内反気味に開
き端部でさらに内反す
る。

体部内外ミガキ
砂粒含む 酸化炎

　良好
赤褐色 床着

　　　2口縁部万
残存

2 土師器
　圷

口径13。1

残存4．0

口縁部は内反気味に開
く。 体部内外ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

茶褐色 床着
　　　1口縁部τ
残存

3 土師器
　甕

復口8。9

残存6．0

口縁部は折り返される
か小型の甕。

口縁部内外ヨコ方向の
ハケメ頸部外指圧、胴
部外ハケメ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

4 土師器
　甕

口径玉LO
底径5．0
器高9．5

口縁部は内反気味に開
き、張りの無い胴部よ
り平底となる。

頸部内外ハケメ、胴部
外ハケメのちナデ内ヘ
ラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 床着

5 土師器
台付甕

復口10．7
底径5，8
器高14，0

口縁部は短く開き、上
位に張りを持つ胴部よ
り連続する脚部は丸く
納める。

口縁部内ハケメのちミ
ガキ外ナデ胴部外ハケ
メのちミガキ内ヘラナ
デツケ

砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着
　　　2全体の万
残存

6 土師器
台付甕

口径12．8
底径8。0
器高12．9

口縁部は片口を形成
し、上位に張りを持つ
胴部より連続する脚部
は開く。

頸部内外ハケメのちミ
ガキ、胴部外ハケメの
ちミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗赤褐
色

床着
全体の約

1
を
残存

7 土師器
　甑

口径15．6

残存7，5

口縁部は折り返され、

小径の底部に単孔を有
すもの。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外木ロナデッケ内
ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中
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40号住居祉（第378図　図版96・115表34）

位置　B－27グリッド／形態　方形／主軸方向　N－70。一E／規模　4．44m×4．25m／壁高

65。5cm～75。5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に面をなしているが、

とくに硬質化された部分は認められない。／柱穴　5本。P1～P4が主柱穴に相当する。P

1・径24cm、深さ59cm、P2・長径37cm、短径28cm、深さ58cm。P3・径22cm、深さ58cm。P

4・径28cm、深さ58cm。P5・径20cm、深さ31cm。／炉・カマド　地床炉1基。中央より西寄

りに位置する。長径48cm、短径44cm、深さ7cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵

穴　北東寄りに位置する。長軸69cm、短軸53cm、深さ47c皿。長方形を呈する。小ブロック状の

焼土が認められるがあまり使用した痕跡がない。

遺　　物

　全体に土器片が散乱して出土している。総点数45点。（床着16点）その他、自然礫12点（床

着3点、炉雄内より6点出土。）また、床面の南東隅寄りに粘土が検出している。実測遺物点

数6点

表34　40号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 底径17，0 受け部は短く内反し、 脚部外タテのミガキ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着

高圷 残存3．7 脚部は裾広がりとな 内ヨコのミガキ 良好 脚部破片
脚部 る。透かし孔を有す。 先端一部
破片 欠損

2 土師器
　甕

口径13．2
底径5．5
器高15．0

短く外傾する口縁部は
輪積み痕を残し中位に
張りを持つ胴部は平底

頸部外ハケメ、胴部外
ナデツケ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着
　　　3全体の7「
残存

となる

3 土師器 残存4．8 脚部は丸く納めるもの。 脚部外ハケメのちナデ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 覆土中
台付甕 内ナデ 良好 色 　　2脚部す残

存

4 土師器 胴部は丸く納め底部に 胴部外ヘラケズリ風木 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中
甑 底径3．3 単孔を有す。 ロナデツケのちヘラミ 良好 胴部下半

残存7．5 ガキ、内ミガキ のみ残存

5 土師器 口径2．8 口縁～体部は外傾し、 指ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
底径2．0 底部は平底となる。 良好 口縁部若

手づく 器高1．8 干欠損ほ
ね ぼ完形

6 砥石 長さ4．2 棒状に研磨した物であ 棒状を呈する 一 一 覆土中
破片 幅　1．7 る。用途不明。 全体に亘り使用される 破片

厚さL4
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41号住居堤（第379図　図版33・96）

位置　Z・A－21・22グリヅド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．40×4。03m

／壁高　42cm～46c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。中央部と南側と北側

の一部が地山でその周囲をコの字状に黒色土の貼り床で整地している。全体に面をなしている

が、とくに硬質化された部分は認められない。／柱穴状のものが3本検出。P1・径29cm、深

さ8cm。P2・径29cm、深さ7cm。P3・径37cm、深さ20cm。深さはいずれも浅い。／炉・カ

マド　なし。／貯蔵穴　なし。

遺　　物

　全体に土器片が散乱して出土している。総点数29点（床着8点）その他、自然礫9点（床着4点）

42号住居祉（第380図　図版96・115　表35）

位置　Z－21グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　3．20m×3．12m／壁高

4cm～14cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質化した部分は炉肚の周囲

をコの字状に囲むように主柱穴線上内南寄りの部分と貯蔵穴の北側の一部に認められる。／柱

穴・4本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径28cm、深さ7cm。P2・長径37cm、深さ10

cm。P3・径27cm、深さ12cm。P4・径28c皿、深さ15cm。深さは10cm前後と浅い。／炉・カマ

ド　地床炉1基。中央よりやや北寄りに位置する。長径64c皿、短軸34cm、深さ12cm平面は楕円

形を呈する。断面は皿状を呈する5／貯蔵穴　西壁中央よりやや南寄りに位置する。長軸54cm、

短軸44cm、深さ22cm。長方形を呈する。
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遺　　物

　全体に土器片が散乱して出土している。P2付近より完形に近い器台1点が、床着で出土し

ている。総点数15点。（床着14点）その他、自然礫4点（床着2点）。床面のほぽ中央部、炉肚

付近とP3付近に炭化材が検出している。実測遺物点数1点

備　　考

　南東隅に人為的に組まれたと考えられる組石が検出している。内側が焼けていて、炉として

の性格が考えられるが床面が焼けていないため、断定できなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L－137，00m　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　旦．　　　　　　　31，！

　　　易．　繭一．撫撫轟　霧欝
　　厚・adH　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8d■　　炉祉　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N④一．◎馬㊥◎　　　　　　　　　　　　　　　　面b轡1、磯

　’ad3・　窯岱P・
職，ば懲☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　麹甑馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

　　　　　　　　　　　　　　　　SPA・

　　SFタ　　L－137，10m　　　　　　　　1　2S塔ノ　42号住居祉

　　　霧　　　　　膨　輪羅濫
　　　EBA　L－137，20玖　　　　　　耳盈Aノ

　　　慧奎葦圭畷・　2・
　　　　　　　　　　　　第380図　42号住居吐・出土遺物

表3542号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

器台
口径8．6
底径12．0
器高11．5

脚部は大きく裾広がり
となるもので、透かし
孔を有す。

体部内外ミガキ
脚部外ミガキ
　　内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

45号住居祉（第381図）

位置　Y－31グリッド／形態　方形／主軸方向　N－900－E／規模　2。21m×1。82m／壁高

45c皿～48c皿。／壁溝　なし。／床　全体に面をなしているが、特に硬質部分はみられない。／

柱穴　なし。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色土2層の3層に分層される。

遺　　物なし。

備　考

　覆土の状況と形態から古墳時代の所産ものと考えられるため本時代にいれた。また、炉杜が
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ないために倉庫のような性格が考えられる。従って、本祉は住居肚とは考え難いが当該期の住

居量の形態から可能性が考えられるため住居杜として取り扱った。周辺の遺跡の類例では荒砥

前原遺跡、荒砥二之堰でみられる。

　

④

臨

s學

け　　　　　　　　　　　　　　　　け
1勺　　　　　　　　i勺
販1顕み1L－137，67m映

　45号住居祉
　第1層　黒　色　土
　　　（縄文の覆土と色調異なる）白色の軽石
　　　（F，P）を多量に含む。しまり弱。粘性

　　　弱。
　第2層　暗褐色土＄丑A’　　　　　褐色砂質土ブロック状φ10㎜～30㎜多量

　　　に含む。　しまり強。粘性弱。

　第3層　暗褐色土
　　　褐色砂質土ブロック状φ20㎜～50㎜多量
　　　に含む。ロームブロヅクφ40㎜～50㎜少
　　　量含む。しまり強。粘性弱。

第381図

　　　℃

　鯉A’

諜
45号住居；吐

0

46号住居吐

第1層　黒褐色土　白色の軽石粒細かく多量に含む。ロームブロック
　　　　φ10m～20㎜多量に含む。しまり強。粘性弱。
第2層黒褐色土白色の軽石粒細かく多量に含む。ロームブロック
　　　　φ20㎜～40㎜多量に含む。しまり強。粘性弱。
第3層褐色土ロームブロックφ20㎜～30㎜多量に含む。しまり

　　　　強。粘性強。
第4層黒褐色土白色の軽石微量に含む。しまり強。粘性弱。

　　　　　　　　第382図
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46号住居堤（第382図　図版96）

位置　Y－30グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－200－W／規模　4．88m×2．67m／壁

高　18．5c皿～26cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に締まりがあり硬

質である。／柱穴・4本。P1～P3が主柱穴に相当するものと考えられる。P1・径27cm、

深さ114cm。P2・径28cm、深さ112cm。P3・径29cm、深さ113cm。P4・径29cm、深さ115cm。

深さは113cm前後と深い。／炉・カマド　なし。／貯蔵穴　なし。

遺　　物

　覆土中に土師の細片が若干量出土。

備　　考

　234号土拡（風倒木」止）に切られる。主柱穴の残り一本と炉址は234号土拡の位置に存在した

可能性が考えられる。

47号住居」止（第383・384図　図版35・96・97・115表36・37）

位置　W－25グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45◎一E／規模　5．98m×5．19m／壁高

79～90cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は全体に締まりがあり

硬質である。／柱穴　6本。P1～P4が主柱穴に相当するものと考えられる。P1・柱痕の

検出あり。径18cmを計る。掘り方径39cm、深さ64cm。P2・柱痕の検出あり。径17c皿を計る。

掘り方径37c皿、深さ72c皿。P3・柱痕の検出あり。径14cmを計る。掘り方39c皿、深さ69cm。P

4・柱痕の検出あり。径17cm、掘り方径32c皿。深さ63c皿。P5・径44cm、深さ58cm。P6・長

径51c皿、短径44cm、深さ22cm。／炉・カマド　なし。／貯蔵穴　なし。

遺　　物

　全体に散乱しているが、P1付近に集中する傾向が見られる。総点数　土師器破片52点。（床

着18点）、砥石1点（床着）。その他自然礫11点。実測遺物点数13点。

表3647号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径12．1 口縁～体部は内反気味 体部内外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中

境 底径3，3 に開き、平底となる。 良好 口縁一

器高5．3 部欠損

3
τ
残存

2 土師器 口径13．0 口縁～体部は内反気味 体部内外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
境 底径3．8 に開き、平底となりや 良好 全体の

器高5．2 や突出する。 1
万

残存

3 土師器 残存5．6 圷部との接点は小径と 脚部外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
高圷 なり、多段にわたり透 内ナデ 良好 脚台破片

かし孔を有す。

4 土師器 脚部は裾広がりとな 脚部外ハケメのちヨコ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
高圷 復底12，4 り、透かし孔を有す。 方向のミガキ内ケズリ 良好 脚台破片

残存7．8 のちヨコ方向のハケメ
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表37　47号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
5 土師器

　高圷
口径12。8
底径11．3
器高10。6

圷部は内反気味に開
き、脚部はrハの字」
形に開く。透かし孔を
有す。

体部内外ミガキ
脚部外ミガキ内ケズリ
のちミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着
全体の

3
τ
残存

6 土師器
　高圷

残存5．2 脚部は裾広がりとな
り、透かし孔を有す。 体部内外ミガキ

　　内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中
器台

7 土師器
　高圷

口径8．4
底径10．5
器高8．6

受け部は浅く内反気味
のもとで、脚部は裾広
がりとなり透かし孔を
有す。

体部内外ミガキ
脚部外ヨコ方向のミガ

キ
内ナデのちミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 床着
完形

8 土師器
　高杯

口径2LO
底径14．4
器高14．4

受け部下に鍔状突帯を
付け、脚部は裾広がり
となる。受～脚部透か
し孔有

体部内ミガキ外ハケメ
のちミガキ脚部外ケズ
リのちヨコミガキ内ミ
ガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着
全体の

2
万
残存

9 土師器
　甕

口径9．5

残存10．1

口縁部は輪積み痕を残
し外反し、胴部は球形
となる。

胴部外ヘラケズリのち
ヘラナデのちミガキ内
ヘラナデのちミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 床着

10 土師器
　甕

口径16．0

残存5。9

口縁部は輪積み痕を残
し直立気味に外反する。

口～胴部外指圧
　　　　内ヨコ方向の
ハケメ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

11 土師器
　甕

口径12，8

残存8．9

口縁部は輪積みを残し
外反する。

口縁部内ヘラナデ外指
圧内ヘラナデ、胴部外
ハケメのちミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着

12 土師器
　甕

口径14．6

残存7，4

口縁部は外反する。 口縁部内外ヘラナデ
胴部外ヘラナデ
〃内ヘラナデツケ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

13 土師器
　甕

口径17．8

残存12．3

有段口縁は先端で折り
返され突帯を付ける。
胴部は球形となる。器
台か。

口縁部内木ロナデ外ナ
デ頸部外ハケメのちナ
デッケ胴部外ヘラミガ
キのちヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着
胴部上半

3
τ
残存
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48号住居吐（第385図　図版97・115　表38・39）

位置　U・V－23グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5．06m×4．64m／

壁高　56．5cm～72cm。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土に掘り込まれる。硬質化された部分は

主柱穴を結ぶ線の内側の中央部より北側半分と、P1～P3の主柱穴を結ぶ線の外側まで及ぶ。

また、中央より南西部分は約7cmの深さで一段低くなっている。／柱穴　6本。P1～P4が

主柱穴に相当する。P1・径34cm、深さ74c皿。P2・径30cm、深さ68cm。P3・長径44cm、短

径31cm、深さ68cm、P4・径36c皿、深さ75cm。P5・長径24cm、短径18cm、深さ63cm。P6・

径24cm、深さ23cm。／炉・カマド　地床炉1基。北西隅寄りに位置する。長径64c皿、短径48cm、

深さG　cm。平面形楕円形、断面形は皿状を呈する。／貯蔵穴　南東隅寄り（貯蔵穴A）とP1

とP4の主柱穴を結ぶ線の（貯蔵穴B）の2基検出。貯蔵穴A・長軸68cm、短軸44c皿、深さ34

cm。長方形を呈する。貯蔵穴B・長軸58cm、短軸34c皿、深さ30cm。長方形を呈する。

遺　　物

　貯蔵穴内付近と北側に集中している。南壁中央寄りに　甕形土器が床着で3点出土。総点数

23点。（床着4点、貯蔵穴内7点）、自然礫6点（床着1点、貯蔵穴内2点、柱穴内P3・1点、

P4・4点）。実測遺物点数16点。

表38　48号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径13．0
底径3．0
器高3．2

浅い体部は内反気味に
開き、底部は上げ底気
味となる。

体部内ミガキ
外ヘラケズリのちナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

2 土師器
　圷

口径13．2
底径4．0
器高4．8

体部は内反気味に開
き、底部は上げ底気味
となる。

体部外ヘラケズリのち
ミガキ
内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

3 土師器
　圷

口径10．9
底径3．5
器高5．3

口縁部は短く内稜を付
けて外傾し、底部は上
げ底となるもの。

体部内外ミガキ
外ヨコナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 覆土中
完形

4 土師器
　圷

口径12。3
底径4．6
器高5．9

口縁部は短く内稜を付
けて外傾し、底部は上
げ底となるもの。

口縁部内外ナデ
嗣部内外ミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

3
τ

の残存

5 土師器
　高圷

口径11，3

残存8．2

受け部は内反気味に開
き下部に緩かい稜を付
け、脚部は透かし孔を
有する。

体部外ハケメのちミガ
キ内ミガキ
脚部内ヘラケズリのち
ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 ピット？

6 土師器
　高杯

残存7．6 受け部は内反気味に開
き下部に緩かい稜を付
け、脚部は透かし孔を
有する。

体部内外ミガキ
脚部外ミガキ、内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 覆土中

7 土師器
　高圷

底径7。2
残存8。7

受け部は内反気味に開
き、脚部は端部で面を
成し透かし孔を有する。

体部外ミガキ、脚部外
ミガキ内ハケメのちナ
デ

砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中

　　1脚部7欠
損
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表3948号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
8 土師器 脚部は裾広がりとな 脚部外ヘラミガキ 砂粒石粒 酸化炎 褐色 覆土中、

高圷 底径13．6 り、透かし孔を有す。 〃内ハケメ 含む
残存3．1

9 土師器 口径10。1 口縁部は短く緩い内稜 胴部外ハケメのちヘラ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
圷 底径3。8

器高6．3
を付けて外傾し、底部
は上げ底となるもの。

ナデのちヘラミガキ内
ハケメのちヘラミガキ

良好
1
万

の残存

10 土師器 口径6．9 口縁部は短く外傾し、 頸部外タテ方向のハケ 砂粒含む 酸化炎 澄褐色 貯蔵穴
甕 底径4．0 端部は面を成す。底部 メのちナデ、胴部内外 良好

器高7．1 は平坦でやや上げ底と ヘラケズリ
なる。P

11 土師器 口径6．4 口縁部は短く外傾し、 口縁部外指圧、頸部外 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
底径3．2 端部は面を成す。底部 ハケメのちナデ、胴部
器高5。4 は平坦となる。 外ミガキ内ナデ

12・ 土師器 口径6．4 口縁部は短く外傾し、 頸部外タテ方向のハケ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中
底径3．0 端部は面を成す。底部 メ

器高5．5 は平坦でやや上げ底と 胴部外ハケメ
なる。 〃内ヘラケズリ

13 土師器 口径6．8 口縁部は短く外傾し、 頸部外タテ方向のハケ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 貯蔵穴
甕 底径3。6 胴部は張りが無く、底 メ

器高5．0 部は平たく上げ底とな 内ハケメ
る。 胴部外ヘラケズリ

14 土師器 口縁部は短く外傾し、 胴部外ヘラケズリのち 砂粒含む 酸化炎 燈褐色 床着
甕 底径2．9 胴部は張り、底部は平 ミガキ内ヘラナデ 良好

残存7．2 坦となる。

15 土師器 口径6．2 口縁部は長く外傾し、 胴部外ハケメのちミガ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着
甕 底径3，6 胴部は突出し平坦とな キ 良好

器高9．4 る。 〃内ミガキ
16 土師器 胴部は最大径を中位に 胴部外ハケメのちヘラ 石粒含む 酸化炎 赤褐色 貯蔵穴

甕 とりほぼ球形を呈す ケズリのちミガキ内ケ 良好
残存12。7 る。 ズリのちミガキ

49号住居吐（第386図　図版97　表40）

位置　V－23グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．22m×3・44m。／壁

高’11c皿～36e皿／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は中央部に

認められる。さらに、主柱穴間線上内に火を受け焼けた部分が3箇所認やられる。／柱穴　4

本。P1・径26cm、深さ75cm。P2・径25c皿、深さ76cm。P3・長径39c皿、短径32cm、深さ81

c皿。P4・径25cm、傑さ74cm。／炉・カマド　なし。床面が3箇所焼けた部分が検出されてい

為が掘り込みが認められず、地床炉としての機能は考えられない。／貯蔵穴　東壁寄りに位置

する。長軸63cm、短軸48cm、深さ10cm。不整長方形を呈する。

遺　物
　全体に散乱した状態で出土している。総点数・土師器18点（床着破片15点、貯蔵穴2点）、

自然礫2点（床着）。実測遺物点数3点。
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‘表40　49号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
口径7．2
底径3．4
器高5．3

口縁部は内反気味に開
く。

胴部内外ヘラミガキ 砂粒石粒
含む

酸化炎 淡黒褐
色

覆土中

2 土師器
　甕

口径13．4

残存4．6

体部は内反しながら開
き口縁部で短く外反気
味になる。底部は上げ
底。

口縁部内ヨコナデ
　〃　外指圧

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

3 土師器
　甕

口径19．2

残存9。6

外反する口縁部は輪積
み・押圧痕を残す。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラミガキ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

暗褐色 床着

一495一



一国
陶
＞

総．

　1雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

⑳　　1賢1
　　　　　　　①5

　　　　　　　⊂）

　　　　　　　　く　　　　　1賠　　留
　　　　　　≧

1
　　　　　　　2

　　　　　　　

　　　　　　　色

　　　　　　　　4

氏　　　　　　～！
　6　　　　　　　　　　　　へ　　こミ～

　　　　　　5　　＿．

　　　　　　　；こ＞一

⑲
P1

10

50号住居祉

第1層黒　色　土
第2層黒　色　土
第3層黒褐色土

≧
剣

。，欝

　　9　　9　　0δ
　　翰
　　II
　　－1N

　　くド
　　島1
0 2m

　　　　謝／　　　⇒》
　　　　　　　　　　　　～記

　　　　　　　　　　　　一＿

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　10cm

　　　　　　　　第387図　50号住居吐・出土遺物

　　　　　　　　　　　一496一

＼纏
　　　　　へ　　　　聾べずノ　　 ノ　　　 　ハ　彪＿（、心‘’しロ

ペ　く

》　　※』i一》
　、＿　　一一

　一～

　　　　　　　　　9

　　　　　．劇

　　　　　　　0　　　　2．5cm
　　　　　　　一



50号住居吐（第387図　図版97・115　表41・42）

位置　V－21グリッド／形態　方形／主軸方向　N－70。一E／規模　4．97m×4，93m。／壁

高　14，5cm～18．5cm／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。ほぼ中央部を近

・現代の暗渠によって南北に分断される。硬質部分は中央部より北側の一部分と中央部より南

西部のP1の手前まで及ぶ。中央部は一部暗渠に切られていたため、全体の範囲は不明。／柱

穴　2本。P1・径46c皿、深さ31cm。P2・径21cm、深さ25cm。／炉　なし。暗渠により破壊

された可能性があると考えられる。／貯蔵穴　なし。

遺　　物

　南西隅寄りに集中して検出されている。総点数・土師器12点（床着5点）、鉄鎌1点（床面

より2cm高い位置で検出。）その他自然礫2点（床着）。実測遺物点数11点。

表4150号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土・ 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径1L2 体部は内反しながら開 口縁部内外ミガキ 石粒含む 酸化炎 褐色 床着

圷 底径4，0 き、底部は突出する。
器高5．3

2 土師器 口径13．0 体部は内反しながら開 口縁部内外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
圷 底径3，5 き、底部は突出する。 良好

器高6．2

3 土師器 口径19．7 体部は内反しながら大 体部外ハケメのちヘラ 石粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
高杯 きく開く。 ナデッケ内雑なミガキ 受部破片

残存5．8

4 土師器 脚部は裾広がりとな 内上半ナデ。下半がヨ 石英、砂 酸化炎 榿褐色 床着
高圷 り、2段に亘って透か コ方向のハケ目 粒を含む

脚部 底径5．6 し孔を有す。 外上半タテ方向のミガ 外黒斑あ
器高4。2 キ り

下半ヨコ方向のミガキ

5 土師器 瓠形のもので胴部は偏 胴部外ミガキ 砂粒石粒 酸化炎 淡黄褐 床着
甕 底径2．8 球形となる。底部は上 内ヘラナデ 含む 色

残存8．5 げ底になる。

6 土師器 胴部上位が張るもの 胴部外ハケメのちミガ 砂粒石粒 酸化炎 澄褐色 床着
台付甕 底径8．6 で、脚部は直線的に開 キ 含む 良好

残存17．0 き、端部は面を成す。 脚部外タデ方向のハケ
メのちヨコナデ内ナデ

7 土師器 口径17．8 複合口縁部は外稜を付 口縁部外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
士
亜 けて外反する。 良好 口縁部破

残存5。2 片

8 土師器 残存7．3 複合口縁となるもので 頸部外ナデ、胴部外へ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 胴部は球形である。 ラミガキ内ヘラナデ 含む 良好

9 土師器 残存19．0 複合口縁となるもので 頸部内外ヘラミガキ胴 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着
甕 胴部は球形である。 部外雑なヘラミガキ内 含む 良好 胴部破片

ハケメナデのちヘラケ
ズリ

一497一



表42　50号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
10 土師器 大型の胴部上位が張る 胴部外ハケメのちヘラ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着

甕 底径12．0 もので、底部は平たく ナデ内ナデ 含む
残存8，5 納める。

11 鉄鍬 幅最大 先端部欠損 一 一 覆土中
2．4 尖利に調整を行なって

厚さ（茎部） いる
0．6

重さ

15．8g
残存7．0
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第388図　52号住居吐・出土遺物

52号住居堤（第388図　表43）

位置　X・Y　22・23グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．58m×3．62

m（南北×東西）／壁高　10cm～11cm／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質層に掘り込まれる。

近・現代の暗渠によって南北に分断される。硬質化された部分は中央部より南端に延びる部分

とP1と炉杜2の周囲とP6に接する西壁中央寄り部分と北西寄りの一部に認められる。／柱
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穴　6本。P1～P3が主柱に相当する。残りの1本は位置的に考えて暗渠により、破壊され

たものと考えられる。P1・径24cm、深さ59c皿。P2・径24cm、深さ43cm、P3・径34c皿、深

さ52cm、P4・径24cm、深さ20cm。P5・径17cm、深さ57cm。／炉・地床炉　3基。炉杜1・

長径は暗渠に切られ不明。短径38cm、深さ6cm。断面は皿状を呈する。炉祉2・長径43cm、短

径28cm、深さ7cm。平面は楕円形。断面は皿状を呈する。炉杜3・長径46cm、短径は暗渠に切

られ不明。深さ6cm。断面は皿状を呈する。／貯蔵穴なし。

遺　　物

　土師器破片が全体に散乱して出土している。破片点数20点。実測遺物2点。（甕、手づくね）

その他自然礫6点、床着とP4の中より出土している。

表43　52号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

椀
復口7．3
復底3．6
残存4．4

体部は内反しながら開
き口縁部でさらに内反
する。突出する平底を
有す。

体部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 覆土中

2 土師器
甕

残存高

　6，4
口縁部は端部で折り返
され、外傾する。

折り返し二重口縁
胴部外ナデ
〃内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 床着

53号住居祉（第38◎図　図版37・38・116表44）

位置　Y－20グリヅド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　3．57m×3．03m（南北

×東西）／壁高33cm～48．2cm／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質化

された部分は中央部を中心にカマドの周囲より、西壁の手前まで延び南は貯蔵穴を囲み南壁の

手前まで延びる。北側は西寄りに一部認められる。／柱穴なし。／カマド　東壁中央部に位置

する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を三角形に掘り込んでいる。

傾斜は46。を計る。火床部は良く焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の下まで及ぶ。掘り

方長軸98cm、短軸76cm、深さ5cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴　南東隅に

位置する。長軸44cm、短軸42cm、深さ47c皿。隅丸方形を呈する。

遺　　物

　長軸線上より南寄りに集中する傾向を示す。土師器破片点数17点。（床着8点）また、カマ

ドより石製の支脚に圷が伏せられた形で検出されている。さらに、縄文時代の石皿が覆土第1

層より検出。流れ込みと考えられる。その他、自然礫が覆土中（第2層）より15点、床着で1

点検出されている。実測遺物点数11点。
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表44　53号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

圷
口径12．5
底径5．0
器高5．5

口縁部は内反しながら
開き、器肉は厚く底部
は平たく納める。

口縁部内ヘラナデ

　外指圧痕
体部外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

明褐色 カマド

2 土師器
圷

口径12．4
底径3．6
器高5．2

中位に外稜を付ける須
恵器倣の圷である。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

赤褐色 床着

3
τ
残存

3 土師器
圷

口径12．6
底径4，0

残存4．6

中位に外稜を付ける須
恵器倣の圷である。口
縁端部は面を成す。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

澄褐色 覆土中

4 土師器
圷

口径13．0

残存3，6

下位に外稜を付ける須
恵器模倣の圷である。
口縁端部は面を成す。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

榿褐色 覆土中

5 土師器
圷

口径12．6

残存4．1

中位に外稜を付ける須
恵器模倣の圷である。
口縁端部は面を成す。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

暗褐色 覆土中
全体の

1
万
残存

6 土師器
境

口径8．4
底径4，2
器高6。4

口縁部は内反しながら
開き、器肉は厚く底部
は平たく納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部内外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡褐色 床着
完形

7 土師器
甕

口径12．2
底径4．1
器高10．8

口縁部は短く外傾し底
部はやや突出する。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

暗褐色 カマド
完形

8 土師器
甕

口径14。8
底径6．2
器高17．0

胴部は中位が張るもの
で口縁部は内傾する。
底部は平坦となる。

口縁部内外ヨコナデ、

胴部外ヘラケズリのち
ナデ内ヘラナデのちヘ
ラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着
全体の

3
τ
残存

9 土師器
椀

口径5．4
底径3．5
器高5．5

口縁部は緩い外稜を付
け外反する。底部は平
たく納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着
口縁一部
欠損ほぼ
完形

10 土師器
椀

口径10。8
底径4。6
器高9．8

下位に外稜を付ける須
恵器摸倣の圷である。
口縁部は面を成す。

口縁部内外ヨコナデ
頸部外指圧痕
体部内外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡赤褐
色

覆土中
全体の

2
万
残存

11 土師器

手づく
ね

口径3．5
底径1．6
器高4．3

手捏で体部は内反しな
がら口縁部を形成す
る。

指ナデ 砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着

54号住居吐（第390・391図　図版98・116表45・46）

位置　D－25グリッド／形態（推定）方形／主軸方向　調査区外に延びる為不明。／規模　東

西3．26m×南北不明／壁高　58c皿～66cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。

全体に固く締まって土間の様である。／柱穴　なし。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　本杜は調査区外に延びている為、標準堆積土層と覆土の状況が合わせて観察でき、3層の標

準堆積土層が住居祉覆土の上を覆っている事が判明した。覆土は自然堆積である。黒褐色土2

層、黒色土3層、暗褐色土2層の合わせて7層に分層される。

遺　物

　全体に亘り散乱している。土師器は破片を含む出土総点数24点のうち床着9点。完形の器台

高圷が2点、高圷が1点床着で出土している。その他自然礫が4点床着で出土している。

実測遺物16点。
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備　考

　新旧関係は本祉の埋没後に構築されている1号溝が一番新しい。1号溝は第丑層中より住居

杜覆土第6層中掘り込まれている。その前に覆土2層上面より敷石状の平たい石が集中して検

出されている。調査当初、遺構としてとらえたが石の不規則な並びと石の下が締まりのない土

層の為、遺構ではなく住居杜の埋没過程において他の場所より運ばれて破棄されたものと考ら

れる。また、本杜の床下より縄文時代所産の土拡（223号土砿）が検出された。

表45　54号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　堆
口径10．1
底径3．8
器高5．6

体部は内反しながら開
き内稜を付ける。底部
は平坦となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ミガキ
　　内ハケメのちヘラ
ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 覆土中
完形

2 土師器
小形甕

口径9．8
底径3．6
器高6．2

体部は内反しながら開
き緩い内稜を付ける。
底部は平坦となる。

胴部内外ミガキ 砂粒含む 酸化炎
、良好

澄褐色 床着
完形
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表46　54号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
3 土師器 口径12。8 圷部は外稜を付けて開 口縁部内外ナデ、体部 砂粒石粒 酸化炎 褐色 床着

高圷 底径15．0 き、口縁部でさらに内 外内ヘラミガキ、脚部 含む 良好
器高11．5 反する。脚部は裾広が 外ミガキ

り。

4 土師器 口径15．7 圷部はくびれて短い口 体部外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 淡澄褐 床着
高杯 底径8．7 縁を形成。脚部は開き 脚部外ヘラケズリ 良好 色

器高12，5 端部は面を成する透か 〃内ヘラナデ
し孔有

5 土師器 口径7．5 圷部は内反気味に開く。 体部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
高圷 底径3．0 圷部破片

残存4．0

6 土師器 脚部は短く開く。 脚部外タテ方向のミガ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
台付甕 底径9．0 キ 良好 脚部のみ

残存5。6 〃内ナデ 残存

7 土師器 脚部は短く開く。 脚部外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
高圷 底径10．0 良好

残存6．0

8 土師器 脚部は開き端部は面を 脚部外ヘラミガキ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着
高圷 底径10．6 成す。透かし孔を有す。 含む 良好

残存6．5

9 土師器 口径8。8 受け部は浅く緩い外稜 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 淡榿褐
高圷 底径9。9 を付けて開く。脚端部 脚部外ヘラミガキ 良好 色 床着

器高8．7 は面を成す。透かし孔
を有す。

10 土師器 口径8．9 受け部は浅く緩い外稜 脚部外ヘラミガキ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着
高圷 底径10．9 を付けて開く。脚端部 〃内ヘラナデ 含む 良好

器高8．7 は面を成す。透かし孔
を有す。

11 土師器 口径11．0 受け部は浅く緩い外稜 体部内外丁寧なミガキ 砂粒石粒 褐色 床着
高杯 底径10．3 を付けて開く。脚端部 脚部外ヘラミガキ 含む 酸化炎

器高10．4 は面を成す。透かし孔 〃内ナデ 良好
を有す。

12 土師器 口径11．0 口縁部は輪積み痕を残 胴部外ヘラナデツケの 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
甕 底径5．4

器高10．8
し張りの無い胴部は平
底を連続させる。

ちヘラミガキ内ミガキ 良好 1
万

残存

13 土師器 口径1L6 口縁部は輪積み痕を残 胴部外ヘラケズリのち 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 床着
甕 底径5．2

器高13．0
し張りの無い胴部は平
底を連続させる。

ヘラミガキ内ミガキ 良好 3
τ
残存

14 土師器 口径13．0 口縁部は輪積み痕を残 胴部ヘラゲズリのちへ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 床着
甕 底径5。0

器高14．6
し胴部は球形に近く、
平底を連続させる。

　　ラミガキ
〃内ヘラケズリ

良好 3
τ

残存

15 土師器 胴部は上位が張るもの 胴部外ヘラケズリのち 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
甕 底径6．9

残存12．4
で底部は平たく納める。 ミガキ

〃内ヘラケズリ
良好 璽欝

2
τ
残存

16 土師器 口径18．7 口縁部は折り返され、 体部外丁寧なミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着
甑 底径4．3 底部は小径となり単孔 内ヘラミガキ 良好

器高13．0 を有す。
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　0　　　　　1m

　貯蔵穴A
　第1層褐　色　土
　第2層黒褐色土

　貯蔵穴B
　第1層黒褐色土
　第2層黒褐色土

　貯蔵穴C
　第1層黒褐色土
　第2層暗褐色土

3

10cm

第392図　55号住居祉・出土遺物

55号住居堤（第392図　図版99表47）

位置　V－19グリッド／形態　方形／主軸方向　N－10。一E／規模　4．47m×4．44m（南北

×東西）／壁高　6c皿～23．5c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分

は主柱穴間の中央部よりカマド付近にかけた部分と南壁中央寄りに2ヵ所認められる。／柱穴

6本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径20cm、深さ26cm、P2・径25cm、深さ33cm、

P3・径27cm、深さ21cm、P4・径32cm、深さ26cm、P5・長軸68cm、短軸47cm、深さ12cmの

隅丸長方形を呈する掘り込みの中に検出している。径24cm、深さは床面より61c皿を計る。P6

・長軸54cm、短軸51cm、深さ12cmの方形を呈する掘り込みの中に検出している。径38c皿、深さ

は床面より61cmを計る。／カマド　北壁やや東寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構

築されている。煙道部は地山を半円状に掘り込んでいる。傾斜は660を計る。火床部はよく焼

けて硬質化されている。／貯蔵穴　北東壁寄りに位置する。長軸78ρm、短軸64c皿、深さ25
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cmを計る。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により削平され黒褐色土の単層で検出された。

遺　　物

　カマド付近と貯蔵穴付近から中央部にかけて点在している。実測遺物点数　3点。

表47　55号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　境
口径11．8
底径4。0
器高5．9

体部は輪積み痕が顕著
で内反気味に開き、底
部は突出する平底とな
る。

体部外ナデ、輪積痕
　　内ヘラケズリのち
ナデ

砂粒含む 酸化炎 淡黒褐
色

床着

1
万
残存

2 土師器
　甕 底径7．0

残存3，7

平底の甕 胴部外ヘラケズリ
　　内ナデ

砂粒含む 酸化炎 暗褐色 貯蔵穴

　　1底部万
残存

3 土師器
　壷

口径8．5

残存10．5

口縁部は直立気味の長
頸、胴部は偏球形とな
る。

胴部外ヘラケズリ
　　内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着
全体の
　1
約τ残存

56号住居祉（第393・394図　図版99・116表48・49・50）

位置　U－19グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－r　E／規模　3．98m×3．97m（南北

×東西）／壁高　6cm～27cm／壁溝　なし／床　褐色砂質土に掘り込まれる。硬質化された面

は柱穴P1とP2の間より中央にかけた部分である。／柱穴　8本。P1～P・4が主柱穴に相

当する。P1・径22cm、深さ53cm、P2・径24cm、深さ56cm、P3・径29cm、深さ53cm、P4・

径42cm、深さ55cm、P5・径44cm、深さ67cm、P6・径48cm、深さ15cm、P7・径28cm、深さ17

cmを計る。

／カマド　東壁の中央よりやや東寄りに位置する。煙道部は地山を三角状に掘り込まれている。

傾斜は86。を計る。／貯蔵穴　北東隅寄りに位置する。長軸は58cm、短軸56cm、深さ54cm方形

を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により黒褐色土の単層で検出された。

遺　　物

　カマド付近と貯蔵穴内と南西隅寄りに集中している。特に、本遺跡では数少ない須恵器の出

土が見られる。その他に、自然礫3点、炭化材1点出土している。実測遺物点数22点。

表48　56号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．6
底径6．0
器高4．1

体部は内反気味に開き
口縁部に続き、底部は
体部との境が明瞭でな
いo

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
　　内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着
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表49　56号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
2 土師器

杯
口径10。8
底径6．9
器高6．2

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外輪積痕
　内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 貯蔵穴

3 土師器
圷

口径11．0
底径6．5
器高5．1

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

4 土師器
圷

口径11．2
底径7．0
器高4．8

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外ナデ
〃内ヘラナデ

石粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着

5 土師器
圷

口径10．5
底径7．0
器高4，9

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外ナデ、指圧
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

6 土師器
圷

口径11．4
底径6．4
器高4．8

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外輪積痕
〃内ヘラナデ

石粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

7 土師器
圷

口径11．2
底径7．2
器高5．0

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外ナデ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

8 土師器
杯

復口11．2
底径7．0
器高6。2

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外ナデ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 貯蔵穴

9 土師器
圷

口径Hマ
底径7．3
器高5．5

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外指圧痕
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 貯蔵穴

10 土師器
圷

口径12．4
底径7．0
器高5．7

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

11 土師器
圷

口径12．5
底径7．0
器高5．8

体部は輪積み痕を残し
内反気味に開く。底部
は平たく納める。

口縁部内外ナデ
体部外指圧痕
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

12 土師器
圷

口径13．5
底径4．2
器高7．4

須恵器摸倣の圷で外稜
は下位となる。口縁端
部は面を成す。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 床着
口縁一部
欠損

13 須恵器
圷

復口10．3
復底9．4
器高4．0

口縁部は内傾する。体
部は外稜を付け底部は
平たく納める。

口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 還元炎 灰褐色 床着
破片

14 土師器
高杯

口径18．0
底径13．0．

器高13．0

圷部は下位に外稜を有
し口縁部は外傾する。
脚部はラッパ状に開く。

体部内外木ロナデ
脚部外指ナデ

〃　木ロナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

赤褐色 貯蔵穴

15 土師器
甕

口径13，0
底径7，0
器高16。1

口縁部は直立気味に外
反し、張りの無い胴部
から突出気味の平底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡赤褐
色

床着

畷摂
3
τ
残存

16 土師器
甕

口径15。3

残存10．0

口縁部は直立気味に外
反する。

口縁部内外木ロナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

燈褐色 貯蔵穴

17 土師器
甕

残存8．7

胴部は輪積み痕を残
し、底部は丸く納める。

胴部外輪積痕

　ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

暗赤褐
色

カマド

18 土師器
甕

口径18．8
底径5．5
器高37．5

外反する口縁部を有し
胴部は長胴化する。底
部は突出気味の平底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

暗褐色 カマド

19 土師器
甕

口径17．3
底径5．2
器高31．8

口縁部は短く外傾し、

胴部は張り気味で連続
する底部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ、内
ヘラナデ、部分的に輪
積痕

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

20 土師器
甕

口径23．0

残存7．1

口縁部は短く外反し端
部は折り返される。胴
部は球形に近い。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

褐色 床着
口縁部の

約
1
万

残存
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表50　56号住居吐出土遺物観察表（3）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
21 土師器 胴部は大きく張り底部 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 貯蔵穴

甕 底径9．0 は突出して上げ底とな 胴部外ナデッケ 含む 胴部下半
残存17．3 る。 破片

22 土師器 口径23．3 口縁部は短く直立気味 口縁部内外木ロナデ 砂粒石粒 酸化炎 褐色 床着
甑 底径10，5 に外傾する。胴部は丸 胴部外ナデッケのち木 含む

器高19．5 みをもって開き、単孔 ロナデ内ナデッケのち
を有す。 ナデ

57号住居吐（第359・396図　図版38・99・117表51・52）

位置　丁一20グリッド／形態　方形／主軸方向　N－400－E／規模　6．14m×5。94m（南北

×東西）／壁高　36．5cm～57cm／壁溝　南壁～西壁に沿った部分と北壁の中央より東寄りに検

出している。幅は14cm～16cm、深さは6cm～9cmと一定していない。／床　褐色砂質土層に掘

り込まれる。硬質化された面はP1～P4の間と貯蔵穴1に接する所と主軸線上よりP2とP

4の周囲が延びている。また逆にP1とP3の周囲は避けているかのようである。また西側の

壁高寄りに部分的2ヶ所認められる。／柱穴　6本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・

径32cm、深さ48cm、P2・径36cm、深さ53cm、P3・径24c皿、深さ59c皿、P4・径24cm、深さ64

cm、P5・径37c皿、P6・径22cm、深さ49cm、P7・上径長軸76c皿、短軸53c皿、下径43cm、深

さ67cmを計る。2段に掘られている。／炉・カマド　検出なし。／貯蔵穴　2ヶ所。A・長軸88

c皿、短軸70cm（上径）、長軸52c皿、短軸44cm（中径）、長軸28cm、短軸26cm（下径）深さ63cmを

計る。楕円形を呈する。B・長軸66cm、短軸54cm（上幅）長軸51c皿、短軸37cm（下幅）深さ62

cmを計る。隅丸長方形を呈する。

遺　　物

　全体に亘って散在している。他に、貯蔵穴内より4点出土している。また、自然礫16点床着

で出土した。実測遺物点数18点。

備考　炭化材と焼土の検出が散在して見られる。焼失家屋である。
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表5157号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　椀
口径12。6
底径　4
器高4．5

口縁部は内反しながら
開き、底部はやや突出
し上げ底になる。

体部外ヘラケズリ
〃内ヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中
全体の

3
τ
残存

2 土師器
　圷

口径13．8
底径4．0
器高5．5

口縁部は内稜し短く外
傾する。底部はやや上
げ底になる。

口縁部内外ナデ、体部
外ヘラケズリのちヘラ
ミガキ
〃内ヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 床着
全体の

1
万

残存

3 土師器
　圷

復口14．3

残存3．8

圷部口縁は外稜を有
し、外反する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中
圷部の約

1
τ

残存

4 土師器
　堵

口径12．5

残存6．3

瓠形のもので緩く内稜
を付ける。

口縁～体部内外ヘラミ
ガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 覆土中1

全体の下
残存
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表52　57号住居堤出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
5 土師器 球形の胴部から長いを 胴部外ハケメのちヘラ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着

小形甕 形成するもの。 ミガキ内ヘラナデ 胴部下半
残存4．7 破片

6 土師器 5と同じタイプのもの 胴部外ハケメのちヘラ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
甕 底径4．4 で底部はやや突出する ミガキ内ヘケラケズリ 良好

残存6．1 平底を有する。

7 土師器 口径18．8 圷部は内反気味に開 体部外丁寧なミガキ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中

高杯 き、脚部は筒状となる。 内ハケメ 含む 良好

残存8，2

8 土師器 口径21．0 7と同じタイプ 口縁～体部内外タテ、 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
高圷 ヨコのミガキ 良好

残存6、4

9 土師器 脚部は丸みをもって開 脚部外ヘラミガキ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中

高圷 底径8．0 き端部でさらに開く。 外ヘラナデ 良好 脚台破片
残存5．9 脚部完存

10 土師器 口径10、8 受け部は浅く外稜を有 体部内外ミガキ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中
高圷 して外反する。 含む 良好 受部の約

残存3．0
1
7

残存

1r土師器 口径9．6 受け部は外稜を痕跡程 体部内外ミガキ、脚部 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中

器台 底径9．7 度に残し、脚部はrハ 外タテミガキのちヨコ 良好 ほぼ完形

器高9．5 の字」に開き透かし孔 ミガキ内ナデ
を有す

12 土師器 口径9．0 受け部は浅く内反気味 体部内外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 貯蔵穴
器台 底径14．6 に開き、脚部は裾広が 脚部外タテミガキ 良好 全体の

器高8．9 りで2段の透かし孔を
有す。

〃内ナデ 3
τ
残存

13 土師器 受け部に鍔状の突帯を 口辺部上半内外ミガキ 石英石粒 酸化炎 赤褐色 覆土中

器台 付けるもので、透かし 下半内ヨコミガキ 砂粒多量 良好

高圷 残存高 孔を有す。 外ヘラナデ に含む
7．3 体部内外ミガキ

14 土師器 口径10．0 口縁部は外反し、張り 口縁部内木ロナデ外ハ 砂粒石粒 酸化炎 明褐色 覆土中
甕 の無い胴部より平底に ケ 含む 良好 全体の

残存10，3 連続する。 胴部内外ヘラケズリの
ちヘラミガキ

2
す
残存

15 土師器 口径12．8 口縁部は外反し輪積み 口縁部内ハケメのちへ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
甕 底径4。8 痕を残す。張りの無い ラミガキ外指圧頸部外 良好 全体の

器高12．3 胴部より平底に連続す
る。

ハケメのちヘラミガキ
胴部外ケズリのちミガ

3
7
「

残存

キ

16 土師器 上位に張りを有す胴部 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
甕 底径6．8 より底部は突出気味に 内ヘラケズリのち 良好

残存10．2 なりやや上げ底とな ヘラミガキ
る。

17 土師器 口径22．4 口縁部は折り返されて 折り返し二重口縁 砂粒含む 酸化炎 榿褐色 覆土中
甑 底部は小径となり、単 胴部内外ヘラミガキ 良好 全体の

残存10．5 孔を有するものとな
る。

3
τ
残存

18 土師器 手捏で内反する体部に 指ナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
手づく
ね 残存3．9

丸底を有す。 良好
1
一
残
存
3
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第397図　58号住居吐・出土遺物

表53　58号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
口径18．0

残存14．0

口縁部は内稜を有して
外反し輪積み痕を残
す。胴部は球形となる。

内ヘラナデ
外ヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎 赤拡色 床着
胴部上半

2
す

の残存

2 土師器
　甕

口径18．2

残存15。6

口縁部は短く外反し先
端で内反気味になる。

胴部は肩のやや張るも
の。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
　　内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

覆土中
胴部上半

1
7

の残存
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58号住居吐（第397図　表53）

位置　U－17グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5．42m×4．70m（東西

×南北）／壁高13cm～15．8cm／壁溝なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質化された

面は柱穴P1の付近と貯蔵穴の北西隅付近に認められる。／柱穴　4本。P1・径24cm、深さ76

cm、P2・径22cm、深さ71cm、P3・長径37cm、短径35c皿、深さ44c皿、P4・径29cm、深さ35

cm・炉・カマド　なし。／貯蔵穴　長軸76c皿、短軸66cm（上幅）、長軸38c皿、短軸28叩（下幅）

深さ38cmを計る。長方形を呈する。

遺　　物

　土師器甕の破片が3点出土。そのうち2点が床着である。その他、自然礫1点床着で出土し

ている。床面上にはP1～P3とP4の外側を北壁の手前を除いてコの字状に炭化材の検出が

見られる。細かく観察すると、それぞれ中心に向かって一定の方向である事が認められる。全

体的に放射状を呈するものと思われる。これは上屋の基本構造を示す可能性があると思われる。

備　　考

　59号住居杜を切る。また、30号土拡に北東隅を切られる。実測遺物点数2点

60号住居堤（第398図　図版100）

位置　P－16グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．64m×4・28m（東西

×南北）／壁高　64cm～68c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。72号住

居オ止に約3分の2を切られる。硬質部分は残存部分ではみられなかった。／柱穴　1本。北西

側に位置する。72号住居阯に対応する残りの柱穴の検出は72号住居肚の床下より見られなかっ

た、径34cm、深さ63cm。／炉　残存部分では見られなかった。／貯蔵穴　残存部分では見られ

なかった。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色土を基調に2層の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　なし。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。

一515一



　　、騨　◎　　　　「、皿、』
　　　　P1　、

ε．　　　・oL」㏄m

　P3A　　li。H　　　　　■
　　　　q⊇　　　　　　　　m　モこ　　　の　　　　　　　　　　へ　　　　　　ロヨ
　　　　　　　　　ま　　　　ロ　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　と

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　笏・　　　繊霧麟難圭
　　　　　　　♀一　　　2m　　　第399図　61号住居祉

　　　　一516一



住．

、蝋
　　　1

10cm

　　　　　　　　　　多グ　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤　　　　　　　　　　．＾7　　　　　　　　　　㎏藤
彩／

　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　5
　
2
厩

《、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
第400図　61号住居吐出土遺物

61号住居祉（第399・400図　図版100・117表54）

位置　S－23グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－15。一W／規模　4．87m×3．78m（東

西×南北）／壁高　51c皿～55cm。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部

分は主柱穴間の内側を中心に貯蔵穴付近まで及ぶ。／柱穴　4本。P1～P3が主柱穴に相当

すると考えられる。P1・径34cm、深さ55cm。P2・径36cm。P3・長径35c皿、短径32cm、深

さ59c皿。それらの3本に対応する残りの1本は南西隅に位置する貯蔵穴の位置付近に考えられ

る。P4・径32cm、深さ44cm。／貯蔵穴　南西隅に位置する。長軸57cm、短軸48cm、深さ74cm、

楕円形を呈する。

新旧関係

　110号住居祉を切る。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土を基調に2層の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　土師器破片が全体に亘って散乱している。また、貯蔵穴内よりほぼ完形の器台が1点出土し

た。実測遺物5点。

表54　61号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 脚部で裾広がりとなる 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中

高圷 もの。 脚部外ミガキ 脚部の
残存3．7 〃内ナデ 1

万
残存

2 土師器 口径1L　O 受け部は浅く外稜を有 体部内外ミガキ 砂粒石粒 酸化炎 茶褐色 床着
高圷 底径10．0

器高10．5
し、脚部は裾広がりと
なり透かし孔を有す。

脚部外ナデのちミガキ
〃内ヨコ方向のハケ

メ

含む 良好 　　　3全体のτ
残存

3 土師器 小型のもので底部は突 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 覆土中
甕 底径4．7 出した平底となる。 胴部外ケズリのちミガ 良好 色 全体の

残存5，7 キ
〃
内 ヘラミガキ

1
万

残存

4 土師器 口径15．5 口縁部は短くrS字」 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
甕 状に外傾する石田川タ 胴部外タテ方向のハケ 良好

残存4，2 イプのもの。 メ

〃内ナデ

5 土師器 口径2，0 手　土器で口縁部は短 指ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

底径L7 く内傾し、胴部は寸胴 良好
手　ね 器高3，3 で底部は平たく納める。
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表5562号住居堤出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

甕
口径7．6

残存3，0

口縁部は折り返され押
圧が残る。

口縁部内ハケメのちミ
ガキ外ナデ、胴部ハケ
メ内ハケメのちミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

榿褐色 覆土中

1
τ
残存

2 土師器
甕

口径13．8

残存7．6

口縁部は輪積み痕が残
り、胴部は口径より小
さい。

口縁部内ナデのちミガ
キ外指圧、胴部外ヘラ
ケズリ内ヘラケズリの
ちミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

暗褐色 貯蔵穴1

口縁の■
残存

3 土師器
甕 底径5．6

残存2．1

平底の底部。

胴部外ヘラケズリ
砂粒含む 酸化炎

良好
明褐色 覆土中

底部のみ
残存

4 土師器
甕

残存13，3

胴部は偏球形で、口縁
部は折り返しとなるも
の。

胴部外ハケメのちヘラ
ナデッケ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 覆土中
胴部上半
3
7
「 残存
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62号住居祉（第401図　表55）

位置　R－23グリッド／形態　方形／主軸方向　N－400－E／規模　4・31m×3・92m（東西

×南北）／壁高　14c皿～15cm／壁溝なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は中

央部より、柱穴と貯蔵穴を結ぶ線上内と東は東壁の付近まで及ぶ。貼床である。／柱穴　4本。

P1・径29cm、深さ61cm。P2・径24c皿、深さ54cm。P3・径29cm、深さ44cm。P4・径32cm、

深さ61cm。短軸線上を結ぶP1とP2は主柱穴の可能性が考えられる。／炉・カマド　地床炉

1基。中央部よりやや北寄りに位置する。掘り方（上幅）長軸81cm、短軸64c皿、（下幅）長軸61c皿、

短軸31cm、深さ21cmを計る。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。

／貯蔵穴　南東隅と南西壁に接する2ヵ所に貯蔵穴状の掘り込みが検出されている。貯蔵穴A

・長軸66c皿、短軸64cm。深さ18cm　方形を呈する。貯蔵穴B・長軸1．19m（付随するテラス状

の掘り込みを含む。）短軸（テラス部分）34c皿、（貯蔵穴部分）61c皿。深さ33cm。楕円形を呈す

る。

遺　　物

　西寄りに散乱して検出されている。土師器破片総点数14点。（床着6点、貯蔵穴B内4点）

実測遺物点数4点（甕、小型甕）。

63号住居祉（第402図　図版133）

位置　丁一19グリッド／形態　方形／主軸方向　N－O　o－E／規模　3・47m×3・17m（南北

×東西）／壁高　14cm～18．5c皿／壁溝　検出なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質

部分は中央部より、炉；吐状の掘り込に接した部分に認められる。／貼床である。／柱穴　10本。

壁際に柱穴が並ぶ。P1・径21cm、深さ54cm。P2・径29c皿、深さ55cm。P3・径24cm、深さ34

c皿。P4・径31cm、深さ55cm。P5・長径42cm、短径28c皿、深さ47cm。P6・径24cm、深さ59

cm。P7・径48cm、深さ44cm。P8・径32cm、深さ53cm。P9・径26cm、深さ44c皿。P10・径30

cm、深さ42cm。／炉・カマド地床炉1基？。中央部よりやや南東に位置する。掘り方（上幅）

長軸63cm、短軸54c皿、（下幅）長軸48cm、短軸32c皿、深さ3cmを計る。平面は楕円形、断面は

皿状を呈する。焼けた痕跡が無くまた、内部より自然礫が1点検出されているがこれも焼けて

いない為炉阯とは断定しがたいが、形態や位置的に炉祉としての可能性は考えられる。／貯蔵

穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積を示すもので、黒褐色土を基調に4層に分層される。

遺　　物

　覆土中より土師器の細片が出土している。実測可能なものは検出されなかった。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。
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64号住居祉（第403図）

位置　丁一17グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－900－E／規模　4．57m×3．34m（南

北×東西）／壁高　14cm～18・5cm／壁溝なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。全体

に亘って硬質化されている。ほぼ中央部を試掘調査のトレンチに切られる。また、南西隅を222号

土拡に切られる。／柱穴　1本。カマド東側袖の付近に位置する。P1・長径40cm、短径36c皿、

深さ52cm。／カマド　東壁中央部よりやや南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築

されている。煙道部は地山を三角形に掘り込んでいる。傾斜は420を計る。火床部はよく焼け

て硬質化されている。掘り方は袖部の下まで及ぶ。掘り方長軸77cm、短軸不明。深さ4cm。平

面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴なし。

覆土の状況

　自然堆積である。第1層黒褐色土白色の軽石（FP）少量含む。第2層黒色土ロームブロック

少量含む。

遺　　物

　覆土中より土師器の細片が出土している。実測可能なものは検出されなかった。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。

65号住居吐（第404図）

位置　S－17グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－35。一E／規模3．97m×3．04m（南北

×東西）／壁高　18cm～32．5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。南東

側を撹乱により破壊される。硬質部分は中央に炉；吐状の掘り込みがありその付近から南へかけ

た部分と炉肚状の掘り込みに接した西側の一部に認められる。／柱穴　4本。北壁と東壁の隅

と東壁中央部付近に位置する。P1・径19cm、深さ43c皿。P2・径18c皿・深さ48c皿、P3・径34

cm、深さ33cm。P4・径24cm、深さ24c皿。／炉　中央部に炉杜状の掘り込みが認められる。長

軸68cm短軸48cm。深さ7cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。焼けた痕跡が認められない。

／貯蔵穴なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層、暗褐色土の3層に分層される。

遺　　物

　覆土中より土師器の細片が出土している。実測可能なものは検出されなかった。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。
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66号住居吐（第405・406図　図版100・117　表56）

　位置　R－17、S－22グリッド／形態　方形／主軸方向　N－65。一E／規模　4・47m×

4．45m／壁高　38cm～43cm／壁溝　南西隅が撹乱により切られているが、カマド部分を除き全

周するものと思われる。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分主柱穴の内側の東寄り

を中心に硬質化され、P1～P3とP1の外側まで及ぶ。また、貯蔵穴に接する。／柱穴　5

本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径26cm、深さ58cm。P2・径36cm、深さ58cm。P

3・径36cm、深さ49cm。P4・径26cm、深さ49cm。P5・径38c皿、深さ31cm。／カマド　東壁

中央よりやや北寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を

三角形に近い半円形に掘り込まれている。火床部はよく焼けて硬質化されている。3号住居杜

と同様に土師器圷が石製の支脚の上に逆位で重ねた状態で検出されている。本吐では4個体重

ねられている。／貯蔵穴　2基　北東隅（貯蔵穴A）と北西隅（貯蔵穴B）に位置する。貯蔵

穴A　長軸71cm、短軸64cm、深さ54c皿を計る。隅丸長方形を呈する。貯蔵穴B　長軸51cm、短

軸46cm、深さ7cm。貯蔵穴Bは掘り込みが浅い為、貯蔵穴として断定は難しいが位置と形態よ

り可能性は考えられる。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層、暗褐色土の3層に分層される。

遺　　物

　カマド内より圷が5点。床着土師器破片7点。実測遺物9点。
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表56　66号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎，土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径13．9 口縁部は外反し、体部 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 カマド

圷 底径2．7
器高4．7

は外稜を有す。底部は
丸底となる。

体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

良好 3
7
「 残存

2 土師器 脚部は分厚く丸く納め 体部外ヘラケズリ内へ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 床着
高圷 底径9。4 る。 ラナデツケ、脚部外へ 脚部の

残存8．7 ラケズリ内ナデ 3
τ
残存

3 土師器 口径24．2 口縁部は緩くrくの字」 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 床着
甕

残存8．0
状となるもので、削り
は口縁部下より施す。

良好 　　1口縁7残
存

4 土師器 器肉は厚く丸底となる 砂粒石粒 酸化炎 淡赤褐 覆土中
甕 底径3．1 ものである。 胴部内外ヘラケズリ 含む 良好 色 底部のみ

残存6．0 残存

5 土師器 復口19．5 口縁部はrくの字」状 口縁部内外ヨコナデ、 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 覆土中
甕 底径5。0 になり胴部は下位が細 胴部外ヘラケズリ内へ 含む 良好 全体の

器高24．5 くなる。底部は突出す
る。

ラナデ

1
7

残存

6 土師器 口径18．0 口縁部はrくの字」状 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 澄褐色 覆土中
甕 復底径 になり胴部は長胴化す 胴部外ヘラケズリ 良好 全体の

7．0

器高34．8
る。底部は平底である。 〃内ヘラナデ 3

7
「 残存

7 土師器 復口2L1 寸胴気味の甑で底部は 口縁部内ヘラナデ外ヨ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 貯蔵穴
甑 復底12．0 単孔となる。 コナデ、胴部外ヘラケ 含む 良好

器高28。9 ズリ

内ナデ

8 土師器 口径12．0 体部は外傾し、底部は 砂粒含む 酸化炎 明褐色 カマド
境 底径7．0 平底で丸く納める。 体部内外ナデ 良好 完形

器高5．4

9 土師器 口径12．5 体部は外傾し、口縁端 輪積後指ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 カマド
圷 底径8。0 部で内傾する。底部は 口縁をヘラでヨコナデ 良好 完形

器高4．2 平底となる

67号住居吐（第407図　図版100・117　表57）

位置　S－16グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5。76m×5．17m（東西

×南北）／壁高　0～42．5cm　南西隅を近・現代の耕作により削平され、壁が消滅している。

／壁溝　なし。／床　灰色砂質土に掘り込まれる。硬質化された部分はP3とP5とP6の間

に認められる。／柱穴　6本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径48cm、深さ76c皿。P

2・径48cm、深さ74cm。P3・径42cm、深さ74cm。P4・径44cm、深さ74cm。P5・長径56c皿、

短径44cm、深さ27cm。P6・長径44cm、短径31cm、深さ28cm。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

P5が位置と形態と近接して床面が硬質化している事から貯蔵穴の可能性が考えられるが、規

模が小さい為、柱穴として取り扱った。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層に分層される。

遺　物
　土師器破片5点（床着4点）。その他床着で自然礫が1点検出されている。実測遺物2点。
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表57　67号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　高杯
復口12．7

残存4，0

口縁部は素縁となり、
端部でやや内反するも
の。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ハケメのちヘラ
ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 床着

　　1圷部一
残存3

2 土師器
　圷

口径12．5
底径2，4
器高6．0

体部に外稜を有し口縁
部は直立気味となり、
底部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

3
τ
残存
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68号住居祉（第408図　図版101）

位置　Q－19グリッド／形態　方形／主軸方向　N－10。一E／規模　4・17m×3・99m（南北

×東西）／壁高　58cm～59c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に面を

なしているが硬質部分は認められなかった。／柱穴　4本。P1・径26cm、深さ58cm。P2・

径28cm、深さ58c皿。P3・径27cm、深さ54cm。P4・径29cm、深さ55c皿。

／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に3層、暗褐色砂質土層1層の合わせて4層に分層される。

遺　　物

　覆土中より土師器の細片が出土している。実測可能なのもは検出されなかった。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。
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69号住居吐（第409・410・411図　図版101・117表58・59）

位置　P－19グリッド／形態　方形／主軸方向　N－70。一E／規模　5．93m×5．71m（南北

×東西）／壁高　45cm～54・5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分

の検出は認められなかったが全体に亘って堅く締まっている。／柱穴　7本。P1～P4が主

柱穴に相当する。P1・径28cm、深さ63cm。P2・長径44cm、短径38cm、深さ62c皿。P3・径43

cm、深さ52cm。P4・径34cm、深さ62c皿。P5・径32cm、深さ62c皿。P6・径46c皿、深さ64cm。

P7・長径39cm、短径34cm、深さ59cm。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。
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覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に4層に分層される。

遺　物

　P2付近に土師器甕の完形品が3個体が横倒と斜位の状態で出土した。甕の内部には明黄褐

色の軽石（A　s－C）を含んだ堆積土が詰まっていた。その他　小型甕形土器　2点、自然礫

3点出土した。実測遺物点数16点

表58　69号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 復口12．2 口縁部は直立気味とな 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 燈褐色 覆土中

圷 底径12．6 り端部でさらに外反す 体部外ヘラケズリ 含む 良好
器高4，4 る。体部は外稜を有す 内ヘラナデ

丸底。

2 土師器 口径10，4 内反気味に開く体部よ 口縁部内外ヘラミガキ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中
圷 り口縁部はさらに外反 良好

残存3，5 し、口縁下に穿孔を有
す。

3 土師器 口径14，8 口縁部は素縁となりた 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中
圷 底径4．5 いぶは内反気味に開 体部外雑なヘラミガキ

器高6。5 く。底部は平たく上げ
底となる。

4 土師器 口径16．5 内反気味に開く圷部は 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
高圷 ，内稜を有し短い口縁部 体部外ハケメのちミガ 良好

残存7．0 を形成。口唇部に刻み キ
を有す。 〃内ミガキ

5 土師器 受け部は欠損。脚部は 脚部外ヘラナデのちハ 砂粒石粒 酸化炎 褐色 覆土中
器台 底径12．8 裾広がりとなり、透か ケメ内ヘラケズリ 含む 良好

残存5．7 し孔を有す。

6 土師器 口径18．9 4の圷部に脚部は裾広 体部外ハケメのちミガ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中
高圷 底径12．0 がりとなり、複数の透 キ内ミガキ、脚部外ハ 良好

器高14，8 かし孔を有す。 ケメのちミガキ内ハケ
メ

7 土師器 口径6．7 小型の甕で口径と胴部 口縁部外指圧痕、頸部 砂粒石粒 酸化炎 燈褐色 床着
甕 底径3．8 径は同じもので底部は 外ハケメ内ヘラナデ胴 含む 良好

器高8。0 平底となる。 部外雑なナデ内輪積痕

8 土師器 口径9．9 口縁部は折り返され押 口縁部内ハケメ外指圧 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 床着
甕 底径4．2 圧痕が残る。底部は突 痕 良好

器高10．9 出気味の平底となる。 胴部外ナデのちハケメ
〃内ナデ

9 土師器 口径10．8 口縁部は外反し、胴部 口縁部内ミガキ、胴部 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 覆土中
甕 底径5．4 は偏球形、底部は上げ 外ヘラケズリのちミガ 含む 良好

器高7．9 底となる。 キ

〃内ミガキ
10 土師器 口縁部はrくの字」状 胴部外ヘラミガキのち 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中

甕 になるもので胴部は球 ハケメ内ヘラナデのち 良好
残存9，0 形となる。 ハケメのちヘラミガキ

11 土師器 口径15．5 口縁部はrS字」状と 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中
甕 なる石田川タイプのも 胴部外ヨコ方向のハケ 良好

残存7．2 ので器肉は極薄である。 メ

12 土師器 口径14．4 口縁部は外反し先端で 頸部内外ハケメ、胴部 砂粒石粒 酸化炎 茶褐色 覆土中
士
亜 折り返される。胴部は 外ハケメのちヘラミガ 含む

残存10．0 球形となるもの。 キ

〃内ヘラナデ
13 土師器 口径11．3 小型の壷型土器であ 口縁部外指ナデ 砂粒石粒 酸化炎 床着

甕 底径4．4 る。12の特徴に底部が その他内外とも丁寧な 含む 良好 淡褐色 口縁一部
器高15，6 突出気味の上げ底とな ミガキ 欠損

る。　　、 脚部内ナデ ほぽ完形
14 土師器 口径13．6 13の特徴に頸～肩部に 口縁部内ミガキ外上指 砂粒含む 酸化炎 淡黄褐 覆土中

、
，

甕 底径6．6 亘り櫛描き波状文を有 ナデ下外ミガキ 良好 色

器高19．6 す。胴部はフラスコ状 胴部内ヘラケズリ外上
となる。、 櫛描き波状文

中下ミガキ
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表59　69号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
15 土師器

　甕 底径10，0
残存2L9

大型の壷型土器で球形
の胴部と突出気味の平
底を有す。

外面ヨコ方向のハケ目
のちミガキ
内面同化剥離している

砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中

16 土師器 口径13。7
底径6．4
器高23．2

13を大型化したもので
胴部はやや偏球形とな
る。

内外丁寧なミガキ 砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡黄褐
色 床着

70号住居祉（第411図　図版101・117表60）

位置　Q－17グリッド／形態　方形／主軸方向　N－85。一E／規模　4。46m×4．21m（東西

×南北）／壁高　42cm～45．5cm／壁溝　なし。／床　ローム層に掘り込まれている。硬質部分

は中央部より南東隅炉阯状の掘り込みがありその付近から南へかけた部分と炉杜状の掘り込み

に接した西側の一部に認められる。／柱穴　4本。P1・径37cm、深さ60cm。P2・径37cm、

深さ62cm。P3・径37cm、深さ60cm。P4・径36c皿、深さ59cm。／カマド　東壁中央部よりや

や北側に位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を半円形に掘り

込んでいる。傾斜は52。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の下ま

で及ぶ。長軸210cm、短軸74cm、深さ4cm。方形を呈する。平面は楕円形、断面は皿状を呈す

る。／貯蔵穴　長軸76cm、短軸74c皿、深さ64cm。方形を呈する。／覆土の状況は自然堆積であ

る。黒褐色土を基調に2層と暗褐色土の3層に分かれる。遺物はカマド付近と貯蔵穴内とP1

付近より出土した。実測点数4点。

表60　70号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径13．2 口縁部は外反し体部に 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 貯蔵穴

圷 底径3．1 外稜を有す。底部は丸 体部外ヘラケズリ 良好

器高5．5 底となる。 内ナデ

2 土師器 口径13．0 口縁部は外反し体部に 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 燈褐色 床着

圷 底径2。3 外稜を有す。底部は丸 体部外ヘラケズリ 良好

器高4．8 底となる。 〃内ナデ

3 土師器 口径20．5 口縁部は外に開き先端 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着
甕 でさらに外反する。 胴部外ナデのちヘラケ 含む 胴部上半

残存1LO ズリ内ヘラナデツケ 破片

4 土師器 口縁部が最大径となる 砂粒石粒 酸化炎 褐色 床着
甕 底径7．5 もので底部は突出した 胴部外ヘラケズリ 含む

残存11．5 平底である。3と同一 内ヘラナデ
固体。
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71号住居吐（第412図　図版101・118　表61）

位置　Q－16グリッド／形態　方形／主軸方向　N－850－E／規模　3．89m×3．62m（東西

×南北）／壁高　52。5cm～57cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分

は中央部より東はカマドと貯蔵穴に接し、北西隅部分を除いた南寄りが硬質化されている。／

柱穴　1本。北西隅に位置する。径32c皿、深さ10cmと浅い。

／カマド　東壁中央よりやや南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。

煙道部は地山を三角形に近い半円形に掘り込まれている。火床部はよく焼けて硬質化されてい

る。掘り方は袖部の下まで及ぶ。長軸94cm、短軸90c皿、深さ4cm。平面は楕円形、断面は皿状

を呈する。土師器高圷を逆立にして支脚として転用している。その上を土師器圷が伏せた状態

で検出されている。また、両袖の先端を甑の破片（同一固体）で補強されている。／貯蔵穴

南東隅に位置する。長軸54cm、短軸48cm、深さ57cmを計る。隅丸長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と暗褐色土の3層に分層される。

遺　　物

　カマド内より圷が1点。支脚転用の高圷1点。カマド北側袖部下より、甕の破片が2点。床

着貯蔵穴付近より、床着で土師器破片6点出土した。実測遺物は7点である。

表6171号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　高杯
口径18．3
底径4。3
残存12．5

圷部は突出する外稜を
有し開き、先端で内反
する。脚部は朝顔状に
開く。

体部内外全体に回転台
による回転ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド
全体の

3
τ
残存

2 土師器
　圷

口径10．2
底径3．1
器高6．3

口縁部は内反し体部は
偏球形となる。底部は
やや突出した平底であ
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外指圧
〃内指ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 褐色 カマド
完形

3 土師器
　甕

口径9．9
底径4．2
器高12．0

口縁部は短く開く突
帯、胴部は肩が張るも
ので底部は平底となる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ナデのちヘラケ
ズリ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 黒褐色 貯蔵穴

　　2口縁万
欠損

4 土師器
　甕

口径14．6

残存15。1

口縁部はやや開き気味
になるもので口径が最
大径となるもの。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ内ヘラナデのちケ
ズリ

砂粒含む 酸化炎 燈褐色 カマド

　　1胴部一
　　3欠損

5 土師器
　甕

口径20．4

残存6。9

口縁部は外反し端部は
面を成す。胴部は球形
となるものである。

口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着
口縁約

1
す

残存

6 土師器
　甕

口径13．5
底径4．5
器高10．6

口縁～胴部は外開し、
口径が最大径となる。
底部は単孔を有す。

口縁部内外ヘラナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

褐色 カマド
全体の

3
τ
残存

7 土師器
　甑

口径22．5
底径11．2
器高21．0

6の大型のもので寸胴
となり口径と底径との
差は余りない。単孔を
有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

褐色 カマド
全体の

1
万

残存
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72号住居堤（第413図　図版101・118　表62・63）

位置　P－16グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　3．58m×3．93m（東西

×南北）／壁高　54cm／壁溝　カマド部分と貯蔵穴部分を除き全周する。／床褐色砂質土層

に掘り込まれる。硬質部分はカマドの前方部より貯蔵穴に接し、東西は壁より46cm～15cm付近

まで及び、西側は壁の24c皿手前まで一部分が延びる。／柱穴　3本。P1・径26cm、深さ74cm。

P2・径26cm、深さ52cm。P3・径31cm、深さ61c血。深さがまばらである。／カマド　東壁中

央部よりやや北寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を

半円形に掘り込まれている。傾斜は43。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り

方は袖部の下まで及ぶ。長軸110c皿、短軸61c皿、深さ5c皿。平面は楕円形、断面は皿状を呈す

る。／貯蔵穴　北東隅に位置する。長軸81cm、短軸61cm、深さ68cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に4層に分層される。

遺　　物

　北寄りに散乱して出土。土師器破片3点。（床着1点）その他、自然礫1点。粘土塊が3個

体。それぞれ床着で出土。また、貯蔵穴内より甕と圷の破片が出土。実測遺物、総点数9点。

新旧関係

　60号住居祉を切る。

表62　72号住居堤出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
復口10．8

残存2。8

口縁部は直立気味で先
端部で外反する。体部
は緩い外稜を有し丸底
に続く

口縁部内外ナデ
体部外指圧

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡燈褐
色

貯蔵穴

2 土師器
　圷

口径11．0
底径1。7
器高5．0

口縁部は直立気味で先
端部は面を成す。体部
は外稜を有し、丸底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

3 土師器
　圷

復口13．1

残存4．5

口縁部は直立気味に外
反し、体部は外稜を有
し、丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

貯蔵穴

4 土師器
　高圷

復口18．5

残存6．5

圷口縁部は大きく外反
し外稜を有す。脚部欠
損。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着
脚部欠損

5 土師器
　器台

残存3．8

受け部・脚部欠損。脚
部上位に複数の透かし
孔を有す。

脚部外ミガキ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 覆土中

6 土師器
　甕

口径17．8

残存11．5

口縁部は緩くrくの字」
状に開き胴部は長胴化
するもの。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

榿褐色 覆土中

7 土師器

手　ね

口径5．7
底径3。7
器高3．6

手　で口縁～体部は開
き、底部は平たく納め
る。指圧痕顕著。

内外ナデ 砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

一536一



表63　72号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
8 ，土師器 口径』9』5

底径5．8
器高6．2

口縁ん体部は開き、先
端で内反する。底部は
平たく納める。．

胴部外ナデ
　　内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 褐色 貯蔵穴

9 土師器 口径12。8
底径7．0
器高5。4

口縁～体部は開き、先
端で内反する。、底部は
平たく納める。

胴部外ナデ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡燈褐
色

貯蔵穴
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73号住居祉（第414図　表64）

位置　R－16グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模　5。32m×5．29m／壁高

15cm～16c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。ほぽ中央部を227号土拡に切

られる。さらに、中央部より南東側にかけて114号住居肚にも切られる。全体に宜って面をな

しているが硬質部分の検出はみられなかった。／柱穴　なし。／炉・カマド　なし。／貯蔵穴

なし。114号住居阯によって破壊された可能性が考えられる。

遺　　物

　覆土中より、土師器甕の破片が1点出土。床着で自然礫1点出土。実測遺物点数1点

新旧関係

　74号住居祉を切る。また、227号土拡、114号住居杜に切られる。

備　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。

表64　73号住居堤出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕 復底6．5
残存7．2

底部は器肉の薄い平底
である。

胴部外ヘラナデ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡榿褐
色

覆土中

1舅i饗
　　，V～S
　ピ

1⑧、
勺3

　・v璽

蹴．
　　　　噸

、∀お

z
　　　　　　　74号住居吐
田0106ε1一■》dS　第1層黒褐色土

　　　　　　　第2層暗褐色土

P1

◎　　　　δ2

　　　　　　「

○）／糧
／

魍且

∀どs

0 2m

第415図　74号住居：肚
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74号住居祉（第415図　図版102）

位置　Q－14、15グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5．43m×5．24m（南

北×東西）／壁高　15cm～24cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土に掘り込まれる。南西側寄り

の床面を273号土拡に切られる。また、南東側の73号住居阯を切る。全体に亘って面をなすが

硬質部分の検出はみられなかった。／柱穴　2本。相対する残りの2本は273号土拡と73号住

居肚によって破壊された可能性が考えられる。P1・径38cm、深さ104c皿。P2・径46c皿、深

さ88cm／炉・カマド　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色の2層に分層される。

遺　　物

　検出されなかった。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。

75号住居祉（第416・417回　図版102・118表65・66）

位置　Q－15グリッド／形態　方形／主軸方向　N－85。一E。／規模　3．06m×2．77m／壁

高　56c皿～64c皿／壁溝　カマド部分を除いて全周する。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。

硬質部分はカマドの前方部より中央部にかけて西側は西壁の49cm手前まで及び主柱東側はほぽ

中央部が壁溝に接する地点まで延びる。／柱穴　4本。P1・径26cm、深さ66c皿。P2・径30

cm、深さ58cm。P3・径24c皿、深さ66cm。P4・径28cm、深さ58cm。／カマド　東壁中央部に

位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。天井部が一部遺存する。煙道部は地山

を半円形に掘り込んでいる。傾斜は54。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。／貯

蔵穴　南東隅に位置する。長軸68cm、短軸60cm、深さ62cmを計る。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と暗褐色の合わせて3層に分かれる。

遺　　物

　南壁の中央よりやや東寄りの壁溝内に集中して土師器圷の破片が出土している。さらに貯蔵

穴内に圷が転落した状態で出土。また、カマド内より甕の底部の破片が逆位にその上に小形甕

の完形品が逆位で出土。支脚の転用が考えられる。その他、南壁中央寄りに粘土塊が床着で出

土。実測遺物点数16点
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表65　75号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径12。0
底径3．5
器高4．3

口縁部は直立気味で先
端部で外反する。体部
は緩い外稜を有し丸底
に続く

口縁部内外ヘラナデ体
部外ナデのちヘラケズ
リ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

2 土師器
　圷

復口12．1
底径3．1
器高5．3

口縁部は直立気味に開
き、体部は外稜を有し
て丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中
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表66　75号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
3 土師器

　圷
口径12，6
復底3．1

残存4．6

口縁部は外反し端部で
面を成す。体部は外稜
を有して丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡澄褐
色 覆土中

4 土師器
　圷

復口13．6
底径4．1
器高4．9

口縁部は外反し端部で
面を成す。体部は外稜
を有して丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

5 土師器
　圷

口径12．8
底径3．8
器高5．2

口縁部は直立気味で先
端部で外反する。体部
は緩い外稜を有し丸底
に続く

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

覆土中

6 土師器
　圷

復口14．0
復底2．0
残存5．3

口縁部は外開し先端部
で段を成す。体部は緩
い内・外稜を有し丸底
に続く

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

7 須恵器
　杯

復口13．3
底径3．0
器高5．4

立ち上がりは短く内傾
し口縁端部は丸く納め
る。底部は：丸く安定に
欠ける

口縁部内外ヨコナデ
体部外回転ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 貯蔵穴

8 土師器
　高圷 底径9。0

残存4．0

筒状の脚部は端部で裾
広がりとなる。

脚部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 貯蔵穴
脚部破片

9 土師器
　甕

口径8．6
底径5．6
器高9．2

口縁部は短く開き内稜
を有す。胴部は球形で
底部は突出する平底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

黒褐色 カマド

10 土撤器
　鉢

口径1L　O
底径5，5
器高10．5

口縁部は内反し胴部は
内反気味に開く。底部
は突出する平底となる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

11 土師器 口径12．2
底径4．3
器高8，5

口縁・胴部は内反気味
に開く。底部は小径の
単孔を有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

12 土師器
　甕

口径17．0
残存15．9

口縁部はrくの字」状
に開き、複合口縁状と
なる。

口縁内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 覆土中

13 土師器
　甕

口径18．7

残存6．2

口縁部は大きく外反
し、端部は水平に近く
なる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

14 土師器
　甕 底径7。6

残存5．2

底部は平底で器肉は厚
い。

胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む
　良好

酸化炎
　良好

黒褐色 カマド

15 土師器
　甕

復口19．3

残存15．8

口縁部は緩くrくの字」
状に開き胴部は長胴化
するもの。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗茶褐
色

覆土中

16 土師器
　甕

口径18．0
底径一6．5

器高39，3

口縁部は緩く「くの字」

状に開き胴部は長胴化
するもの。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

明褐色 覆土中
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76号住居堤（第418図　図版102）

位置　0－14グリッド／形態　不整方形／主軸方向　N－20。一E／規模　5．74m×5．61m（南

北×東西）／壁高　38．5cm～42cm／壁溝　なし。／床　灰色砂質土に掘り込まれる。特に硬質

化された所は検出されていない。／柱穴　5本。P1～P4が主体穴に相当すると考えられる。

P1・径31c皿、深さ92c皿。P2・長径34cm、短径30cm、深さ84cm。P3・径32cm、深さ98cm。

P4・径28cm、深さ79cm。P5・径26cm、深さ11c皿。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

自然堆積である。黒褐色土を基調に3層、暗褐色砂質土層1層の合わせて4層に分層される。

新旧関係　南東隅寄りを撹乱に切られる。

遺物覆土中に土師器の細片が出土している。実測可能なものは検出されなかった。

備考
伴出遺物の出土はみられなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられる。
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77号住居吐（第419・420図　図版102・103・118表67・68）

位置　R－13、14グリッド／形態　方形／主軸方向　N－10。一E／規模　4．24m×4．14m（東

西×南北）／壁高　57c皿～62．5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。硬

質部分は主柱穴間の内側を中心に北側はカマドの前方部に接し、南西部分と南東部分は壁に近

接した範囲で検出されている。／柱穴　4本。P1・長径34cm、短径30cm、深さ68cm。P2・

径32cm、深さ64cm。P3・径34cm、深さ64cm、P4・径34cm、深さ65cm。

カマド　東壁のやや南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は

地山を半円形に掘り込まれている。傾斜は660を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。

掘り方は長軸106c皿、短軸61cm、深さ6cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。

貯蔵穴　北東隅に位置する。長軸87cm、短軸79c皿、深さ61cm。隅丸長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と暗褐色砂質土の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　P3とP4の柱穴間線上に床着で土師器圷が1点出土。その他、覆土中より土師器破片（甕

・i不）が10点出土した。また、覆土中に縄文時代所産の石鎌1点が含まれていた。実測点数7

点。

表67　77号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径13。2

残存7．3

口縁部は外反して端部
で面を成す。体部は外
稜を有して丸底となる。

口縁部内ヨコナデ
体部外ヘラケズリ内

砂粒含む 酸化炎 淡赤褐
色

覆土中

2 土師器
　圷

口径12．5
底径3．2
器高4．9

口縁部は外傾し、体部
は外稜を有して丸底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

3 土師器
　杯

口径13．4
底径4．6
器高4。8

口縁部は直立気味とな
り、体部は外稜を有し
て丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 淡赤褐
色

覆土中

一545一



表68　77号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
4 土師器

　甕
復口14。2
残存高
　　9．5

胴部は内反気味に開く
もので、口縁部は短く
内傾しながら外反す
る。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 黒褐色 覆土中

5 土師器
　甕

復口18，7
残存6．5

長胴甕の口縁部 口辺部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 覆土中

6 土師器
　甕

復口15．0
残存7．3

口縁部は外傾し底部に
単孔を有すもの。

口辺部ヨコナデのち指
ナデ胴部外面外ヘラケ
ズリ内ヘラケズリのち
ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

明褐色 覆土中

7 石鎌
（有茎）

長さ2．7

幅　L6
重さ

　L59

チャート質の有茎腹挟
タイプのもので本跡に
は帰属しない。

縄文所産のものと思わ
れる

本祉覆土第1層中より
出土した

一 『 一 覆土中

78号住居吐（第421・422図　図版103・118　表69・70）

位置　R－13グリッド／形態　方形／主軸方向　N－115。一E／規模　4。40m×4．27m（東西

×南北）／壁高　75・5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。硬質部分は

主柱穴間の内側を中心に西側から北西側にかけては壁に近接する範囲で検出。またP1とP2

を避けるようにして検出している。／柱穴　4本。P1・径24c皿、深さ68cm。P2・径25cm、

深さ70cm。P3・径24cm、深さ62cm。P4・径29cm、深さ78cm。／カマド　南壁中央より西寄

りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を半円形に掘り込ん

でいる。傾斜56。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は長軸108cm、短軸44

cm、深さ4cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴　南東隅寄りに位置する。長軸72

cm、短軸66cm、深さ57c皿を計る。隅丸長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色土を基調に2層の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　3号・66号住居阯同様に土師器圷が支脚の上に逆位で本；吐では2個体重ねた状態で検出して

いる。また、床着遺物はカマド付近に集中している。

全体に散在して出土している。特に貯蔵穴内より集中して出土している。実測遺物点数13点。
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表69　78号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
復口10．4
底径6。8

残存3．0

口縁部は内反気味に立
ち上がり端部でさらに
外反する。底部は平底
となる

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡赤褐
色

覆土中

2 土師器
　圷

口径12．4

残存4．9

口縁部は内反気味に開
き底部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

3 土師器
　圷

復口13．5

残存5．5

口縁部は直立気味に開
き底部は丸く納める。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリのち
ヘラミガキ内ヘラミガ
キ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

4 土師器
　圷

口径12．0
底径4．4
器高5．2

口縁部は外反し体部に
稜を有し、丸みを帯び
る平底となる。全体に
粗雑。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 カマド

5 土師器
　杯

口径11．7
底径3．5
器高5．6

口縁部は外反し体部に
稜を有し、丸底となる。
全体に粗雑。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 カマド

6 土師器
　圷

復口12．4
底径5．4
器高5，4

口縁部は外反し体部に
稜を有し、丸みを帯び
る平底となる。ぜなた
いに粗雑。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 カマド

7 土師器
　杯

口径13．2
底径3．2
器高6．0

口縁部は外反し体部に
稜を有し、平底となる。
全体に粗雑。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

　　1体部7
残存

8 土師器
　圷

復口13，2
残存高
　　3．2

口縁部は外反し体部に
稜を有す須恵器模倣の
圷。

体部ヨコナデ
底部ヘラケズリ
内面ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

9 土師器
　高圷

口径11．8

残存7．7

圷口縁部は外開し端部
で内反する。脚部は筒
状より裾広がりとなる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラナデツケ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド

　　2圷部万

脚部欠損
10 土師器

　高圷 底径8．7
残存5．1

脚部は裾広がりとなる
もの。

脚部外ヘラナデツケの
ちミガキのちヘラナデ、

〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着
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表70　78号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
11 土師器 口径11．2 口縁部は外反し胴部は 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 床着

甕 底径8．2 内反気味となる。底部 胴部外ヘラケズリ 含む 良好
器高11．0 は平底で全形は籠状と 〃内ヘラナデ

なる。

12 土師器 口径16．9 口縁部は外反して胴部 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡赤褐 カマド
甕 は中位に最大径を取る 胴部外ヨコヘラケズリ 含む 良好 色

残存21．8 ものである。 〃内ヘラナデ
13 土師器 球形の胴部より底部は 胴部内ヘラナデ 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 覆土中

甕 復底径 突出気味の平底とな 含む 良好
6．7 る。

残存3．3

79号住居祉（第423・424図　図版103・118表71）

位置　P・Q－13グリッド／形態　方形／主軸方向　N－80。一W（新）、N－600－E（旧）

／規模　4，56m×4．28m（東西×南北）／壁高　43cm～58．5cm／壁溝　カマド部分を除く北壁

沿いに検出されている。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。　中心部より北はカマド部

分に接し、南は壁に近接した範囲まで及ぶ。また、東側では一部分、P1とP2の柱穴間の線

上より外側に延びている。／柱穴　5本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径24cm、深

さ51cm。P2’径28c皿、深さ49cm。P3・径28c皿、深さ48cm。P4・長径31c皿、短径24c皿、深

さ51cm。P5・長径34cm、短径26c皿、深さ34cm。／カマド　東側から北側へと付け変えが行わ

れている。Oカマド（新）　北壁の中央部よりやや東寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘

土で構築されている。煙道部は地山を半円形に掘り込まれている。傾斜87。を計る。火床部は

よく焼けて硬質化されている。掘り方は長軸92cm、短軸44cm、深さ4cm、支脚部分の掘り込み

の深さ17cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。○カマド（旧）　東壁の中央よりやや南寄

りに位置する。袖部の痕跡は残されていない。煙道部は半円形に掘り込まれる。傾斜は56。を

計る。煙道部に支脚を置かれた状態で人為的に埋土されている。火床部は掘り方が残存し、焼

土の痕跡は若干認められるが、灰層は抜かれ人為的に埋め戻されて踏み固められている。／貯

蔵穴カマドと同様、新・旧の2基検出。○貯蔵穴（新）　北東隅に位置する。長軸67cm、短

軸64cm、深さ48cm。方形を呈する。覆土は自然堆積である。貯蔵穴（旧）　南東隅に位置する。

長軸63cm、短軸54cm、深さ46cm。方形を呈する。覆土は人為的な埋土である。締まり強く踏み固

められている。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と暗褐色土の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　全体に亘って土師器破片が散乱して出土。その他、カマド付近より須恵器圷2点出土。実測

遺物点数16点。
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表7179号住居堤出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
復口13．4
底径
器高4．8

口縁部は内稜を有し短
く受け気味に開き、底
部は丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ナデのちヘラミ
ガキ内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

2 土師器
　圷

復口12．5
底径2。2
残存4．3

口縁部は外傾し体部に
外稜を有し、底部は丸
底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

3 土師器
　圷

口径13。3

残存4．3

口縁部は短く外反し体
部に緩い外稜をを有
し、底部は丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ケズリのちヘラ
ミガキ内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

4 土師器
　杯

口径12．0

残存4．4

口縁部は外傾し端部は
面を成す。体部に外稜
を有し、底部は丸底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 覆土中

5 土師器
　圷

口径12，1
底径2．2
器高4．8

口縁部は直立気味に開
き体部に外稜を有し、
底部は丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド

6 土師器
　高圷 底径7．7

残存4，4

脚部は圷部との接点で
突体を有し裾広がりと
なる

脚部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

7 土師器
　高圷

口径1L9
底径10．2
器高9．5

2の圷部に裾広がりと
なる脚部を有す須恵器
模倣のものである。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ナデッケ、脚部
内外ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 燈褐色 カマド

8 須恵器
　高圷

復口12．0

残存4．5

内体部に稜を、外体部
に沈線・櫛描き波状文

を有す。E式1～2か

体部内外ロクロ回転に
よるナデ

砂粒含む 還元炎 灰褐色 床着

9 須恵器
　高圷 底径11．5

残存5．8

脚部は裾で外稜を有
し、縦長の透かし孔を
有す。

脚部内外ロクロによる
ナデ

砂粒含む 還元炎
　良好

灰褐色 覆土中
脚部

1
7

残存

10 土師器
　圷

口径11．4
底径
器高10。0

口縁部は内傾し、胴部
は球形となり、突出す
る底部は丸く納める。

口縁部内外ナデ、胴部
外ヘラケズリのちミガ
キ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 カマド

11 土師器
　甕

口径16。8

残存8。2

口縁部はrくの字」状
に外反し、胴部はやや
長めとなる。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

12 土師器
　甕

口径！4．0

残存13．2

口縁部はrくの字」状
に外反し、胴部は下膨
れ状となる。

口縁部内外ナデ
胴部外ナデのちケズリ
〃内木ロヘラ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 覆土中

13 土師器
　甕

口径13．2

残存12．1

口縁部は外反し頸部で
稜を有し胴部は球形に
近似する。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴

14 土師器
　甕 底径3．5

残存8，5

底部は突出気味の平底
となる。

胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 カマド

15 土師器
　甕

口径13，8
底径1．8
器高17，9

口縁～体部は直立気味
に、端部で内反気味と
なる。底部は尖り気味
の丸底

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 床着

16 土師器
　甑

口径19，9
底径7，3
器高22．4

口縁部は外反し胴部は
寸胴で底部は単孔を有
す。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
内ヘラナデのちヘラケ
ズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着
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80号住居堤（第425・426図　図版103・104・118・119表72・73）

位置　P－13グリッド／形態　方形／主軸方向　N－80。一E／規模　4．56m×4，28m／壁高

43cm～58．5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土に掘り込まれる。硬質部分はカマドの両脇と貯

蔵穴の手前からP1とP2の柱穴間にかけて検出されている。／柱穴　5本。P1～P4が主

柱穴に相当する。P1・径29cm、深さ76cm。P2・径23cm、深さ74c皿。P3・径36cm、深さ74

cm。P4・径29cm、深さ73cm。P5は貼り床の下より検出。P5・径36cm、深さ24c皿を計る。

／カマド　東壁中央部よりやや南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。

煙道部は天井が遺存する。傾斜55。をはかる。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方

は長軸1．23m、短軸36cm、深さ9cmを計る。平面は楕円形を呈する。断面は皿状を呈する。支

脚は石を使用されている。／貯蔵穴　南東隅に位置する。長軸80c皿、短軸69cmで平面は長方形

を呈し、断面は2段掘りを呈する。深さ中段12cm、下段64cm。

覆土の状況　自然堆積である。黒褐色土を基調に4層に分層される。

遺　　物

　南東隅に集中して人為的に寄せたかのように検出。（長胴甕・甕・甑・圷）その中でも長胴

甕は隅に立て掛けた状態で出土。また、カマドの北側の脇に甕が横位で検出。さらに、西壁寄

りの覆土上層より須恵器砿のほぼ完形品が1点出土。実測遺物点数10点。

表72　80号住居堤遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 口径11．6 口縁部は外反し端部は 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 暗赤褐 床着

圷 底径3．6 段を有す。体部に外稜 体部外ヘラケズリ 良好 色 完形
器高5．0 を有し、底部は丸底と 〃内ナデ

なる。

2 土師器 復口13．9 口縁部は外反し、体部 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 カマド
圷 底径4．0 に外稜を有し、底部は 体部外ヘラケズリ 良好

器高5。4 丸底となる。 〃内ナデ

3 須恵器 口径13．8 太めの頸部よりの口縁 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 還元炎 青黒色 覆土中
拡 底径14．3 部は段を成し球形の胴 体部内外ロクロによる

器高4．0 部は沈線・刺突と円孔 ナデ
を有す

4 土師器 胴部は球形となり、底 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 榿褐色 床着
甕 底部5。0 部は上げ底気味となる。 〃内ヘラナデ 良好 底部破片

残存5。5
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表73　80号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
5 土師器

　甕
口径11．0
底径9．8
器高13．8

口縁～胴部は全体に内
反し底部は突出気味の
平底となる。全形籠状
を呈す

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 床着
完形

6 土師器
　甕

口径14．7
底径6．0
器高19、5

口縁部は内稜を有し張
りのない胴部より大き
く突出する底部をな
す。

口縁部内外ヘラナデ
胴部外斜め方向のヘラ
ケズリ内ケズリのちヘ
ラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着
完形

7 土師器
長胴甕

口径18．8
底径7．0
器高34．5

口縁部は大きく外反し
長胴化する胴部より突
出する底部を形成す
る。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ内木
ロナデのちヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 褐色 床着

8 土師器
　甑

口径18．6
底径8．4
器高14．8

口縁部は内稜を有し、
箱形の胴部より底部に
単孔を有す。

口縁部内外ナデ、胴部
外ヘラケズリのちナデ
ッケ内ヘラケズリのち
ミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

9 土師器
　甑

口径28．5
底径10．0
器高30．5

口縁部は外反し胴部は
緩やかに開く、底部は
単孔を有し器肉は薄
いo

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデッケ内ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

10 土師器

手　ね

口径6．1
底径4．3
器高4．2

手　土器で口縁～体部
は外傾し、底部は平た
く納める。

指圧痕 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中

81号住居祉（第427・428図　図版104・120表74・75）

位置　0－13グリッド／形態　長方形／規模　3。40m×2．88m／主軸方向　N－95。一E／壁

高　66cm～67cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は中央部分より

カマドに接して検出されている。／柱穴　1本。南西隅寄りに位置する。径33cm、深さ73c皿／

カマド　東壁中央部に位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。天井部が一部分

わずかに遺存する。煙道部は地山をほぼ三角形に掘り込まれている。傾斜は460を計る。火床

部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は長軸1．02m、短軸47cm、深さ7cmを計る。平面は

楕円形、断面は皿状を呈する。支脚は石製である。／貯蔵穴　南東隅に位置する。長軸は63c皿、

短軸62c皿、深さ51cm。方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土を基調に3層の合わせて4層に分層される。

遺　　物

　土師器の破片が全体に亘って散乱している。また、貯蔵穴内より土師器甕形土器の破片が1

点出土。その他、石皿が床着で1点出土。実測点数12点。
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表74　81号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径12。1
底径3．3
器高5．5

口縁部は内稜わ有し短
く外傾する。底部は丸
底となり放射状磨きが
顕著。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド

2 土師器
　圷

口径11．2
底径2。4
器高4．9

口縁部素縁となるもの
で、底部は丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 カマド

3 土師器
　圷

口径10．7
底径2，5
器高4．4

口縁部は外開し体部中
央に緩く稜を有する。
底部は丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

4 土師器
　圷

口径12．5
底径2，5
器高5．0

口縁部は端部で外反
し、体部は内反気味に
直立する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡鐙褐
色

カマド

5 土師器
　圷

口径11．0
底径3．5
器高5．0

口縁部は内傾しながら
外反し、体部は外稜を
有す。底部は丸底とな
る。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 澄褐色 床着

6 土師器
　圷

口径12。0
底径2．5
器高4．6

口縁部は外傾し端部で
肥圧する。体部外稜は
顕著で底部は丸底とな
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 カマド

7 土師器
　圷

口径12．9
底径3，0
器高4．6

口縁部は外傾し端部で
面をなす。体部外稜は
顕著で底部は丸底とな
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヨコナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド
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表7581号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
8 土師器

　高圷
口径11．7
底径9．6
器高9，3

口縁部は外反し端部は
面をなし外稜を有す。
脚部は裾広がりとな
る。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ヘラケズリ
脚部内外ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

9 土師器
　甕

口径18．0

残存21．6

口縁部は外反し胴部は
張りを持たないもので
ある

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

カマド

10 土師器
　甕

口径17．6
底径5．5
器高35．6

口縁部は外反し、胴部
は張りがなく突出する
平底を有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 カマド
　　　3全体の一
　　　4残存

11 土師器
　甑

口径19。4
底径6，1
器高14．7

口縁～胴部は外傾し、
底部は単孔を有す。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

82号住居吐（第429図　図版104　表76）

位置　R－10グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模　5．16m×4．79m／壁高

0～21．5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。近・現代の暗渠2条により分

断される。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に北東側はカマドと貯蔵穴の付近まで延びる。ま

た、南側は暗渠に切られ全体的な範囲は不明であるが、主柱穴問の線上より外側に延びている

ことは認められる。／柱穴　5本。P1～P2が主柱穴に相当する。P1・上面の3分の2を

暗渠に切られる。径29cm（推定下幅）、深さ22cm。P2・径29cm、深さ26c皿6P3・径31cm、

深さ29cm。P4・径31cm、深さ26cm。P5・径31cm、深さ56cm。／カマド　北東壁中央部より

南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は半円形に掘り込まれ

ている。傾斜64。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は長軸79cm、短軸26

c皿。深さ6cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。支脚は土製である。／貯蔵穴　南東隅の

位置する。南西隅の暗渠に切られる。長軸106cm、短軸99cm、深さ59cm。長方形を呈する。北

西隅に深さ21cmのテラス状の平坦面が中場が検出している。

覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により削平されており、確認面より掘り込みが浅い為、黒

褐色土の単層である。

遺　　物

　貯蔵穴内と西寄りに土師器破片の出土が見られる。実測点数3点。
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表76　82号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　高圷 底径9．0
残存4．7

脚部は裾広がりとな
る。

脚部外ヘラナデのちナ
デ
〃
内
ナ デ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド
脚部のみ
残存

2 土師器
　甕 底径5．7

残存3，8

胴部は大きく張るもの
で突出する平底を有す
る。

胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

明褐色 床着1
底部万残
存

3 土師器
甕 底径6．4

残存4．6

底部は平底となり中央
でややくぽむ。 胴部外ヘラケズリ

〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴
底部のみ
完存

83号住居祉（第431～432図　図版104・105・119・120表77・78・79・80）

位置　Q－10グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模　4．76m×4．72m（東西

×南北）／壁高　71cm～73cm／壁溝　南壁中央より西壁に沿って検出。／床　褐色砂質土層に

掘り込まれる。硬質部分は主柱穴の内側を中心にカマドと貯蔵穴の間まで延びる。／柱穴　4

本。P1・径21cm、深さ69cm。P2・径26cm、深さ76cm。P3・径28cm、深さ76c皿。P4・径26

cm、深さ68cm。／カマド　北東壁中央より南寄りに位置する。袖は山砂を混入して粘土で構築

されている。煙道部は地山を半円形に掘り込まれている。傾斜630を計る。火床部はよく焼け

て硬質化されている。掘り方は長軸96cm、短軸53c皿、深さ7cm。平面は楕円形、断面形は皿状

を呈する。支脚は土製である。／貯蔵穴　長軸109cm、短軸83cm、深さ47cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に4層に分層される。

遺　物

　主柱穴間の内側に集中して土師器の破片が出土している。また、カマドの天井部が潰れた状

態で検出しており、そのカマドより落ちたと考えられる土師器甑と甕が潰れた状態で出土。ま

た、その上より貯蔵穴にかけて多量に土師器圷（18点）が転落した状態で出土。実測点数39点

表77　83号住居吐遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径7，7

残存3．4

素縁となるもので体部
は直立気味に立ち上が
り底部は丸みを持つ平
底

口縁部内部ヘラケズリ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

2 土師器
　杯

口径12．0
底径1．2
器高5．7

素縁となるもので先端
で外反する。体部は丸
く開き連続して丸底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎 澄褐色 カマド
　　　3全体のτ
残存

3 土師器
　圷

口径13。0
底径6．3
器高6．0

口縁部は外反し体部に
緩く外稜を有して丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 貯蔵穴
口縁一部
欠損
ほぼ完形
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表7883号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
4 土師器

　杯
口径12．5
底径7，0
器高5．8

口縁部は直立気味に外
反し体部に緩く外稜を
有して：丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

澄褐色 カマド

5 土師器
　圷

口径13．2
底径10，0
器高5．8

素縁となるもので外反
する。体部は丸く開き
連続して丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

暗赤褐
色

覆土中3

全体のτ
残存

6 土師器
　境

口径11．5
底径6．4
器高6．0

口縁～体部は外傾し、
底部はやや突出気味の
平底を有す。内体部磨
き顕著

口縁部内外ヨコナデ
体部外ナデ
〃内タテのミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中1

全体の万
残存

7 土師器
　圷

口径9。0
底径4．5
器高5．5

口縁部は直立し体部は
内反しながら開き球形
に近い。底部は丸底と
なる。、

口縁部内外ヨコナデ
体部ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 覆土中
ほぼ完形

8 土師器
　圷

口径10．9
底径5．4
器高3．9

口縁部は外反し体部に
外稜を有す。底部は体
部との境が明瞭で平底
となる。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

澄褐色 カマド

3
τ
残存

9 土師器
　圷

口径11．0
底径3．6
器高5．0

口縁部は直立気味に外
反し体部に外稜を有
す。底部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 カマド
　　　2全体の互
残存

10 土師器
　圷

口径13．0
底径8．6
器高5。0

口縁部は大きく外反し
体部に外稜を有す。底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着

3
τ
残存

11 土師器
　圷

口径12．5
底径3，6
器高6。3

口縁部は直立気味で外
反し体部に外稜を有
す。底部は丸く納める。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 カマド
完形

12 土師器
　杯

口径12．9
底径7．7
器高5．5

口縁部は大きく外反し
体部に外稜を有す。底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

燈褐色 貯蔵穴

13 土師器
　杯

口径13，7
底径4．2
器高5，4

口縁部は外反し体部に
外稜を有す。底部は丸
く納める。

口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 カマド
ロ縁一部
欠損ほぼ
完形

14 土師器
　圷

口径13．2
底径2．2
器高5．8

口縁部は外反し体部に
外稜を有す。底部は丸
く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 カマド

3
τ
残存

15 土師器
　圷

口径13．3
底径4．4
器高6．7

口縁部は外反し体部に
外稜を有す。底部は丸
く納める。放射状磨き
顕著。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
内暗文状のヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

澄褐色 カマド
ほぼ完形

16 土師器
　圷

口径13．2
底径3．4
器高6．4

口縁部は大きく外反し
体部に外稜を有す。底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

澄褐色 貯蔵穴
口縁部一
部欠損ほ
ぼ完形

17 土師器
　圷

口径15．0
底径9．2
器高6．7

口縁部は大きく外反し
体部に外稜を有す。底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド

18 土師器
　圷

口径11．8
底径3．0
器高4．5

口縁部は大きく外反し
体部に外稜を有す。底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着

2
万
残存

19 土師器
　圷

口径12．2
底径4．5
器高5，0

口縁部は大きく外反し
体部に外稜を有す。底
部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

鐙褐色 カマド
　　　2全体の一
　　　3残存

20 土師器
　圷

口径10．6

残存5．0

口縁部は内傾気味に外
反し体部に鈍い外稜を
有す。底部は丸く納め
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部内外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

3
τ
残存
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表79　83号住居祉出土遺物観察表（3）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
21 土師器

圷
口径11．2
底径10．5
器高5．8

口縁部は内傾し先端で
さらに外反する。体部
に鈍い外稜を有す。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

澄褐色 カマド

3
τ
残存

22 土師器
杯

口径14．6
底径4。3
器高7。2

口縁部は大きく外反し
体部に鈍い外稜を有
す。底部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎
良好

榿褐色 貯蔵穴
口縁一部
欠損ほぽ
完形

23 土師器
圷

復口12．2

残存3．2

素縁の浅い圷である。
体部は開き口縁部で直
立気味となる。穿孔を
有す。

口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 床着

24 土師器
高圷

残存6。5

脚部は圷部の下より筒
状となり内反しながら
裾広がりとなる。

脚部外ヘラケズリ
砂粒含む 酸化炎

良好
暗赤褐
色

覆土中
脚部破片

25 土師器
高圷

残存5．6

脚部は圷部の下より内
反しながら裾広がりと
なる。

脚部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 覆土中
脚部のみ
残存

26 土師器
高圷 底径9．7

残存6．0

脚部は圷部の下より短
く筒状となり内反気味
に裾広がりとなる。

脚部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡赤褐
色

床着

27 土師器
圷

口径18。2
底径4．0
器高7．4

大振りの圷で口縁部は
大きく外反し体部に鈍
い外稜を有す。底部は
丸底。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリのち
ミガキ風ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

明褐色 カマド

28 土師器
甕

口径13．6
底径6．8
器高11．5

口縁部は直立し胴部は
張りを有して平底に続
く。

口縁部内外ナデ
胴部外ナデのちヘラケ
ズリ内ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 カマド
完形

29 土師器
甕

口径M，9
底径5。0
器高10，9

口縁部はrコの字」状
となり張りのある胴部
から底部は上げ底気味
となる

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 カマド
ほぼ完形

30 土師器
甕

口径15．3
底径6．5
器高12。6

口縁部はrくの字」状
となり張りのある胴部
から底部は平底となる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡赤褐
色

貯蔵穴
口縁一部
欠損ほぼ
完形

31 土師器
甕

口径19．2

残存13．2

30の大振りのもの。内
外ヘラ磨き丁寧に行わ
れている。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ヘラケズリの
ちミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 カマド
胴部上半
3
7
「 残存

32 土師器
甕

復口16．0

残存19，0

口縁部は内傾し先端で
外反する。胴部は長胴
化しやや下膨れ気味に
なる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ
〃内ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

澄褐色 カマド
胴部上半

1
τ

残存

33 土師器
甕

口径15．6
底径7．4
器高17．4

口縁部は直立気味に外
反し張りのない胴部よ
り突出する平底を作る。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

明褐色 カマド
全体の

3
て
残存

34 土師器
甕

口径14。2
底径5。8
器高20．4

口縁部は内傾気味に外
反し肩の張る胴部より
平底を有す。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラナデのちヘ
ラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 カマド
完形

35 土師器
甕

口径19．9
底径7．5
器高30，3

口縁部は外反しはりの
ある胴部は中位に最大
径をとり突出する平底
を有す

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 カマド
ほぼ完形

36 土師器
甑

口径24。7
底径4．6
器高21．0

口縁部は短く外反し胴
部は丸みを帯びて単孔
を有する底部に続く。

口縁部内外ヘラナデ
胴部内外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎 淡褐色 カマド

1
互

残存

37 土師器
甑

口径23．8
底径10．0
器高25。6

口縁部は外反し胴部は
丸みを帯びて単孔を有
する底部に続く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデッケ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 貯蔵穴
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表80　83号住居祉出土遺物観察表（4）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
38 土師器

　甑
口径12．4
底径3．2
器高6．8

口縁部は外反し体部は
外稜を付けて単孔を有
する底部に続く。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナ内ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 カマド
完形

39 土製
支脚

長さ13．3
径上5．1
　下6．4
重さ

　62．6g

土製の支脚である。筒
状に整形し上部に径が
小さくなって行く。

半分に22が付着上半が
部分的に赤く焼けてい
る

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 カマド

84号住居吐（第433図　図版105・120表81）

位置　Q－10グリッド／形態　方形／主軸方向　N－55。一W／規模　5・55m×4・47m（南北

×東西）／壁高　10．5cm～20cm／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。硬質部分は主中央部

より主柱穴間の内側に検出されている。／柱穴　5本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1

・径46cm、深さ72cm。P2・径48cm、深さ72c皿。P3・長径58cm、短径46cm、掘り込みは2段

に亘って掘られている。中段の深さ39c皿。下段の深さ71cm。P4・径43c皿、深さ79cm。P5・

径24cm、深さ17c皿。／カマド　東壁の中央部よりやや南寄りを近・現代の暗渠によって切られ

ている。この位置にカマドが存在した可能性が考えられるが、暗渠の幅が狭くカマド部分全体

が破壊さと考えると断定出来ない。尚、暗渠の外側には火床部等は検出されなかった。

貯蔵穴　南東隅に位置する。北西側の上面を暗渠に切られる。長軸78cm、短軸64c皿、深さ41

cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。82号住居杜同様、耕作による削平の為掘り込みが浅く黒褐色土の単層であ

る。

遺　　物

　炭化材が床面全体に亘って検出されている。火災住居である。炭化材を細かく観察すると中

心部に向って放射状に検出されている。これは上屋の基本構造を示すものと考えられる。また、

全体に散乱して土師器破片の出土がみられる。実測遺物点数5点。
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表8184号住居吐遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　杯
口径13。0
底径3．6
器高5．0

口縁部は外傾し端部は
面をなす。体部に外稜
を有し底部は丸く納め
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 床着

3
τ
残存

2 土師器
　甕

口径17。5

残存22．3

口縁部は「くの字」状
に外反し端部でやや内
反する。胴部は尖り気
味。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴
全体の

1
万
残存

3 土師器
　甑

口径2L5
底径8．4
器高3LO

口縁部は外反し胴部は
やや長めになり単孔を
有する底部に続く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデツケ内ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着
全体の

1
す

残存

4 砥石 長　7．8
幅　2．7
厚さ1．5

石質は流紋岩
石製の砥石である。四
　’面共に使用され擦痕顕
著。

絡状を呈する
使用面は5面、全面的
に摩耗が著しい

一 一 覆土中
完形

5 土師器

手　ね

口径7．5
底径6．2
器高4．5

手捏土器である。体部
は開き指圧痕顕著。口
縁部は内反し平底とな
る。

指ナデ 砂粒石粒
含む

酸化炎 黒褐色 床着
完形

85号住居祉（第434・435図　図版105・120表82）

位置　P－85グリヅド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E（新）・N－45。一W（旧）／規

模5。47m×5．03m（南北×東西）／壁高7cm～35cm／壁溝なし。／床褐色砂質土層に

掘り込まれる。近・現代の暗渠により東西を分断される。全体に締まりがあり硬質化されてい

る。／柱穴　7本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径30cm、深さ48c皿。P2・径28cm、

深さ58cm。P3・径28c皿、深さ52cm。P4・上幅径を暗渠に切られる。残存径22cm、深さ55cm。

P5・径31cm、深さ45cm。P6・径26cm、深さ39c皿。P7・径30cm、深さ45cm。／カマド（新）

東壁中央部よりやや南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は

地山半円形に短く掘り込まれている。傾斜は57。を計る。火床部よく焼けて硬質化されている。

（旧）北壁中央部より東寄りに位置する。袖の痕跡は認められない。煙道部は半円形に短く掘

り込まれている。／貯蔵穴　南東隅寄りに位置する。2段に亘って掘られている。長軸132cm、

短軸69cm。中段の深さ4c皿、深さ44cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により削平され暗褐色土の単層で検出された。

遺　　物

　土師器破片が貯蔵穴内と南壁に散乱して出土した。実測遺物点数7点。
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表82　85号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．8
復底3．4
残存4。2

口縁部は内傾し端部は
面をなす。体部に外稜
を有し底部は丸く納め
る。

口縁部内外ヨコナデ
頸部外ミガキ、体部外
ヘラケズリ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 床着

2 土師器
　圷

口径12．2
底径2．8
器高4．5

口縁部は外傾し端部は
面をなす。体部に外稜
を有し底部は丸く納め
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 覆土中

3 土師器
　圷

口径13．3

残存3．9

口縁部は外傾し端部は
面をなす。体部に外稜
を有し底部は丸く納め
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 燈褐色 覆土中

4 土師器
　甕

復口9．4

残存7．7

口縁部は直立し張りの
ない胴部に続く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

5 土師器
　甕 底径5。0

残存3．7

甕の底部は突出気味の
平底を有す。 胴部外ヘラケズリ

〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 暗褐色 貯蔵穴

6 須恵器 残存高
　　6．1

頸部破片
ゆるやかに外反する。

櫛描波状文を施す 砂粒含む 還元炎
　良好

灰褐色 覆土中

7 土師器
　甕

口径19．7

残存22．2

口縁部は外反し張りの
ない胴部に続く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

一571一
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86号住居堤（第436図　図版105・120　表83）

位置　Q・P－9グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模　4．94m×4．44m（南

北X東西）／壁高　3cm～7cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に面

をなしているが硬質部分は認められなかった。／柱穴　4本。P1・径26cm、深さ58cm。P2

・径28cm、深さ58cm。P3・径27cm、深さ54c皿。P4・径29c皿、深さ55cm。／炉　なし。／貯

蔵穴なし。／

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に3層、暗褐色砂質土層1層の合わせて4層に分層される。

遺　　物

　覆土中とカマド内と床直上より少量の遺物が出土した。実測遺物点数4点。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと思われる。

表8386号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（㎝） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
復口14．2

残存3．4

口縁部は外傾し端部は
細くなる。体部に外稜
を有し底部は丸く納め
る。

口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 カマf
口縁万

残存

2 土師器 口径12．8 口縁部は外傾し端部は 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 澄褐色 カマド
圷 底径3．6 面をなす。体部に外稜 良好

器高4，7 を有し底部は丸く納め
る。

3 土師器 張りのない胴部より突 胴部外ヘラケズリ 砂粒石粒 酸化炎 暗褐色 床着
甕 底径5．8 出する平底を作る。 〃内ヘラナデ 含む 良好 胴部下半

残存11．8 1
す

残存

4 土師器 口径13．4 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 に外反し胴部は肩に最 胴部外ヘラケズリ 良好 全体の

残存19。2 大径をとる。 〃内ヘラナデ 2
下
残存

一573一
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面は皿状を呈する。／貯蔵穴

する。

覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により削平を受け確認面より掘り込みが浅い為、黒色土の

単層で検出された。

遺　　物

　土師器甕の破片が貯蔵穴付近に集中して出土した。実測遺物1点。

　　　　　　　87号住居堤（第437図　表84）

　　　　位置　Q－9グリヅド／形態　方形／主軸方向　N

　　　　－450－E／規模　4．18m×4．03m（南北×東西）

　　　　／壁高　2cm～4c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質

　　　　土層に掘り込まれる。硬質部分は認められなかった。

　　　　／柱穴　5本。P1～P4が主柱穴に相当する。P

　　　　1・径26cm、深さ63cm。P2、・径28cm、深さ63cm。

　　　　P3・径30cm、深さ68cm。P4・径26cm、』深さ68c皿。

　　　　P5・径28cm、深さ58cm。／カマド近・現代の耕

　　　　作により削平を受け、袖部は遺存していない。煙道
　10cm
　　　　部は半円形に掘り込まれている。傾斜470を計る。

　　　　火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は長

　　　　軸51c皿、短軸28c皿、深さ4cm。平面形は楕円形、断

南東隅に位置する。長軸89cm、短軸69c皿、深さ44c皿、長方形を皇

一574一



表84　87号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
復口16．8
復底径
　　8．0
残存23，0

口縁部は直立気味に外
反し胴部は長めとなる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラナデ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴
全体の

1
万

残存

88号住居吐（第438・439図　図版86・105・106・120・221表85・86）

位置　Q－8グリッド／形態　方形／主軸方向　N－450－E／規模　4。32m×3。95m（東西

×南北）／壁高　25cm～29cm／壁溝　カマド部分を除き全周する。／床　ローム層に掘り込ま

れている。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に南側は一部外側に延びる。／柱穴　6本。P1

～P4が主柱穴に相当する。P1・径25cm、深さ56cm。P2・径24cm、深さ60cm。P3・径26

cm、深さ56cm。P4・径28c皿、深さ55cm。／カマド　東壁中央部よりやや南側に位置する。袖

は近・現代の耕作により削平を受け遺存されていない。煙道部は地山を半円形に掘り込んでい

る。傾斜は47。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は長軸101cm、短軸74cm、

深さ12c皿。方形を呈する。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴　長軸104cm、短軸79cm。

2段掘りを呈する。中段深さは18cm。下段は柱穴状の掘り込みを呈する。深さ床面より68c皿。

形態は長形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により、削平を受け確認面より掘り込みが浅いため、黒褐

色土の単層で検出された。

遺　　物

　カマド付近と貯蔵穴内とその付近より圷・甑・甕が出土した。カマド付近のものはカマドか

らの転落が考えられる。実測点数11点。

表8588号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．0
底径2．4
器高4，5

口縁部は内傾気味に外
反し体部に外稜を有し
底部は丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着

2 土師器
　圷

口径12．7
底径2．3
器高4。5

口縁部は外反し体部に
外稜を有し底部は丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 床着

3 土師器
　境

口径11．6
底径3．6
器高8．2

口縁部は外反し胴部は
偏球形となり、底部は
丸底となる。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリのち
ナデケシ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

4 土師器
　甕

口径13．3
底径5．8
器高18．2

口縁部は「コの字」状
となり端部は肥厚。胴
部は球状、突出する平
底。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

茶褐色 貯蔵穴

一575一
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表86　88号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
5 土師器

　甕
口径16．2

残存16。6

口縁部は外傾し胴部は
張りがない。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

石粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

6 土師器
　甕

口径14．9
底径6．5
器高20．8

口縁部はrコの字」状
となり端部は肥厚。胴
部は球形、突出する平
底。

口縁部内外ナデ”
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

7 土師器
　甕

口径15．0
底径6．0
器高26．2

口縁部は外反し胴部は
肩の張る球形を呈す。
底部は突出する平底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒石粒
含含

酸化炎
　良好

黒褐色 床着

8 土師器
　甕 底径6．8

残存21．2

胴部は肩の張る球形と
なり、突出する底部は
平底となる。

胴部外ヘラケズリ1のち
ナデ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着

9 土師器
　甕

復口22．0
底径7．6
器高3L2

口縁部は内稜を有して
外反し胴部は球形を呈
す。底部は突出する平
底。

口縁部外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

10 土師器
　甕

口径24。8

残存25．6

口縁部は内稜を有して
外反し胴部は球形を呈
す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴
胴部上半
破片

11 土師器
　甑

口径23．8
底径9．7
器高25．5

口縁部は外反し端部で
面をなし張りのない胴
部より底部は単孔を有
す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

89号住居堤（第440図）

位置　b－27グリッド／形態　方形／主軸方向　不明／規模　4．03m×不明／壁高　25cm～29

cm／壁溝　なし。／床　褐色澄質土層に掘り込まれる。硬質部分は残存部分では検出されなか

った。／柱穴　なし。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土の単層である。

新旧関係　40号住居：吐に切られる。推定・全体の約3、分の2の残存であるb

遺　　物

　覆土中より土師器の細片が3点出土した。実測可能なものは検出されなかった。

備　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況から古墳時代の所産のものと考えられる。
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90号住居吐（第441図　図版106表87）

位置　P・Q－7グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．40m×3。96m（東

西×南北）／壁高33cm～34。5c皿／壁溝　カマド部分と貯蔵穴部分を除き全周する。／床　褐色

砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に一部西側へ延びる。貼り床であ

る。／柱穴　4本。貼り床下に2本検出。P1・長径48cm、短径44cm、深さ52cm。P2・長径49

cm、短径32cm、深さ47cm。P3・径24cm、深さ54cm。P4・径26cm、深さ60cm。深さがまばら

である。床下より検出した柱穴（P5、P6）は主柱穴間の外側に検出されている。P5とP

6は掘り方の形態が同様で2段に亘って掘られている。また、P5は上幅の一部を貯蔵穴Bと

P1に切られ、P6は貯蔵穴Aに切られる。P5・上幅径81c皿、中幅径40cm、深さ55cm。P6

・上幅径85cm（推定）、中幅径39cm、深さ50cm。さらに南東側の隅に長軸66cm、短軸44cm、深

さ14cm、平面は楕円形、断面は皿状を呈する土拡が検出されている。／カマド　北東側の壁中

央部に位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築され基礎部分は地山を掘り残している。全体

的に遺存が悪い。煙道部は地山を半円形に掘り込まれている。傾斜は60。を計る。火床部はよ

く焼けて硬質化されている。

一579一
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　掘り方は袖部の下まで及ぶ。長軸60cm、短軸54cm、深さ10c皿。平面は楕円形、断面は皿状を

呈する。／貯蔵穴　北西隅と南東隅の2基検出されている。覆土は2基共に自然堆積である。

人為的な埋戻しが両方とも認められないため同時期に使用されていたものと考えられる。貯蔵

穴A　長軸68c皿、短軸61cm、深さ68cm。ほぼ方形を呈する。貯蔵穴B　長軸96cm、短軸74cm、

深さ46cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層に分層される。

遺　　物

　全体に亘って土師器破片が7点、散乱して出土（床着1点）、その他、自然礫5点。（床着4

点）が出土。また、床下より土師器破片6点、自然礫1点出土した。実測遺物点数5点。

表87　90号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径11、5
残存2．6

口縁部は直立気味に外
反し、体部は下位に外
稜を有し底部は平底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

明褐色 覆土中
全体の

1
万

残存

2 土師器
　圷

口径11．8
底径2．4
器高3．5

口縁部は外反し体部は
外稜を有して底部は丸
く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着
全体の

1
τ
残存

3 土師器
　圷

口径12．4
底径3．0
器高4．7

口縁部は外反し体部は
外稜を有して底部は丸
底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 床下
全体の

1
す

残存

4 土師器
　甕

口径15．6

残存8。0

口縁部は外反し胴部は
肩に最大径を有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 床着

5 土師器
　甕 底径7．6

残存8．2

底部は突出する平底を
形成し、中央は上げ底
となる。

胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中

91号住居吐（第442図　図版86・106表88）

位置　P－7グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一W／規模　4・91m×4・88m

壁高　6．5cm～7c皿（近・現代の耕作の削平により掘り込みが浅くなっている。）／壁溝　なし。

／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。東壁から西壁にかけて試掘トレンチに切られる。硬質部

分はP2の南東側付近一部分認められる。／柱穴　2本。対応する残りの2本はトレンチ部分

に存在した可能性が考えられる。P1・径34cm、深さ63c皿。P2・径29cm、深さ32c皿。／カマ

ド　北西側の中央よりやや北よりに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙

道部は地山を半円形に掘り込まれている。傾斜44。を計る。／貯蔵穴　北側の隅に位置する。

長軸78cm、短軸74cm。深さ42cm。ほぼ方形を呈する。
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覆土の状況

　自然堆積である。近・現代の耕作により削平され掘り込みが浅い為、黒褐色土の単層である。

遺物

　貯蔵穴周辺と南寄りに集中する傾向を示す。（土師器破片9点、自然礫2点。）実測遺物点数

5点。

表88　91号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．4
底径4．0
器高3．0

口縁部は直立気味に外
反し体部は外稜を有し
て底部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着
完形

2 土師器
　圷

復口11．0

残存3．0

口縁部は外反し体部は
外稜を有して底部は丸
く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 カマド
全体の

1
万
残存

・3． 土師器
　杯

口径11．6
底径5．0
器高3．8

口縁部は直立気味に外
反し体部は外稜を有し
て底部は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

全体の
床着

1
万
残存

4 土師器
　杯

復口11．6
底径3．5
器高5．0

口縁部は直立気味に外
傾し端部は面をなす。
体部に外稜を有し丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 床着
全体の

1
す
残存

5 土師器
　杯

口径15．6
底径3．5
器高7．5

口縁部は直立気味に外
反し端部は面をなす。
体部に外稜を有し丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着
全体の

2
万
残存

93号住居祉（第443・444図　図版121表89・90）

位置　0－10グリヅド／形態、方形／主軸方向（新）N－110。一E（旧）N－45。一W／規模

4．35m×4．35m（南兆又東西）／壁高40cm～77cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込

まれる。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に北側は旧カマド付近と旧貯蔵穴に接する部分まで

延び、西側は新カマドに接する部分と南と東側は壁に35c皿～45cm手前まで延びる。／柱穴　4

本。P1～P3は2段に亘って掘り込まれている。P1・上幅径44c皿、中幅径18cm、下幅径14

cm、深さ70cm。P2・上幅径46c皿、中幅径18cm、下幅径14cm、深さ67cm。P3・上幅径41cm、

中幅径16cm、下幅径12cm、深さ75cm。／カマド　北西側から南西側へと付け変えが行われてい

る。（新）南西側の壁中央部より南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されてい

る。

　煙道部は地山を半円形に掘り込まれる。傾斜49。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されて

いる。掘り方は袖部の下まで及ぶ。長軸87cm、短軸84cm、深さ18cm。平面は楕円形、断面は皿

状を呈する。（旧）北西側の壁中央部よりやや東側に位置する。袖部の痕跡は残されていない。

煙道部は地山を半円形に掘り込まれる。傾斜48◎を計る。火床部は掘り方のみの残存である。

焼土の痕跡は若干認められたが灰層は抜かれ人為的に埋戻されて踏み固められている。支脚は
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小形甕形土器を転用されている。／貯蔵穴　カマドと同様新・旧の2基検出。（新）南東隅に

位置する。長軸78cm、短軸61cm、深さ48cm。長方形を呈する。覆土は自然堆積である。（旧）

南東隅の壁に接して位置する。長軸84cm、短軸65cm、深さ45cm。長方形を呈する。覆土は人為

的な埋土である。締まり強く踏み締められている。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色土の2層に分層される。

遺　　物

　土師器の破片が貯蔵穴（新）付近と床面硬質部分とカマド（旧）付近に散乱して検出された。

その他、炭化材が中央部とP2付近より、1点ずつ床直上で検出。さらに、南東側の壁に接し

て粘土魂が検出されている。実測遺物点数19点。

備　考
　炭化材の検出が若干見られるが床面が焼けていない為、焼失家屋の可能性は薄いと考えられ

る。

表89　93号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径1L　O
残存高
　　5，2

口縁部は内稜を有し短
く開く、体部は偏平球
となり、内体部に磨き
顕著。

口辺部内外ナデ
体部外面ヘラケズリ
内面ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

2 土師器
　圷

口径13．1
底径
器高5．5

口縁部は直立気味に外
稜し端部は面をなす。
体部に外稜を有し丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデのちミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

3 土師器
　圷

口径11．5

残存3．9

口縁部は直立気味に外
反し体部に外稜を有し
丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

4 土師器
　圷

口径12．6
底径
器高5．2

口縁部は外反し体部に
外稜を有し丸底とな
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

5 土師器
　杯

口径13．8

残存4．6

口縁部は直立気味に外
反し体部に外稜を有し
丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

覆土中

6 土師器
　圷

口径12。0

残存3．8

口縁部は直立気味に外
反し体部に外稜を有し
丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

7 土師器
　圷

口径13．7

残存4．2

口縁部は直立気味に外
傾し端部は面をなす。
体部に外稜を有し丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 澄褐色 覆土中

8・ 土師器
　高圷

口径17．5
底径12．3
器高15．0

圷部は4と同様で、脚
部は裾広がり端部で外
反し重宝形の透かしを
有す。

口縁部内外ナデ
体～脚部外ヘラケズリ
のちヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

榿褐色 覆土中

9 土師器
　甕

口径12．2

残存13．0

口縁部は直立気味とな
り胴部は張りのないも
のとなる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

10 土師器
　甕

口径13．0
底径6．0
器高14，5

口縁部は外反し胴部は
中位に最大径をとり、
底部は突出する平底で
ある。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 赤褐色 カマド
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表90　93号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
11 土師器 口径13．0 口縁部は直立気味で 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

甕 rコの字」状となる。 胴部外ヘラケズリ 良好
残存7．6 胴部は張りがない。 〃内ナデ

12 土師器 復口15．2 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 に外反し胴部は張りが 胴部外ヘラケズリ 含む 良好

残存11．3 ない。 〃内ナデ
13 土師器 口径18．4 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中

甕 に外反し胴部は張りが 胴部外ヘラケズリ
残存14．5 ない。 〃内ヘラナデ

14 土師器 口径19．0 口縁部はrくの字」状 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中
甕 に外反し胴部は張りが 胴部外ヘラケズリ

残存13，2 ない。 〃内ヘラナデ
15 土師器 口縁部はrくの字」状 胴部内外ヘラナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中

甕 に外反し、胴部は張り 含む
残存18．2 上位に最大径をとる。

16 土師器 底部はわずかに突出し 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 底径4．3

残存3．2
平たく納める。 〃内ナデ 　　1底部互

残存
17 土師器 球形に近い胴部より底 胴部外ヘラケズリ 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 覆土中

甕 底部6．4 部は突出し平たく納め 〃内ヘラナデ 含む 良好
残存7，9 る。

18 土師器 口径17．0 口縁部は直立気味に外 口縁部外ヨコナデミガ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中
甑 底径8，5 反し、張りのない胴部 キ 含む 良好

器高18．3 より単孔を有する。 胴部外ヘラミガキ内へ
ラケズリのちヘラミガ
キ

19 滑石製 長さ4，2 径0．2の孔があく 丁寧なミガキ

一 『 一 覆土中
模造品 幅　2。0 滑石製の石製品であ

厚さ0．6 る。両面に亘って砂磨
され、一方向の穿孔を
有す。

一587一



　ヤ　　　　　ロ　　　　ロヤ　　 ヨ　 　　へ　　　らき

EPC＼
・　　　　　　　　　　　　21

ヘフ

　　　ト　コ　の　ゆ　　 ノの　　ぼロ　　 ロ　　　　　　　

EPC　L謂＝139。40m

ヨ　
ヒ　

　　　　　ノざ　ト　　　　　　 の

モこ　　　ぼ　ハぽ

　第445図　94号住居：吐



94号住居吐（第445～448図　図版106・107・121・122表91・92）

位置　M－11グリッド／形態　方形／主軸方向　　（新）N一．5。一E（旧）N－90。一E／規模

5．63m×5．29m／壁高　42cm～43cm／壁溝　カマド（新）部分と貯蔵穴（新）を除いて全周す

る。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。北西隅から北東へかけて近・現代の暗渠に切られ南

北を分断される。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に東側は貯蔵穴（旧）に一部分接し、西側

は中央の一部分が西壁手前65cmまで延び南側は南壁62cm～46c皿手前まで延び、北側は貯蔵穴

（新）に接する範囲で延びる。／柱穴　7本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・上面を

暗渠に切られる。推定径31cm、深さ68c皿。P2・径28c皿、深さ82c皿。P3・径29cm、深さ80cm

　P4・径24cm、深さ776m。P5・径49c皿、深さ20cm。P6・長径31cm、短径21cm、深さ11cm。

P7・長径36cm、短径31cm、深さ65cm。／カマド　東側から北側へと付け変えが行われている。

（新）北壁の中央より東寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部

は地山を短く半円形に掘り込んでいる。傾斜は76。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されて

いる。掘り方は西側の袖の下まで及ぶ。長軸79cm、短軸51cm、深さ8c皿。平面は楕円形、断面

は皿状を呈する。支脚は検出されなかった。（旧）東壁の中央部よりやや南に位置する。袖部

は床面に山砂が痕跡として残存している。煙道部は地山をほぼ三角形に掘り込まれている。傾

斜74。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の下まで及ぶことが認め

られる。長軸84cm、短軸53c皿、深さ12cm。，平面は楕円形、断面は皿状を呈する。壁溝によって

一部切られている。／貯蔵穴　カマドと同様、新・旧2基検出。（新）北東隅に位置する。2

段に亘って掘られている。長軸115c皿、短軸74c皿、中段深さ17cm、下段56cmを計る。長方形を

呈する。覆土は自然堆積である。（旧）南東隅に位置する。長軸96cm、短軸76c皿、深さ34cm。

長方形を呈する。覆土は人為的な埋土である。締まり強く踏み固められている。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層に分かれる。

遺　　物

　土師器破片が新カマド付近と東寄りに集中して出土した。また、炭化材が東寄りに集中して

検出された。状況からみて焼失家屋と考えられる。旧カマド付近に覆土中よりほぽ完形の長胴

甕と甑の破片が出土した。さらに自然礫が南東隅に床直上に集中し、新貯蔵穴内にも1点出土

された。実測遺物総点数27点。
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表9194号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

杯
口径12．2
底径4．0
器高5，0

口縁部は外反し体部に
外稜を有し丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

榿褐色 床着

2 土師器
圷

口径12．2
底径2．2
残存4．1

口縁部は外反し体部に
鈍い外稜を有し丸底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
ナデッケ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡茶褐
色

覆土中

3 土師器
圷

口径12．0
底径4．3
器高4．0

口縁部は外反し体部に
鈍い外稜を有し丸底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

燈褐色 覆土中

4 土師器
杯

復口13．0
底径4．0
器高4．0

口縁部は外反し体部に
外稜を有し丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

暗褐色 覆土中

5 土師器
杯

口径13，4
底径4．0
残存4．9

口縁部は外反し体部に
外稜を有し丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 覆土中

6 土師器
圷

復口13．0
底部3、4
残存4．7

口縁部は外反し体部に
は明確な外稜はなく丸
底に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡赤褐
色

覆土中

7 土師器
圷

復口13．8
底径5．0
器高5．3

口縁部は外反し体部に
鈍い外稜を有し丸底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 覆土中

8 土師器
杯

口径12，6
底径4．0
器高4，1

口縁部は直立気味に外
反し体部に外稜を有し
て丸底となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

茶褐色 覆土中

9 土師器
圷

復口13．1
底径4。9
残存4．4

口縁部は直立気味に外
稜し端部は段をなす。
体部は外稜を有し丸底
に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 床着

10 土師器
圷

復口13．1
底径4．0
器高4．8

口縁部は直立気味に外
反し体部に外稜を有し
て丸底となる。

口縁部内外ヨ，コナデ

体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 覆土中

11 土師器
高杯

復口20．0
底径12．5
器高15．0

圷口縁部は外稜を下位
にとり外開する。脚部
は2段に開くr嘲臥」
状。

口縁部内外ヘラナデ、
体部外ヘラナデ脚部外
ヘラケズリのちナデ内
ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
良好

榿褐色 覆土中

12 土師器
甕

口径13．5
底径4．0
器高14．0

口縁部は短く外反し胴
部は張りがないもので
底部は突出し平たく納
める。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

13 土師器
甕

口径14，8

残存16．2

口縁部は「コの字」状
に外反し胴部は張りが
ない。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着

14 土師器
甕

口径17．6

残存21．2

口縁部は外反し鈍い内
稜を付け胴部は張りが
ないものとなる。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

褐色 床着

15 土師器
甕

口径18．0

残存16，0

口縁部は短く外反し胴
部は肩が張るものであ
る。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 燈褐色 覆土中

16 土師器
甕

口径20．1

残存17．5

口縁部は短く直立ぎみ
に立ち上がり、胴部は
張りがない。輪積み痕
顕著。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 黒褐色 覆土中

17 土師器
甕

口径22．0
残存17．5

口縁部は短く直立気味
に立ち上り、胴部は張
りがない。輪積み痕顕
著。

口辺部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ輪積
痕を内ナデ輪積痕を残
す

砂粒石粒
を含む

酸化炎 黒褐色
淡褐色
が部分
的に混
ざる

18 土師器
甕

口径14．5

残存13．4

口縁部は直立し中位に
外稜を有す。胴部は球
形となるもの。

内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 覆土中
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表92　94号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
19 土師器

　甕 底部7．5
残存5．1

球形の胴部より連続す
る底部は突出し平たく
納める。

胴部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 床着

20 土師器

手　ね

口径7．2
底径5．0
残存4．4

手捏土器。口縁部は直
立気味に開き、底部は
平底となる。

指ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐
色

覆土中

21 土師器
　甕

口径18．2
底径4．8
器高31．9

口縁部はrの字」状と
なり長胴化するもので
底部は平底となる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着

22 土師器
　甕

口径2L4
底径8．7
器高26．2

口縁部は短く外反し張
りのない胴部より突出
する平底を連続させる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 褐色 床着

23 土師器
　甕

口径18．0
底径7．5
器高27，0

口縁部はrくの字」状
となり長胴化するもの
で底部は平底となる。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着

24 土師器
　甑

口径17．4
底径4．5
器高10。3

口縁部は外反し胴部は
内反気味に開く。丸底
に複数の単小孔を穿つ。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

25 土師器
　甑

口径28．2

残存23．1

口縁部は外反し胴部は
内反気味に開く。欠損
する底部には単孔を有
す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部ヘラナデツケ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着

26 土師器
　甑

口径24，0
底径10．8
器高28，0

口縁部は外反し胴部は
外開し、底部は単孔を
有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

27 土師器
　甑

口径27．0
底径11．4
器高24．7

口縁部は外反し胴部は
外開し、底部は単孔を
有す。

口縁部内外ナデ、胴部
外ヘラケズリのちナデ
ッケ、内ヨコナデツケ
のちタテナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 床着
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95号住居祉（第449図　図版107・122表93）

位置　L－11・12グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－850－E／規模　6．07m×5．16m

（南北×東西）／壁高　42。5cm～46c皿／壁溝　南壁の途中より西壁に沿って北壁の中央部の付

近までの範囲で検出されている。規模は幅5cm～9c皿、深さ4cm～11cmを計る。／床　褐色砂

質土層に掘り込まれる。硬質部分は主柱穴間の内側より部分的に外側へ延びる範囲と北東と南

東の一部に検出されている。またP6を取り囲むように方形に掘り込まれている部分が検出さ

れている。長軸73cm、短軸70cm、深さ25cm。／柱穴　P1～P4が主柱穴に相当する。またP

6とP7は棟に相当する入母屋の可能性が考えられる。P1・径25c皿、深さ54cm。P2・径32

cm、深さ58cm。P3・柱痕の検出あり。径10cmを計る。掘り方径29cm、深さ61c皿。P4・径29

cm、深さ66cm。P5・径30cm、深さ56c皿。P6・径35c皿、深さ46cm。P7・径28cm、深さ58c皿。

／炉　ほぼ中央部に位置する。長軸49cm、短軸42c皿、深さ7cm。平面は楕円形、断面は皿状を

呈する。／貯蔵穴　長軸73cm、短軸60cm、深さ17cm。長方形を呈する。深さが20cm未満と浅い

ため、貯蔵穴として断定しがたいが位置と形態から可能性が考えられるため、貯蔵穴として扱

かった。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土の2層に分層される。
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遺　　物

　北寄りに土師器甕形土器の胴部上半の破片が正位の状態で床直上より出土。その他、土師器

の破片が散乱して出土した。また、炭化材が検出。特に、北側の中央寄りに集中して検出され

ている。焼失家屋である。炭化材を細かく観察すると中心部に向かって放射状に検出されてい

る。これも上屋基本構造を示すものと考えられる。炭化材の遺存は良好である。実測遺物点数

7点。

表93　95号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
復口12．3
底径5．1
器高5．2

口縁部は鈍い外稜を有
し丸みを帯びた平底と
なる。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリのち
ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中

2 土師器
　圷

口径12．8
底径6．4
器高5．1

口縁部は鈍い外稜を有
し丸みを帯びた平底と
なる。

口縁部内外ナデ
体部外ナデのちヘラケ
ズリ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中

3 土師器
　圷

復口16．0
残存高
　　4．2

口縁部は直立し端部で
さらに外反し面をな
す。体部には外稜を有
す。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
内ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中

4 土師器
　堀

復口7．7
底径1．0
器高4．8

口縁部は折りこまれ短
く開き押圧痕顕著。胴
部は偏半球で上げ底と
なる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

5 土師器
　甕

口径16．1

残存10．8

口縁部は内稜を有し
rくの字」状に開く。

胴部は偏平球を呈す。

口縁部内ヨコミガキ
ロ～胴部外ヘラケズリ
胴部内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 床着

6 土師器
　甕 復底径

　　7．5
残存6．5

直線的に開く胴部は突
出する平底を有す。

胴部外ヘラケズリのち
ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 覆土中

　　1底部τ

残存

7 土師器
　甑

復口17．7

残存7．7

口縁部は折り返され胴
部は直線的に開く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 床着

96号住居吐（第450・451図　図版86・107・122・123表94・95）

位置　L－13グリッド／形態　方形／主軸方向　N－0。一E／規模　5．45m×5．16m（東西

×南北）／壁高　47cm～51cm／壁溝　北東隅のみ検出。規模は8cm～16cm。深さ10cm～15cmを

計る。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に東はカマ

ドと貯蔵穴の間まで延び西は壁の74c皿～31cm手前まで延びている。また、北は壁の75cm～31cm

手前まで延びている。南は貯蔵穴付近から南西隅にかけて壁に近接して延びている。／柱穴5

本。P1・径28cm、深さ30cm。P2・径32cm、深さ72cm。P3・径35cm、深さ86c皿。P4・径28

cm、深さ84cm。P5・径30cm、深さ31cm。／カマド　東壁の中央よりやや南寄りに位置する。

袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を三角形に掘り込んでいる。傾斜は

61。を計る。

　火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は北側の袖の下まで及ぶ。長軸65cm、短軸56

一596・一
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cm。深さ7cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。支脚は検出されなかった。／貯蔵穴　南

東隅に位置する。2段に亘って掘られている。長軸124c皿、短軸71cm、中段深さ13c皿、下段53

cmを計る。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層に分層される。

遺　物

カマドと貯蔵穴の間に土師器甕、甑、圷の破片がカマドから転落したかのように集中して出

土した。また、貯蔵穴の南東隅にも圷が出土した。実測遺物総点数22点。

表94　96号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径12．5
底径4．8
器高4。1

素縁の物で体部～口縁
部は内反気味に開く。
底部は；丸く納め上げ底
となる。

口縁部内外ナデ
体部外ナデのちヘラケ
ズリ内ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴

2 土師器
　圷

口径12．3
底径3．1
器高5．0

口縁部は外反し体部に
鈍い外稜を有して丸底
に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部内外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

黒褐色 床着

3
τ
残存

3 土師器
　圷

口径15，5
底径5．7
器高4．6

素縁の物で体部～口縁
部は内反気味に開く。
底部は削りにより平底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ミガキ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

2
万
残存

4 土師器
　圷

口径！1．0

底径5．1
器高3，8

口縁部は短く外反し体
部に外稜を有して底部
は丸く納める。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ナデのちヘラケ
ズリ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 カマド
3
7
「 残存

5 土師器
　圷

口径1L5
底径3，1
器高5．5

口縁部は外反し体部に
外稜を有して底部は削
りにより丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

3
万
残存

6 土師器
　杯

口径10．5
底径2．2
器高3．9

口縁部は短く内傾し体
部に外稜を有して底部
は丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴

7 土師器
　圷

口径11。4
底径2．4
器高4。5

口縁部は外傾し体部に
外稜を有して底部は丸
く納める。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ナデのちヘラケ
ズリ内ヘラケズリ

砂粒を含
む

酸化炎
　良好

暗褐色 貯蔵穴

8 土師器
　圷

口径10．2
底径2。2
器高4．4

口縁部は短く直立気味
に外反し体部に鈍い外
稜を有して丸底に続く。

口縁部内外ナデ
体部外ナデのちヘラケ
ズリ内ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎 淡黒褐
色

貯蔵穴
完形

9 土師器
　圷

口径12，0
底径1，4
器高4．7

口縁部は短く直立気味
に外反し体部に鈍い外
稜を有して丸底に続く。

口縁部内外ヘラケズリ
体部内外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴

10 土師器
　杯

復口12．5

残存4．2

口縁部は外傾し体部に
外稜を有して底部は丸
く納める。器肉は薄い。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 床着
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表95　96号住居吐出土遺物観察表（2〉

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
11 土師器

　圷
口径12．0
底径2．4
器高4．7

口縁部は直立気味に外
反し端部で面をなす。
体部外稜を有して丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヨコナテ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 貯蔵穴
完形

12 土師器
　圷

復口15．3
底径2．1
器高6．0

口縁部は外傾し体部に
外稜を有して底部は丸
く納める。器肉は薄い。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

澄褐色 覆土中

2
万
残存

13 土師器
　圷

復口13．7
底径6．5
器高4．8

口縁部は鈍い内稜を有
し外反し体部は偏平に
近く内反して丸底に続
く。

口縁部内外ナデ、体部
外ヘラナデツケのちヘ
ラケズリ内ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡赤褐
色 床着

2
下
残存

14 土師器
　高杯

口径12．3
底径9．0
器高9．0

圷口縁部は外傾し端部
で面をなし外稜を有
す。脚部は裾広がりと
なる。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ヘラケズリ、脚
部外ヘラケズリのヘラ
ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

15 土師器
　甕

口径10．5
底径6．5
器高12．1

口縁部は「コの字」状
を呈し張りのない胴部
より突出気味の平底を
有す。

口縁部内外ナデ
胴部内外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎 淡赤褐
色

床着
完形

16 土師器
　甕

口径11．0
底径4．5
器高13．6

口縁部は内稜を有して
外反し肩の張る胴部よ
り突出気味の平底とな
る。

口縁部内外ヘラナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデのヘラケズリ内ヘ
ラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 床着
完形

17 土師器
　甕

復口15．0

残存15．5

口縁部は短く外反し胴
部上位に最大径を有す
る。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

暗褐色 床着
胴部上半
1
7
「

残存

18 土師器
　甕

口径14．7
底径5．5
器高18，4

口縁部は外反し胴部中
位に最大径を有して突
出気味の底部は輪台状
を呈す。

口縁部内外ヘラナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

明褐色 床着

19 土師器
　甑

口径15．5
底径3。0
器高13．0

口縁部は内傾気味に外
反し外に開く胴部より
底部に小単孔を有す。

口縁部内外ヘラナデ
胴部内外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 カマド

20 土師器
　甑

復口径
　　25．0
復底径
　　8．3
器高21．1

口縁部はrコの字」状
に外反し外に開く胴部
より底部に単孔を有す。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラナデツケ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴

1
万

残存

21 土師器
　甕 底径5．3

残存3．4

脚部は丸く納めながら
開き端部で面をなす。

脚部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

22 土製
支脚

重さ

　42，5g
残存7．9

土製の支脚である。円
柱状に成形されている。

丁寧なつくり
ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡赤褐
色

カマド
上部欠損
下半残存
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97号住居祉（第452・453図版107・123表96・97）

位置　K－13・14グリッド／形態　方形（東壁は北側寄りの一部が張り出して検出されてい

る。）／主軸方向　N－110。一E／規模　6．82m×6・50m（東西×南北）／壁高　55cm～65cm

／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。南西側に間仕切り溝が検出されてい

る。規模は長さ96cm、幅4cm～11cm、深さ12cmを計る。硬質部分は主柱穴間の内側を中心にカ

マド付近の一部と貯蔵穴に接し、全体に亘って壁の121cm～10cm手前まで延びる。／柱穴　4

本。P1・径31cm、深さ75cm。P2・径32cm、深さ80cm。P3・長径35c皿、短径32cm、深さ97

cm。P4・径26cm、深さ79cm。／カマド　東壁中央部より南寄りに位置する。袖は山砂を混入

した粘土で構築されている。煙道部は地山を円形に掘り込んでいる。傾斜は60。を計る。火床

部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は北側の袖の下まで及ぶ。長軸131cm、短軸118cm、

深さ21c皿。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。支脚は石製である。火床部からはずれ覆土中

横位の状態で出土した。／貯蔵穴　南東隅に位置する。長軸113cm、短軸112cm、深さ59cm。方

形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と暗褐色土と合わせて3層に分層される。

遺　　物

　カマド付近と貯蔵穴内に土師器長胴甕、甑、圷がカマドから転落したかのように集中して出

土した。また、床着で小玉が1点出土した。やや偏平に近い丸玉で色はダークブルーである。

その他、自然礫が北寄りとカマドと貯蔵穴の間に総点数6点出土した。さらに全体に亘って炭

化材が床直上で検出された。焼失家屋である。炭化材を細かく観察すると本杜も中心に向かっ

て放射状に検出されている。実測遺物総点数15点。

表96　97号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷

『
口
径 11．2

残存5．0

口縁部は外反し体部に
鈍い外稜を有して丸底
に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

1
万

残存

2 土師器
　圷

口径10．8

残存4．2

口縁部は外反し体部に
外稜を有して丸底に続
く。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 覆土中

1
万

残存

3 土師器
　杯

口径12．4
底径2．6
器高5．1

口縁部は外反し体部に
鈍い外稜を有して丸底
に続く。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

2
万
残存

4 土師器
　圷

口径11．7
底径2．9
器高4．9

口縁部は直立気味に外
傾し端部で面をなす。
体部外稜を有して丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中

1
万

残存

5 土師器
　圷

口径14．4

残存5．0

口縁部は内反気味に外
傾し端部で面をなす。
体部外稜を有して丸底
となる。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 覆土中

1
τ

残存

6 土師器
　圷

口径13．4

残存3．5

口縁部は直立気味に外
傾し体部に外稜を有し
て丸底となり箱型を呈
す。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

1
万

残存

一602一
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表9797号住居：吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
7 土師器 口径10．6 口縁部は内傾気味に外 口縁部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 貯蔵穴

杯
残存6．0

反し外稜を有して丸底
に連続する。

体部外ヘラミガキのち
ヘラケズリ内ナデ

良好 1
万

残存

8 土師器 脚部は筒状より真横に 脚部外ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 貯蔵穴
高圷 底径11．4 広がるr嘲臥」状とな 〃内ヘラケズリ 良好 色 脚台の

残存8．1 るQ
2
万

残存

9 土師器 口径12．0 口縁部は外反し端部で 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 覆土中
高圷 底径9．0

器高12．0
段をなしr嘲臥」状の
脚部は長方形透かしを

体部外ヘラケズリ内ナ
デ脚部内ヘラケズリ

良好 色 3
τ

残存

有す。

10 土師器 口径17．7 口縁部はrくの字」状 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 明褐色 貯蔵穴
甕 底径4．7 に外反し胴部は長胴化 胴部外ヘラケズリ 含む 良好

器高34．3 した突出する平底を作 〃内ナデ
る。

11 土師器 突出しない平底であ 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中
甕 底径5．6

残存4．5

る。 〃内ヘラナデ 良好 　1底部一
　3残存

12 土師器 口径18，2 口縁部はrくの字」状 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 明褐色 床着
甕 底径5。6

器高34．7
に外反し胴部は長胴化
した平底に続く。

胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

含む 良好 2
万
残存

13 土師器 口径17．8 口縁部は外反し長胴化 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 明褐色 カマド
甑 底径10。0 した胴部より径の大き 胴部外ヘラケズリ 含む 良好

器高26．1 な単孔を有す。 〃内ヘラナデ
14 土師器 口径23．5 口縁部は大きく外反し 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 明褐色 貯蔵穴

甑 底径9．0 長胴化した胴部より径 含む 良好
器高32．1 の大きな単孔を有す。

15 小玉 長さ0．7 巧馬璃 中心部に小さな突孔が 一
ダーク 床着

幅　0。8 あく。丁寧ミガキが施 恥
フ ルー

厚さ0．7 されている
重さ

0．49

98号住居吐（第454図　図版108・123表98）

位置　J・K・L－14・15グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－70。一E／規模　3．64m

×2．98m　（東西×南北）／壁高　70cm～72cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれ

ている。硬質部分はカマド付近より南壁寄りにかけて検出されている。／柱穴　なし。

／カマド　東壁中央部よりやや南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。

煙道部は地山を半円形に掘り込んでいる。傾斜は75。を計る。火床部はよく焼けて硬質化され

ている。掘り方は北側の袖の下まで及ぶ。長軸104c皿、短軸91cm、深さ6cm。平面は楕円形、

断面は皿状を呈する。支脚は石製である。／貯蔵穴　南東隅に位置する。2段に亘って掘られ

ている。長軸64cm、短軸47c皿、中段の深さ42cm、深さ53cm。上部は方形を呈する。下部は楕円

形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土、暗褐色土、黒褐色土の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　カマド付近より土師器長胴甕のほぼ完形品が床直上より1点出土した。また、南壁より中央

寄り覆土中から圷が3点、自然礫1点出土した。実測遺物点数5点。
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表98　98号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　杯
口径13，0
底径2．2
器高5．2

素縁のもので体～口縁
部は内反気味に開く。
底部は丸く納る。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内雑なヘラミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 覆土中
ほぼ完形

2 土師器
　圷

口径12．5
底径3．2
器高5．0

素縁のもので体～口縁
部は内反気味に開く。
底部は丸く納る。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

褐色 カマド

2
下
残存

3 土師器
　圷

口径12．5
底径2．2
器高6。0

素縁のもので体～口縁
部は内反気味に開く。
底部は丸く納る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

4 土師器
　圷

口径13．6
底径2．6
器高5．5

口縁部は直立気味とな
り体部に外稜を有して
丸底に続く。

口縁部内外ヘラナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

覆土中
完形

5 土師器
　甑

口径23．2
底径10．0
器高24．6

口縁部は外反し開く胴
部より径の大きく単孔
を有す。内外ヘラ磨き
顕著。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ミガキ内ヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着
ほぼ完形

99号住居祉（第455図　図版108）

位置　J－14・15グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5．23cm×4．21c皿

／壁高　43cm～58・5c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に締まりがあ

り硬質である。／柱穴　5本。P1～P4主柱穴に相当する。P1・径32cm、深さ56cm。P2

・径32cm、P3・径64cm、深さ61cm。P4・径31cm、深さ76cm、P5・径28cm、深さ60c皿／炉

なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土の2層に分層される。

遺　物

　検出されなかった。

備　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。
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100号住居堤（第455～459図　図版108・109・124表99。100・101）

位置　K－16グリッド／形態　方形／規模　7。06m×6．81m／主軸方向　N－800－E／壁高

60cm～62．5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は主柱穴間の内側

を中心に東はカマドと貯蔵穴に接し、北は壁の手前73cm～48cm、南は115cm～43c皿まで延びた

範囲で検出されている。また、カマドの北側の脇に長軸50cm、短軸46cm、深さ4cmの方形を呈

する掘り込みが検出されている。掘り込みが浅いため貯蔵穴扱いにはしなかった。／柱穴　4

本。P1・径28cm、深さ70c皿。P2・径28c皿、深さ74cm。P3・径30c皿、深さ74c皿。P4・径29

cm、深さ78cm。／カマド　東壁中央部より南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築

されている。煙道部は地山を三角形に掘り込んでいる。傾斜は610を計る。火床部はよく焼け

て硬質化されている。掘り方は袖の下まで及ぶ。長軸78cm、短軸52c皿、深さ7cm。平面は楕円

形、断面は皿状を呈する。支脚は土師器小形丸胴甕を逆位で転用されている。

／貯蔵穴　南東隅に位置する。2段に亘って掘られている。長軸144cm、短軸115cm、中段の深

さ37cm、深さ66cm。長方形を呈する。
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覆土の状況

　自然堆積である。黒色土、暗褐色土、黒褐色土を基調に2層の合わせて4層に分層される。

遺　　物

　カマド内より支脚転用の土師器丸胴甕のほぽ完形品が1点、貯蔵穴内と方形の浅い掘り込み

より土師器圷の破片が出土した。また、南寄りに圷と自然礫が床直上に散乱して出土した。さ

らに、南壁中央寄りの覆土中から大甕の破片がまとまって出土した。実測遺物点数33点。

備　　考

　北西側隅寄りに地山に掘り込まれた階段状の遺構が付設されている。調査中の段階では遺構

の重複と考えこの場所にセクションベルトを設定し土層を観察した結果、覆土の状況は切り合

いがなく同一の状態で堆積していることが判明した。したがって、本肚に付設された遺構と考

えられる。

表99　100号住居堤出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径11．1
底径3．5
器高6．0

口縁部は素縁のもので
体部より丸みを有して
開き丸底に連続する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
ミガキ内ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中

2 土師器
　圷

口径12．5
底径
器高5．2

口縁部は素縁のもので
体部より丸みを有して
開き丸底に連続する。

口縁部内外ホロナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

3 土師器
　杯

口径11．6

残存5．1

口縁部は素縁のもので
体部より丸みを有して
開き丸底に連続する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中

4 土師器
　圷

口径13．9

残存5．8

口縁部は外体部に鈍い
外稜を有して開き丸底
に連続する。

口縁部内外ホロナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

5 土師器
　杯

口径13。5

残存3．8

口縁部は外体部に鈍い
外稜を有して短く開き
丸底に連続する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
雑なミガキ内ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 覆土中

6、 土師器
蓋付圷

口径1L3
底径4．1
器高4．2

口縁部は内傾し体部に
外稜を有して偏平な底
部は丸く納める。

口縁部内外ミガキ
体部外ミガキのちヘラ
ケズリ内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

7 土師器
蓋付圷 底径3．5

残存3。9

口縁部は内傾し体部に
外稜を有して底部は丸
く納める。

体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中

8 土師器
　圷

口径11．8

残存4．5

口縁部は外傾し体部に
外稜を有して丸底に続
く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 赤褐色 貯蔵穴

9 土師器
　杯

口径12．3
底径2．4
器高4．6

口縁部は外傾し体部に
外稜を有して丸底に続
く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

榿褐色 貯蔵穴

1
7

残存

10 土師器
　圷

口径11．9
底径2，9
器高48．5

口縁部は外傾し体部に
外稜を有して丸底に続
く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中
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表100　100号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴
　　’

整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
11 土師器

圷
口径13．8
底径2．4
器高4．6

口縁部は外傾し体部に
外稜を有して丸底に続
く。器肉は薄い。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 覆土中

12 土師器
圷

口径13．3
底径2．1
器高5．6

口縁部は外反し体部に
外稜を有して丸底に続
く。器肉は薄い。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
雑なミガキ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

澄褐色 覆土中

13 土師器
杯

口径15．8

残存4．2

口縁部は外反し体部に
外稜を有して丸底に続
く大振りのもの。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 榿褐色 覆土中

14 土師器
圷

口径10、9
底径2．1
残存4．9

口縁部は直立気味に外
反し体部外稜を有して
尖り気味の丸底に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 覆土中

15 土師器
圷

口径1L8
底径1．1
器高5．0

口縁部は外傾し端部で
面をなし、体部外稜を
有して尖り気味の丸底
に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡赤褐
色

覆土中

3
τ
残存

16 土師器
圷

口径12．0
底径3．5
器高4。6

口縁部は直立気味に外
反し端部で段をなし体
部外稜を有して丸底に
続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 榿褐色 覆土中

17 土師器
圷

口径12．8
底径5，1
器高5．1

口縁部は直立気味に外
反し端部で面をなし体
部外稜を有して丸底に
続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ

〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

榿褐色 覆土中

18 土師器
杯

口径12．7

残存4．8

口縁部はちょ＞りっぎ
みとなり端部さらに外
反し体部外稜を有して
丸底に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内線刻

砂粒含む 酸化炎 榿褐色 貯蔵穴

19 土師器
圷

口径15．1

残存6．8

口縁部は直立気味とな
り端部で面をなし体部
外稜を有して丸底に続
く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

黒褐色 覆土中

20 須恵器
蓋

口径13．7
底径
器高4．7

口縁部は外稜を有して
開き丸底に続く。回転
ヘラ削りは天井部1／2
に及ぶ

体部外回転ヘラケズリ
銀雲母含
む

還元炎 淡灰褐
色

覆土中

21 須恵器
蓋

口径11．8

残存4．4

口縁部は内傾し受け部
は丸味を帯びて偏平な
丸底に続く。

体部外回転ヘラケズリ
銀雲母含
む

還元炎 淡灰褐
色

覆土中

22 須恵器
蓋

口径12．3

残存4。2

口縁部は内傾し受け部
は丸味を帯びて偏平な
丸底に続く。

体部外回転ヘラケズリ
銀雲母含
む

還元炎 淡灰褐
色

覆土中

23 須恵器
圷

口径19．8

残存5．7

口縁部は丸く開き外体
部2段に亘り稜をな
す。下位に櫛描き波状
文を有す

体部外回転ヘラケズリ 銀雲母含
む

還元炎 淡灰褐
色　、

覆土中
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表101　100号住居吐出土遺物観察表（3）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
24 須恵器 脚部は小径の筒状とな ロクロ成形 砂粒含む 還元炎 淡灰褐 覆土中

高圷 るもので縦長の透かし 色
残存2。6 孔を有す。

25 須恵器 裾が広がり端部で内反 ロクロ成形 砂粒含む 還元炎 淡灰褐 覆土中
高圷 底径14，5 して2段に亘り透かし 色

残存6。5 孔を有し櫛描き波状文
を配す

26 土師器 口径13．0 口縁部は短く外傾し胴 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡赤褐 貯蔵穴
甕 部は張りのないもの。 胴部外ヘラケズリ 含む 色 胴部上半

残存7．2 〃内ナデ 3
τ
残存

27 土師器 口径11．8 口縁部は内傾気味に外 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 澄褐色 床着
甕 底径2．1 反し胴～底部は球形と 胴部外ヘラケズリ 良好 ほぼ完形

器高11．9 なる。 〃内ヘラナデ
28 土師器 口径13．9 口縁部は受け気味に外 口縁部内外ヨコナデ 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 カマド

甕 反し胴～底部は球形と 胴部外ヘラケズリ 含む 底部欠損
残存12．0 なる。 〃内ヘラナデ

29 土師器 口径2L8 口縁部は内稜を有し外 口縁部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 反して端部で受け気味 胴部外ヘラケズリ

残存17．2 となる。胴部は球形を 〃内ヘラナデ
呈す。

30 土師器 口径22．0 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 に外反する。 胴部外ヘラケズリ

残存11．5 〃内ヘラナデツケ
31 土師器 口径16』9 小径の口縁部は緩く 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中

甕 rコの字」状に外反し 胴部外ヘラケズリ
残存28．5 最大径を中位にとる胴 〃内ナデ

部へ続く

32 土師器 口径28．0 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 底径9，3 に外反し肩の張る胴部 胴部外ヘラケズリのち

器高66．0 に突出する小径の底部 ヘラナデ内
へ続く

33 土師器 口径24．0 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 覆土中
甕 に立ち上がり上位に最 胴部ヘラケズリ 色

残存29．3 大径を有する胴部へ続 〃内ヘラナデ
く。

34 土師器 大きく球形を呈す胴部 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 底径9．7 は突出気味の平底に続 〃・内ヘラナデ 良好

残存16．0 く。
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101号住居吐（第460・461図　図版108・109・124表102・103・104）

位置　J－15・16グリッド／形態　方形／主軸方向　N－70。一E／規模　5．53m×5。46m（南

北×東西）／壁高　64．5cm～69．5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれている。

P3付近が近・現代の撹乱が入る。硬質部分は主柱穴間の内側を中心にカマド付近と貯蔵穴に

接し、北東、北西、南西隅へとそれぞれ延びている。特に南西側は壁に近接する。／柱穴　4

本。P　l・径26cm、深さ62cm。P2・撹乱（近・現代の芋穴）に切られる。残存径21cm、深さ61

c皿。P3・長径33c皿、短径26cm、深さ64c皿。P4・径29cm、深さ69cm。／カマド　東壁中央部

より南寄りに位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を円形に掘

り込んでいる。傾斜は64。を計る。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は北側の袖

の下まで及ぶ。長軸132cm、短軸64c皿、深さ16cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。支脚

は検出されなかった。／貯蔵穴　南東隅に位置する。2段に亘って掘られている。長軸98cm、

短軸54cm、中段の深さ21cm。深さ48cm。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と暗褐色土と合わせて3層に分層される。

遺　　物

　カマド付近と貯蔵穴内と南壁中央部付近に集中して出土した。土師器長胴甕、甑、圷の破片

である。また自然礫が南壁中央寄りに床直上で7点集中して出土した。実測遺物総点14点。

表102　101号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　杯
復口12．6

残存5．4

口縁部は外反し体部に
外稜を有し深い丸底に
続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

1
τ

残存

2 土師器
　圷

復口13．4
底径1．6
残存5．1

口縁部は直立気味に外
傾し体部に外稜を有し
尖り気味の丸底に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

1
万

残存

3 土師器
　圷

復口13．8
残存4．5

口縁部は外傾し体部に
外稜を有し丸底に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

1
τ

残存

4 土師器
　杯

口径12．8

残存5．7

口縁部は直立気味とな
り端部で面をなし体部
に外稜を有して丸底に
続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

1
万

残存

5 土師器
　圷

口径12。4
底径4．0

残存5．1

口縁部は外傾し端部に
外稜を有して丸底に続
く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

床着

1
7

残存

6 土師器
　圷

口径12．4
底径4．0
器高5．4

口縁部は外傾し端部で
面をなし体部に外稜を
有して丸底に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 覆土中

1
τ

残存

7 土師器
　高圷

残存9．0

脚部は裾広がりとなっ
てr則肌」状に2段に
開く。

脚部外ナデ
〃内ヘラケズリ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

貯蔵穴
脚部破片

一615一



皿　一

5

6

・鳶

　！い、x
／　　　　　
　　もぺ　「　　／、　ノ　イ
／11コ
　　　　7

ピ
ノ

．∠、》3
〃＼ノ’

10

7．

7，

＞

＼

9

12

14

〆；レて’

、鳥8訓
、／［　ノー
　ノ4・…／、レ／

　　　、　　　1、
　＼♪．、∠1一＿

　

陪r
　　ノヘ〆

＼

11

　　＼

　ノ

4，7
13

0 10cm

第461図　101号住居堤出土遺物

表103　101住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
8 土師器

　甕
口径9．4

残存4．2

口縁部は短く内稜を有
して外傾する。

胴部内外ヘラケズリ 砂粒石粒
含む

酸化炎 黒褐色 覆土中

9 土師器
　甕 底径4．5

残存5．0

球状を呈する胴部より
平底を形成する。

胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 鐙褐色 床着3
底部一
　　4残存

10 土師器
　甕 底径6．2

残存8．3

偏球形の胴部より突出
する平底が続く。

胴部外ケズリのちナデ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

暗褐色 床着

1
百

残存

11 土師器
　甕

口径13．4
底径6．7
器高11．9

口縁部は短く開き最大
径を中位にとる胴部は
突出気味の平底を形成
する。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡赤褐
色

カマド

1
万
残存
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表104　101号住居吐出土遺物観察表（3）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
12 土師器 口径17。0 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

甕 に開き長めの胴部に続 胴部外ナデ 良好
残存11．7 く。 〃内ヘラナデ

13 土師器 口径17．5 口縁部は外反する。 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
甕 胴部外ヘラケズリ

残存10．0 〃内ナデ
14 土師器 大きく球形を呈す胴部 胴部外ヘラケズリ 砂粒石粒 酸化炎 榿褐色 床着

甕 底径6．8 は突出する平底を形成 含む 良好 底部のみ
残存3．0 する。 完存

102号住居祉（第462図　図版109・124表105・106）

位置　1－18グリッド／形態　方形／規模　5．10m×4．70m／主軸方向　N－45。一E／壁高

34c皿～52cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に亘って面をなしている

が硬質部分の検出はみられなかった。／柱穴　4本。P1・径45cm、深さ72c皿。P2・径39cm、

深さ84cm。P3・径37c皿、深さ80cm。P4・径31cm、深さ96c皿。／炉　中央部よりやや北寄り

に位置する。長軸71c皿、短軸52cm。深さ4cm。楕円形を呈する。断面は皿状である。地床炉で

ある。／貯蔵穴　南壁中央部よりやや東寄りに接して位置する。長軸56cm、短軸49cm、深さ38

cmを計る。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層に分層される。

遺　　物

　北東隅寄りに床直上で3点出土した。土師器圷2点｛手づくね1点である。その他、覆土中

より口縁部に輪積みの跡を装飾的に残す赤井戸系の甕の口縁部の破片、土師器台付甕、甕底部

破片が出土した。実測遺物の点数6点である。

表105　102号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　杯
口径11，2
底径3．4
器高4．7

素縁の口縁部は内反気
味に開き上げ底気味の
底部に続く。内外ヘラ
磨き。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリのち
ミガキ内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

3
万
残存

2 土師器
　圷

口径13。2
底径2。0
器高7．0

口縁部は内稜を有し受
け気味に開き内反する
体部より上げ底の底部
を形成

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着

2
万
残存

3 土師器
　甕

口径14．0

残存4．1

口縁部は外傾し輪積み
紺が顕著となるもの。

1

口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎
　良好

黒褐色 覆土中

　　1口縁万
残存．
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表106　102号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
4 土師器

　高圷 底径8．4
残存5．8

脚部は内反気味に開き
端部で面をなす。

脚部内外ヘラナデ 砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

暗褐色 覆土中
脚部のみ
残存

5 土師器
　甕 底径7．0

残存3、2

直線的に開く胴部より
突出気味の平底に続
く。

胴部外ヘラナデのちヘ
ラケズリ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中
底部のみ
残存

6 手づく

　ね
代付甕

底径2，1

残存L9
台付き甕の手捏土器 指ナデ 砂粒含む 酸化炎 澄褐色 床着

3
万
残存
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103号住居吐（第463図）

位置　∫一18グリッド／形態　方形（推定）／主軸方向　N－50－E／規模　4．40m×不明

（東西×南北）／壁高　12c皿～18．5c皿／床　灰褐色砂質土に掘り込まれている。全体に締まり

がなく軟質である。北部を試掘トレンチに切られる。／柱穴　1本。南東隅に位置する。径26

cm、深さ19cm。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況　自然堆積である。黒褐色土を基調とする。

遺　　物　遺物は検出されなかった。

備　考

　遺物の出土はみられなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられる。
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104号住居祉（第464図　図版109・124表107）

位置　1・J－20グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　5．47m×5．03m（南

北×東西）／壁高　50cm～53cm／壁溝　カマド部分を除き全周する。規模は幅6～13c皿。／床

褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分の検出はみられなかった。／柱穴　6本。P1～P4

が主柱穴に相当する。P1・径24cm、深さ16cm。P2・径22cm、深さ20cm。P3・径25cm、深

さ20c皿。P4・径24c皿、深さ43cm。P5・径24cm、深さ25cm。P6・貯蔵穴内から検出。覆土

の状況から観察すると貯蔵穴に切られていることが判明される。残存径32cm、残存深さ12c皿。

床面からの深さ46cm。／カマド　北壁中央部よりやや東寄りに位置する。袖は山砂を混入した

粘土で構築されている。煙道部は地山を半円形に掘り込んでいる。傾斜は81。を計る。火床部

はよく焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の下まで及ぶ。長軸67c皿、短軸74cm、深さ4cm。

方形を呈する。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。支脚は石製である。／貯蔵穴　北東隅に

位置する。長軸98c皿、短軸72c皿、深さ34c皿。長方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に3層に分層される。

遺　　物

　貯蔵穴内より土師器長胴甕のほぽ完形品が転落した様な状況で出土した。実測遺物点数2点。

新旧関係　338号土拡（縄文）を切る。

表107　104号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　杯
復口14．5

残存4．4

口縁部は外反し体部に
外稜を有し、浅く丸く
納める底部に続く。

口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中

1
τ

残存

2 土師器
　甕

口径14．5
底径6．5
器高12。8

口縁部は外反し箱形の
張りのない胴部より平
底に続く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ヘラケズリ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 カマド

2
万
残存

3 土師器
　甑

口径19．0
底径10。5
器高20．1

口縁部外反し最大径を
もつ胴部下端につれ径
が小さくなる

口縁部内外ヨコナデ
胴部内ヘラケズリ
外ヘラケズリ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

淡褐色 貯蔵穴

105号住居堤（第465図　図版109・125　表108）

位置　H－25・26グリッド／形態　方形／主軸方向　N－1100－E／規模　5．76m×5．20m／

壁高　40。5cm～43cm。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は主柱穴

の内側を中心にP1とP5の間力1北壁の手前53cm～28cmまで延びる。また、南はP2とP3の

間は貯蔵穴付近から南壁中央部にかけての壁の手前51cm～14c皿まで延びる。西はP3とP4の

間が壁の手前41cm～27cmまで延びる。／柱穴　5本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・

長径28cm、短径24c皿、深さ69cm。P2・径30c皿、深さ78c皿。P3・径34cm、深さ72cm。P4・

径34cm、深さ62cm。P5・長径30cm、短径26cm、深さ40c皿。／炉　中央よりやや北寄りに位置

する。長軸64cm、短軸47cm、深さ10cm。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。地床炉である。

／貯蔵穴　南東隅に位置する。長軸76cm、短軸54cm、深さ56c皿を呈する。
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覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層に分層される。

遺物

P1とP3付近の床直上に土師器甕、圷の破片が散乱し、砥石が1点P3付近より出土した。

また、貯蔵穴内より土師器の破片が出土した。さらに炭化材が西寄りと東寄りに検出された。

状況からゑて焼失家屋の可能性が考えられる。実測遺物5点。

表108　105号住居吐出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 復口19，7 口縁部は内稜を有して 口縁部内外ヨコミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 床着

紺 底径5．8
器高10．3

内反気味に外傾し胴部
は内反して底部は輪台

体部内外タテミガキ 良好 1
す

残存

となる

2 土師器 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 澄褐色 覆土中
甕胴部 残存11．3 胴部内ナデ外ヘラケズ 良好
破片 リ

3 土師器 口径15．6 口縁部は外反して輪積 口縁部内ハケメのちミ 砂粒含む 酸化炎 燈褐色 覆土中
甕

残存13．7
み痕を残して胴部に続
く。

ガキ外ナデ胴部外ハケ
メのちヘラミガキ内ナ

良好 1
万

残存

デ

4 土師器 復口17。5 口縁部は折り返され輪 口縁部内ハケメのちへ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着
甕

残存24．1
積み痕を残して最大径
を中位にとる胴部に続

ラミガキ外指圧痕タテ
ハケメ

良好 1
τ

残存

く。 胴部外雑なハケメ内へ
ラナデ

5 長さ9．4 安山岩製の短冊形打製 表面の一部に自然面を
一 ｝ 一 床着

打製石 幅　4．2 石斧で片面に自然面を 残す。刃部から体部に
斧 重さ40g 残す。 かけてま磨滅している

107号住居吐（第466・467図　図版109・110・125表109・110）

位置　K－26グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－90。一E／規模　4．74m×4．18m（東

西×南北）／壁高　54cm～63cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。主柱穴間

の内側より貯蔵穴の位置する南東側を除いてベヅド状に一段高くなっている。高さ5c皿～6c皿

を計る。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に貯蔵穴付近とベッド状を呈する縁の部分まで検出

されている。／柱穴　5本。P1～P4が主柱穴に相当する。P1・径23cm、深さ68cm。P2

・径24cm、深さ70cm。P3・長径29cm、短径24cm、深さ72cm。P4・径31cm、深さ69cm。P5

・径22cm。深さ3cm。／炉　なし。／貯蔵穴　南東側（貯蔵穴A）と北西隅（貯蔵穴B）の2

基検出。覆土の状況はそれぞれ自然堆積である。人為的な埋め戻しが認められないため同時期

に使用されていた可能性が強いと考えられる。貯蔵穴A　長径54cm、短径49cm、深さ32c皿。楕

円形を呈する。貯蔵穴B　西壁に接する。長径66c皿、短径59cm、深さ60cm。楕円形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。暗褐色土を基調に2層と黒褐色土の合わせて3層に分層される。
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遺　　物

　貯蔵穴寄りとP3とP4の間に覆土中より口縁部に輪積みの跡を装飾的に残す赤井戸系の甕

の破片と土師器台付き甕、小形丸胴甕、高圷の破片が集中して出土した。また、貯蔵穴内より

完形の器台1点出土した。さらに、炭化材が検出されている。炭化材の検出量は少ないが検出

状況から観察して焼失家屋の可能性が高いと考えられる。実測遺物点数11点。

表109　1q7号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　高圷
口径19．0

残存6．0

受け部は下位に外稜を
有して大きく外反し2
段に亘り透かし孔を有
す。

口縁部内外ハケメ
体部内外ハケメのちミ
ガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中3

受部のτ
残存

2 土師器
　高圷

口径9．1
底径11．2
器高9．9

受け部は内反気味に開
き脚部は裾広がりとな
る2段に亘り透かし孔
を有す

口縁部内外ミガキ
脚部外ヘラミガキ内ヘ
ラケズリのちヘラミガ
キ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 貯蔵穴
完形

3 土師器
　甕

復口11．2
底径3．8
器高9．0

口縁部は外反し偏球形
の胴部より突出する平
底を形成する。

口縁部内ミガキ外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 覆土中

1
万

残存

4 土師器
　甕

口径13．6

残存8。4

口縁部は外傾し端部は
面をなし輪積み痕を残
す。押圧痕顕著。

口縁部内ミガキ外指圧
痕
胴
部
外 ハケメのちミガ
キ
〃
内 ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 床着
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表110　107号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
5 土師器 口径12。4 口縁部は外傾し端部は 口縁部内ハケメのちへ 砂粒含む ・酸化炎 黒褐色 覆土中

甕
残存10．3

面をなし輪積み痕を残
す。押圧痕顕著。

ラミガキ外指圧痕胴部
外ハケメのちヘラミガ

良好 1
万

残存

キ

6 土師器 口径14．3 口縁部は外傾し端部は 口縁部内ハケメ外指圧 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中
甕 面をなし輪積み痕を残 痕 良好

残存8．9 す。押圧痕顕著。 胴部外ハケメのちヘラ
ナデのちヘラミガキ内
ナデ

7 土師器 口径15．5 口縁部は外傾し端部は 口縁部内ミガキ外指圧 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 床着
甕

残存17．3
面をなし輪積み痕を残
す。押圧痕顕著。

痕
胴
部
外 ハケメのちヘラ

良好 3
7
「

残存

ミガキ内ミガキ

8 土師器 口径 口縁部はrS字」状を 胴部内ナデ 砂粒含む 酸化炎 燈褐色 覆土中
台付甕

残存
星し器肉の薄い胴部に
続く。

外タテ方向ハケ目 良好 1
τ

残存

9 土師器 口径15．5 口縁部はrS字」状を 口縁部内外ヨコナデ頸 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中
甕

残存15，5
呈し器肉の薄い肩の張
る胴部に続く。

部内ナデッケのち指圧
痕

良好
2
一
残
存
3

胴部外ハケメ内ナデ
10 土師器 脚部は直線的に裾広が 脚部外ハケメのちヘラ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着

高圷 底径9，0 りとなるもので端部で ナデ内ハケメのちホロ 良好 脚部の残
残存6，3 面をなす。 ナデ 存

11 土師器 脚部は裾広がりとなる 胴部外タテハケメ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐 覆土中
台付甕 もので器肉が薄い。ハ 脚部外斜めハケメのち 良好 色 脚部破片

残存2．9 ケ目は脚部にまで及 ナデ
ぶ。

108号住居堤（第468・469図　図版110・125　表111）

位置　H－17グリッド／形態　方形／主軸方向　N－62。一E／規模　4．08m×4．06m（東西

×南北）／壁高　48cm～64cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に亘っ

て面をなしているが硬質部分は検出されなかった。全体に締まりがなく柔らかい。／柱穴　な

し。／カマド　東壁中央部よりやや北側に位置する。袖は山砂を混入した粘土で構築されてい

る。天井部が一部遺存する。煙道部は地山を半円形に掘り込んでいる。傾斜は76。を計る。火

床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は長軸98cm、短軸43cm、深さ11cm。平面は楕円形、

断面は皿状を呈する。支脚は石製である。／貯蔵穴　長軸108c皿、短軸97cm、深さ52cm。楕円

形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に4層に分層される。

遺　　物

　カマド内より土師器長胴甕と甑が天井部が崩れ落ちて転落した状態で出土した。しかし、遺

存状態がよくほぼ完形である。また、貯蔵穴内より甑の破片が出土。さらに、床面より出土し

た土師器の破片は南壁よりに集中する傾向を示した。その他、床直上より砥石が1点出土した。

実測点数15点。
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表111108号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 』器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
崩土位置

遺存度
1 土師器

圷
口径12．0
底径2。4
ド
器
高 4．2

素縁となる口縁～体部
は内反気味に開き丸底
に続く。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 カマド

3
τ
残存

2 土師器
圷

口径11．9
底径3．0
器高4．6

口縁部は外反して体部
に外稜を有して底部を
丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 床着

3
τ
残存

3 土師器
圷

口径13。0
底径4．0
器高，5．0

口縁部は外反して体部
に外稜を有して底部を
丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

榿褐色 カマド
完形

4 土師器
圷

復月13。3
底径，4．0

器高5．1

口縁部は外反して体部
に外稜を有して底部を
丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

澄褐色 カマド

1
万

残存

5 土師器
圷

口径13，0

残存4．6

口縁部は外反して体部
に外稜を有して底部を
丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

燈褐色 床着

1
τ

残存

6 土師器
杯

復口12．9
底径4．0
器高5．0

口縁部は外反して体部
に外稜を有して底部を
丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡赤褐
色、

床着

1
互

残存

7 土師器
圷

復口14．5

残存4．8

，口縁部は外反し端部は

段をなす。体部に外稜
を有して底部を丸く納
める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

燈褐色 床着

1
万

残存

8 土師器
圷

復口13．1
底径4．0
器高5．1

口縁部は直立気味に外
反し体部に外稜を有し
て底部を丸く納める。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
．〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

暗褐色 カマド

1
す

残存

9 土師器
短頸壷

復口9．0
底径6．0
器高16．5

口縁部は外稜を有して
内反し球形の胴部に続
く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリのち
ヘラミガキ内ナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

澄褐色 覆土中

10 土師器
甕

口径16．4
底径5』5
器高19．5

口縁部は外反し長目の
胴部は下膨れとなる。
底部は突出した平底と
なる。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

明褐色 カマド

11 土師器
甕

復口16．2
底径8．5
器高29．3

口縁部は外反し胴部は
輪積み跡顕著。底部は
突出し平底となる。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 淡褐色　覆土中
　3、俳τ残存

12 土師器
甕

口径19．2
底径5．5
器高30．1

口縁部は外反し胴部は
上位に最大径を有す。
底部は突出し平底とな
るQ

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
雲母含む

酸化炎
良好

淡褐色 ‘カマド

ほぽ完形

13 土師器
甑

口径24。0
底径10．6
器高29．9

口縁部はrこの字」状
に外反し寸銅の胴部か
ら底部は単孔を有す。

口縁部内外ナデ

胴部外ヘラケズリ内ヘ
ラナデのちヘラミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

燈褐色 貯蔵穴
完形

14

砥石
長さ7．1
幅　2．2
厚さ2．5
重さ54g

長方形の砥石である。
上位に未穿孔部分があ
る。四面使用。

棒状を呈する。使用面
4面

一 『 覆土中

15

砥石
長さ18．6
幅　5．2
厚さ2．9
重さ

　570g

長方形の砥石である。ド使用面4面うち3面は
四面使用。 さく研きに使われてい

る。1面は自然石の丸
みが残っている。

一 一 一 床着

一629一
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第1層 黒褐色土

第2層　黒褐色土

第3層　褐　色　土

灰色砂質土ブロック状に含む。61Hの1
層と異なる。白色の軽石粒細かく多量に
含む。しまり強。粘性弱。
白色の軽石粒細かく多量に含む。褐色砂
質土ブロック状にφ20㎜～40㎜含む。し
まり強。粘性弱。

褐色砂質土φ20㎜～30㎜多量に含む。し
まり強。粘性弱。

第470図　110号住居祉

110号住居祉（第470図）

位置　S－23グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－85。一E／規模5．03m×4．01m（東西

×南北）／壁高　47．5c皿～50．2cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部

分は61号住居阯に切られ不明である。残存部分では検出されなかった。／柱穴　5本。P1～

P4が主柱穴に相当すると考えられる。P1・長径36c皿、短径28cm、深さ41c皿。P2・径32cm、

深さ45c皿。P3・径36cm、深さ67c皿。P4・径30c皿、深さ68c皿。P5・長径34c皿、深さ64c皿／

炉　残存部分では検出されなかった。／貯蔵穴　北東隅に位置する。長径58c皿、短径55c皿、深

さ42c皿を計る。楕円形を呈する。

一630一



覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土を基調に2層と褐色土の合わせて3層に分層される。

遺　物
　検出されなかった。

新旧関係

　61号住居阯に切られる。当初、平面の確認では主軸方向や覆土の色調に相違がみられないた

め、1軒と思われたが、調査を進めていく段階で土層の観察により2軒が重複していることが

判明した。

備　考

　遺物の出土はみられなかったが、形態と覆土の状況から古墳時代の所産のものと考えられる。

114号住居祉（第471図　図版110・111・126表112・113）

位置　R－15グリッド／形態・方形／主軸方向　N－50－E／規模　4．19m×4．18m（南北

×東西）／壁高　34cm～45。5cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土に掘り込まれる。南側を273

号土拡に切られる。さらに南東側を73号住居阯に切られる。全体に亘って面をなすが硬質部分

の検出はみられなかった。／柱穴　2本。相対する残りの2本は273号土拡と73号住居阯によ

って破壊された可能性が考えられる。P1・径38cm、深さ104cm。P2・径46cm、深さ88c皿／

炉　残存部分では見られなかった。／貯蔵穴　残存部分では見られなかった。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と暗褐色の2層に分層される。

遺　物

　カマド内より出土した。2は支脚の上りふせた状態で検出されている。実測遺物点数5点。

備　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。

表112　114号住居祉出土遺物観察表（1）

番号 器種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
口径10．4

残存4．5

口縁部は短く外反し内
稜を有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部内外ナデ

砂粒含む 酸化炎
、良好

淡赤褐
色

覆土中

1
万

残存

2 土師器
　杯

口径12．4
底径4．0
器高5．7

口縁部は外反し体部は
丸みを帯び、丸底に連
続する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡黄褐
色

カマド

3
τ
残存

3 土師器
　圷

口径11．6

残存4．5

口縁部は外反し外稜を
有す。体部は丸みを帯
びる。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

榿褐色 覆土中

1
τ

残存

4 土師器
　圷

口径11．2
底径4．5
器高4．0

口縁部は外反し外稜を
有す。体部は扁平とな
り平底に連続する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

淡赤褐
色 床着

2
万
残存

一631一
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表113　114号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
5 土師器

　圷
口径12．2
底径4．0
器高5．9

口縁部は外反し端部で
面をなし外稜を有して
尖り気味の丸底に連続
する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
　　内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 カマド

1
万

残存

㊧
≧
島1

0
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託
の1

　〆二）
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116号住居祉

第1層黒　色　土白色の軽石粒細かく多量に含む。しまり

　　　　　　強。粘性弱。
第2層暗褐色土白色の軽石粒細かく少量含む。黒色土ブ
　　　　　　ロックを多量に含む。しまり強。粘性
　　　　　　弱。

a　　L＝136．90m　　a／

　2　　1　　　一

炉吐

第1層赤褐色土焼けて硬質化されている。
第2層　暗褐色土　焼土ブロック炭化物多量に含む。
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第472図　116号住居」止・出土遺物

116号住居吐（第472図　図版111表114）

位置　C－28グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　2．68m×2．42m／壁高

21cm～2L5c皿／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。硬質部分は西壁寄りと南壁

中央部寄りに検出された。／柱穴　なし。／炉　ほぼ中央部に位置する。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況　自然堆積である。黒色土と暗褐色土の2層に分層される。

遺　物
　南西側の壁中央部よりの覆土中より土師器丸胴甕、甕の口縁部の破片が出土している。実測

遺物点数2点。
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表114　116号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
口径12．0

残存3．4

口縁部は直線的に外反
し内稜を有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ．
内ナデ

砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中

2 土師器
　甕

口径16．0

残存18．5

球形の胴部より外反す
る口縁部は頸部の所で
やや直線的となる。

口縁部内ハケメのちヘ
ラナデ外ヘラナデ胴部
外ヘラナデのちヘラケ
ズリ

砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中

117号住居吐（第473・474図　図版39・111・126表115・116）

位置　X－19グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．56m×4．22m（南北

×東西）／壁高　54。5c皿～58cm。／壁溝　貯蔵穴付近より北壁にかけて検出。北壁の中央部付

近はとぎれ北西隅に検出されている。規模は幅4cm～17cm、深さ2cm～11cmを計る。／床　褐

色砂質土層に掘り込まれている。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に南東側はカマドと貯蔵穴

付近まで延び、北西側は壁の55c皿手前まで及ぶ。／柱穴　6本。P1～P4が主柱穴に相当す

る。P1・径24cm、深さ53cm。P2・径34cm、深さ66c皿。P4・2段掘りを呈する。P5・径20

cm、深さ13cm。／カマド　東壁中央部より南寄りに位置する。煙道部にかけて一部撹乱に切ら

れる。袖は山砂を混入した粘土で構築されている。煙道部は地山を掘り込まれていない。撹乱

により不明である。火床部はよく焼けて硬質化されている。掘り方は袖部の下まで及ぶ。長軸73

cm、短軸67c皿、深さ8c皿。平面は楕円形、断面は皿状を呈する。／貯蔵穴　長軸65cm、短軸60

c皿、深さ64c皿。ほぼ方形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土を基調に4層の合わせて5層に分層される。

遺　　物

　カマド付近と貯蔵穴付近に集中して出土した。また貯蔵穴内より土師器圷と甕が1点ずつ出

土した。さらに、P1とP3の付近及びP1とP4の柱穴間に炭化材が少量検出された。検出

状況から観察して焼失家屋の可能性が考えられる。その他、自然礫が床着で14点出土した。実

測遺物点数7点。

表115　117号住居堤出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径12．5
底径9．0
器高6．5

素縁となるもので口縁
・体部は内反気味に開
き、底部は丸く納める。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラナデツケ
〃内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 淡褐色 床着

2 土師器
　圷

口径12．7
底径4．1
器高6．3

素縁となるもので口縁
・体部は内反気味に開
き、底部は丸くなる。

口縁部内外ナデ
体部外指圧のちヘラケ
ズリ、内ヘラナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎 黒褐色 貯蔵穴
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第474図　117号住居吐出土遺物

表116　117号住居祉出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
3 土師器

　圷
口径12．8
底径6．0
器高5．0

口縁部は直線的に立ち
上がり、外稜を有して
尖り気味の丸底に連続
する。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

4 土師器
　圷

口径13。9
底径5．6
器高5．0

口縁部は外反し、外稜
を有して丸底に連続す
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

赤褐色 床着

5 土師器
　圷

口径12．7
底径4．0
残存4．6

口縁部は直線的に立ち
上がり、外稜を有して
平気味の丸底に連続す
る。

口縁部内外ヨコナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
　良好

赤褐色 貯蔵穴

6 土師器
　甕

口径14．4
底径8．0
器高12．0

口縁部は外反し胴部は
張りを有し、突出する
平底に続く。

口縁部内外ナデ
胴部外ナデのちヘラケ
ズリ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎 暗褐色 床着

7 土師器
　甕

口径12．8
底径5．0
器高15。3

口縁・胴部は張りが無
く突出する平底に続
く。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 貯蔵穴

127号住居堤（第475・476図　図版111・126・127　表117・118）

位置　X－21グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一E／規模　6．32m×5。48m（南

北×東西）／壁高　72c血～96cm　南西隅を撹乱に切られる。／壁溝　なし。／床　褐色砂質土

層に掘り込まれる。南西隅に床面より高さ10cmの三角形に地山を掘り残した有段を呈する部分

が検出された。硬質部分は主柱穴間の内側を中心に北東側は壁の手前48cm～20cmまで延び、貯

蔵穴付近と西壁が柱穴間の線上より外側に延びて検出された。／柱穴4本。P1・移動が認め
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られる。P　l　a（新）径20cm、深さ68cm、P　l　b（旧）径32cm、深さ34c皿。P2・径38cm、深

さ61c皿。P3・長径34c皿、短径30cm、深さ45cm。P4・移動が認められる。P4a長径31cm、

短径26c皿、深さ52cm。P4b長径32c皿、深さ33cm。／炉　なし。／貯蔵穴　南東隅に位置する。・

2段に亘って掘られている。上段・長軸98cm、短軸73cm、下段・長軸40c皿、短軸35cm　中段の

深さ43cm、深さ70cmを計る。楕円形を呈する。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土と黒色土2層、暗褐色土の合わせて4層に分層される。

遺　物

　土師器圷、高圷、赤井戸系の甕の破片が床面の硬質部分に集中して出土した。また南東隅に

完形の甑が正位で出土し、近接して横位で完形の片口が出土した。さらにそれらの付近の南壁

寄りに完形の小形の高圷が横位で出土した。実測点数19点。

表117　127号住居吐出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

圷
口径11．6

残存3．6

素縁となるもの。口縁
・体部は内反気味に開
き；丸底に連続する。

口縁部内外ナデ
体部内外ミガキ

砂粒含む 酸化炎 燈褐色 床着

1
万

残存

2 土師器
椀

口径13．5
底径4．0
器高5，7

素縁となるもの。口縁
・体部は内反気味に開
き突出気味の平底に連
続する。

口縁部内外ナデ
体部外ミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 床着

3
τ
残存

3 土師器
高杯

口径9，8

残存L7

器台の受け部である。
浅い受け部は直線的に
開く

口縁部内外ミガキ
体部外ミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 覆土中

1
す

残存

4 土師器
圷 底径3．8

残存8，0

球形の胴部より突出気
味の平底を連続させる。

体部外ヘラミガキ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
良好

明褐色 床着

3
τ
残存

5 土師器
高圷

口径7．1
底径5．3
器高7．0

小型の高圷である。圷
部は深く、脚部は裾広
がりとなり端部で面を
なす。

口縁部内外ナデ体部内
外ミガキ脚部ミガキ
〃内ヘラミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡褐色 床着

6 土師器
高圷

口径12．6
底径11．9
器高1L9

圷部は内反気味に開
き、脚部は裾広がりで
2段に複数の透かし孔
を有す。

体部外ハケメのちミガ
キ
〃
内 ミガキ脚部外ハ
ケメのちミガキ内ケズ
リのちナデッケ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

榿褐色 覆土中

7 土師器
高圷 底径復元

　13，8
残存8．0

器台の脚部である。中
央に孔を穿ち、裾広が
りとなる。透かし孔を
有す。

脚部外タテのミガキ
〃内ナデ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

淡赤褐
色

床着

　1脚部下
残存

8 土師器
高圷

口径27．1

残存L6
高圷の口縁部か。口縁
部は鋤先状となるもの
か。

口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎
良好

淡褐色 床着

9 土師器
片口

口径10。2
底径5．7
器高9．3

口縁・体部は内反気味
に開き端部で面をなし
片口をつける。平底を
形成。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎
良好

燈褐色 床着
完形

10 土師器
甑

口径12．8

残存7．2

小型の甑で逆台形を呈
す。口縁部は折り返さ
れ、底部に単孔を有す。

口縁部内外ヨコナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラミガキ

砂粒石粒
含む

酸化炎 褐色 覆土中

3
τ
残存

11 土師器
甑

口径12．6
底径3．5
器高9．2

小型の甑で逆台形を呈
す。口縁部は折り返さ
れ、底部に単孔を有す。

胴部外ハケメのちミガ
キのちヘラケズリ内ハ
ケメのちミガキ

砂粒含む 酸化炎
良好

赤褐色 床着
完形、
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表118　127号住居吐出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
12 土師器 口径10．4 口縁部は内稜を有して 口縁部内ヘラミガキ外 砂粒含む． 酸化炎 黒褐色 床着

甕 外傾し球形の胴部を有 ナデ胴部外ハケメのち 良好
残存7．1 す。 ヘラミガキ内ヘラケズ

リ

13 土師器 口径10．6 口縁部は受けながら開 口縁部内ハケメ外ナデ 砂粒含む 酸化炎 褐色 覆土中
甕 底径4．8 き口径より小さい胴部 胴部外ハケメのちヘラ

器高8．9 より突出気味の平底に ナデ内ヘラケズリのち
続く。 ハケメ

14 土師器 口径14．9 口縁部は内稜を有して 口縁部内外ヨコナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
甕

残存5．5
大きく外反し先端で折
り返される。

頸部外ハケメのちヘラ
ミガキ内ハケメのちナ

良好 1
万

残存

デ

15 土師器 口径15．4 口縁部は外傾し輪積み 頸部内外ハケメのちへ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着
甕 底径7．4

器高27．1
痕を残し胴部中位に最
大径を取り平底に続

ラミガキ胴部外ヘラケ
ズリのちヘラミガキ内

良好 3
τ
残存

くQ ミガキ
16 土師器 口径15．7 口縁部は輪積み痕を残 口縁部内ミガキ外指圧 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着

甕 底径7．3
器高29．3

し内反気味となり上位
が張る胴部より平底に

痕
頸
部
外 ヘラケズリのち

良好 3
τ
残存

続く。 ミガキ内ヘラケズリ
17 土師器 壷型土器で胴部は球形 胴部外ヘラミガキ 砂粒含む 酸化炎 褐色 床着

甕
残存12．8

を呈す。 〃内ヘラケズリのち
ヘラミガキ

1
万
残存

18 土師器 台付甕の脚部。直線的 脚部外タテのハケメ 砂粒含む 酸化炎 淡赤褐
台付甕 底径9．0 に開き端部で面をな 〃内ナデ 良好 色 覆土中

残品5．0 す。

19 土師器 壷型土器で球形の胴部 胴部外ヘラケズリのち 砂粒含む 酸化炎 明褐色 床着
甕 底径7。8

残　8．7
より上げ気味の底部に
続く

ヘラミガキ内ヘラナデ 良好 1
万

残存

130号住居堤（第477図　図版111表119）

位置　Z－20グリッド／形態　方形／主軸方向　N－120。一E／規模　2．54m×2．53（南北×

東西）／壁高　4cm～9．35cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に面を

なしているが硬質部分は認められなかった。／柱穴　なし。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土の単層である。

遺　物

　覆土中より土師器甕の口縁部の破片が1点出土している。口縁部に装飾的に輪積み痕を残す

特徴である赤井戸系の甕である。実測遺物点数1点。

備　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが覆土の状況と形態から古墳時代の所産のものと考えられ

る。
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表119　130号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　甕
口径15。9

残存10．4

内稜を有し輪積み痕を
残す口縁部は外反する。

口縁部内ハケメ外ナデ
胴部外ハケメのちヘラ
ミガキ内ミガキ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

1
万
残存

2土P拡
古墳時代の土拡は同時代の住居祉に近接するように分布して検出されている。特に円形の土拡

は古墳時代の住居杜を切るものと切られるものがある。本項では出土遺物や覆土の状況で古墳

時代と考えられる土拡を掲載した。
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古墳時代土拡一覧表（1） （単位m）

番号 位　置 形態 羅 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

3 M－13 円形
2．31×2．18
2．10×1。88 0．88 有 鍋　底　形

7 L－13 楕円形
1．30×0．88十α
1．12×0．96 0．26 N－10。一W 無 鍋　底　形

8 M－14 円形
2．18×2。02十α

2．28×2．10十α 0．70

一
無 フラスコ形

9 M－13 円形
1．64×1．60

径L35
0．40

一
無 鍋　底　形

10 M－14 楕円形
1．72×1．60
1．42×1．28 0．50 N－57。一W 有 鍋　底　形

11 M－14 楕円形？
0．58十α×0．74
0．53十α×0。58 0．32 N－57。一W 有 鍋　底　形

12 N－14 円形
径2．36

2．26×2。18 0．20
一

有 鍋　底　形

13 N－14 円形
径2．30

径2．16 0．90 無 鍋　底　形

14 M－14 円形
2．50×2．42
2．30×2，24 0．53

『
有 鍋　底　形

16 M－15
N－15

円形 径L92
1．68×1．62 0．26

一
無 鍋　底　形

17 N－15 楕円形
2．24×2．04
1．98×1。90 0．88 N－1。一E 有 フラスコ形

18 N－15
（隅丸）

長方形
1．32×0．92
1．20×0，76 0．16 N－62。一E 無 鍋　底　形

19 N－15 円形
2．28×2．22
2．12×2．10 1．05

一
有 鍋　底　形

20 N－15 円形
2．78×2，62
2．48×2．46 1．06

一
有 鍋　底　形

21 N－15－16 円形
3．10×3。04

径2．46 1．06

『
有 鍋　底　形

22 N－16 円形
2．56×2，42
2．28×2．24 0．86 有 鍋　底　形

25 M－16 方形
1．28×1．02十α
1，26×0．98十α 0．19

一
有 鍋　底　形

26 M－16 楕円形
0．94×0．60
0．78×0，50

0．31 N－42。一E 有 鍋　底　形

27 M－15・16 長方形？
1．40×0．78

1．26×0．67 0．15 N－15。一E 無 鍋　底　形

28 N－16
（不整）

楕円形
2．96×2，80
2．84×2．20 0．94 N－41。一E 有 鍋　底　形

29 0－16 （不整） 2．64×2，54 0．96
一

有 鍋　底　形

31 M－16 円形 2．48×2．26 1．20

一
有 鍋　底　形

33 N－16 円形
2．82×2．35十α
2．67×2，32十α 0．97

一
有 鍋　底　形

37 K－22 円形
1。74×1．65

1．52×1．46 0．80

『
無 鍋　底　形

39 N－23
0－23

楕円形
1．34×1．24

径1．11 0．43 N－60－E 無 鍋　底　形

43 K－29
（不整）

円形
1．00×0．98
0．22×0．20

0．24～

0．42 一
無 鍋　底　形

56 L－32
M－32

（隅丸）

長方形
1．14×0．92

0。93×0．72 0．28 N－32。一W 無 鍋　底　形
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　　　4黒褐色土
　　　5黒褐色土
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古墳時代土拡一覧表（2） （単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

70 M－32 楕円形
0．66×0，46
0．52×0．36 0．11 N－1。一W 無 鍋　底　形

73 J－31 楕円形
0．95×0。88
0．82×0．72 0．22 N－20。一W 無 鍋　底　形

74 」一31 楕円形
0。94×0．84

0．80×0，66 0．25 N－67。一E 無 鍋　底　形

80 L－30 楕円形
0．84×0．78
0．72×0．66 0．20 N－86。一W 無 鍋　底　形

86 N－31
ひょうた
ん形
不整形

2，15×0．90
2。02×0．78

0、10～

0．14
N－1。一E 無 鍋　底　形

92 0－30・31
（長）

楕円形
3．24×1．16
1．61×0．89

0．06～

0．19
N－63。一E 有 鍋　底　形

93 0－30・31
ひょうた
ん形
不整形

2．12×0．66
2．02×0．58 0．13 N－67。一E 有 鍋　底　形

94 f－31

0－30
円形

1。19×0372
0．62×0．60
0．38×0．15

0．75
0．34 N－38㌧W 有

無
u　字　形
鍋　底　形

95 O－30 楕円形
0。68×0。51

径0．35 0．20 N－89。一W 無 鍋　底　形

96 0－30 楕円形
0．62×0．50
0．27×0．12 0．48 N－61。一E 無 V　字　形

108 L－29・30 楕円形
1．20×0．80
0．96×0．57 0．44 N－49。一W 無 鍋　底　形

118 f－31 楕円形 0，82×0．38 0．78 N－45。一W u　字　形

119 e－27 楕円形
0．92×0．84
0．70×0。56 0．25 N－15㌧E 無 鍋　底　形

220 Z－21，22
円形
円形

0．92×0．91

0．86×0．82
0．23 有 41号住居杜を

切る

223 Q－14 楕円形
1．64×1．48

1．32×1，26 1．07 N－35。一W 有 鍋　底　形

224 0－14 一×一
一×一

0．85～

1．09 一
無 範囲不明

227 R－15 楕円形
0．69×0。58
0．47×0．45 0．20 N－72。一E 無 鍋　底　形

229 J－26
K－26

円形
1．41×1．10

0。96×0。90 0．20 有 鍋　底　形

230 K－25・26 楕円形
1．42×1。13

1。16×0，90 0．30 N－49。一W 無 鍋　底　形

231 J－26 不整形
1．39×1．06

1．11×0．75 0．37 N－38。一E 無 鍋　底　形

232 J－26 楕円形
1．06×0、88

0．88×0．70
0．38 N－2。一W 無 鍋　底　形

233 J－25・26 楕円形
1。24×0．94

1．00×0，72

0。30～

0．34
N－74。一E 無 鍋　底　形

244 J－23・24 楕円形
1。25×1。03
0．95×0．86 0．55 N－66。一W 無 鍋　底　形

245 J－23・24
J－23・24

楕円形
1．47×1．00
1．19×0．74 0．42 N－30㌧E 無 鍋　底　形

246 」一23 楕円形
1．30×0．73

1．00×0．56
0．51 N－73。一W 無 鍋　底　形

248 1－23 円形
0．50×0．46
0．30×0．24

・0．58

『
無 u　字　形

249 1－23 楕円形
0。84×0．58
0。64×0。36

0．38～

0．40
N－30。一W 無 鍋　底　形

250 1－23
（長）

楕円形
1．91×1．26

1．55×0．90

0．48～

0．70
N－72。一W 無

『
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古墳時代土拡一覧表（3） （単位m）

番号 位　置 形　態 禰 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

254 J－23 楕円形
0．83×0．71
0．64×0．50 0．48 N－9。一E 無 u　字　形

260 J－21 楕円形
0．62×0．57
0．46×0。40 0．28 N－46。一E 無 鍋　底　形

263 」一21 楕円形
0．52×0。44
0．38×0．32 0．20 N－70㌧W 無 鍋　底　形

264 J－21 楕円形
0．64×0．54
0．44×0．36 0．20 N－77。一E 無 鍋　底　形

267 H－18
1－18

楕円形
1．30×0．55
1。20×0．43 0．12 N－44。一W 無 鍋　底　形

268 H－19
（長）

楕円形
0．73×0．39
0，48×0、24 0．16 N－36。一W 有 鍋　底　形

269 H－18 楕円形
0．84×0．56
0．58×0．40 0．21 N－46。一E 無 鍋　底　形

271 H－18
1－18

不整形
2．04×0．80
0。90×0．54

0．11～

0．76
N－42。一W 無 不　整　形

272 1－18 不整形
2．32×0．74
0．66×0．28

0．61～

1．12
N－50。一W 無 不　整　形

274 H－18 楕円形
1．08×0．74

1．01×0．65 0．18 N－100－W 無 鍋　底　形

275 1－18 楕円形
1．08×0．66
0．60×0．20 0．54 N－30。一E 無 逆　台　形

280 1－17 楕円形
0．46×0、30
0．22×0．18 0．14 N－30㌧W 有 u　字　形

281 H－17
1－17

楕円形
1，42×0．90

1．32×0．68

0．14～

0．19
N－7㌧E 無 鍋　底　形

287 1－16 楕円形
0，58×0．43
0．48×0．32 0．16 N－15。一W 無 鍋　底　形

288 1－15
0．21

楕円形
0．72×0．50
0．43×0．18

0。13～

0．21
N－46。一E 無 不　整　形

301 1－14

H4 楕円形
1．86×1．50
1．68×1．30 0．20 N－37。一E 無 鍋　底　形

302 L－16 円形
径2．25

1．24×0。48

0．46～

1．26 一
無 鍋　底　形

303 L－15・16 円形
2．50×2．43
2．60×2．33 1．22

一
無 鍋　底　形

314 L－13
M－13

楕円形
1．07×0．92

0．88×0．75 0．32 N－88。一W 無 鍋　底　形

326 R－9『

0．44
円形

1．60×1．54

1．56×1，50 0．44 一
無 鍋　底　形

329 0－12・13
P－13

円形
2．90×2．84
2．56×2．50 1．34 無 鍋　底　形

330 Q－12 楕円形
1．76×1．54

1．56×1，42 0．87 N－72㌧E 無 鍋　底　形

339 K－17 楕円形
1．18×0．95

1．06×0．76 0．58 N－49。一E 無
無

鍋　底　形
鍋　底　形
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表120　古墳時代土拡出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器 底部は丸く納める。 底部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 暗灰褐 覆土中

3号 甕 底径8．4 良好 色 底部破片
土砿 残存2．5

2 土師器 口径7．0 口縁・体部は内反気味 口縁部内外ヘラナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
12号 圷 に浅く開き底部は丸く 良好
土拡 残存1．7 納める。

3 土師器 脚部は開く。 脚部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
12号 台付甕 良好
土拡 残存3．9

4 土師器 受け部欠損。脚部は裾 脚部外ヘラミガキ 砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中
14号 高圷 広がり2段に透かし孔 〃内ハケメ 良好
土拡 残存5．3 を有す。

5 土師器 口径12．8 口縁部は外傾し端部で 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中
17号 圷 面をなす。外稜を有し 体部外ヘラケズリ 良好
土拡 残存4．8 底部は丸く納める。 〃内ナデ

6 土師器 口径15．0 口縁部は内稜を有して 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中
17号 甕 rくの字」に開く。 頸部内外ハケメのちへ 良好
土拡 残存2．6 ラケズリ

7 土師器 口径10。6 体部は内反気味に開き 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中
19号 杯 底径2，9 口縁部は先端で内反気 体部外ヘラケズリ 良好
土拡 器高5，1 味に開く。 〃内ナデ

8 土師器 口径10．7 口縁部は直線的に開き 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中
19号 圷 外稜を有して丸底に続 体部外ヘラケズリ 良好
土拡 残存4。4 く。 〃内ナデ

9 土師器 脚部は裾広がりとなる。 脚部外ナデッケのちナ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中
19号 甕 底径12．0 デ 良好
土拡 残存3．7 〃内ナデ
10 土師器 口径23．3 口縁部はrコの字」状 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 明褐色 覆土中

19号
土拡

甕
残存10．8

に外反する。 胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデツケ

含む 良好 1
τ
残存

11 土師器 胴部の接合面は各々突 胴部外ヘラケズリのち 砂粒石粒 酸化炎 淡赤褐 覆土中
19号
土拡

甕 底径8．0
残存21．8

出し上げ底気味の底部
に続く。

ヘラナデ内ヘラナデ 含む 良好 色 3
τ

残存

12 土師器 口径13．0 素縁の圷である。口縁 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 暗赤褐 覆土中
20号 圷 ・体部は立ち上がり気 体部外ヘラケズリ 良好 色
土鉱 残存6．0 味に開き丸底に続く。 〃内ナデ

13 土師器 口径16．6 高圷の圷部。緩く外稜 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 黒褐色 覆土中
20号 高圷 を有し開く。 体部外雑なヘラミガキ 良好 赤褐色
土拡 残存4．9 〃内ナデ 混合
14 土師器 口径14，0 緩く外反する口縁部は 口縁部内ハケメのちナ 砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中
20号 甕 先端で短く立ち上がる。 デ 良好
土拡 器高10．0 〃　外ナデ

胴部内外ハケメ
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表121　古墳時代土拡出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼成 色　調
出土位置

遺存度
15 土師器 口径14．2 口縁部はrくの字」状 口縁部内外ナデ 砂粒石粒 酸化炎 黒褐色 覆土中
20号 甕 に外反し胴部は中位に 胴部外内雑なミガキ 含む　，・i冨 良好
土拡 残存9．0 最大径を有するもの。
16 土師器 口径1L9 口縁部は外傾し外稜を 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 赤褐色 床着
22号
土拡

圷 底径4．0
器高4．7

有して丸底に続く。 体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

良好 3
τ
残存

17 土師器 口径14．2 口縁部は外反し端部は 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中
22号
土拡

圷 底径2．0
器高4．7

丸く納め外稜を有して
丸底に続く。

体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

良好 1
万

残存

18 土師器 口径17．8 口縁部は緩く外反する。 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中
22号
土拡

甕
残存9，1

胴部外雑なナデのち雑
なヘラミガキ内ナデ

良好 1
万

残存

19 土師器 底部は突出する平底を 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中
25号
土拡

甕 底径7，0
残存13．0

有する。 〃内ハケメ 良好 1
万

残存

20 土師器 底部は突出する平底を 胴部外ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中
25号
土拡

甕 底径6．2
残存15．0

有する。 〃内ヘラナデ 良好 1
τ

残存

21 土師器 口径18．8 口縁部は外反し先端で 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 明褐色 覆土中
26号
土拡

甕
残存6．8

丸く納める。 頸部外ナデのちハケメ
〃内ハケメ

良好 1
万
残存

22 土師器 器台脚部。裾広がりと 脚部内ミガキ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
118号 高圷 底径11．4 なるもので端部でやや 外タテのミガキ 良好 脚部破片
土砿 残存3．4 受け気味となる。
23 土師器 底部は突出する平底を 胴部内外ミガキ 砂粒含む 酸化炎 暗褐色 覆土中

118号 甕 底径6．0 有する。 良好 胴部下半
土拡 残存8．5 のみ残存
23 土師器 口径13．8 体部に緩い外稜を有し 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中

223号
土砿

圷 底径3．0
器高4．7

口縁部は外反し、丸底
に続く。

体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

良好 2
万
残存

25 土師器 口径18．4 口縁部は直線的に開き 口縁部内外雑なヘラミ 砂粒含む 酸化炎 淡褐色 覆土中
260号 甕 内稜を有し貼り付けの ガキ胴部内ヘラナデッ 良好 胴部上半
土拡 残存1LO 注口部を有す。器台転 ケ のみ

用か。

26 土師器 突出する平底は端部が 胴部外ヘラケズリのち 砂粒石粒 酸化炎 淡褐色 覆土中
268号 甕 底径8．6 鋭角的となる。 ヘラミガキ内ナデ 含む 良好 底部破片
土拡 残存5，4
27 甕 口径9．4 口縁部は内稜を有して 胴部外ヘラケズリのち 砂粒含む 酸化炎 榿褐色 覆土中

280号 底径3．4 外反し突出する底部は ヘラミガキ内ヘラミガ 良好 ほぽ完形
土拡 残存5，9 上げ底となる。 キ

28 土師器 口径13．4 体部は立ち上がり気味 口縁部内外ナデ 砂粒含む 酸化炎 茶褐色 覆土中
303号
土拡

圷
残存5．0

に開き丸底に続く。 体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

良好 1
万

残存
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表122　古墳時代土拡出土遺物観察表（3）

番号 器　種 法量（cm） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
29

303号
土拡

土師器
　圷

口径13．0

残存4．5

口縁部は直線的に開き
外稜を有して丸底に続
く。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

茶褐色 覆土中

1
τ
残存

30

303号
土拡

土師器
　圷

復元口径
　　11．5
残存4．7

口縁部は外反し端部で
面を成す。外稜を有し
て丸底となる。

体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

燈褐色 覆土中

2
万
残存

31

303号
土拡

土師器
　圷

残存4。7

体部は丸みを帯、：丸底
に続く。

体部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

茶褐色 覆土中

1
万
残存

32

03号
土拡

土師器
台付甕

底径4．7

残存4．8

大きく球形を呈す。底
に台が付く。

胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

2
百
残存

33

303号
土拡

土師器

　甕
口径19．8

残存7．5

口縁部は大きく外反し
端部は水平に近くなる。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

澄褐色 覆土中

1
τ

残存

34

303号
土拡

土師器
　甕 底径6．9

残存10．7

底部は平底となり、中
央でややくぼむ。

胴部外内ヘラケズリ 砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中
胴部下半

1
万

残存

35

303号
土砿

土師器
　甕

口径20．1
底径6．1
残存5．5

大きく球形を呈す。上
げ気味の底部に続く。

胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

明褐色 覆土中

36

312号
土拡

土師器
　甕

口径11．4

残存6．6

細身の胴部より口縁部
は短く外反する。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中
1
7
「

残存

37

329号
土拡

土師器
　圷

口径11．8

残存3．5

口縁部は沈線状の稜を
有して外反する。

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎 黄褐色 覆土中

38

329号
土拡

土師器
　甕

口径18．6

残存17．0

口縁部は大きな偏球形
を呈す。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

39

330号
土拡

土師器
　甕

口径2L6
底径5．4
器高25．0

口縁部は外傾し端部は
面を成し外稜を有して
丸底に続く。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

40

330号
土拡

土師器
　甕

口径14．5

残存12．8

口縁部は立ち上がり端
部は面を成して段を有
し外稜を有して丸底に
続く。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中

41

330号
土拡

土師器
　甕 底径6．6

残存2．4

底部は丸く納める。 胴部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

褐色 覆土中

1
万

残存

42

30号
土拡

土師器
　甑

口径16．7
底径8．2
器高7．2

口縁部は外反し緩い外
稜を有して丸底に続く。

口縁部内外ナデ
胴部外ヘラケズリのち
ナデ内ヘラナデ

砂粒含む 酸化炎
　良好

淡褐色 覆土中
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　　　　　　　　　　　　　第485図　古墳時代土拡出土遺物（3）
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第3節歴史時代

　1，歴史時代の概観

　本遺跡の歴史時代の遺構や遺物は、縄文時代、古墳時代に比べ大きく減少する傾向を示して

いる。検出された遺構は、住居杜1軒と溝2条である。遺物は遺構内と試掘調査時においてト

レソチ内より若干量の出土がみられた。

　本節では、住居杜、溝、トレンチ内の出土遺物という順番で述べて行く事にする。なお、凡

例に述べたように遺構番号については時代とは特に関係をもつものではない。

2．住居吐

　106号住居吐（第487図　図版133表123）

位置　J－25グリッド／形態　長方形／主軸方向　N－45。一E／規模　6．19m×3．24m（南

北×東西）／壁高　13．5cm～19cm／壁溝　なし。／床　褐色砂質土層に掘り込まれる。全体に

面をなしているが硬質部分は認められなかった。／柱穴　2本。P1・径26cm、深さ48cm。P

2・径28cm、深さ58cm。／カマド　東壁中央部よりやや南寄りに倖置する。袖は山砂を混入し

1た粘土で構築されている。焚口部には自然礫で補強されている。遺存状況が悪く北側の袖は検

出されなかった。煙道部は地山を細長く堀り込まれている長さ102c皿、幅20c皿を計る。傾斜は

燃焼部から32。後は80。の角度で立ち上がる。火床部にあたる部分はよく焼けて硬質化されてい

る。床面より掘り込みは検出されなかった。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒色土と黒褐色土を基調に2層の合わせて3層に分層される。

遺　　物

　覆土中より土師器圷が1点出土した。実測遺物点数1点。

備　　考

　伴出遺物の出土は見られなかったが形態と覆土の状況から歴史時代の所産のものと考えられ

る。

表123　106号住居祉出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 土師器

　圷
口径10．8
底径3．9
器高3．2

素縁の口縁部は小さく
内反し体部は内反気味
に開き底部は丸みを帯
びる

口縁部内外ナデ
体部外ヘラケズリ
〃内ナデ

砂粒を含
む

酸化炎
良好

澄褐色 覆土中
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穫フ潔
10cm

第489図　1・2号溝出土遺物

3．溝
　1号溝（第488・489図　図版132・135表124）

　1号溝はU～b－24グリッド間とc・d－25グリッドまでの範囲内において検出された。南

北ともに調査区外に延びる。また、V－24・25グリッドで切れ食い違いになって空間を呈する。

調査区内に検出された遺構の規模はV－24・25グリッドを境に北側は幅60c皿～73cm、長さ22．1

m、深さはA地点58cm、B地点60cm、C地点61cm。南側は幅58cm～108cm。長さ75．8cm、深さ

はD地点66cm、E地点68c皿、F地点71cm、G地点76cm、H地点84c皿。北から南へと緩斜面に沿

っている。断面の形状は逆台形（薬研堀状）を呈する。さらに北側の調査区外のL～S－24グ

リッド内は試掘調査において撹乱が著しく本調査区より除外されている。それより北側と東西

には溝の続きの検出は見られなかった。南側は大正用水を隔てた南側に現況で落ち込みが認め

られる位置的に合うため・1号溝の続きの可能性が考えられる。出土遺物はG地点より陶器甕の

口縁部の破片が覆土中より出土した。本肚の時期は覆土の状況と形態より中世以降の所産のも

のと考えられる。

　2号溝

　2号溝はM～0－10グリッドと0～P－11グリッド、Q～R－12グリッドの範囲内において

検出された。北側は調査区外に延びる。南側は近・現代の耕作により削平され、1掘り込みはR

－12グリヅド内で消滅されている。また、N－11グリヅドで2本に別れる。調査区内の遺構の

規模は長さ2号溝aは長さ46．2m、幅58c皿～102cm、深さ24cm～52c皿。2号溝bは長さ3．8m、

幅26cm、深さ24cm～33cm。北から南へと緩斜面を利用して掘り込まれている。さらにH～M－

7～12グリッド内は試掘調査において撹乱が著しい地区であるという事が判明されたため本調

査区より除外されている。それより北の調査区内では検出されなかった。

　遺物は覆土上層より土師器圷が2点出土したが覆土上層である為、伴う遺物とは考えにくい。

表124　1・2号溝出土遺物観察表

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 陶器 口縁部は折り返され玉 月黄色でサックリ 堅 紬調 黄褐色 1号溝

縁状となる甕。 褐粕 覆土中
甕 残存3。0 総がけ

2 土師器 口径13，4 口縁部は外稜を有し開 口縁部内外ナデ 細かい砂 堅 黄褐色 2号溝
圷 き端部でさらに外反す 体部外ヘラケズリ 粒含む 覆土上層

残存3．9 る。

3 須恵器 口径10，4 口縁部は立ち上がり端 内外ヨコナデ 相細か 還元炎 暗灰色 2号溝
圷 部で段をなす。 外体部 覆土上層

残存2．3 自然粕
付着
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第490図　トレンチ内出土遺物

4．トレンチ内出土遺物

　トレンチ内出土の遺物では、本遺跡の6割が縄文時代所産のもので、残りの4割が古墳時代

以降のものであった。その中で歴史時代の遺物は、上記に掲載した7と9を除く7点のみの出

土であった。掲載の順序はトレソチの若い番号順である為、時代的には前後してしまうが、古

墳時代の遺物の中で本遺跡の遺構や遺構外出土が少なかった7と9を紙面の関係上、本項を使

って述べる事とした。

表125　トレンチ出土遺物観察表（1）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
1 残存高 ロクロによるナデ 緻密 還元炎 粕調 Nα2トレ

碗 4．1 良好 枯葉緑 ンチ

2 土製 内外ヨコナデ 雲母を含 淡赤褐 Nα3トレ

紡錘車 径　5。7 む 酸化炎 色 ソチ
厚さ1，0 良好

3 瀬戸美 残存高 ロクロによるナデ 緻密 還元炎 粕調は Nα6トレ

濃焼の 4．4 黄灰色 ンチ
碗

4 口径9．8 ロクロによるナデ 緻密 還元炎 淡赤褐 翫7トレ

灯明皿 底径4．4 内面に粕がかかる 良好 色 ソチ

器高2．0

5 残存高 外面粕薬がかる 砂粒を含 還元炎 粕調 Nα7トレ

陶器 3．5 む 暗緑色 ソチ
碗

6 陶器 残存高 ロクロによるナデ 緻密 還元炎 淡緑褐 Nα7トレ

美濃焼 3．5 良好 色 ンチ
盤

7 須恵器
　拡

残存高
　　5．2

内外に粕薬が部分的に
かかる球状に内轡する
中央よりやや下部にク

ロクロによるナデ 砂粒含む 環元炎
　良好

灰色 体都破
片万残
存

シ描き状の沈線を施文 Nα9トレ

する ンチ

8 志野焼 残存5．9 ロクロによるナデ 黄色灰色 堅質 粕調は Nα10トレ
盤 でザック 白灰色 ソチ

リ で気泡
が密と
なる
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表126　トレンチ出土遺物観察表（2）

番号 器　種 法量（c皿） 器形の特徴 整・成形の特徴 胎　土 焼　成 色　調
出土位置

遺存度
9 土師器 口径8．6 口縁部は直線的に外傾 口縁部内外ヘラミガキ 砂粒含む 噺酸化炎 淡黄褐 Nα14トレ

増 底径2．6 する。 体部内外ヘラミガキ 良好 色 ンチ
器高5，8 ほぼ完形

10 土製品 長さL4 、表彩遺物である。縄文 細かい砂 良好 淡黒褐 覆土中
丸玉 幅　1，4 時代の所産のものと思 粒を少量 色

重さ われる 含む

2．49
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　　　　　　　　孝．、幾．黙☆◎

　　　　　第491図　その他の遺構配置図
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第4節　その他の遺構

本節では遺物が伴わない遺構で、覆土の状況と形態からも時代を断定することの出来ないも

のを掲載した。住居肚1軒、土拡81基、炭窯1基である。

　　　　A／　　　　　　　ρコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　⑳　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩り
　　　　　　　　畠1　　　　　　　　　　　　　　　　　函1
　　　　　　　　国’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琴

　　　　　　　　◎　　　　　◎
　　　　　　　　P4　　　　　　　　　　　　　　　Pl

ER典 ◎
P3

　　　　め　　　　西「EPA－o．　　　　　国

　L－140．50m

◎　　　　EP．Aノ
　　　　，　一
　　　　　　εP2　　　　　　　　　0
　　　　　　り
　　　　　　等
　　　認工

0 2m

　　　　　　　　　　　　　第492図　10号住居：吐

　10号住居吐（第492図　図版133）

位　　置　K－20グリッド／形態　方形／主軸方向　N－45。一E／規模　4．40m×3．58m（東

西×南北）／壁高　2～5cm（確認面より掘り込み浅い。）／壁溝　なし。／床　褐色砂質土

層に掘り込まれている。全体に締まりがあって硬質である。／柱穴　4本。柱痕が4本とも検

出された。柱痕の直径は18cmを計る。掘り方はP1・長径36cm、短径31c皿、深さ64cm。P2・

長径42cm、短径36cm、深さ66cm。P3・長径34cm、短径30cm、深さ66cm。P4・長径41c皿、短

径35cm。深さ65cm。／炉　なし。／貯蔵穴　なし。

覆土の状況

　自然堆積である。黒褐色土の単層である。

遺　　物なし

備　　考

　遺物の出土がなく覆土も薄い堆積であった。従って時代の判定は困難なため時期不明とした。
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　　　　　　れ

心㌔⑪愚　盆　　乙　　自

堕

E旦A

国
1℃

ゆ Q
α
国

Qα1

国

国

E2A’

0

磁

2m

1号炭窯

　　　　　　　　　　　　　　　　第493図　1号炭窯

　1号炭窯（第493図　図版134）

位　　置　D－10グリッド／形態　くびれ部をもつ楕円形（瓢形に近い）／規模　長軸5．4m、

東側短軸1・78cm、中央くびれ部幅L　l　m、西側短軸L24mを計る。／深さ　30c皿～50cm。／覆

土の状況　自然堆積である。暗褐色土を基調に2層に分層される。混入物は焼土ブロヅク、炭

化物を多量に含む。．

遺　　物

　検出されなかった。床面上には安山岩系の山石が散乱していた全面に焼土が確認された。
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時期不明土拡一覧表（1） （単位m）

番号 位　置 形　態 雫鷹
長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土

遺物
備　　　考

1 M－12
（不整）

楕円形
1．40×1．15
1．23×1．00 0．11 N－4。一E 無 鍋　底　形

4 N－12・13 楕円形
1．28×1。12
1．16×1．08 0．10 N－83。一W 無 鍋　底　形

5 N－12・13 楕円形
1．70×1．52
0．42×0．37

0．10
～0．44 N－3。一W 無 鍋　底　形

6 M－13 円形
1．20十α×1．30
1．16×1．04 0．28

一
無 鍋　底　形

29 N－16 円形
径1．57

1．34×1。26 0．36

一
無 鍋　底　形

32 M－12
（不整）

円形
1．78×1．72
0．53×0．20

0．06～

0．25 一
剥片
一点 皿　　　　形

34 N－19
（長）

楕円形
1．68×0．86

1．56×0，70
0．21 N－19。一E 無 鍋　底　形

36 L－20 楕円形
1．64×1，26

0．87×0，41 0．24 N－21。一E 無 皿　　　　形

38 K－22 不整形
3．60×2．24
3．44×2．07

0．12～

0．49 N－46㌧W 無 箱　　　　形

44 K－29 楕円形
0．88×0，76
0，70×0．52 0．70 M－35。一E 無 鍋　底　形

45 K－29 楕円形
2．00×1，62
1．38×1．26 0．82 N－21。一W 無 フラスコ形

55 M－30・31 楕円形
4．10×1。98
4．00×1．84 0．08 N－57。一W 無 鍋　底　形

71 1－31 推
楕円形

2．70十α×1。66
2．58十α×1．34

0、05～ N－74。一W 無 不　整　形

72 H－31 推
楕円形

2．16十α×0．98

2．22十α×1．12
0．11～ N－59Q－W 無 不　整　形

107 K－30・31 楕円形
0．73×0。50
0，60×0．38

0．41 N－76。一E 無 鍋　底　形

108 L－29・30 楕円形
1．20×0。80

0．96×0．57 0．44 N－49。一W 無 鍋　底　形

116 K－28・29 円形
0．97×0．92
0．62×0．58 0．20

一
無 鍋　底　形

117 K－29 円形
0．40×0．38
0．28×0。26 0．15

一
無 鍋　底　形

223 Q－14 楕円形
1，64×1．48
1．32×1。26 1．07 N－35。一W 無

鍋底形
74号住居杜を
切る

234 Y－30 楕円形
1．97×1．42

0。40×0。14

0．34～

1．60
N－3。一E 無 風到木肚

235 1－25
J－25

楕円形
1。90×1．53
1．66×1．20 0．76 N－74。一E 無 鍋　底　形

236 H－25
1－25

楕円形
0．10×0．66
0．42×0．25 0．50 N－41。一E 無 不　整　形

237 H－25 楕円形
0．60×0．54
0．42×0．30 0．29 N－54㌧E 無 不　整　形

238 H－25 楕円形
1．08×0、88
0．36×0．28 0．38 N－21。一E 無 不　整　形

251 1－23
（長）

楕円形
1．20×0．63
0．90×0．41 0．58 N－11。一W 無 鍋　底　形

252 1－23 楕円形
0．60×0．50
0．40×0．32 0．41 N－34。一E 無 鍋　底　形

255 J－23 楕円形
0．64×0．53
0．22×0．19 0．44 N－4。一E 無 逆　台　形
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時期不明土拡一覧表（2） （単位m）

番号 位　置 形　態 羅 長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

256 J－22
楕円形

0．69×0．55
径0．40 0．63 N－63。一W 無 逆　台　形

257 1－22 円形
0．52×0．50
0．38×0．36 0．24

一
無

一
259 J－21 円形

径0．45

0．30×0。27
0．43

一
無 逆　台　形

261 」一21 円形
0．40×0。39

径0．20 0．31 無 逆　台　形

273 H－17 楕円形
0．86×0．70
0．74×0。46 0．18 N－21。一W 無 鍋　底　形

276 1－18 不整形
1．34×1．02

1。22×0．60 0．39 N－28。一E 無 鍋　底　形

278 1－17　　F 楕円形
0．42×0．35
0．33×0．24

0．21 N－30－W 無 鍋　底　形

279 1－17 楕円形
0．68×0．53

径0．22 o・33 N－79。一E 無

一
280 1－17 楕円形

0．46×0．30
0．22×0．18 0．47 N－30。一W 有 逆　台　形

282 H－17 楕円形
0．40×0．36
0，30×0．15 0．48 N－40。一W 無 逆　台　形

285 H－16 楕円形
1．18×0．92
0。44×0．20

0。32～

0．66
N－58。一W 無 不　整　形

286 1－16 楕円形
0．48×0．42
0．32×0．30 0．17 N－58。一E 無 鍋　底　形

290 H－15 楕円形
0．79×0．62
0．70×0．52 0．16 N－8。一W 無

一
291 H－15 不整形

0．73×0．57
0、16×0．12

0．14～

0．21
N－74。一E 無 不　整　形

305 L－17
（長）

楕円形
1，28×0，70
1．13×0．55 0．49 N－24。一E 有

土師細片の為

時期不明とした

306 K－14
L－14

不整形
1．62×0。76
1．18×0．16 0．42 M－9。一E 無 鍋　底　形

307 K－14 楕円形
径0。64

0．48×0．40 0．16 N－26。一W 無 鍋　底　形

308 K－15 不整形
0，82×0．57
0，57×0，34

0．21 N－25。一E 無 不　整　形

309 」一14 円形
0，39×0．38
0．34×0。32 0．20 無 鍋　底　形

310 J－14 楕円形
1．12×0．77

0．90×0．58
0．23 N－79。一E 無 鍋　底　形

311 」一13 楕円形
0．98×0．82
0．78×0．62 0．25 N－28。一W 無 鍋　底　形

312 J－13 楕円形
1，67×1，46
1．50×1．35 0．77 N－4。一E 有

土師細片の為

時期不明とした

313 K－13・14 楕円形
1．28×1．18
1。13×1．10

0．61 N－48。一W 無 鍋　底　形

315 M－12 楕円形
0，55×0．40
0．26×0．20

0．22～

0．40
N－66。一E 無 鍋　底　形

316 L－11 楕円形
1．23×0．84
0．72×0．16

0．31 N－1。一E 無 鍋　底　形

317 N－11 楕円形
0．80×0．72

0．56×0．46 0．19 N－66㌧W 無 鍋　底　形

318 N－11
（隅丸）

長方形
1．14×0．84
0．92×0．67 0．22 N－37。一E 無 鍋　底　形
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時期不明土拡一覧表（3） （単位m）

1番号 位　置 形　態
寺凝

長軸×短軸 深　さ 主軸方向 出土
遺物

備　　　考

319 N－11 楕円形
1．32×1．22
0．54×0．50 0．30 N－45。一E 無 不　整　形

320 N－11 円形
0．64×0，63
0．42×0．36 0．12

一
無 鍋　底　形

321 N－11 楕円形 0．52×0．46
0，34×0．30 0．23 N－45。一W 無 鍋　底　形

322 0－11 円形
0．88×0．87
0．73×0。71

0．22
一

無 鍋　底　形

323 0－11・12
（隅丸）

長方形
1．48×1．12

1。20×0。97

0．36～

0．43
N－66。一W 無 鍋　底　形

324 Q－11
（不整）

円形
1．23×1．20
0．65×0。55 0．27 無 不　整　形

325 R－11 楕円形
0．82×0．52
0．75×0．48

0．12～

0．19
N－26。一W 無 鍋　底　形

331 Q－14 不整形
0．69×0．68

0．50×0．37 0．28 N－1。一W 有
時期不明
土師細片の為、
時期不明とした

332 Q－14 楕円形
2．46×1．55
2．23×1．20

0．17～

0．27
N－24。一W 有 鍋　底　形

333 Q－14 楕円形
0．60×0．53

0．46×0．36 0．22 N－8go－W 無 鍋　底　形

334 Q－15 楕円形
0．98×0．74
0．86×0．56 0．21 N－64。一E 有 鍋　底　形

335 Q－15 円形
0．52×0．43
0．50×0．42 0．28

一
無 鍋　底　形

336 R－15 円形
0．70×0，68
0．24×0．16 0．18

一
無 鍋　底　形

337 P－16・17 楕円形
1．28×0．98
0，96×0．69 0．38 N－16㌧W 無 鍋　底　形

338 1－20 楕円形
0．45十α×0．53

0．44×0．32 0．33 N－22。一W 無 鍋　底　形

340 R－21・22 楕円形 1．96×1．75
0．33～

1．42
堀り下げ部分

N－11。一W 有
土師細片の為

時期不明とした

341 Q－23
R－23

楕円形
0．90×0．88
0，68×0．58 0．20 N－89。一E 無 鍋　底　形

342 R－23 楕円形
0．78×0．55
0．62×0．45 0．37 N－43。一E 無 鍋　底　形

344 S－18
T－18

不整形
2．43×1．88

2．14×1．98
0．31 N－33。一W 有

土師細片の為

時期不明とした

397 W－12 円形
0．39×0．37
0．29×0．24 0．18

一
無 鍋　底　形

399 W－13 楕円形
0．42×0．34
0．32×0．28 0．20 N－50。一E 無・ 鍋　底　形
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第6章ま と め

　調査の結果、縄文時代より近世に至る遺構・遺物が検出された。特に縄文時代と古墳時代の

遺構・遺物はまとまって検出され、資料的に大きな成果を得ることができた。まとめとして時

代別に調査の成果と問題点を述べる。

1　縄文時代

　遺構は調査区内の南部に集中して検出され、居住区と墓域から構成される。住居杜は墓域と

考えられる配石遺構群を取り囲むように配され、竪穴住居杜と敷石住居杜に大別される。

　集落の特徴としては、配石群の周囲を加曽利B式期の住居杜が孤状に囲み、さらにその外側

を堀之内式期の住居杜が囲んだ形で検出されている。その他、称名寺式期と安行式期は配石群

の前者が東側、後者が西側に偏在する傾向を示している。

　配石遺構の時期決定は資料不足よりできなかったが、4・25号配石より加曽利B式土器が検

出されている。このことより後期後半を中心とする時間幅を考えたい。

　遺構の内訳は竪穴住居；吐23軒・敷石住居堤4軒・配石遺構27基・集中遺構2基・屋外埋設土

器9基・土拡356基であった。さらに調査区西側の谷地部分には縄文後期の遺物包含層が約60

c皿の深さで堆積し、部分調査であったが多くの資料を得ることができている。

住居吐の年代

竪穴住居祉

　称名寺式　　44・119号住居」止

　堀之内式　　120・122・123・126号住居肚

　加曽利B式28・30・35・51・121・124・125号住居杜

　安行式　　　29・32・33・113号住居杜

敷石住居祉

　堀之内式　　126・131・132号住居阯

　加曽利B式　118号住居杜

　遺物の出土はみられないが覆土の状況と形態により縄文時代の所産とみられるもの

　　　　　　14・15・43・59・111・128号住居祉

竪穴住居祉

　住居肚の平面的形態は称名寺式期では円形を呈し、堀之内式・加曽利B式期では楕円形、安

行式期では隅丸の方形から方形へと変化している。各時期共柱穴の配列に一貫性はないが、炉

の形態としてはいずれも川原石を使用する石囲炉と共通している。床面は地山と覆土の色調が

似ており検出には困難をきたしたが、時期が新しくなるほど明瞭な硬質部が確認できている。

　出土遺物としては覆土中に投棄されたものが主であるが、大量の遺物が検出されている。

　土器では精製土器と粗製土器が共伴した住居肚（32、33号住居肚）で良好な資料が得られて
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いる。粗製土器は精製土器に比べ編年の研究が遅れており、当遺構で得られた一括の資料は今

後の研究にとり貴重な資料と考えられる。

　特徴的な遺物として砂岩製の砥石の出土がかなりみられる。これは端部を細く尖らせた形態

より筋切り等の切断具、またはこれは酸性土壌のため出土はみられなかったが骨角器や木器を

研磨する為に使用されていた可能性が考えられる。

敷石住居吐

　検出された遺構4基はすべて張り出し部に敷石を配するタイプである。敷石住居杜中には加

曽利B3式の土器片を伴出している住居杜（118号住居杜）がみられる。当該期の類例で管見

に触れたものはない。

　検出された遺構中の2基に環礫が確認されている。いずれも上面での硬質部は確認されず、

環礫は柱穴の真上を巡るように観察された。従って、本遺跡における環礫は、柱穴が埋没した

後に配された可能性が考えられる。

　全国的な類例を見ていくと建築材の補強としての性格説と祭祀説の見解に分かれるが、結論

は出ていない。今後更に類例を細かく検討して行く必要があると思われる。

配石遺構（第136図）

　配石遺構は上部配石と下部配石に大別される。

　上部配石は円形に配列されるものと方形に配列されるものがあり、5基が確認されている。

また、中央または配石の付近に13基の立石が検出されている。中央部に立った状態で検出され

たものもあったが、多くは配石の付近に倒れた状態で検出されていた。

　下部配石は18基検出されている。いずれも石棺状を呈し、形態より墓としての機能が考えら

れる。従って上部配石は墓標としての性格が考えられる。しかし、配石内からは根拠となる埋

葬人骨は検出されなかった。尚、配石内の土壌はサソプルとして取り上げ、自然化学分析を行

った。その結果については第7章自然科学分析に譲ることにする。

　下部配石は主軸方向と形態から分類できる。時期は伴出遺物が出土しているものは4号配石

と25号配石のみである。

以下主軸方向と形態より分類してまとめた。

　主軸方向　N－20。一E〈4・6・10・18・20・23・25号配石＞

　　　　　　　　　　　N－60。一E＜5・9・11・22号配石＞

　　　　　　　　　　　N－115。一E＜7・21・26号配石＞

　　　　　　　　　　　N－100－W〈13・14号配石＞

　　　　　　　　　　　その他N－150。一E＜12号配石＞、N－90。一W＜24号配石＞

　形態側面石2段積み、大型長方形一＜4・5・6号配石＞

　　　　　　　　　　　側面右円礫を並べたもの　長方形一＜7・26号配石＞

　　　　　　　　　　　側面石1段　箱式石棺形　一＜9・10・11・12・13・14・15・16・

　　　　　　　　　　　　　　　　17・18・20・21・22・23・24・25・26号配石＞
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　特筆される遺物では1号配石より出土した三角濤形土製品がある。全国的にも出土例が少な

く、現在でも80数例しか発見されていない。用途については現在の研究段階では、非実用的な

ものと認識され、護付・装身具などと推定されている。

　また、配石群と離れたW－13グリット内に敷石状の配石遺構が検出されている。配石下より

遺構の検出はなく、墓としての可能性は薄い。部分的に火熱を受けて焼けている箇所がある。

形態から調理施設か祭祀的な遺構としての可能性が考えられる。

集石
　小礫が円形に敷き詰められている。部分的に火熱を受け赤色に化している。集石下の掘込み

は検出されていない。性格は実用的な調理に使われたものとしては規模が大きく、祭祀的な可

能性が考えられる。また、1号集石内には手水鉢状の石製品が出土している。性格は石皿的な

使用が考えられるが管見に触れる類例もなく性格不明である。

屋外埋設土器

　9カ所で検出されている。住居肚内検出の埋甕と区別するため本遺跡では単独検出の埋甕を

屋外埋設土器と呼称した。配石群の周辺に点在して検出され、堀之内1式に比定される粗製土

器である。一方、配石遺構内及び配石周辺から出土している土器が加曽利B式に比定されるこ

とから、本遺構と配石は直接的な関連は薄いと考えられる。，埋設状態は正位のものと横位のも

のと2つのタイプが検出されている。

土拡
　調査区南部と東部に分布する。特に、一群の土拡が配石遺構群の南東側に集中して検出され

ている。土拡内の遺物は殆どが覆土中より検出されたものである。配石内・配石周辺より出土

した遺物の時期とほぼ同時期の加曽利B式期であることより、配石遺構と何らかの関連性が指

摘される。

小結
　以上、縄文時代の調査成果について概略を述べた。

　その他、特筆される遺物としては32号住居肚内や遺物包含層から高井東式、遺物包含層より

東北地方南部の新地式土器が出土している。以上のことから広範囲に渡る他地域との交流が考

えられる。更に、a－26グリット内の包含層より出土した土偶は、掘之内2式と加曽利B式期

の接点になると考えられる器形と文様構成が施されている。

　又、試掘調査時に縄文前期の遺物が後期の遺物確認面の下より出土している。このため文化

層が下層にあるものと思われるが、試掘時に確認した南部の地区は緑地帯として保存されるた

め下層の調査は行われなかった。出土遺物についてはグリヅド内出土遺物の項で掲載した。

　尚、本項の末尾であるが、33・34号住居祉・遺構外より出土した赤彩土器の顔料の分析につ

いては国立歴史民族博物館、永嶋正春氏に依頼中である。これについては紙面をかえて発表す

る予定である。
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五　古墳時代

　該期の遺構は、住居肚と土砿を調査区のほぽ全面に亘って検出されている。住居阯は大まか

に弥生時代終末～古墳時代前期のものが47軒、後期のものが33軒検出され、中期の和泉式に属

するものは検出されていない。土拡については覆土中の遺物より44基が帰属されるが、細分に

ついては明確でない。

竪穴住居祉

　住居阯は形態的に方形と長方形に大別する事が出来、これらは各期に亘る。弥生時代終末～

古墳時代前期はその中でも古いタイプに長方形が、新しいタイプのものに方形となるものが多

いようである。長方形の中には南北を長軸とするものと、東西を長軸とするものに分けられる

が、これについては時期差は余り感じられないものの、構築時の掘り込み、特に隅角に限定し

て言えば後期のものが圧倒的に鋭角的となる。さらに壁面から見るとやはり後期のものが直線

的となる事から、住居形態の定型化が窺われる。主柱穴は基本的には4本であり、2・53・71

・74・81・108号住のように外柱となるものもある。

　炉とカマドについては時代差が明確であり弥生時代終末～古墳時代前期は炉、後期のものは

カマドがそれぞれ付帯する事については従来の域を出ない。カマドの出現期である和泉期の住

居杜は本遺跡では検出されていないためにこの問は空白となっている。炉は中央あるいは北寄

りに位置するが時間差は曖昧である。後期のカマドは東側に位置し、連続する歴史時代のもの

同様の結果となる。貯蔵穴については後期のカマド脇に付帯するようである。

遺物
　前述したように、本跡では古墳時代は大まかに弥生時代終末～古墳時代前期（五領式）と古

墳時代後期（鬼高式）に分けられるが、特に弥生時代終末～古墳時代前期の土器は従来の土器

組成に加えて、樽系、赤井戸系、石田川系の甕がそれぞれ共伴して新たな様相を醸し出してお

りいっそう複雑となっている。それぞれの調整痕の特長を述べると以下のようになる。

弥生時代終末～古墳時代前期

　樽系土器　　　刷毛目調整後櫛状工具で波状文を施す。19号住にのみ見られる。

　赤井戸系土器　口縁部に輪積痕を残すが縄文の施文は無く、刷毛目主体あるいはヘラ磨きを

　　　　　　　行なう。

　石田川系土器　rS字甕」は少なく、口縁部は「くの字」に外反する厚手の台付き甕が現れ

　　　　　　　る。

　このように各々の樽・赤井戸系の在地土器にも外来系である刷毛目の調整痕が全体に亘って

受け入れられている事に注目したい。該当する住居は8・9・11・12・13・16・17・18・20～

27・36～42・47～50・5・54・55・57・58・61・102・105～107・114・116・127号である。ま

た、浅間C軽石が覆土中に混じるものは19・69号住居で上記のものに比べ古くなる様相を呈し

ている。
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古墳時代後期

　この時期は鬼高式に代表されるもので、鬼高皿式の様相の新しいものは見られない。以下、

各期に分ける事ができる。

　鬼高1式　4・6・7・56・71・79・81・93・94・96・100・101号住居肚が該当する。

　鬼高丑式　1～3・5・53・55・66・70・72・73・75・77・78・80・82・83・85～88・90・

　　　　　91・98・104・108・114・117号住居吐が該当する。

皿　歴史時代

竪穴住居吐

　奈良・平安時代以降を本時代として扱った。本跡の住居杜は106号の1例のみである。住居

杜の形態は東西に長くなり、主柱穴も棟持柱の2本となる。カマドは東側に位置し、煙道は古

墳時代のものに比べはるかに長くなっている。遺物は土師器圷が1点だけであり組成はわから

ない。圷は口縁～体部が内反気味に開き端部でさらに内反するもので、底部は丸く収める。外

体部のヘラ削りは口縁部まで及んでいる。これらの特長より7世紀後半～8世紀初頭のものと

考えられ、奈良時代中期に比定されるであろう。

溝状遺構

　1号溝はV－24、25グリヅドで開口し出入口的な様相を呈しているが、それに関わる痕跡は

検出されなかった。1号溝の延びは北側は調査区外へ、南側は大正用水を隔てた位置に窪みが

認められた。遺物は覆土上層より17世紀後半の美濃焼き摺り鉢片が見られる。2号溝は配水施

設的な性格が考えられる。

　最後に本遺跡の情報量は、多大なものであったにもかかわらず、筆者の力量不足と紙面の限

りから調査の成果を取り上げたものとなり詳細を論じる事が出来なかった。将来稿を改めて論

じて行きたい。先学・諸兄の御指導、御教示を頂ければ幸いである。　　　　　　　（近江屋）
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第7章　自然科学分析

　　　　　　一配石内のリン・カルシウム分析について一

　　　　　　　　　　　　　　　パリノサーヴェーイ株式会社辻本崇夫

1．はじめに

　本遺跡では、縄文時代後期（称名寺～加曽利B式期）や古墳時代（石田川期・鬼高式期）の

住居肚・土拡をはじめとする多数の遺構、遺物が検出されている。特に縄文時代後期のものと

みられる石囲いを伴う土拡（配石遺構）が多数検出されており、覆土の堆積状況などから、そ

の用途は埋設施設つまり墓砿と考えられている。しかし、積極的にこれを示唆する遺物等には

乏しく、現段階で明確な結論を得るには至っていない。

　そこで、今回の分析調査ではこの配石遺構に埋積した土のリン酸およびカルシウム含量から

人骨埋納の痕跡を探り、墓拡の可能性を検討することを試みる。

2．試　　料

　リン・カルシゥム分析に供した41点の試料は表1に一覧表として記載し、その採取位置は図

1～3に示した（これらの図は、添付資料に基づき当社にて浄書した）。なお、分析試料番号

については、報告の都合上、便宜的に当社で付した。

3．分析方法

　粉砕、節別した試料について、硝酸・過塩素酸分解を行った後、リソについてはバナドモリ

ブデン、酸法、カルシウムについては原子吸光光度法によりそれぞれ測定した。

　具体的な分析工程は以下に示すとおりである。

①試料を風乾・粉砕した後、0．5㎜の節を全通させる。（微粉砕試料）

②水分は、過熱減量法により測定する。

③微粉砕試料の一定量を秤り、はじめに硝酸（NHO3）により、次いで過塩素酸（且CLO4）に

　より過熱分解を行い、水で100m1に定容し、ろ過する。

④ろ液の一定量を採取し、干渉抑制剤を加えた後、原子吸光光度計によりカルシウム（CaO）

　を測定する。

4．結果・考察

　結果は、表2および図4に示した。また、遺構の床面あるいは下層付近に内容物成分の相対

的高まりが認められるか否かを把握するため、試料採取層位別の分布を図5～図7に示した。

　以下遺構毎に結果を述べる。
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＜6号配石＞

　リン酸・各試料とも1㎎以下の値を示しているが（図4）、この値は、（G．H．Bolt・M．

G．M．Bruggenwert編著　岩田他訳、1980）が述べているr土壌は普通0．1～0．25％（単位

を㎎／gで示すと1．0～2。5㎎／gとなる。）のリン酸（P205）を含み、この値は例外的な条

件下では0。5％（5．0㎎／g）に達することもあるが、この濃度は極端な値とされている。」こ

とから判断すると、著しく少ない含量である。また、（山崎、1966）によって述べられている

rわが国で調べられた土壌中の全リソ酸は0，054～0．121％（0．54～1。21㎎／g）平均して0．108

％（L108㎎／g）」リソ酸量と比較しても少ないと言える。一方、図5に示される床面の分布

は、北側で相対的にやや高いものの全体的な高まりは認められない。

　カルシウム：各試料ともリソ酸含量に比べると著しく高い値を示している。（いずれの試料

も6㎎以上）。この傾向は、7号配石、9号配石についても同様である。しかし、一般に土壌

中におけるカルシウム含量は、通常酸化カルシウム（CaO）としてO．1～5．0％（1～50㎎／g）

含まれていると言われ（地質調査所技術部化学課編、1976）、かなり含量に幅がある。図5に

示される床面の分布は、リン酸と同じく北側でやや高い傾向があるものの、床面全体の高まり

は認められない。

　したがって、リン酸・カルシウムともに特徴的に高濃度な集積はなく、しかも床面に相対的

な高まりもないところから、遺構内に人骨埋納の痕跡は認めにくい。

＜7号配石＞

　リン酸：各試料とも1㎎以下の値を示し、著しく少ない含量が認められる。但し、図6に示

される床面の分布は全体的にやや高く、南東下層（試料番号7－5）であきらかに高い傾向に

ある。

　カルシウム：図4で示すように大部分の試料が10㎎前後の値を示し、6号配石の試料に比較

してやや高い傾向にある。一方、図6に示される分布では床面に特徴ある高まりはないが、南

東下層ではリソ酸同様に高い傾向が認められる。

　したがって、相対的に南東下層ではリン酸・カルシウムともに含有の高まりが認められ、床

面ではリン酸のやや高い傾向が伺える。しかし、これが人骨埋納の痕跡を示唆するものか否か

は、絶対量的面（いずれも1㎎以下の著しく低い値を示すこと）を考慮すると判断の難しいと

ころである。

＜9号配石＞

　リン酸：6号・7号配石と比較して殆ど変化なく、各試料とも著しく低い値を示している。

しかし、図7に示される試料採取位置別の分布では蓋石3・4・5番の下層（試料番号9－9

　9－12・9－15）が上層よりも高い傾向にある。
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　カルシウム：7号配石同様に大部分の試料で10㎎前後の値を示している。一方、図7に示さ

れる試料採取位置別の分布では下層が上層あるいは中層よりやや高い傾向にあり、下層付近全

体に含量の高まりがある。

　したがって、下層付近ではリン・カルシウム含量ともに相対的に高い傾向が伺われる。しか

し、これを人骨埋納の痕跡と判断するは、7号配石同様に難しい。

5．まとめ

　3基の配石遺構（6号・7号・8号）について人骨埋納の可能性をリソ・カルシウム分析に

よって検討したが、いずれの遺構においても絶対量的にそれを示唆する結果を得ることはでき

なかった。但し、位置的なことで言えば7号配石・9号配石における床面あるいは下層でのリ

ソ酸およびカルシウム含量の相対的な高まりはリン酸・カルシウム成分の多いものが埋納され

たことを示唆しているのかもしれない。しかし、各遺構付近の地山や包含層の土壌試料などが

採取されていないので、その評価は難しい。今後試料採取にあたっては、遺構覆土とともに地

山や標準土層も対比試料として採取する必要があろうし、さらに脂肪酸分析なども場合によっ

ては必要と考える。

〈引用・参考文献＞

土壌標準分析・測定法委員会編（1986）土壌標準分析・測定法。354p．，博友社。

G．H．Bolt，M，G，M，Bruggenwert（1980）土壌の化学、岩田進午他訳，p．235。，学会出版セソ

　　　　　　　　　　　　　　　　ター

京都大学農学部農芸化学教室編（1957）農芸化学実験書（第1巻）．411p．，産業図書．

地質調査所技術部化学課編（1976）地質調査所化学分析法、Nα50、p．57．

山崎　傅（1966）微量要素と多量要素一土壌・作物の診断・対策一p．126．，博友社．
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表1　大道遺跡リン・カルシウム分析試料表

試料番号 遺構名 採取位置 試料番号 遺構名 採取位置

6－1 北東　上層 9－1 蓋石1上層

6－2 中層 9－2 中層

6－3 下層 9－3 下層

6－4 北西　下層 9－4 蓋石2上層

6－5 東　　　床 9－5 中層

6－6 6号配石 西　　　床 9－6 下層

6－7 中央　　床 9－7 蓋石3上層

6－8 南　　　床 9－8 中層

6－9 9号配石 北　　　床 9－9 下層

6－10 南西　上層 9－10 蓋石4上層

6－11 中層 9－11 中層

6－12 下層 9－12 下層

9－13 蓋石5上層

7－1 北東　上層 9－14 中層

7－2 中層 9－15 下層

7－3 下層 9－16 蓋石6上層

7－4 北西　下層 9－17 中層

7－5 南東　下層 9－18 下層

7－6 7号配石 南西　下層

7－7 東　　　床

7－8 西　　　床

7－9 中央　　床

7－10 南　　　床

7－11 北　　　床
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表2　大道遺跡リン・カルシウム分析結果

試料番号 リン酸含量

P205㎎／9
カルシウム含量

　Cao㎎／9

6－1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10

　　11

　　12

7－1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10

　　11

9－1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

0．42

0．32

0．28
0。32

0．25

0．30
0．30

0．32
0．46

0．90
0．36

0．37

0．41

0．37
0．61

0．32

0．96
0．39
0．81

0．51

0．58
0．65

0．56

0．96

0．49

0．74

0．56
0．91

0．54

0．61

0．72
0．74

0．56

0．67

0．67
0．49

0．53

0．76
0．48

0．56

0．50

6．55

7．20

7．47

6．89

6．70

6．95

9．57
8．35

10．27

7．84
7．81

7．56

6．29
10．39

9．96

9．29
14．46

9．48
10．62

8．93
10．81

9．97

9．53

9．50
10．28

11．49

8．62

9．68
11．65

9．12
12．60

12．51

9．85
10．88

10．65

10．21

10．34

13．30

10．18

10．28

10．38

注）単位は、リン酸・カルシウムともに乾土1gあたりの㎎で表示。
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図4　大道遺跡6号配石遺構の分析試料採取位置別リン酸・カルシウム含量分布
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正　誤　表 本文中の誤字・脱字を下記のとおり訂正致します。

ご了承頂きますとともにおわび申し上げます。

誤 正

3ぺ一ジ

18行目

図版72 図版69

432ぺ一ジ
11行目

なし。114号一
…考えられる。

東側に位置する。長軸94cm、

短軸76cm、深さ42cm～59cm。

長方形を呈する。

436ぺ一ジ
4行目

柱穴7本。 柱穴5本。

436ぺ一ジ
6行目

径cm、深さcm。 径36cm、深さ62cm。

436ぺ一ジ
7行目．

径cm、・

　一P7・径cm、
径38cm、深さ60cm。P4・径
38cm、深さ62cm。P5・径38
cm。深さ64cm。

P6、P7　削除

677ぺ一ジ
9行目

本跡の 本遺跡の











調査前全景南→

鱒典一覧を

遺構確認状況（N・11トレンチ）　東→

遺構確認状況（N。．9トレンチ）　西→

図
版
1

テストピット掘り下げ作業　北西→

遺構確認状況（No10トレンチ）　西→

議 転

、齢

東端部調査状況（N・，3トレンチ）西→

東端部調査状況（Nα2トレンチ）西→　　　　　　　東端部調査状況（Nα1トレンチ）西→



謹図
版
2

冷
『

63年度調査区全景

鰹

ち　　コ

麟　濫・

ぴ▼彊

幽・　で梅艘続，騨緯鐡、塁翻・

蓼

搬、　　曳
き・。｝鮎卜　一》η
哩　 ．．・夷

きお

同本調査区全景

瑠

魍F羅灘ま疑』．嚢

　　．罪繕



北部全景 図
版
3

雌遣熱麟 礁

全景（平成元年度）



図
版
4

景全部端東

－
腫
劇

景全部端南



図
版
5

縄
文
時
代

南西部縄文時代遺構密集地区　東側

讃

戴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚕壕　　　。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禦
1．一・、　　　　　　’・　　一繊・“

輪轟・　献，三’　　　　　　嬢　122矧掘
　　　、　　　　　ρ尾

一・r境』呂　賦傷▼’
　ゑド　　　　　　　　　セ　ロニダ　　ノ

　　・1乎，　覇　405鷺
　ぞじ　ロロ
　　○．．　・　一　、
辮・　駒悟　．．ノf・’∵湖
華，・　　　　冨’r　・　　“γ渤

　　　　　　　　　　・璽痘・臼、’δ』磐詑、・ゼ．．
　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　毘な無桟v晶蕊　、．．

　　　　　　　同　　　　　　西側

へ　　『㌧》



図
版
6

縄
文
時
代

28号住居埴

灘

28号住居址柱痕検出状況

漁、

同　炉址

．際翫選鱗贋

29号住居址

羅轟

32号住居址遺物出土状況

．、灘

同　柱穴内遺物出土状況

畿鯵
　3一瓢

30号住居虻

同　近影

一竃鷲騨



32号住居址

　　　．，　螺
　　　　鵠壌．隔

一　　賦整，’－

　‘’婁、瓢

　　、藍

霧難灘欝鳩鎌雲謙鰻
32号住居址土偶出土状況

奪綴

㎜∞一　
灘

33号住居址遺物出土状況

同　近影

欝肉

32号住居址炉址近影

同　近影

凱’『＾

同　近影

同　近影

図
版
7
　
縄
文
時
代



図
版
8
　
縄
文
時
代

33号住居：址出土遺物近影

33号住居址

・騨態餐・欝

繋 藩灘鱗　熱

34号住居祉

35号住居址遺物出土状況

33号住居址内集石近影

34号住居址遺物出土状況

同　炉址近影

35号住居址遺物近影



　　　蟹畿欝i．5、鱗

35号住居址

，萱4＾

6

暁，

3号溝遺物出土状況

図
げ

ぎ景．；餐鞭黙

　　・絹誇

磯灘羅鐵鐵
　、薦　識縫
麟薦　騨　二．．　’　残

皇鍔警。讐欝，辮灘欝

　　　　　　　　　　同　炉址近影

　　　　　・『一＝’匹　1

　　初
　　・、ゼ5愚・

饗参嘱
　　鑑認麟
　　　　　　　　　43号住居址

44号住居址遺物出土状況

44号住居：址・3号溝遺物近影

凹
版
9
縄
文
時
代

「
　
、
騨
瓢
ぽ
．
講

　
　
　
　
　
　
　
　
概

3号溝遺物近影

44号住居址遺物近影

安淵

疑鱒



図
版
1
0
　
縄
文
時
代

ダ　　　』，』気、難罪鉱縫鞍
　　　　　　　一ニレ炉騨

51号住居址セクジョシ

51号住居址遺物近影

59号住居址セクション

111号住居址

　
　
二
．
汚
、
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
乱

　
　
『
曽
〆
～
’
擶
・

同　遺物出土状況

同　炉址

嚢・

雛
難

59号住居祉

』鮭一

一難鑑
　　　　　　蒙

1i3号住居虻モクション



図
版
1
1
縄
文
時
代

か
ρ
再
糞
己
－

同　遺物出土近影

113号住居址検出　東→（炉蛙の掘り方）



図
版
12

縄
文
時
代

118号住居阯遺物出土状況 118号住居埴遺物出土状況

姦壷　．
融・

歓蜘

趨・

彗

118号住居址

同　遺物出土（南より） 同炉吐近影



図
版
1
3
縄
文
時
代

119号住居虻炉址近影

’
・
饗 ．磁烈∂な薦
窺、鑓　　　騨

119号住尉

120・121号

｝笥

炉址
蕪
近址120号住居址



図
版
1
4

縄
文
時
代

　
　
　

122号住居址遺物出土状況

122号住居址

，
焔
玲
、
．
』

鷺

123号住居址遺物出土状況

皿
｝
』
壕
－
一
馬

　　　　き

123号住居吐

同　近影

雛≠羅鰻鞭晒

同　炉：址近影

同　遺物近影

野♪

124号住居址遺物出土状況



妻恢

艶』
繋講麟、

125号住居址遺物出土状況

繋総騨繍

灘　　
塾

　　　　　　　　　　　　　　　　難難蓬縄

125号住居址

　同　炉址近影126号住居吐遺物出土状況

126号住居址埋甕確認状況
濃

謡
號
騨
鞭
　
魏
荘

一
一
’
嚢
　
　

覇
　
瓶
2
8

　　望

牽強副

同　埋甕検出状況

で一F　．陰瓢．

同　炉址敷石近影



131号住居址（南より）

鄭
、

、毒

h
、
㌦
　
口

．
匠

ζ
離
．

』
畜
　
、

鵡
へ

》｝

二頓

ゑ
ヒ
　羅

・
．
ノ
・

〆
、
汐翼，

㎡

、
叉
．

醗欝
（南より）同敷石除去状

図
版
1
6
縄
文
時
代



図
版
1
7
　
縄
文
時
代

132号住居吐遺物出土状況（南より）

同　敷石除去状況（南より）



図
版
1
8

縄
文
時
代

織

10

32号住居址出土遺物（1）



9

28

26

ノ

28

28

　
　
　
　
26

図
版
1
9
　
縄
文
時
代

32号住居址出土遺物（2）



図
版
2
0
縄
文
時
代

　　　33

32

12

22

11

罐

20

趨
樋
辮
3
繁

　
己
》
”
．
慨
亡
“

萬塘　　
袴

54

32号住居址出土遺物（3）



　　　32H－7

　
　
7

　
　
6

33H－70

　土偶脚部

文
時
代

69

33H

33H－61

　
1

67　　　68　　　
69

　　　　　　35H
　　　　32号住居址出土遺物（4）

70

　　　71



図
版
2
2

縄
文
時
代

欝

33H－49

33H－9

33H－11

’
、
、

・’｝

33H－54

’馬1蟻・

懸

33H－50

ノア’凝涯　　ゴ蓼’、　臼

『輔、

　妻

を　・

君
　　33H－71
33号住居址出土遺物（1）



33H－57

騨

33H－60

図
版
2
3

縄
文
時
代

「欝『職ぎ、

欝
繋

33H－59

33H－2
33H－37

33号住居吐出土遺物（2）



廻塗．旨

34H－41

34H－6

34H－51

外ン
　い1

緯
．
弓
・
↑
コ
．

誤
窪
・
甲

35H－66

写
号溝

，
，
』
ゴ
野
蓄

3号溝24

　　　　　　　　　　　　　　　　3号溝62
34・35号住居址、3号溝出土遺物

図
版
2
4
縄
文
時
代



　認．爵ン

，叢

ぜ箕

113H－1

113H－4 113号一3

騨
118H－56

図
版
2
5

　　　113H－49

　113H－16

113H－15

118H－16

齢

培

118H－28

113・118号住居址出土遺物
118H－76



図
版
2
6

縄
文
時
代

“～噸魏

126H内埋甕

　　．．’
」ぞ’番・”

勝

123H－51，

　　　　　　　　　　　124H－15125H－1

　　122号～126号住居址出土遺物



図
版
2
7
縄
文
時
代

30H－28

順

32H－52w賑妙28H－29

　　　　　灘鰹

　　　　醸t
　　　　ンー筆篭、

　　　　　駁『も．～『～ρこ鋤

鑓　8　 　協

声　　，

　　　　　　‘　顎1

，雛欝
　　．“㎎’灘
　　　　、鷺．》．隅艇

　　28H－28

《
28H－27

り
㌔

H－46

32H－42

32H－50

遣

32H－51

28号～32号住居址出土遺物



32H－3832H－43
32H－37

ダ
r
「

ノ
》

32H－36

H－40

H－44

32H－39

し

32H－56
32H－58

32H－57

厩蕪

y

／一灘i

32H－45

32H－61

32号住居址出土遺物

図
版
2
8
縄
文
時
代



図
版
2
9
縄
文
時
代

？「

鵠

獣
畷

親

32H－65

誤
凶
殊
》
蓄
㌻
団
’
　
－
．
輝

　
ぎ
’

33H－80

32H－66

33H－93

篤

33H－85
33H－82

　r慶騨　　　　　　　　　　33H－84

33H－92
　　　　32号～33号住居：址出土遺物



図
版
3
0

縄
文
時
代

講．鰐灘』

33H－88

累

ズ

明噸三

織轟
嚢脇．

畠
．
、
．
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
一
　
ト

　
蓋
陰
b
』
騨
3
3

33H－89

33H－74

33－100

33H－78

3H－76 34H－64

％

34H－65

33H－66

33H－67

33号・34号住居址出土遺物（1） 34H－58



34H－69

　34H－78

轟，

　
、
－
、
ゼ
f
　
（
∠

、
蓋
鷲

　
　
　
　
3

▲
▼
柵

　
　
　
3 34H－71　　34H－74　　　34H－75

34H－79　　34H－79

図
版
3
1
　
縄
文
時
代

・

轟
皿
、
牌

　
　
　
　
3
4

　
　
　
　
　
　

▲
黒

34H－84

灘

磁

34H－83

．難

34号住居址出土遺物（2）



『
　
～
　
　
り

訟
さ
～
．
，
1
沌
諸
払
へ
・

号溝一275

3号溝一273

菟

・《

H－82

野ド

35H

毒

鞘
」：

35H－1

3号溝一269

35号住居址・3号溝出土遺物
3号溝一268

、
　
襲

図
版
32
縄
文
時
代



51H－39

51H－46

51H－47

51H－37

51H－35

51H－40

51H－41

51H－48

3

51H－43

51H－42

図
版
3
3

縄
文
時
代

51号住居址出土遺物（1）



　こ　リ　　　　ヱご
鍵、蓉　　塵

　購　　講i

F
聖
、
　
　
・
■
　
・
，
　
4
ノ
等
・
｛
陀

51H－52

d－25G

51号住居址出土遺物（2）

属
、

義

．
欄

51H－45

．麺

禦

図
版
3
4
縄
文
時
代



図
版
3
5
縄
文
時
代難

Y－20G

Y－20G

9H一

磁戴

H－1

T－20G

113H－79
113H－57

113H－55

113H－56

　　59号・113号住居址出土遺物



図
版
3
6
縄
文
時
代

113H－74

113H－75

X－19G

秘イσ、凧

113H－76

118H－77

118H－87

113H－78

118H－78

118H－79

119H－26
119H－28

119H－27

113号・118号・119号住居吐出土遺物



図
版
3
7
縄
文
時
代

122H－73

122H－75

120H・一32

ー
　
』
㌧
　
　

馬
・
’
ド

当

蓄

楠

122H－80

120H－31

122H－74

122H－79

124H－18

難　　　　　　　　　雛
　　　　　　　　　1　　　　　　　　　‘　A　　　　　　　　　　　　ξ　　蟻　　　　　　　　　　　　ご・♂

　　蟻　　　　　　 誹

122H一

124H－17

124H－19

120号・122号・124号住居址出土遺物



125H－13
125H－12

24H－16

臨
　
難
欝

125H－14

’
憶
，
　
p
を
》
・
　
’

125H－15

125H－16

126H－30
126H－33

．
夢
マ

126H－31

126H－34

126H－32

124号・125号・126号住居址出土遺物

図
版
3
8
縄
文
時
代



図
版
3
9
縄
文
時
代

藁
．
，
、

毒
養
鍾

講錘．一＾
鑛i欝難’

26H－35

　　　　ロ　　

．
．
凋
藁

”
蕊
、

顎．

131H－16

131H－17
131H－18

32H－16

警

§
』

灘

126号・131号・132号住居址出土遺物



か
　
㌔
　
　
，
．
気
　
．
、
、
急
手

灘鞭、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
望
、

ぎ
線
蝿

132H－13

も．

謎

132H　本頁の多孔石は敷石に使用

　　　されたものである。

132号住居址出土遺物（2）

図
版
4
0
縄
文
時
代



図
版
4
1
縄
文
時
代

　
　
　
薩
談
，
”

　
　
　
　
県

　
　
，
。
萎
触

　
，
彫

　嚢曇
熱

胴
r
＾
．
r

器
韓麟　

　
　
　
、

　
　
　
ぞ
鍋

　
　
　
繁
．

　
　
』
　
、
．4‘レ

“

鴨

■
．
　
シ
　
’

懸
墜
b
一
』
償

　
　
　
　
　
｛

　
　
霧
鰹

　
　
　
，
　
震
“
　
福

　
　
　
　

蒔
．
　
、

　
　
　
　
　
輝
謙
膿

　
　
羅
　
ガ

　
　
．
謡
鷹
．
写
い
彊
　
ヲ

　
　
　
で
ち

，
』
　
■
縄
溢

　
　
ζ

な
コ
や

凋
、
畑

1号配石遺構（立石　3基検出）



ね
馴
顧
ヨ
憲
穏
e
匝
固
へ
嘉
橿

（
こ
喉
畑
聾
卿
陣
暇

ヨ
餐
橋

雲箋潔

凱
・
聾

ヂ
i

図
版
42
　
縄
文
時
代



図
版
4
3
　
縄
文
時
代

障
暇
中
F

（
d
）
嘔
畑
韓
嘱
障
暇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ゆ
ニ
レ
乾
輩
隼
P
晒
坦
e
匪
－
勾
い
話

。
ゆ
ニ
ド
“
ρ
脚
り
請
鰹
並
障
暇
中
一
鍾
懸
e
綱
麗
鞍
藁
e
旧
爬
引
P
瞳
毬
e
暉
H
掴
麗



図
版
4
4

縄
文
時
代
配
石
遺
構
調配石群確認状況
査
状1

況

配石群発掘風景（上部配石）①

配石群発掘風景（上部配石）②

配石発掘風景（上部配石）③

配石群発掘風景（下部配石）④

翻鐸騨糊

7号配石実測風景（セクション）（下部配石）

配石群実測風景（下部配石）

調査終了状況（埋め戻し保存）



図
版
45

縄
文
時
代

1号立石　1号配石 2号立石

3、4号立石 5号立石

6号立石　16号配石 8、10号立石

7、9号配石上面 13号立石　8号配石



図
版
4
6

縄
文
時
代

15号配石 15号配石

15号配石 16号配石

下部配石全景



1号配石

2号配石

3号配石

4号配石

1号配石遺物出土状況

　，　　　　　　　　　　欝

1111旛・鵡影懲．

蒙　　　　隷誼』溜

髭覧

2号配石掘り方

3号配石掘り方

4号配石遺物出土状況

図
版
4
7
　
縄
文
時
代



図
版
4
8

縄
文
時
代

4号配石遺物出土状況 4号配石全景

同　北側側石 同　南側側石

同　東側側石 同　西側側石



図
版
4
9

「　
一

　
一
『

　
ド
　
の

　
も
　
び

　
』　
［

　
・
姦

　
げ

　
～　
甲

　
ロ
マ

　
N

騨

縄
文
時
代

，
．
罐
顎
煮
蹴
　

鄭

　
君
．
・
‘

－
．

6
㍉
ノ

り
》
．

、
．
　
　
帽

　
　
　
幅

物
㌧
・

．
嵐
　
．
’

釜
＼

，
，
飼

－
　
　
一
　
β

　
　
，
温

　
，
パ

警
牌
！
F
・≧

～
F
』

蝋・昏

醗、

、
’
”

－

8
ピ

隔　　｝

苓均
丁

　毎

ミ
．
“
．
月

1、♪！・，、

頚薩
　一　・繭P・し

　　　r凱“

　　襲鍵、

　　　窒、　じ醤

．
h
艦
、

鷺

4　、！・，麗一い・嗣一肺賜F　」≡．

　　　　　黙叩■、　吟

　　　｛　　　P、

　　　　　　　　　　　5号配石

慧

　
、
　
ぐド

ロ

　
ずレ講

　
一

9

5号配石側面（南側）5号配石側面（北側）

5号配石側面（西側）

』蟹
配石側面（東



図
版
5
0
　
縄
文
時
代

6号配石確認状況

6号配石側石（北）

6号配石側石（西）

6号配石セクション

6号配石検出状況

6号配石側石（南）

6号配石側石（東）
無熱

同　（東）多孔石近影

闘
畦
翻

　
．
4
噌
か
．
出

．
讃
」
勢
搬

す
異
’
．
争

㌔
恐
蛋

奮
認



7号配石

蕪

9号配石蓋石検出状況

　　豚

1響鴛◇．

10号配石蓋石検出状況

11号配石蓋石検出状況

図
版
5
1
縄
文
時
代

磯
．
ヤ
ヂ鑛

、

遍
　
　
　
　
　
　
　
』
　
尾
　
　
，
レ
■

同　配石北東隅遺物出土状況

9号配石

10号配石

11号配石



図
版
52

縄
文
時
代

12号配石蓋石検出状況

甲

13号配石蓋石検出状況

14号配石蓋石検出状況

17号配石蓋石検出状況

12号配石

13号配石

14号配石

、黙

17号配石



図
版
5
3

縄
文
時
代

18号配石蓋石検出状況 18号配石

20号配石 21号配石

21～22号配石 22号配石

23号配石蓋石検出状況 23号配石遺物出土状況



図
版
5
4

縄
文
時
代

23号配石遺物出土状況 23号　同　遺物出土状況

23号配石掘り方確認状況 23号配石（蓋石除去）

24号配石 同　遺物出土

25号配石 25号配石遺物出土状況①



25号配石遺物出土状況②

3、4号立石検出状況

W一グリッド内　8号埋甕、27号配石検出

2号集石検出状況

馬
町

25号配石遺物出土状況③

26号配石検出状況（3、4号立石の下より検出）

1号集石検出状況

騨難モ『寮．

騨鱗欝

同　発掘風景

文
時
代



図
版
5
6

縄
文
時
代

岨
翼
引
遵
弊
収
川

蔑
ノロセ

リ

；摯

F
ー
障
暇
巾

配石遺構内出土遺物



図
版
57
　
縄
文
時
代
配
石
群
周
辺
グ
リ
ッ
ド
内
出
土
遺
物
出
土
状
況

5号配石付近Z－18G

14号配石Y－19G（内）　（南）

12号配石Y－19G南西付近遺物

Y－18G

Y－24グリット遺物近影

Y－19G

ヌ
ロ
　
ン

婁
『
，

㌔
・
』

『
』
V
　
”蕪

熊

蕊
．
固

R－18G

Z－18G



図
版
5
8

縄
文
時
代

Y－18G－7

碧

Y－17G－20

纏

lTb－28

穿
讐賂

、．饗郷

齪

　　　　　　　　　　Y－18G－18
配石遺構周辺グリッド内出土遺物



慧灘、

図
版
5
9

縄
文
時
代

1号屋外埋設土器セクション 同　検出

2号屋外埋設土器セクション 同　検出

3号屋外埋設土器セクション 同　検出

4号屋外埋設土器セクション 同　検出



図
版
60

縄
文
時
代

5号屋外埋設土器セクション

繋

6号屋外埋設土器セクション

　　　　　　　　　　　　　　
顎
、

了㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　』・1》騨・・、

7号屋外埋設土器検出

講．｝‘こ‘瑠　　「．

　　　　　　・翌P’柄・鐡覧羅
　　　　　　　　　　　　藁議　’弦躍

　　　　　　　　　　　　　一弩一　　＾騨．

9号屋外埋設土器検出

同　検出

7号屋外埋設土器セクション

，・；　。匹

8号屋外埋設土器検出

ー
讐

30号土拡検出状況



£
、
亀
、
」
・
ゼ
．

、
、
“
・

・
壕
く

膝

25号配石一77

醸　一
　P　1

「
，
、
覧

3」∪一1

7JU
／

9JU

鷺

5JU

図
版
61

縄
文
時
代

配石遺構出土遺物・屋外埋設土器



蝶
　
　
－
騨
亡
ぎ
：
・
　
・
』
レ
・

　
　
　
　
．
、
ガ
　
　
　
・
一
難

煕

図
版
62
縄
文
時
代

　　　　　i≠㌔｛〆　　　・∫幽
磁蹟錨

繍　灘灘．
　　　購　灘躰一

　　　　　『レ傑　　　　　　1ゴ’

　　　　　　　　雛
　・踊，・’蕪聾〆

鯉雪　・『3　3難
、　　ず万艶　　　一

　選

39号土拡

4聡

146号土拡

鄭『■P！華’虚

　　　燕。

225号土拡セクション

塾　h㌔’－

繍　　汐

軽“窮
織濠
贈1競

略
幾

“
『ぎ

ギ

灘灘
齢灘
一慧

105号土拡

同　遺物出土近影

“
．
怨

価
”▼

笛釜

同　検出

・騨轡

ぜ　　　　　　　ヨボ

』Y螺η敏振＝

223号土拡

、
レ

灘　
　
い

’重縷

346号土拡



367号土拡

115号土拡

198号土拡

328号土拡

115号土拡セクション

同　遺物出土近影

186号土拡

386号～403号土拡

亀爵鵯燦

図
版
6
3

縄
文
時
代



霧響
．
5
．

砦
戸

　
　
　
　
　
　
罪
．
孕
甲
烹

箋
鱒
．
．
　
漂
、
奮

襲
潔1羅1潔1罷・貫

撫き

遭1』，・一“

講’『9

灘
59号土

濠
　
ご

び
ン
　
　
も
き
　
　
　
ロ
ト
　
し

・
：
：
一
鴫
』
態
囑
、

　
　
．
　
曲
，
ー

　‘■漏二“・必町、－・～、

・r☆獄・，

『∵ぎ慰～犠郭V」
絃藩鋤臨、乱；．世・㍊イ

も

156号土拡

181号土拡

曝饗
382号土拡

『
、
＾
ノ
窄
，
■
ヤ

・
　
首
μ
叢
㌔

　
・
欝

　
　
論

　
　
　
臼

図
版
6
4

購
騨
、

　
　
　
　
　
　
　
螺

甲
　
、
．
謬
9
え
。

縄
文
時
代

58号土拡

警

87号土拡

166号土拡

　　　1爆野』マ琴：

355号土拡



蓄

405号土拡遺物出土状況

同　土拡内敷石近影北→

405号土拡検出東→

同　土拡内敷石近影北→

図
版
6
5
　
縄
文
時
代

　
　
　
　
　
　
　
帽
東

→

西
　
　
　
　
　
脂
景

　
　
　
　
　
　
　
“
全

認
　
　
　
　
　
　
　
　
後

確
　
　
　
　
　
　
　
　
去

方
　
　
　
　
　
　
　
除

同
　
　
　
購
同

駕



図
版
6
6

縄
文
時
代

2D－1

醸慶ガ
226D－202

iF鞭叢ヤ．饗灘

8D－M－14

霧毒
寿

355D－203

ヂ

〆櫨』

　』

355D－373

405D内埋甕31

土拡内出土遺物



405D－15

　土拡内出土遺物

405D－12

405D－14

図
版
6
7
縄
文
時
代

齢

7トレンチ

土製円盤

Nα3トレンチ

トレンチ内出土遺物



21D－N－15、16

瀞灘誌私

一14

ρ
　
、
L
、

33D－N－16
5、16

図
版
6
8
縄
文
時
代

蚕
餐

馨

　　、

h
研

蹴
瀞

81133D－41
　　　203D・

藷難
綴一、

難一鷲　　　豫！

縄　　磁
薄‘勝・｛［．◎嚇
懲・を　　．困

　　　35D－N－20

　　　、や簿ニザ’慌‘，斗．
　　　・吊・勢愉．・鴫～

零　・湊　贋　蜀
　　‘多

　　　　213D－152

18D－157
土拡内



『ぞ》　譲・

　・1；翼　　　　　　‘

請　，　，猟

数

灘

噂亀　、

譲し
：華・し占

『
し

趣
，
”

69

　
縄
文
時
代

’
穐

繕鉱

酒’

磁

贋
・
濫
．
』 酒

3号溝（河川壮全景）

3号溝（河川址）セクション

北部土石流検出状況　北西→

襲
3号溝（河川址）東→

・鞭

同　北→



図
版
7
0

縄
文
時
代

3号溝194

、鎧畿

齢

、

▲

3号溝175

3号溝92

3号溝195

3号溝135

溝出土遺物（1）



膏

醸

3号溝一263

3号溝一253

3号溝一257

購緯、

帰
謬

雪

’

計
h

ご～・・

饗

歯

　三￥

3号溝一252

禦

3号溝一261

図
版
7
1

3号溝一274

3号溝一271

縄
文
時
代

擁野
癖一

駿亨

耳難

3号溝一266

3号溝一250

3号溝一267

溝出土遺物（2）



同遺物近影

．
鶏

、1△盤1

遺物近影

『
遺

b．c－23グリッド

・
凄

葺
へ

帽
．

　“輩

一

一
勲
『

翔

L－31グリッド

W－13グリッド

　　　聖矩幸穐『

　　　　　翻、雲態浬一・縫
　　　　　’．灘・・魏螺．．．梶癬
Y－15グリッド

図
版
72
　
縄
文
遺
物
包
含
層
調
査
状
況

Y．Z－15・16グ’リッ　ド



D－10G－3

　
　
　
叫

●
㎜

◎
㎜

b－23G－1

b－21G－5

K－21G－6

L－16G－8

d－27G－170

図
版
7
3

臨隈

縄
文
時
代

　
　
　
　
4

　
　
　
　
2

　
　
　
　
2

　
　
　
　
一

　
　
　
　
G

　
　
　
　
5

　
　
　
　
2

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
W

　
　
　
　
N

M卜Y－25G上一230

ロー蝕

Hトd－28G－10

一31G一

雛

W－20G－15

H卜Y－26G上一12

T－23G－14

　　　20

H卜b－28G　F－13

Y－24G下一11

　　　　　　21 Z－25G－41

グリット内出土遺物①



図
版
7
4

ATVl1G下一424

C　T　V－15G75－630

H1－24G下

18W－17G－607

X－13G－688

『継

…轍

C1－W－15G－2－151

b

『
．
κ
．
『

諌
．
．
n

　
　
　
『
跡

7
1

蔓選
、
　
跡
…

〃
、
録
懲

．
．
聾

　
　
，
ノ
・

　
　
、
！
’

M1－Y－27G上一636
亘も■一　　　r　＿L一一h　 一　、虚■聖工』」／貧＼



1E　l4大611

Y－19G－13602
Y17G－7606

X－16G－2601

図
版
7
5

21X－14G　599

Y－17G－10604

21X・一14G593

　　　　　Y－16G－5605

Y－17G－48595

Y－17G－9
　　603

G
Y－17G－20603

Y－19G

W－12G－5

X－17G

　
　
　
　
　
　
…
…

C23G－2

W－12G－8

b－23G410

U－22G

Y－22G281

一12G－3　352

Y26G594

b－23G

バ’目、”Lrh山4．堕紛



図

76

蓼
鍵
義
褻
、

縄
文
時
代

25G－653・ Zl9G－101－652 25G

25G－647 28G U－26G－643

W－15－639

C－25G－9－647 　　　Z－19G－641

U－22G－624

表採

席

C－26G

W－13G－587
（新地式）

Y－17G－649 グリット内出土遺物④



灘． 図
版
7
7

Y－24G－691

縄
文
時
代

Y26G－696

Z－26G－690

MTa－26G上一693

Y－18G

毒

駅
董

ぼ
ド
ち
　

賦
CTV15G皿層一695

グリッド内出土遺物⑤



図
版
7
8

縄
文
時
代

W－13G－693

Y－13G－697

2W－P11－G－696

Y－21G－699

W－16G－704

W－15G－692

Y－23G698 Z－20G－703

a－21G－701
702

184D

グリッド内出土遺物⑥



Y－19G－671 H卜S－26G上一670

Aトー673

V－12G－66

図
版
7
9
　
縄
文
時
代

　Z－26G－668
土器片転用土製円盤

W－15
G－672

一27G

X－19G－720

諜
】

　
㌧
．

715

　　W－15G－706
　　　　　　W－19G－117

グリッド内出土遺物⑦

　　1

　　　　W－13G－713
　716

A－27G－712

X－20G－708



図
版
8
0

縄
文
時
代

表採一760

表採一841

表採一758

表採一801

表採一746

轟

”掻議驚［無

　　表採一799

グリッド内出土遺物⑧

繋－

表採一762

表採一772

表採一823

表採一758

表採一821



表採一903

図
版
8
1

縄
文
時
代

竃《銘

難』

表採一882

2‘ゴ

．熱，，亡

　多』，な一＝

欝難

表採一858

表採一889

グリッド内出土遺物⑨



　　　・飛
　　　　卜

表採一890

灘
採一888

表採一887
き採一886

表採一885

図
版
8
2
縄
文
時
代

7G－8

X－17G

ξ
季
　
　
　
－

一

X－18G



図
版
8
3

縄
文
時
代

X22G－914

転，

　
蕊
・

　
　
鍵
慧

　
　
　
磯

　
　
　
　
綴

　
　
　
　
醸

　
　
　
　
　
躍

一
4
，

一夢漁

凛蜜

罐

ゴゑ

聴
麟
41’1

　難

霊
灘

P－16G－849

〆
．
些
　

W－13G－842

W－21G－892　W－15G－893

W－13G－826

グリッド内出土遺物⑪



図
版
8
4

灘

Y－20G

鍵

Y－20G

難
Y－20G

グリッド内出土遺物⑫



むらい

猛

鷲

4グリットー860

図
版
8
5
　
縄
文
時
代

・
ジ
麟
輔
獄
　
　
嘱
．
　
遙
，
欝

d－28G－827

X－25グリッド　　1号集石一19

グリッド内出土遺物⑬



阯
． 一

・
、

』
．

・
ノ

、
s
　
　

、、』ヲベ鷺

　　　 ハトコリヤずず　ド　ヒヂニコし　ア　　　　　げト ドはむコ　　　　　　　　　　　　　　　コ 　ドドココレ　ヒぼゑえく　ゴ

歴26号住居証発謡風景南→－

史
時
代

溝
発
掘
作
業
風
景

　　26号住居址発掘風景北→

実測風景（6号住）奥南東→発堀作業風景（4号住手前）　　96号住居址発掘風景　北東→

　　　　　　　』！γ1！茎・「卜ll　一筆∫　　　　　　　・．△ごで…』稲繭繍　　餐

1号住居吐カマド・貯蔵穴調査状況　南西→　　　　88号住居址・2号溝発掘風景　西→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署i駿羅1－1警饗

91号住居吐床下調査状況南→ 1号溝調査状況北→



1号住居壮
醗 灘

へ衛F

1号住居址カマド

　　　　　　　時

2号住居址遺物出土状況

趣一．4

拶1一

r
」
．
㌣
擦
饗
ノ

誕教鑑2

蟻
』
乙
剛
．

　
　
　
　
総

　　　鶴．無濾撫、．、

2号住居址

ノ
、
鷲
．
鵜
鞭
、

難’翻　薦　贈灘
藝　齪霧響、一・
　　　　　　　　　　　懸鰐；．

　　　　　　　　　　　騰灘

2号住居祉遺物出土近影（左、右）

6号住居址

6号住居址遺物出土



藤
塵

さ
‘

　　　　　駿駈証恥 、差げ灘赫

3号住居壮遺物出土状況

カマド付近遺物出土状況

同　遺物出土状況

　　欝　　・鱒覇
・
．
‘・粥猫・幡・緯．

　　　　　　　∫

を

、灘．

同　遺物近影

瀞

諒献

・ず騨欝一　・＝澗難

貯蔵穴内遺物出土状況

幾一離



図
版
8
9
古
墳
時
代

梛階響
葛
、
．
、

η
亡

噛
一
ト

篭
r
一
－
．
』

に
－
、

・
　
・
、
　
甲

、
一

レ
　
『
、
　
㍉

響
多

ザ・弱軸鶉曹4
鴫託』惇一・

　　　■

i　■「F賢　　　　　　　　　　　　　
　A　　　　　　　　　　　　　　

匹
一　　　　　　　、▼

　　『　　　　　－　　　　　　一　　　　　　　　ぺ　　＿’畷「、　

9㎜
亨
、

一
』

ぜ
、

ー
慧
サ
，
9
覧

ヘ

た
臨

．
◎
ン
鞄
、

　
ネ

監
　
、

『
緊

勲
“
警一

ル

繭
葭き馨

球1一ζ

翻ツ翰
罠懸・

　…i

吐

、
吸
麟
編
F
・

きみず　　ノ

難 石

酬
ψ

「匿　ド　　　　■吻　、＝　　甲　　戸　’ン

番遺物除去状況

　　　　　　　．、て憂罫

カマド内遺物近影

　　　家・・一…窄

鱒

｝
3番遺物除去支脚検出同状況2番遺物

ぬ
臼
同



艀

憾搬溢

鰐
晒
　
一

謬
～
、
．
」

調
㌦

魂
’

薙

！

一㎝

景

‘
．
一
全

址居
．
号4

諏
、
’
』
．

　
｝・一

　
　

∫
『
ニ

ィ
！
、
抄
　

魚
、

～
　
　
　
6
’

、
輩
§

ン
■

、
獺饗

　
　
タ

贈
－
　
轟

》
．
．晃離・

4号住居吐力

馨萎．．艀ア粛』

螺

ト
，
丁

し
》
，
、

7号住居址

4号住居址カマド

纂癖当嚢
貯lf礪

曙　．藤

鶴

隔
5
号 住居址

図
版
9
0
古
墳
時
代



8号住居吐遺物出土状況

し

ぎPず

ン傍ん』《禰、、晶錨ノ，，、

9号住居址遺物出土状況

薫…
記
嚇

i酵轡・』

11号住居吐遺物出土状況

爆撫甑、
　　恥

12号住居址遺物出土状況

8号住居蛙

9号住居：址

騰

＝』翻

11号住居吐

　　　　　　　　鶉、

12号住居吐遺物近影

　　　議灘麟

図
版
9
1
　
古
墳
時
代



図
版
9
2
　
古
墳
時
代

　　　譲窄Σ一一F　　　　　　　　議
　　　　、’壷F－　　　　　　　｝
㌧魯1　雛』9　　　　　　　　 ・一随　 ・ド

12号住居址 13号住居址

16号住居址 16号住居址遺物出土近影

灘

i薩髭　　驚1書，『罫婆顯達

罐潔’　　　　、り、

16号住居祉貯蔵穴内遺物出土状況 17号住居址遺物出土状況

争r

齢　
懸　
華
　
唾17号住居址 18号住居址



騨、翻
　，　　　　　　　　　　　　　レ　　　　い

　　　　r繍．．．
19号住居埴遺物出土状況 同　遺物出土近影

図
版
9
3

古
墳
時
代

19号住居址

21号住居吐

22号住居址

20号住居址

誘署ミ

22号住居吐遺物出土状況

22号住居吐



址

』

・
昌

こ
ド

監
覧
．

一

25号住居址

簿

同検出

欝
、
蟹

リ
ド
ぞ凹

ゾ
　
F
・
唾
卜
“

蟹
欝
齪
…
簿

24号住居址

　
蟹
．
－
、
螺

　
が
の

舞
響
献
ー
F
碁
，
，

蒲　　　　司

　　　｝

鐵

26号住居士

簾

麟

居吐遺物出土状況

図
版
9
4
古
墳
時
代



図
版
9
5
古
墳
時
代

36号住居壮

．』鰻i縫鐵鍵巌ll』

37号住居壮

験癒概

38号住居壮遺物出

39号住居吐遺物出土近影

許
で
へ

墨

灘
～
簾
，

36号住居虻遺物出土状況

魏慧

署黛聯出土遡

38号住居壮

39難徽



図
版
9
6

古
墳
時
代

40号住居吐遺物出土状況

42号住居阯

　　　　　　　ぼ

42号住居吐遺物出土状況

47号住居吐

ゆ晒。薦1

41号住居壮

42号住居虻遺物出土状況

46号住居址

・壌

47号住居吐遺物近影



47号住居址遺物出土状況

　　ゆ　　ゴず
一薫 搾歪－

縛篭．r・．罷

48号住居蛙貯蔵穴内遺物出土状況

48号住居：址遺物出土近影

50号住居阯i遺物出土近影
欝灘黙

　
二
奪

↓
＝

－
．
菱
　
　
一

48号住居吐

図
版
9
7

古
墳
時
代

同　遺物出土近影

49号住居址

50号住居址



図
版
9
8
　
古
墳
時
代

54号住居址セクション

　　黛

ー
4
」
鏑

レ
壷
“
勢
…
。
オ

二
． 働！・一一

同　遺物出土状況（2）

愛．馨

同　遺物近影

同　遺物近影

臥蒸
｝
一
綱

募魏

同

　　　　　　　　．＼声

遺物出土状況（1）

愚
讐，驚

麹螺

同　遺物近影

竃憂へ澱



図
版
9
9
古
墳
時
代

55号住居址

藤

、　算輝　灘一

同　貯蔵穴内遺物出土近影

撫
蘭

56号住居址

難講
鞍欝

購　マ　　　　　　　膿　『，弔　　　　　　、

　　　ヒ　　　ヘ　ドや
　　　し　　　を難灘i、

同遺物出土近影

55号住居址

　　　　　　　　　［一妻
　　　顕、灘馨
鱒・灘蘇灘

　　　”4　　　　　　良・鼻・

56号住居吐遺物出土状況

　　　　一藝

56号住居祉遺物出土近影

57号住居址



〔
、
・
曝
論

霧　舞．　　灘詮翼

灘霧　　鐵

61号住居址遺物出土状況

・Frノ．鯉o仁㌔． 乏　　　臼　・　一　　　、　一

66号住居吐完掘

66号住居吐同カマド近影

・’．騨一　　　　　二一）：5 瞠i薄無
鰻　　灘じ琴『警き、鋤．，・璽．騒講

　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　
　ψ、ごト

67号住居址

　業ミ縫

砂

讐

ド
』
つ
［
　
　
　
～
・

τ
動
．
　
・

　
　
　
　
ゴ
　
，
　
・

鍔江賃

識

ヨ
し
き
リ
ノ

嘉
灘
．
醗

累“
嶽

60号住居壮

61号住居壮遺物

　一・㌔r隔簡デ

鰍玄器㌣譲

急蕊

糞
識ト気

66号住居

霧薄き

マド内遺物近影

・
、
．
欝

図
版
㎜
古
墳
時
代



図
版
剛
古
墳
時
代

　
　
　
　
’
．
疲
㌧

黙・ド・　　　1。．翼赫躍ト識肇

櫛で　”＝

69号住居址

’
ぐ
ゼ

二1
三

，
　
、
、

膿
魯
．

土遺物出

　
』
　
言
唱

酬
一
’
　
勝
ー
．

ぞ
．
今

・
｝
n

「
二滲

9
，
笥

『
、

ユ　　　　　　　　　　　　ヂ
ド　　ヒル

”晦㌦へζr

噸
レヘ　　　コ　ロ　てで

濃怖瑚一｝　 ■　 r｛
ドコ

鱒
ほ
磁

71号住居址カマド近影

72号住居：址肖

．
．

ウ

』
ξ
「
．
皐
「
，
’
詮
二

縷懸難義饗
68号住居址

欝拳瓢ゴ’二べ、＝世写ふ～愈こr 、、、四ρ

螺続r謝濡『伽艦贈翫‘嵩柑軸購諦撫“蒔無”短＿＿。卍　晶L軋、　r［

70号住居阯

．
マ
　
　
　
ー
憲
、
』
ρ
・

ヤ
、
翁残

71号住居址

、

鰹
“

鰻

同支脚転用遺物近影



図
版
麗

古
墳
時
代

』』罵馨饗、 憂 、　　懲

74号住居址

蕎謬群

◎を

76号住居址

　　　　　．響灘・誕二7乳ざ「垣’　　　　　　　　諺

　　　喉鑛繍　　騨

76号住居址遺物出土近影

77号住居址

75号住居：址

難

漏　＿燕触・

乙

76号住居址カマド近影

　　ご．欝ど繍

76号住居址遺物出土近影

繭軽・
・晦一一『

77号住居址カマド近影 　



｝灘『▽幽“ξ篭

78号住居址

轡〆　、・，訟．　灘ヲこ
沸・ゲ』二種磐“〕～一 噸端

79号住居址

醗

。∂ーぴ

“

笹
．
講

属
マ
働
．
一

愚
シ
．
・

事
、
、

『尋添
．
、

劉
．
．

臓
79号住居吐カマド近影

80号住居吐

・
矧

78号住居址カマド近影
幽

79号住居址遺物出土近影

　　　　‘・．監　二慕贈 烹焦疋滋、r　」、甲．、一二輸＿

79号同カマド近影

　　　、、一藤翼饗郷騒翻嶽

難

80号住居址遺物出土近影

図
版
鵬

古
墳
時
代



ツ

図
版
悩
古
墳
時
代

・め一

80号住居吐カマド近影

　
　
　
　
翻

81号住居址

81号住居址カマド近影

つ

譲薩

82号住居埴

碑巧　『

磯鞭

80号住居吐

　　　　　L∵㌧△◇一護鍵難一
　　　　　　　　　　　　1撫鷲漿繋
　　　麟・　　　　　麟・
　　出　　4η　　　　　　　．』、：、　　　　　　　　　　即

　　　　　　影一∵瓢，響

　　　　　　る

81号住居址

　～一・』笠．、．、，　　　　齢

81号住居吐カマド近影

83号住居址



83号住居址カマド遺物近影

　　　届、　　　　　　　　　　　　　｝　　　　』、

レ　　　　ー　r　　　』　』　　　　ド　　　リ　　　　ゼリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　ド

84号住居址

y　凹’叩－一脚「』
’
・
　
　

’1　、ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢

　　　　　　　　　　　　　　　　・、i翻

　　欝“
　　卸
　　　　　　　　　　　　．難

　　　　　　　　　　融・．、老’

86号住居址

8§讐住居吐遺窃出王淡説

83号住居址カマド近影

ド
85号住居址

一
ご
繍 i』』』や

・
、
、
，

88号住居吐

88号住居吐遺物出土近影

図
版
価
　
古
墳
時
代



　
　
　
　
・
、
ー
　
風
’
ン
　
ヌ
r

図
版
鵬
　
古
墳
時
代

鰻
88号住居址

　　　　璽、　謂

隷驚論、、胤＿「　論露．．薫．．、

90号住居址

灘蟻藪P9

92号住居址

慧1．，麟饗羅羅鱗鰐騨一1灘灘

88号住居址遺物出土近影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り～　　　7愚

　　　　　　　　　　　導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋”矯梅

　　　　　　　　　　　異　　’　　　　　　　　　　　　渥
　　　　　　　　　　笹拳　、　〆　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　　　し・謂

　　　　　　　　　　　ミ　　1　　　　　，　、　シ　　　籔譲

　　　　　　　　　　　　91号住居址

等響舞墾門』1窯》〆F　　肌　・琴筆

　　　　　　　　　　　　94号住居虻

94号住居吐

、脇、天＾し、．＾．粛獄盛。”諭㌧晶　　　祠ガ．

懇1縫藝壽

籔

94号住居址旧カマド付近遺物出土状況



．薫・・

94号住居址カマド近影

舞

講
ノ
譲
艶
》

㌦
　
一
．
婆

講
灘

94号住居吐旧カマド近影

図
版
柳
　
古
墳
時
代

　
が
　
つ

警
、
》

臓
ヌ

95号住居虻

96号住居壮

　麟’響

螺
．
．

97号住居址

95号住居壮遺物出土近影

驚難馨響嚢響
一「羅　　　　　マ講噸’”

96号住居壮カマド近影

97号住居：址カマド近影

1，

灘，諮



図
版
髄
　
古
墳
時
代

98号住居址

99号住居址

100号住居址カマド近影

1，沈畠　　、爾認一ト町f　’認［＝べ“
轡lf・』二．ご．』’：隻纂、．紀讐・

』穆☆縷、懸一講，
100号住居吐階段状遺構　東→

98号住居址カマド近影

ゆダ　　 ジで
、擬膏．ご・

ダム雛鈷
　　　．二．．2」』、議

100号住居：址

聡賢［響’・’戴，『』　．※

讐麓機灘　螺
、麟轟鐙灘』

ヨ
’
ー
　
5
脅
】

　灘　　　　　　　　　　　　　　　・響驚

ミ購ンド

　　　　　』◎
　　　置瞬ゴ’

’
畢

離・蕪・

　　　　　　　ζ、

100号住居址階段状遺構　南→

　　　　　　　　　　　　泌診鱗

　　　　　　　　　　　　　　・・診　　で』肇

　　　　　　　　　　　　　　芋．純・　．ヅ

　　　　　　　　　　　　　　　≡メ’

　　　　　　　　　　　露罵

　　　　　　　　　　　　　　影』」三、・蜀

100号住居吐貯蔵穴内遺物出土近影



図
版
鵬
古
墳
時
代

『
　
4

嚢

162号住尉

∫．」 　蔭』、

｝

欄縣．灘．騨．，
1。5号館吐

選

’
『
．

醗難総

107号住居址

一
♂
『
，

ゆ
㍗

些ダ

100号住居壮遺物出土近影

繋無灘撫鳶溢

濾望
鐸

璽

亀
蝕
試

ヤ
“
じ

憂

ソ
．
　
礁媛

¢

［が、一P　’＾か一

104号住

，
・
蟻

警

105号住居：址



図
版
胴
旧
古
墳
時
代

107号住扇F

許

…己il

卜〆・

10ナ喜硅唐班遺物出土近影

ひマ　　ゆテ　　　　ヂ　 　　やに　　　　ユ　　

薪　　　　　ゴ1
　 濁’段．　　　　』9＝

紳癬欝顯’

〆
’
『
却
司
い

亭
』
甲
ド
図
導

∴
靱
、
華
’
・
㌘
母
一

腕
4
：
「
”
…
㌧
k
加
誰
F
し
■
臥
唯

老

108号住居址遺物出土状況

　　想濁霧、雲．
野懸嬉・、，，f

108号住居址カマド

．購ゼ同

．ご』慧縷譲翻

　　　　　　　響馨韓

108号住居址

ぎ
、

爵
　I

　’
　　『　　P　Ph

箋

108号住居：址カマ「ド近影

　　　　　　　　；夢㌦Y饗

114号住居壮 114号住居址カマド近影



114号住居埴カマド近影

麟
．　　　　　！　　　　　・

葦　　　一　一　　7　－
　』　　　』　1　　1

　『
　－　　　　　　　　

　甲

』癩巌『録

　　　嶋一ケ’儀直

鞭『鎖，t

117号住居址

　
　
　
欝

　
　
　
繍

127号住居虻

　
　
　
、

ゆ

、
厨
紬

4
　
『

130号住居址遺物出土近影

116号住居址

117号住居：址遺物出土近影

誼　鍵難、、．灘i、

127号住居壮遺物出土近影

130号住居址

図
版
川

古
墳
時
代



図
版
麗

司田古
墳
時
代

l　H－3

1H－8

1H－9

2H－5
2H－7 2H－8

2H－9

2H－6

2H－13

2H－12

　2H－2

2H－11

2H－3

1・2号住居址出土遺物



図
版
旧
古
墳
時
代

鍔

3H－3

3H－8

3H－6

3H－2
3H－1

夢

3H－10

3H－14土匙

3H－11

4H－1

4H－4
4H－3

4H－5

4H－6
4H－2

4H－9
4H－11

4号住居址出土遺物3



図
版
…

古
墳
時
代

4H－13 4H－12

躍け…

4H－10

駕

5H－1

6H－6

16H－4

・懸

5H－2

6H－5

12H－6

19H－1

5H－5

　　6H－2

　17H－1

璽
　17H－7

17H－6

19H－2

5H

6H－8

17H－5

19H－11 4・5・6・12・16・17・19号住居吐出土遺物



黛

19H－8

27H－5

23H－1

25H－3

　26H－6

27H－8

　36H

27H－13

図
版
肪

古
墳
時
代

27H－16

37H－6

37H－1

　47H－7

38H－11

47H－5

42H－1

48H－15

．姫

47H－8

38H－10

40H－2

　　　　　　　　　　　　　48H－3
19・23・25・26・27・37・38・40・42・47・48・50号住居址出土遺物

47H－13



　
　
　
　
5

　
　
　
　
ロ

　
　
　
鉗

図
版
…
…
古
墳
時
代

54H－4

53H－9

53H－3

54H－3

　
肖
辱
。
賢

　
　
　
　
6

　
　
　
　
一

　
　
　
　
H

　
　
　
　
3

　
　
　
　
5

53H－7

54H－11

53H－8

　54H－9 54H－10

54H－12

54H－13

54H－16

56H－15

56H－16

豫

56H。19

53・54・56号住居址出土遺物

56H－18



57H－8 57H－2

57H－14

図
版
柵

古
墳
時
代

57H－15

57H－11
57H－12

■
61H－5 66H－9

66H－8

66H－1

66H－5

67H－2 69H

66H－6 69H－8

69H－10
69H－6

69H－14

69H－16

70H－1 70H－2

57・61・66・67・69・70号住居址出土遺物
70H－3



図
版
…
…

古
墳
時
代

71H－2

71H－3

75H－7

75H－9

71H－6

　　77H－2

75H－12

71H－1

75H－1

75H－10

77H－3

75H－11

72H－2

75H－1

75H－16

・
箋

78H－2

79H－5

労響鴬

1響・
79H－4

78H－8

79H－7

79H－15

湖■匿

　　78H－6

79H－10

80H－1

78H－11

80H－3

79H－16

71・72・75・77・78・79・80号住居址出土遺物



80H－6

図
版
…
…

古
墳
時
代

80H－5

80H－7

80H－9 83H－12 83H－21

83H－27 83H－38
83H－11 83H－3

83H－2 83H－5
83H－15 83H－16

83H－22

83H－28

83H－29

83H－30

83H－26

83H－34

83H－33 80・83号住居吐出土遺物



図
版
伽

古
墳
時
代

81H－12

83H－33

86H－4

81H－10

85H－1

84H－1

・
臨
四
梱

　
　
　
　
　
8

88H－3

83H－37

84H－2

88H－2

　　86H

81・83・84・85・86・88号住居址出土遺物

88H－6



88H－10

88H－4

93H－8

　■

88H－9

94H－4

麟

94H－2

幽撒・

図
版
梱
古
墳
時
代

88H－11

灘

94H－5

94H－13

94H－24

88・93・94号住居址出土遺物



図
版
伽

古
墳
時
代

94H－12

癌

塁
琉
兜

94H－22

94H－21

94H－11

95H－4

96H－12

94H－23

f一．編

96H－9

96H－13

．弗・”

96H－14

ゾ

儀
．
γ
蜜

鐸＼

蒙

96H－19

96H－16
96H

94・95・96号住居址出土遺物



欄

零夕r

鱗

96H－18

97H

97H－7

98H－4

98H－1

98H－2

夢

欄鎚

96H－15

97H－14

98H－3

構
、

96・97・98住居址出土遺物

窟
織
、

　
　
　
ハ

F
、

97H－10

97H－12

98H－5

維奮“

図
版
伽

古
墳
時
代



図
版
悩

古
墳
時
代

100H－12

鰻
編
一
。
離
、

100H－13

100H－11

100H－17

101H－11

102H－2

100H－22

100H－3

100H－23

㌶

100H－33

102H－1

魏欝

夢

104H－1

100・101・102・104号住居址出土遺物

・〆

100H－2

100H－27

奏

100H－28

迫、

104H－3



107H－7

108H－1

108H－10

融

義

107H－2

107H－6

108H－12

、　’㌧－

「噸襲

108H－3

108H－4

図
版
伽

古
墳
時
代

嵩

F亀

108H－13

108H－9
108H－15

105・107・108・117号住居吐出土遺物

117H－4



図
版
俗
古
墳
時
代

117H－1
117H－5 117H－3

127H－6

㌔

む

　
ギ

117H－7

118H（覆土上面）

127H－14

127H－16

127H－9

127H－15

127H－5

127H－11

117・118・127号住居址出土遺物



図
版
”
古
墳
時
代

94H

角
類
一

9
噂

㍗

篠

写

94H

94・97号住居阯出土遺物



ザ

鼻
、

飽

　　　監　　　　　　　驚

騨響5彊螺『購
　　　　　　　　　　　も醸匿、、・“L豊1　乙、』　も・曹』♪3　 ．轟

贈麗響

癒
ユ　　ーも』．　　㎏

「
∫

羅
～
、

ぐ
．
’
黛
．

ン，’

ー
ふ
℃
鱈

随

図
版
協
古
墳
時
代

魚黛

触

5
ダ
考

鵜

1β

29（
．
－
’

褻　纒

　製

　壷

12

豊∫警灘
〆7ゼ履遮！一，・，7　　　1、

．参二騨、．・・，燈酵瓢～

懸翻纏
）数字は土拡番号

，
〆

マ
，
鰯

騰
い
｝

土拡検出状況

叢角■

三い

豊

－
．
へ
謬

ゆ漏
脇冊P琳

土号・土拡



図
版
伽
古
墳
時
代

　
　
輩
装
驚

欝
．

講
謬
鞭
揺
ー
，

土拡

眩
　釜　、壽

翔

鱗

　
駿

奄
　
』
．
5
㌧
ヤ

翻
マ
　
．
湊

　
　
㌦
4
』
’

　
　
ン
態

　
　
『
酬

露

燕皇

鴛
、

．
一
．
瞬

糖
さ
鉱

13号土拡

18号土拡

7号土拡

麟
議
．

窪

9号土拡

拡セクション1

，
イ

14号土拡



亡

r
　
研

餐
’
　
■
、

17号土拡

鑛F璽謙繋
㌣騨獄㌔
1輔

16号土拡

翼籔
、

22号土拡号土拡セクション

準

＿．㈹、．．諭瀦繍認，、識編繍烹＿蘇露」

”
．
凝
一
鍾
鋼
、
，

醸繋
藷

奪
糧
、
、

丁
訟

幅r

25、26号土拡

28号土拡

21号土拡

麟漁、

動
レ
、
、
、
榊

レ
～
、砺

鳳　
拡

塾
二
土

多
閣
号

　
3
3

　
、
　
8

　
2

図
版
m
古
墳
時
代



図
版
倒
古
墳
時
代

33号土拡

マ
烹

蕨魏

9号土拡

乳
鱗
『

220号土拡
皿
ー
頑

329号土拡完掘

夢
，
’
一
轟

醗騨

37号土拡

’
贈
．
『

『
－
ー
’
（

　　　　　　憩　㍗〆　・’魂

』鷲
118号土拡遺物出土状況

302、303号土拡完掘



図
版
麗

歴
史
時
代
溝

鎧
3
．

津
　
婚

鴫
づ
懲
、

　・1礎一！・　　　！ズ・
一－・』P’｝・／’　ず、P

　　　　　　　諌ワ．、‘芸罫
　　　　　噂、　　　　曹妬．
　　　　　　　－・航盛孟’

糖
灘

1号溝全景

酵ず｝

1号溝セクション

騰麹

鞭

2号溝北側より

　　　慨　一、
　　▼戯レ瞭『
！嘘卿凝

鞍9

駕

彌　
ρ

　
　
　

　
　
　
ハ

騨

欝蹴撫・一粥蹴灘盤愈磯鍛薫蛎

2号溝セクション

2号溝南側より



1号溝
2号溝覆土上面

咄善 図
版
m
歴
史
時
代

1．No．2トレンチ

5．No．7トレンチ

3．No．6トレンチ

6．No．7トレンチ

む礼、・；り亀∀，．

4．Nα7トレンチ

7．No．7トレンチ

2．No．3トレンチ

8．No．10トレンチ

溝・トレンチ内出土遺物



図
版
悩

伴
出
遺
物
が
検
出
さ
れ10号住居虻（時期不明）

な
か
っ
た
住
居
虻

ハ時
代
は

覆
土
の15号住居址発掘風景
状
況
よ
り

）

45号住居吐（古墳時代）

14号住居址（縄文時代）

15号住居址（縄文時代）

63号住居址（古墳時代）

106号住居址（歴史時代） 106号住居吐カマド近影



1号炭窯

鐘

38号土拡（製鉄遺構？）

1号炭窯
　　望ご　u［「

玄．

　ロ　 ヨし　ア

　鯵＝　r．r，

38号土拡掘り方

勢1135

時
期
不
明
遺
構

38号土拡（製鉄遺構？）近影





横俵遺跡群1［
　（写真図版編）

刷
行
　
集
者
所

　
　
　
　
行
刷

印
発
　
編
発
印

平成3年3月20日
平成3年3月25日

山武考古学研究所

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

（株）文化総合企画
TEL．0476－24－1563











帖＿…＿一…一

叢養…薫懇鮭聾鍵



16 17

18

十

C
10 11

12 13 14

十

15 十

十

18 19 20

7

餐　　1号炭
＿、・4100

D

E

十

十

8

F

十

G

十

十

H

9

J

十

11

十

K　十
　　＼

＼
＼316D

◎
　　＼

　　　＼

＼

十

L　十

十

」
十＼

十

十

　　　o。95H
　　　　o
o　　O

　　　　OO

　ら○
￥瓜○

￥AQQQ

、ろ9』らQ

／
ノ

／十

十

ヨお　

Q

＼＼

ヨヌ　　

◎

◇
雫

十

C

十

十

十

＼
　　　＼這

十

十 ／ノ十 十 十

　　十　　　　　　　　　十　　　　　　　　　十
　　　　　295D　　293D

　　　　　　　％。蟹DO297D　　283D
　　　　　　　　294D　　　＼284D。◎

29鍔◎　　29・DD＼伶285D
　　　　　　296D　　　　　　　　　＼

　　す　　　　＋　　　　略86D／
　　299D　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　象D◎／虚87D
　　　　　　　　　　　　　　　　289Dも288D

δIDも29・D＋／＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

◎　　　　・．　＼　　。
311D　　　　　　　　　　99H　　　　　　　。

O

o

10

97H

○

⑤

◎　　。
　　　　　　0310D　o　Q

＼o

・101H

◎。◎ ＼

十

。愚，

309D

o

十

o

②＋
306D

◎

畿

十

o

o

100H

○

◎
O

Q

o

o

○

十

o

7D

1　　96H　　　　⊂》
　つ　　　　の　　　　　　　　　　の　　　の

　　　　Q　314D　　IH

o

十 十

◎

　　　○
　　○
　　　094H

急◎

l　D

、酵／
　　／
／

　’＼

ノ欝○
／　　　　　　3D

十

　　○　。◎

◎
6D 8D

302D

十

　〇

278D

十

　　　十

108H◎

282D

繕87D
　◎　250D
279D

十

268D

O

↓

D

E

F

21 22 23

N

24

243D

◎

　　　　　　　　269D

　　　　　　　　o
273D　　270D
◎　（⊆》

　　　　　　　　　　　　ア　
　　ゆ274D　　も＋

275D磯172D

276D

　　　○

〈）0
　102H　O
　O 十

103H
o

2βD

25

◎ 十 　　　　　　　251D

井　　　　2鴇D

十

238D　O

104H

＼
　＼＋

　　　＼0339D
　　　　＼

　　　　　＼

　　　　　　　＼

十

◎3・3D

o

＼

十

／

十

十

／

　らo＼族o’

＼＋＼＿／

十
　　　

◎◎

　023D

0
305D

十 十

十

　十
◎264D

237D＠

十　◎
　　236D

26　1G

儘
　　　◎　H
干

　　　　

も

M

N

O

pl

Q

Rl

十

十 十 十

　　0263D
o261D

　　　　　　　

　　◎
249D◎　◎248D 241D◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0260D　　　　　　　　　257D　　　　　　　　　　　　　　　　　一～＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／247D　　　　　＼

　　　　　　　　外　　　　　　　＋　　2置D＋　／◎◎0245D　＼＼＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ55D246D　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　象D　　／

　　　　r＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　＼
／　＼＼　　　　◎37シー一

　　　　　　　　　　　　　　　

／　　　　　　＼＼　　　P3／
　　　　　　　　　、翁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　◎／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＿ノ㊥38D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　十

十

。黛

　　　91H

o

十

＠

　ヨ　　

◎

116H。

　232D　　231D
◎◎《）

233D

　　　　◎

＼230D　O。
　　＼　　　228D

　　　＼

　　　　

◎＋　」

266D

∠
マ
　リ
　’00

飢　　36D

107H。

Q

Q　P2

＼
十 十 K

　　　ヌ　　

qD◎014D
＋11D15D＋◎16D

　　　　　　　．・鱈
　12D　　　　　　　3H

　　　　　　　　　　　　　〆。321D

　　　　　　　　　38D32諮　　　◎4D　2H
　　　　　　　　　需D318ぷ　　　◎5D　◎

　　　　　ト　　◎辱　　　　＋　　　　＋
　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　

，　畠D伶323D趨魯
◎警H⑤＋　　、0329D＋

　。◎　　Q

　　　O　o。　6H

25D

13D

024D
十

十 十 十

十

一りl　l，

　　’，
　　　f”，’

〆ゑ
　　の
085H

の
・⑥

＼
＼

＼

十

25

十

　⑨
。90H－

　　　　十 十　　　　　　　　　十

警
　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　6
　　　　　　　①　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　◎
　　　　　　　　’σ、　　　84H
　　　　　　　　o

十

十

　　Oロ

4H　O

Q　o　十

＼

す

o
o

の

80H。q
o

17D 7H

十

　　O
　　o
　

。79D。

十

34D
o

十

22D

1ち020D21D
　　　19D
　　　　　　　　　　　　o十　　　　　　　　　〇

q

o

Q
224D

76H

O

O　Q

十

　／／＼
／　　　＼

o
o

5H　　O

十

池

／ v

28D
　　　◎29D

33D

　　　　　十

◎

十／ 一　　＼十

十

　　　○

O　o
　8H　O
　O

十

十

十

十

Q

　　ロ
　00　　0
　88Hl　。　　　　（）

　o

十 十 o　　　　　o

・
，
，
　
　
　 0　◎86H
／flr，，『，r・一llllll『Fl「ノ327D　326D

　　　　　　　　　　　　　”，9
　　　　　　　　　　　　　　　　　11り噛”り臼’・7「『『『

十 十

◎

十

　2

　　　．◎

。82H

O

o

。83H　。

O

十

◎
325D

◎
324D

十

＼
＼

＼

＼

330D

十
0

o

78H

㊨q

十

o

十 十 十

o

十

6◎“

ぺ

72H

十

十

L

26

十

337D

十

十

十

40D　9H

M

27

　　　　　　　十
，　，　’　‘　1

　　　　，　’　一　1　　　　　　臼　8　－　1

十

　　　　十

・巷・轡

332P

331D

卿
十

o

　ア　　

◎・
　　o

o

十

o

◎334D

73H

　9
の

114H
o　　　　o

◎
　　　十335D

◎
336D

十

71H

o

o

＼
＼

o

十

◎

70H　O

O

十

o

＿
＿

◎
　　　　　　　　　　　　～　一

0

　69H
o
　　　O
o　　　　　O

　　　o

　◎1軸50

＋35D　＼＼辻

十

十

十

＼＼

十

十

ハ　67H

十 十

十

十

十

◎
39D

十

◎
。
6
6
H

十

十

＼　　～一十

十 十 十

十

　　　　　　　　　／
　　　　　　　／

＿十／

＋ノ39…一＿一

ヨ　　　

◎

十

＼　　　　＼
十　　　◎＼　＋
　　　　341D　　＼

十

麟＠　

十

N

O

P

Q

0

遺跡全体図（1）

30M

28

↓

o　o

o

o

11H

o

十

29

十

30

ψ・
◎100D

　　　　　　　◎
　　　　　　　　P4
　　　　　　　　　　　　◎101D

◎　　　・　。
41D＋　！3H。。⊃4H。o。・
　　　　　　　　　　　　　　　15H。。
　　　　　　　　　　　　　　　O◎0
　　　　　　　　　　　　　102D
　　　　　　、40，20　110D
　　　　　　　44D◎

52D43D－5館貧
114DOO5・D＋
　　　　　　　　113D　　54D

◎42D

◎47D

31

十

72D

71D

　　　　　　　　　Q
　　　l40，00
53D91・9D◎108D
　　　▽

十

o

！39

　’θ0

。　16H　　。
　　　　　　　o　　　　o

O　　　O

●

十

　　　　　　　73D
1宅4D　O
　　　　105D

十

　　ヌ　　

・0
107D

十

48D

◎74D
　十

o

67DO

66D

十

◎80D

も．
●

17H　O。

　　　

亀

Og9D

9診。81D
　　98D

250D　　　　82D

。78D◎

◎

55D

57D

139．60

十

も○＋
．18H6ク

　　o

56D

75D

076D70D
◎
77D

8薪
88D

　O

O
19H　o

●

5
103D

　　　　58D　59D　　・　d◎
　　　　0《　　87D85D　g・D

　　　　　　　．6・D。醐89D

　　　　鷺・＋働8・6息◎

　　　　　　　　　　　　　σ

撹94D彦9宕91D65D

62D

　　　　　

　O

O
63D

十

十



V

W

X

12

十

十

13

十

14

十

15 16

十

十

十

十

＼
＼

＼

ク

　　0

17

0　67H
　　　　O
　O　羽

＼

＼
＼

＼

＼

十

○

65H

○

o

66H

18

◎386D

◎989D
　　◎　◎－

⑤難
轟（δ。

403D　　404D

＼＼
＼

19

十

387D

388D 390D

十

吻
十

＼

◎
343D9＋
　　　　　　　＼　　　　344D

20

十

391D

393D

401D

／

395D

②　　　　O　　O
　　　　　　　o　　　の　ロ
　　　　。◎33H

　　・GQ◎。O
　　の　　　　　　o　o”2H。・

　　　　　o　O

o窺粛桃
405Dl。◎面・
　　＼　406D
　　　　　　　　　／

＼

’

＼
， し　126HAノ

　　34H
　　　◎
◎　　　o
　◎

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ヘ　　　　ゆ　　ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　ヘヤ

壷．餌岬・．黛

章．誰．．　＼
　　　　　　113H◎。．1襖　　　　　　　ノ
　　　　　　Q　　o　　　　　、

態マ
　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

＼　乙＼｝

＼

＼

＼
～

　　　　　十

轟
222D

☆』・
d／

1
＼

　◎
⑨

0

＋一・で而
　　　　　モ》409D

十

、

＼
十＼

＼

408D◎

407DO
0

21

十

22

十

23

十

　0

63H
ロ　　　　　　づ

　◎
O

　　o

＼

十

＼

十

＼
＼

N

十

　　　σoOo　　OOO

24

十

61H

《　　　　　へ
　　　　　　、　　　　　　＼
　　　　　0
　57H。　　“

o
o

・δノ

ノ

＼

辱
も

十

／’
、／ ／

0
345D

十

十

○

十

十

十

十

R

S 25

　　ぺ　・、　　　　　　　　　副
58H　、　　　　　　　。o　診
　　。　＼　　　　　　　　　　　　56H

。老＿／（＼・一…叉「
　　　　　　　　　　　　　　＼

＼

＼
ご　　　　　ロ

124H　　　　　騨1
　　　　　　　　　　　のq　∠　　　　　　　　　1
　　。、　　　　　　　　　　55H
の　　　　のの

　r　　　　ろ一一ヌ　＼＋
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　／◎　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　1。
　　　　　　　　　　　1　128H
　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

◎難♂Q

迦
15JS
品舞轄

蓼
21JS

22JS

　　レ〆寂十

名，温φ

＼ノ〕

轟辮灘
　十
　〇　　〇
　8　　　9
ノ鞠夢
　1Jぎ
◎

◎

α

＼、ノ

卜　念
　　θ

　　o　　　o
　　　、　　　　、

　118H
。◎

＼、

　　◎。◎
　o

◎　48H。

川
1旧
1旧
1旧

1旧
h“
1口l

ll口　　　十
川l

l川1W

曲
li／

1川

由1　　十lhl
旧l

u

26

T

十

一、
50H

～一一一二ミ　　　　　　量1　　　　（

Lジン

＼

十

『～．

十

9

371D

・370D　　　　　　、、爪
　　　　　十　　＼、
372D　　　　7　 0　　＼

　　　　　／　　　　　＼
、ろマ50　／

一▽㌫

8　374D
　375D

勺q
十
　26JS

＼
／

◎

◎

も

十 十

〆一’．

類・H・

　幅

　イoo
＼ら㌧

十

十

0

十

十一　u

十 V

N

◇
　十

十

＼　　　　＼
◎380D本
　　　　　　　　　＼

o

＼
＼

o

◎

5尾尾

　●

＼

遺跡全体図（2）

｝＼
　　＼

唾㌧一一＼
　　　＋　　　　　＋　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　／
＼

十

・⑪
　　　いい
　　　、、、、1W
　　　、1、、
　　　い、1
　　　、、、l

　　　l、1、1

鱗　　　　1、鴨

＼　　　、い1
　　＼　川
　　　　　い、、ll

　　　　　、、、1

　＋　　　い、、
1s　　、、1、、

11るH

．◎

。。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗…・轡攣．・

211D

メ
」

十

σ

o

0　47H　O
　　　　　O

O

十 W

十

．ぜ、、1

　　い

◎361D

03JU

362D◎

◎363D

◎

381D

50M

◎365D

蕎i鰯疑
4JUす

＼～

十

唖
や、l

wl、、

い、い

隔
　い／l

27 28

十

十

356D

◎
＋◎

◎◎畠。．

193D翻
＼

　十

◎　　◎
204D　　138D

◎137D

十

十

一、lr　　＼
　　l／l、

　　、、ll

　　い、1∵120㌧

騰。・
　　　、1＼1　0。

　　　皿　　。．・
　　　、唄　　　　○

　　　、、1いl

　　　　l“、、、

　　　　　　　　134D

　　＋　◎
　◎　191D
136D◎◎

　　　135D

／

＼

o

十

◎　o。　十
121H

／

／＼

1鵡

1
、
1　81蜘

54H

＼
＼

十

216D

357D

◎

0
359D

O

愈
132D

十

／！／

十

358D

360D

217D

十

　　イ

ノ

／
／

十

／

29

十

30

十

十

十

31

十

近・現代の暗きょ

　　　　　　十

愈　　　　234D

㊧

32

十

十

◎355D
ρ

X

Y

、ろマ』60

o

o　　o。132H・
○ o

十 o　　o　o

　　o

十 十

　　一一 ＼
＼ ／＼＼

／
十 十 十

）

89H
西0

1

“　　、ノ　　　　　　、

　　o
＼◎

。、 ◎ 350口
o 131H o’

o
O
　
　
　
　 o

、o

＼F、。

　篭　　1

’
o
，
〆

◎
3
5
1 D

。40H　　　o
し，」

o

o

十 十

◎

352D

♂
）

116H ◎
353D

◎354D

＼
　　＼＿／一＼

　o　　　　　　　　o

O
　　347H

◎。・せ

ノ
／／

十

／

119D

◎鵯・

　◎122D

／／

十

十

／

oo

　／　一
－

、
　一％

＼

十 十 ＋　／へ＼十 a

／
0348D ／

／
～～　　　　ノ

b
十 十 十 十

349D◎

o
o

十◎
○

。39H8
十 十 十 C

　o
＄
　　o　　oo
O。

／

／
　　／
／

／
○　　＼　　　　／
　　　一刀 　○○

O
　o
　
　 38H

十 十 十 d

。　　ごgo

O
　
　
Q
O

e
十 十 十 十 十

　◎
oQ　　　　o　o

O
Q
　 O。　　26臼

（十

26H
　　　o

o

○　。　。。o

　　OO

。25H
　　　o

o

十

十

C》13・D

◎　　◎”8D
131D
　　　　　　十　◎ O

十

兜

23H

㊧、

　　　　　　　　　　　の　　24H　　◎　⊂ρO　　o◎

魅

◎

⑨

q
　22Ho

十

十

　　Oo
oo　　　　　o
　O
　o36H　望O

　　oo

の　　　　　　　　　　　　　　の

　之82
　　。　Oo

　　　＠
0　　27H

o

O

十

o

o

20H　Q

◎

f

o

9

十　h


	横俵遺跡群Ⅱ（本文編）.pdf
	横俵遺跡群Ⅱ（写真図版編）.pdf
	付図.pdf



